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国
際
的
に
期
待
さ
れ
た
第
三
回
国
際
人
口
・

開
発
会
議
は
二
十
年
後
を
目
標
に
し
た
「
行

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
採
択
し
た
。
「
こ
の
会
議

は
堕
胎
の
会
議
」
と
い
っ
た
皮
肉
ま
じ
り
の

記
事
が
現
地
新
聞
で
報
導
さ
れ
た
。
バ
チ
カ

ン
の
派
手
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
た
し
か
に
旋

風
を
ま
き
起
し
た
。
多
く
の
国
、
特
に
ア
ジ

ア
諦
国
は
冷
離
に
兇
守
っ
て
い
た
。
雌
胎
術

は
と
っ
く
に
卒
業
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

死
亡
率
に
つ
い
て
の
こ
ま
か
い
目
標
の
設

定
は
満
場
一
致
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ

た
こ
と
は
、
こ
の
会
議
の
大
き
な
貢
献
で
あ

る
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
い
く
た
の
重
大
な

課
題
が
あ
る
。
第
一
は
人
口
増
加
抑
制
に
直

接
つ
な
が
る
出
生
力
の
低
減
、
人
口
噌
加
率

引
き
下
げ
の
目
標
は
一
切
示
き
れ
な
か
っ
た

巻
頭
言
「
●

１
１

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
会
議
の
も
っ
と

も
基
本
的
な
挑
戦
課
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題

に
直
接
発
言
す
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
ア
ジ

ア
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ア
ジ
ア
か
ら
の

発
言
の
ま
と
め
役
が
な
か
っ
た
。

第
二
は
イ
ス
ラ
ム
圏
の
人
口
埆
加
の
問
題

で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
人
口
は
六
億
あ
ま

り
だ
が
、
Ⅱ
○
％
を
超
え
る
人
ｕ
は
先
進
諦

国
で
あ
り
、
出
生
力
抑
制
の
意
義

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
問
題

は
一
○
億
に
達
す
る
と
い
わ
れ
る

イ
ス
ラ
ム
圏
の
人
口
て
あ
る
。
二

几
・
八
九
％
は
開
発
途
上
国
の
人

川
で
あ
り
、
し
か
も
出
生
率
は
い

ま
だ
に
極
め
て
高
い
。
誰
も
が
指

摘
し
な
か
っ
た
新
し
い
「
人
口
と
宗
教
」
の

問
題
で
あ
る
。

第
四
回
ま
で
の
一
○
年
間
に
解
決
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
残
さ
れ
た
課
題
は
こ
の
二

つ
で
あ
る
。

（
黒
田
俊
夫
）
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鍵

功
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

世界107ｶ国から議員代表300人が参加

（
国
際
人
ロ

本の提唱で世界の議員が連帯曰

カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
国
連
主
催
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
（
国
際
人
ロ
・
開
発
会
議
）
に
先
が
け
、

国
会
議
員
が
果
た
す
べ
き
役
割
り
を
討
議
し

－
Ｃ
Ｐ
Ｄ
に
「
カ
イ
ロ
宣
言
」
を
建
議
す
る

ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
国
際
人
ロ
・
開
発
議
員
会

議
）
が
九
月
三
、
四
の
両
日
、
カ
イ
ロ
の
メ

リ
デ
ィ
ア
ン
・
ホ
テ
ル
に
世
界
百
七
カ
国
か

ら
国
会
議
員
三
百
人
が
参
加
し
て
開
か
れ

た
。人
ロ
爆
発
を
防
ぎ
、
地
球
環
境
と
調
和
し

た
持
続
可
能
な
開
発
に
よ
り
、
人
類
の
危
機

を
救
お
う
と
い
う
世
界
の
議
員
会
議
と
し
て

は
史
上
最
大
の
会
議
と
な
っ
た
。

－
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
代

表
と
し
て
の
議
員
が
、
立
法
府
の
立
場
か
ら

各
国
政
府
に
対
し
て
、
有
効
適
切
な
政
策
を

建
議
し
、
実
行
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
狙

い
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
準
備
会
議
の
段
階
で
、
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

・
開
発
議
員
会
議
）

２



会
議
は
一
日
目
の
三
日
、
開
会
式
が
行
わ

れ
、
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク
国
連
人
口
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
事
務
局
長
が
基
調
講
演
ｃ

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
で
、
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
運
営
委

員
会
議
長
の
桜
井
新
・
衆
院
議
員
が
一
各

国
、
各
地
域
と
い
う
ワ
ク
を
超
え
て
人
類
の

命
運
を
決
め
る
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
手
を

携
え
て
努
力
し
よ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

こ
の
あ
と
、
①
性
の
平
等
と
女
性
の
地
位

向
上
②
健
康
と
死
亡
率
③
資
金
の
調
達

④
性
と
生
殖
に
関
す
る
権
利
と
家
族
計
画

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
議
長
の
桜
井
新
・
衆
院

議
員
が
主
唱
し
て
原
動
力
と
な
っ
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
人
口
・
開
発
問
題
で

先
駆
的
な
活
動
を
し
て
い
る
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が

中
心
と
な
り
◇
ア
ジ
ア
太
洋
地
域
◇
ア

フ
リ
カ
地
域
◇
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
お
よ

び
カ
リ
ブ
海
地
域
◇
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び

北
ア
メ
リ
カ
地
域
の
世
界
を
結
ぶ
四
地
域
部

会
を
結
成
。
国
、
地
域
間
、
地
球
規
模
で
密

接
な
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
各
国
の
文

化
、
宗
教
を
尊
重
し
つ
つ
相
互
に
連
帯
し
て

人
類
最
大
の
課
題
に
取
組
ん
で
い
こ
う
と
、

活
発
な
話
合
い
を
行
っ
た
。

〔写真・右頁〕ｌＣＰＰＤ会場

(メリディアン・ホテル）
本会議場を埋めつくした各国国会議員

（メリディアン・ホテル）

３



わ
た
く
し
ど
も
国
会
議
員
が
、
国
を
越

え
、
地
域
を
越
え
、
こ
こ
カ
イ
ロ
に
集
ま
っ

た
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
わ

た
く
し
ど
も
国
会
議
員
は
各
国
国
民
の
信
任

を
受
け
て
国
民
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
、
そ

の
声
を
反
映
し
、
責
任
あ
る
選
択
を
行
う
こ

と
を
国
民
か
ら
信
託
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
各
国
国
民
か
ら
信
託
を
受
け
た
わ
た
く
し

の
四
分
科
会
に
分
か
れ
て
討
議
し
た
。

二
日
目
の
四
日
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
、
ア

フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
カ
リ

ブ
海
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
北
ア
メ
リ
カ
の

四
地
域
に
分
か
れ
て
地
域
部
会
を
開
き
、

国
、
地
域
間
、
地
球
規
模
の
議
員
活
動
に
つ

い
て
活
発
に
討
議
し
た
。
こ
の
あ
と
全
体
会

議
を
開
き
、
作
業
部
会
報
告
、
カ
イ
ロ
宣
言

お
よ
び
行
動
計
画
を
採
択
。
五
日
か
ら
開
か

れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
へ
建
議
し
た
。

挨拶(要旨）

人
口
増
加
を
抑
え

環
境
と
調
和
し
た
食
糧
確
保
を

桜
井
新
国
際
人
ロ
・
開
発
観
員
運
営
委
員
会
識
長

ど
も
が
各
国
各
地
域
と
い
う
枠
を
越
え
こ
こ

に
集
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
人
口
・
開
発
問
題

が
、
人
類
の
命
運
を
決
め
る
問
題
で
あ
る
と

い
う
共
通
の
認
識
を
持
ち
え
た
か
ら
に
他
な

り
ま
せ
ん
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
は
こ
の
問
題

の
重
要
性
を
認
識
し
、
十
二
年
前
か
ら
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
九
九
二
年
に

カ
イ
ロ
宣
言
で
は
、
や
が
て
危
機
的
状
況

を
迎
え
る
食
糧
問
題
と
、
軍
事
費
削
減
に
よ

る
資
金
の
調
達
に
つ
い
て
、
日
本
が
要
望
し

て
宣
言
文
に
盛
り
込
み
、
宣
言
内
容
を
充
実

さ
せ
た
ｃ
今
回
の
会
議
で
は
分
科
会
、
地
域

部
会
と
も
に
、
日
本
か
ら
出
席
し
た
各
議
員

が
積
極
的
に
注
目
す
べ
き
発
言
を
行
い
、
会

議
を
一
層
意
義
づ
け
た
。

こ
こ
に
集
ま
っ
た
、
わ
た
く
し
ど
も
に
課

せ
ら
れ
た
課
題
は
重
大
で
す
。
い
か
に
人
口

増
加
を
抑
制
し
、
持
続
可
能
な
開
発
を
達
成

す
る
か
と
言
う
、
人
類
共
通
の
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
な
く
、
私
共
の
子
供
達
の
未
来
は

あ
り
え
ま
せ
ん
。
も
し
、
わ
た
く
し
ど
も
が

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
結
果

は
、
人
口
が
爆
発
し
、
環
境
が
回
復
不
可
能

な
状
態
に
な
る
と
同
時
に
人
間
と
し
て
の
尊

厳
す
ら
失
わ
れ
る
の
で
す
。

こ
の
人
口
と
開
発
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
方
法
は
人
々
に
人
口
問
題
の
重
要
性
を
啓

発
し
、
「
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
の
選
択

（
二
の
」
」
ご
【
○
円
目
の
」
：
。
」
８
）
」
に
基
づ

い
て
人
口
増
加
の
抑
制
を
図
り
、
持
続
可
能

は
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会

委
員
会
）
人
口
会
議
で
バ
リ
宣
言
を
提
出
し

地
球
規
模
の
人
口
・
開
発
問
題
に
関
し
て
提

言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
一
九
九

三
年
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会
で
、
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
宣
言
を
採
択
し
、
こ
の
地
域
議
員
活

動
を
世
界
に
広
げ
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
一
連
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
を

も
と
に
、
こ
の
会
議
の
準
備
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

イ



成功したｌＣＰＰＤ

鐵過コロ則

に
認

①
②
③

二

蝕
戸
」
一
同

な
開
発
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
球
環
境
と
調

和
で
き
る
農
村
農
業
開
発
を
行
い
、
食
糧
を

確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
目
標
が
明
確
で
あ
っ
て

も
、
こ
れ
を
実
現
す
る
う
え
で
障
害
と
な
る

課
題
が
山
積
し
、
ま
た
か
な
ら
ず
し
も
す
べ

て
の
部
分
で
意
見
の
一
致
が
見
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
国
連
人

口
・
開
発
会
議
の
準
備
会
議
の
過
程
で
、
さ

ま
ざ
ま
努
力
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
最

終
文
書
案
は
合
意
を
見
る
に
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

わ
た
く
し
ど
も
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
、

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
背

負
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
た
く
し
ど
も
が
な
す

べ
き
こ
と
は
、
こ
の
有
限
な
地
球
環
境
の
中

で
人
類
が
生
き
残
っ
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
よ
い
か
、
こ
の
人
類
共
通
の
課
題

を
再
認
識
し
問
題
解
決
の
努
力
を
行
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
の
討
議
と
選
択
が
人
類
の
将
来
を

決
め
る
か
ら
で
す
。

私
達
は
、
本
年
四
月
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
国
際
人
口
・
開
発
会
議
の
第
一
回
の
準
備

会
議
を
開
催
し
て
以
来
、
各
地
域
代
表
、
人

口
と
開
発
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
員
活
動

の
代
表
者
の
方
々
を
準
備
委
員
に
お
迎
え

し
、
広
く
意
見
を
お
伺
い
し
、
こ
の
国
際
人

口
・
開
発
議
員
会
議
を
有
意
義
な
も
の
と
す

る
た
め
の
努
力
を
積
み
重
ね
、
こ
こ
に
開
催

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
こ
の
会

議
実
現
の
た
め
に
協
力
い
た
だ
い
た
各
団

体
、
担
当
者
の
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
国
際
人
口
・
開
発
議
員
会
議
は
政
府

間
会
議
で
あ
る
国
際
人
口
・
開
発
会
議
に
先

立
っ
て
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
会
議
で
の
議
決

は
国
際
人
□
・
開
発
会
議
の
場
で
も
発
表
さ

れ
、
各
国
国
民
の
直
接
の
代
表
の
決
議
と
し

て
強
い
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
会
議
は
、
わ
ず
か
二
日
間
の
短
い
会

議
で
す
。
わ
ず
か
な
時
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
達
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
改
め
て
思

い
起
こ
し
、
ホ
ス
ト
国
エ
ジ
プ
ト
の
ム
ス
タ

フ
ァ
・
カ
マ
ー
ル
・
エ
ル
ミ
ー
・
エ
ジ
プ
ト

・
シ
ョ
ー
ラ
・
カ
ウ
ン
ス
ル
議
長
閣
下
の
も

と
、
十
分
な
討
議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

５



飛
卯
云

州
濠

ヨ
リ
堂
戯

が
、
こ
う
い
う
会
議
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
代
表

途
上
国
に
多
い
十
代
の
妊
娠

を
招
い
て
ほ
し
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
男
性
の
理
解
が
高
ま
っ
て

平
等
の
大
き
な
障
害
に
な
る
の
は
戦
争
、

い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
し
か
し
、
途
上
国
内
乱
だ
。
こ
の
争
い
の
た
め
に
女
性
は
平
等

で
は
い
ま
だ
に
一
億
四
千
万
人
の
女
性
が
望
に
な
れ
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
、
女
性
が
戦
闘

ま
な
い
妊
娠
を
し
て
い
る
。
十
代
の
母
親
が
員
に
な
れ
な
い
か
ら
で
は
な
い
。
戦
争
、
内

五
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
家
庭
内
暴
力
が
乱
で
一
番
痛
手
を
う
け
、
悲
し
い
思
い
を
す

ふ
え
て
い
る
が
、
法
体
系
を
整
備
す
る
と
と
る
の
は
女
性
だ
。
平
和
な
く
し
て
男
女
の
平

も
に
対
話
が
必
要
だ
。

等
は
生
ま
れ
な
い
。

カ
メ
ル
ー
ン
法
は
平
等
を
認
め
る
が
、
要

女
性
に
は
”
英
雄
“
と
い
う
言
葉
が
な
い

は
実
行
す
る
か
ど
う
か
だ
。
女
性
は
そ
の
よ

ぺ
ル
ー
女
性
は
世
界
の
仕
事
の
六
○
％
を
う
な
法
律
が
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
。

支
え
て
い
る
。
し
か
し
賃
金
は
男
性
の
三
分
エ
ジ
プ
ト
平
等
は
永
遠
の
問
題
だ
。

の
一
だ
。
男
性
に
は
英
雄
（
ヒ
ー
ロ
ー
）
と
コ
ー
ト
・
ジ
ボ
ア
ー
ル
文
句
を
言
っ
て
い

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
女
性
に
は
な
い
。
女
る
だ
け
で
は
ダ
メ
。
国
会
議
員
と
し
て
政
府

性
を
い
じ
め
る
職
業
は
、
力
を
与
え
ら
れ
て
に
実
行
さ
せ
な
け
れ
ば
ｃ

い
る
軍
人
、
警
察
官
、
医
師
だ
。

イ
ン
ド
女
性
と
い
う
と
避
妊
。
も
っ
と
宗

世
界
の
国
会
議
員
で
女
性
は
二
％
に
過
教
の
役
割
り
を
考
え
な
く
て
は
。

ぎ
な
い
。

武
器
に
金
の
使
い
過
ぎ

平
和
な
く
し
て
”
男
女
平
等
“
な
し

ス
ロ
ベ
ニ
ァ
男
性
の
教
育
が
必
要
だ
。

イ
ス
ラ
エ
ル
パ
レ
ス
チ
ナ
に
国
会
は
な
い

武
器
に
金
を
使
い
過
ぎ
る
。

庁性
の
平
等
と
女
性
の
地
位
向
上

１
６



ＣＰＰＤ分科会

〔写真・右頁〕「アジア・太平洋」地域会議

の最前列で－右から－人おいて堂本・中

山・広中の各議員

日
本
（
松
岡
利
勝
・
衆
院
議
員
）
食
糧
問
題

は
重
要
で
、
人
口
増
加
に
伴
い
、
持
続
可
能

な
農
業
生
産
が
維
持
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
一
一
○
三
○
年
に
は
、
人
口
と
農
業
生
産

の
需
給
関
係
が
イ
コ
ー
ル
に
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は
、
人
口
に
対

し
農
業
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
に
な

食
糧
対
策
を
も
っ
と
真
剣
に

日
本
（
清
水
嘉
与
子
・
参
院
議
員
）
議
員
が

こ
の
問
題
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
。
日

本
で
は
超
党
派
の
国
会
議
員
百
三
十
人
が

「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
」
を
作
っ
て

い
る
。
政
府
に
働
き
か
け
、
一
九
九
四
年
か

ら
二
○
○
○
年
ま
で
の
七
年
間
に
人
口
、
エ

イ
ズ
対
策
に
三
十
億
ド
ル
を
予
算
化
す
る
な

ど
努
力
し
て
い
る
。

先
ず
議
員
が
関
心
を
持
て

日
本
（
堂
本
暁
子
・
参
院
議
員
）
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

に
国
会
議
員
が
政
府
代
表
団
に
入
っ
て
い
る

が
、
地
位
が
明
確
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

健
康
と
死
亡
率
Ⅱ

日
本
（
東
祥
三
・
衆
院
議
員
）
莫
大
な
金
を

軍
事
費
に
使
っ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
○
・

五
％
で
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
回
せ
ば
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
全
額

が
ま
か
な
え
る
。
日
本
は
こ
の
問
題
で
最
大

の
努
力
を
す
る
。
で
き
る
の
は
わ
れ
わ
れ
議

員
で
は
な
い
か
。

人
口
と
開
発
問
題
は
、
国
際
社
会
の
安
全

保
障
に
か
か
わ
る
問
題
だ
。
も
っ
と
自
営
し

て
ほ
し
い
。

軍
事
費
を
人
口
問
題
に

環
境
と
人
ロ
を
結
び
つ
け
よ

り
、
貿
易
、
経
済
問
題
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

の
で
、
対
策
を
講
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
（
小
杉
隆
・
衆
院
議
員
）
ア
ジ
ェ
ン
ダ

皿
お
よ
び
リ
オ
宣
言
は
実
行
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
も
っ
と
強
調
す
べ
き
で
、
環
境
と
人

口
を
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

資
金
の
調
達

ス
ロ
ベ
ニ
ア
女
性
が
も
っ
と
満
足
の
い
く

性
生
活
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
ｃ

エ
チ
オ
ピ
ア
情
報
の
差
は
大
き
な
問
題

だ
。
議
員
を
教
育
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

エ
ジ
プ
ト
男
、
女
、
子
供
は
す
べ
て
人
類

の
単
位
だ
。
自
己
満
足
の
立
法
で
あ
る
べ
き

で
は
な
い
。

ロ
シ
ア
ロ
シ
ア
で
は
三
百
万
人
の
女
性
が

中
絶
を
う
け
て
い
る
。
い
ま
中
絶
に
関
す
る

特
別
な
法
律
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
女
性
の

役
割
り
、
特
に
意
志
決
定
が
見
直
さ
れ
る
べ

き
だ
。
女
性
国
会
議
員
の
実
質
的
参
加
が
必

要
。

女
性
が
満
足
の
い
く
性
生
活
を

カ
ン
ボ
ジ
ア
お
び
た
だ
し
い
数
の
中
絶
が

行
わ
れ
、
う
ち
七
万
人
も
の
女
性
が
危
険
な

中
絶
で
死
亡
し
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
安
定

し
た
立
場
に
あ
る
結
婚
を
し
て
い
る
人
だ
。

ボ
リ
ビ
ア
家
族
計
画
に
寄
与
す
る
団
体
を

バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
す
べ
き
だ
。
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

行
動
計
画
に
家
族
計
画
を
含
め
る
べ
き
だ
・

胆
に
王
矢
｜
９
昂

｜
｜
｜
’
．
・
・

｜，

７



］
鰯
す
る
日
本
蟻
員
同

禁
欲
で
人
ロ
が
抑
え
ら
れ
る
か

ザ
ン
ビ
ア
今
ま
で
の
政
府
の
行
動
計
画
を

見
直
す
よ
う
「
カ
イ
ロ
宣
言
」
に
盛
り
込
ん

で
ほ
し
い
。

Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
二
％
か
ら
四
％
に
拡
大
し
て

ほ
し
い
。

の
実
施
可
能
な
行
動
目
標
を
の
せ
る
べ
き

だ
。
子
供
の
基
本
的
人
権
を
確
保
し
て
ほ
し

い
。
資
金
拠
出
国
の
考
え
も
文
書
に
入
れ
る

べ
き
だ
。

旧
躍
す
る
日
’
本
一
期
員
守

日
本
（
南
野
知
惠
子
・
参
院
議
員
）
臨
床
、

助
産
婦
と
し
て
の
経
験
か
ら
、
妊
娠
は
い
つ

も
幸
せ
と
は
限
ら
ず
、
障
害
児
を
産
ん
だ
時

な
ど
非
常
に
悲
し
い
。
と
り
わ
け
中
絶
は
女

性
に
と
っ
て
と
て
も
悲
し
い
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
理
解
が
必
要

で
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
運
動
も
重
要
だ
。

大
人
、
子
供
へ
の
性
教
育
を
き
ち
ん
と
行
う

べ
き
だ
。

英
国
こ
の
問
題
は
重
要
だ
が
、
普
通
、
票

を
失
う
の
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
し
な
い
。

議
員
は
単
に
法
律
を
通
す
だ
け
で
な
く
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
す
べ
き
だ
。

パ
ー
ト
ナ
ー
の
理
解
と
、
性
教
育
を

＄
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
政
府
と
の
結
び
つ
き
を
強
化

す
べ
き
だ
。

、
中
絶
に
関
し
て
は
宗
教
上
の
問
題
で
意

見
が
分
か
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
禁
欲
で

人
口
が
抑
え
ら
れ
れ
ば
い
い
が
、
実
際
に
は

困
難
だ
。
現
実
に
目
を
向
け
対
応
す
べ
き
だ
。

事
実
に
目
を
向
け
な
い
の
は
、
も
っ
と
非

道
徳
的
だ
。

票
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
る
な

８



ＣＰＰ、分科会要旨

一
、
作
業
グ
ル
ー
プ
ー
の
議
長
は
、
エ

レ
ナ
・
ポ
プ
ト
ド
ロ
ヴ
ァ
（
ブ
ル
ガ
リ

ア
）
議
員
が
務
め
た
。
ま
た
、
リ
ソ
ー

ス
・
パ
ー
ソ
ン
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
小
児
科
医
で
国
会
議
員
の
ナ
フ
シ
ア

・
ム
ポ
イ
博
士
な
ら
び
に
マ
ヌ
エ
ラ
・

ラ
モ
ス
運
動
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る

ス
サ
ナ
・
ガ
ル
ド
ス
博
士
が
務
め
た
。

報
告
担
当
者
は
モ
ナ
・
マ
ク
ラ
ム
ー
エ

ベ
イ
ド
女
史
、
作
業
グ
ル
ー
プ
書
記
は

Ａ
・
Ｍ
・
カ
ー
ン
女
史
が
務
め
た
。

二
、
ム
ポ
イ
博
士
は
、
初
め
に
、
人
口

と
開
発
の
政
策
を
有
効
な
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
女
性
の
地
位
の
向
上
が
不

可
欠
で
あ
る
と
述
べ
た
。
博
士
は
、
こ

の
過
程
に
お
い
て
女
性
の
教
育
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
し
か
し
教

育
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
社
会
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
教
育
の
効
果
も
直

に
消
滅
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
ム
ポ

イ
博
士
は
、
社
会
化
の
単
位
と
し
て
の

家
族
の
重
要
性
と
、
家
族
構
造
へ
の
高

作業

グループ

Ｉ

科
会
要
旨

性
の
平
等
と
女
性
の
地
位
向
上
●

ま
る
圧
力
を
鑑
み
て
家
族
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
家
族

の
存
続
は
社
会
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
ム
ポ
イ
博
士
は
、
女
性
の
地

位
の
向
上
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
以

下
の
四
分
野
に
お
け
る
介
入
が
必
要
で

あ
ろ
う
と
結
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
可
能

な
限
り
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
お
い
て
強
力

な
支
持
、
法
的
な
見
直
し
、
改
革
お
よ

び
開
発
、
財
源
お
よ
び
そ
の
他
の
資
源

の
増
加
、
政
府
お
よ
び
地
域
を
基
盤
と

す
る
組
織
な
ら
び
に
有
権
者
と
の
対
話

を
維
持
す
る
必
要
で
あ
る
。

三
、
ガ
ル
ド
ス
博
士
は
、
子
供
が
生
ま

れ
た
そ
の
日
か
ら
始
ま
り
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
続
く
社
会
の
中
で
男
女
の
役
割

が
決
ま
っ
て
い
く
過
程
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー

。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
生
来
男
子
は
意

志
が
強
く
、
力
強
い
も
の
と
し
て
、
女

子
は
繊
細
で
他
を
頼
る
も
の
と
し
て
見

ら
れ
る
。
こ
の
男
女
の
社
会
的
性
差

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

は
、
女
子
よ
り
男
子
を
大
事
に
扱
う
教

育
制
度
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
、
最
終
的

に
は
、
男
性
の
支
配
と
女
性
の
依
存
を

存
続
さ
せ
る
政
策
と
な
る
。
ガ
ル
ド
ス

博
士
は
、
女
性
に
権
限
を
与
え
、
女
性

の
依
存
の
サ
イ
ク
ル
を
打
ち
破
る
政
策

を
遂
行
す
る
重
要
性
を
強
調
し
た
。
こ

の
政
策
は
、
男
性
か
ら
権
限
を
剥
奪
す

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
女
性
に
自
分

た
ち
の
生
活
を
管
理
す
る
力
を
与
え
る

こ
と
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
女
性
は
自
分
の
か
ら
だ
と
生
殖
力

を
管
理
し
、
財
政
的
に
独
立
し
、
表
現

の
平
等
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

四
、
数
名
の
メ
ン
バ
ー
は
、
男
女
平
等

と
女
性
の
地
位
向
上
を
保
証
す
る
上
で

の
主
た
る
要
素
と
し
て
、
立
法
と
法
の

施
行
の
区
別
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
関
す

る
法
律
の
必
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、

二
～
三
名
の
参
加
者
は
、
法
が
存
在
す

る
だ
け
で
は
、
男
女
平
等
を
保
証
す
る

に
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し

た
。
女
性
が
こ
れ
ら
の
法
律
の
存
在
に

気
づ
い
て
す
ら
い
な
い
例
が
見
ら
れ

る
。
あ
る
メ
ン
バ
ー
は
、
一
部
の
ア
フ

リ
カ
諸
国
で
は
、
女
性
の
健
康
に
有
害

な
慣
行
に
対
処
す
る
た
め
の
法
律
を
制

定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
言
及
し

た
。
ま
た
別
の
メ
ン
バ
ー
は
、
本
会
議

が
、
各
国
政
府
に
対
し
「
女
性
差
別
撤

廃
に
関
す
る
条
約
」
に
調
印
し
、
議
会

が
同
条
約
を
批
准
す
る
よ
う
に
要
請
す
る

決
議
を
採
択
す
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。

五
、
多
数
の
国
に
お
い
て
女
性
は
生
計

を
夫
に
ほ
ぼ
全
面
的
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
女
性
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

虐
待
に
よ
る
被
害
を
受
け
易
い
。
こ
れ

に
対
し
て
、
所
得
を
創
出
す
る
活
動
な

ど
の
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
で
経
済
的

依
存
を
軽
減
す
る
必
要
と
共
に
、
女
性

を
訓
練
し
、
女
性
が
自
分
た
ち
の
権
利

を
自
覚
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
必
要
が
、

強
調
さ
れ
た
。

六
、
教
育
こ
そ
、
男
女
平
等
と
女
性
の

地
位
の
向
上
を
達
成
す
る
ま
さ
に
最
も

重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
一
般
に
合

意
さ
れ
た
。
ひ
と
り
の
メ
ン
バ
ー
は
、

自
国
の
状
況
に
言
及
し
て
、
女
性
が
非

識
字
者
で
無
学
で
あ
る
か
ぎ
り
、
い
か

に
多
く
の
法
律
が
制
定
さ
れ
て
も
女
性

の
地
位
を
変
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
と
論
評
し
た
。
も
う
ひ
と
り
の
メ
ン

,



バ
ー
は
、
異
な
る
見
解
を
述
べ
、
男
性

を
教
育
す
る
必
要
を
強
調
し
た
。
彼
女

は
と
り
わ
け
、
女
性
の
地
位
向
上
に
対

す
る
一
部
の
男
性
の
否
定
的
姿
勢
に
言

及
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
数
名
の

メ
ン
バ
ー
が
男
女
平
等
と
女
性
の
地
位

向
上
を
目
指
す
努
力
に
お
い
て
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
。
男
女
は
共
に
、
家
族

と
地
域
社
会
の
福
祉
の
た
め
に
こ
の
目
標

に
む
け
て
団
結
努
力
す
る
べ
き
で
あ
る
。

七
、
作
業
グ
ル
ー
プ
の
数
名
の
メ
ン

バ
ー
は
、
女
児
な
ら
び
に
若
い
女
性
の

教
育
、
な
ら
び
に
女
性
の
地
位
向
上
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
資
金
供

給
を
増
大
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

援
助
提
供
国
か
ら
の
国
際
支
援
の
増
大

と
共
に
、
女
性
の
た
め
に
国
家
予
算
が

優
先
的
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

八
、
作
業
グ
ル
ー
プ
の
数
名
の
メ
ン

バ
ー
が
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
国
に

お
い
て
、
男
女
議
員
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
て
い
な
い
。
政
治
過
程
へ
の
女
性
の

参
加
を
増
大
し
、
高
い
地
位
に
つ
く
女

性
の
数
を
増
や
す
こ
と
の
重
要
性
が
強

調
さ
れ
た
。
ひ
と
り
の
メ
ン
バ
ー
は
、

政
党
に
お
け
る
女
性
の
数
を
増
大
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
も
う
ひ
と

り
の
メ
ン
バ
ー
は
、
民
主
主
義
社
会
で

は
、
確
実
に
よ
り
多
く
の
女
性
が
議
員

に
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
の
は
有
権

者
の
責
任
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

九
、
男
女
の
不
平
等
に
つ
い
て
は
、
数

多
く
の
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
と
、
作

業
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
数
名
が
述
べ

た
が
、
し
か
し
実
際
に
は
、
女
性
の
地

位
向
上
の
た
め
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
ま

だ
多
く
な
い
。
従
っ
て
、
作
業
グ
ル
ー

プ
の
ひ
と
り
の
メ
ン
バ
ー
が
述
べ
た
よ

う
に
、
女
性
の
地
位
向
上
に
む
け
て
努

力
す
る
こ
と
と
、
性
差
の
自
覚
を
作
り

出
す
こ
と
と
は
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
が
誠
に
重
要
で
あ
る
。

女
性
を
開
発
の
過
程
に
統
合
す
る
こ
と

は
、
｜
昔
前
の
考
え
で
あ
る
と
強
調

し
、
女
性
の
地
位
の
向
上
の
た
め
に

は
、
と
り
わ
け
社
会
に
お
け
る
男
女
の

役
割
に
関
し
、
男
女
双
方
の
姿
勢
と
行

動
に
大
き
な
変
化
が
必
要
で
あ
る
。

一
○
、
数
名
の
議
員
が
、
変
化
の
対
象

と
し
て
で
は
な
く
む
し
ろ
変
化
の
主
体

と
し
て
の
女
性
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。
従
っ
て
女
性
は
、
変
化
の
受
益
者

と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
変
化
の
主
体
者

と
し
て
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
と
り
わ
け
、
女
性
が
し
ば
し
ば
避

妊
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
家
族
計
画

｜
、
作
業
グ
ル
ー
プ
Ⅱ
の
議
長
は
、
テ

レ
サ
・
モ
ク
セ
イ
上
院
議
員
（
バ
ハ

マ
）
が
務
め
た
。
ま
た
、
報
告
担
当
者

は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
上
院

議
員
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
、
作
業
グ

ル
ー
プ
書
記
は
セ
ス
ラ
ミ
ア
。
Ｌ
・
Ｎ

・
ラ
オ
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
が
務
め
た
。

ま
た
、
リ
ソ
ー
ス
・
パ
ー
ソ
ン
に
は
、

ア
プ
デ
ル
・
ラ
ヒ
ム
・
オ
ム
ラ
ン
（
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
）
が
そ
の
任
に
当
た
っ
た
。

お
よ
び
人
口
政
策
の
分
野
に
つ
い
て
言

え
る
こ
と
で
あ
る
。

一
一
、
ひ
と
り
の
参
加
者
は
、
女
性
の

権
利
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
に
つ
い
て

論
評
し
、
い
か
な
る
宗
教
に
対
し
て
も

女
性
の
自
分
自
身
の
か
ら
だ
に
関
す
る

管
理
を
否
定
す
る
こ
と
を
容
認
す
べ
き

で
は
な
い
と
強
調
し
た
。
別
の
議
員

は
、
国
は
そ
の
宗
教
や
文
化
的
価
値
に

従
い
法
律
を
制
定
す
る
至
高
の
権
利
を

有
す
る
と
主
張
し
、
こ
の
見
解
に
異
義

を
唱
え
た
。

’
二
、
数
名
の
メ
ン
バ
ー
は
、
戦
争
は

作業

グループ

Ⅱ

健
康
と
死
亡
率
●

二
、
オ
ム
ラ
ン
教
授
は
、
疫
学
変
移
モ

デ
ル
の
状
況
に
お
け
る
世
界
の
健
康
と

死
亡
率
に
関
す
る
発
表
の
中
で
、
人
口

学
上
の
変
移
の
歴
史
的
な
背
景
を
説
明

し
た
。
教
授
は
、
平
均
余
命
の
伸
び

は
、
伝
染
病
の
衰
退
に
伴
う
死
亡
率
の

低
下
、
保
健
技
術
の
向
上
、
生
活
様
式

の
変
化
、
な
ら
び
に
そ
れ
に
伴
う
出
生

率
の
低
下
に
関
係
す
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
現
在
、
発
展
途
上
国
は
人
口
学
上

の
変
移
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
あ
り
、
こ

平
等
を
妨
げ
る
主
要
な
障
害
で
あ
る
と

述
べ
た
。
戦
争
は
人
間
の
攻
撃
性
と
男

性
優
位
を
増
強
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
も
長
く
続

き
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
浸
透
す

る
。
従
っ
て
、
平
和
な
く
し
て
は
平
等

も
な
い
。
男
性
は
、
二
万
年
に
わ
た

り
、
保
護
者
と
闘
士
と
な
る
た
め
の
教

育
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

機
能
は
も
は
や
必
要
で
は
な
い
。
今
女

性
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
友
人
で
あ
る
。
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ＣＰＰ、分科会要旨

の
変
移
の
特
徴
は
国
に
よ
り
異
な
る
。

三
、
予
防
可
能
な
心
臓
病
、
伝
染
病
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
生
殖

に
関
す
る
健
康
）
に
関
わ
る
疾
病
の
罹

病
率
に
関
し
て
は
、
発
展
途
上
国
と
先

進
国
で
は
依
然
大
き
な
格
差
が
残
っ
て

い
る
。
エ
イ
ズ
の
よ
う
な
新
し
い
疾
病

は
、
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

結
核
や
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
伝
染
病
が
再

出
現
し
つ
つ
あ
る
ｃ
総
合
的
な
保
健
分

野
に
お
い
て
は
改
善
が
見
ら
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
発
展
途
上
国
で
は
先
進

国
に
比
べ
、
母
子
の
死
亡
率
は
依
然
と

し
て
高
い
。
こ
の
状
況
は
、
出
現
す
る

疾
病
に
即
座
に
対
応
し
、
医
療
の
改
善

を
し
続
け
る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
む

二
重
の
戦
略
の
必
要
性
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

四
、
オ
ム
ラ
ン
教
授
は
、
行
動
計
画
の

保
健
・
平
均
余
命
の
目
標
は
達
成
し
得

る
こ
と
を
強
調
し
た
。
更
に
教
授
は
、

具
体
的
な
目
標
を
定
め
る
、
法
律
を
策

定
す
る
、
カ
イ
ロ
会
議
で
決
定
し
た
目

標
を
実
施
す
る
国
家
政
策
を
促
進
す
る

な
ど
、
議
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
強

調
し
た
。

作
業
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
討
議

五
、
は
じ
め
に
健
康
と
死
亡
率
に
関

す
る
作
業
グ
ル
ー
プ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
さ
れ
、
国
会
議
員
の
行
動
の

優
先
事
項
と
し
て
以
下
の
テ
ー
マ
が
繰

り
返
し
言
及
さ
れ
た
。

印
資
源
の
調
達

⑪
母
親
の
死
亡
率
と
家
族
計
画

①
健
康
に
関
す
る
諸
問
題

の
女
性
の
地
位
の
向
上

。
国
会
議
員
の
役
割

多
数
の
議
員
が
、
文
化
・
宗
教
の
伝

統
を
維
持
す
る
重
要
性
、
各
国
の
制
度

慣
行
の
枠
組
み
の
中
で
の
国
と
し
て
の

優
先
事
項
、
食
糧
生
産
と
人
口
の
連

関
、
比
較
密
度
お
よ
び
健
康
と
経
済
開

発
の
相
関
関
係
の
観
点
か
ら
見
た
人
口

過
疎
、
な
ら
び
に
人
口
と
持
続
可
能
な

開
発
の
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
の
環
境

問
題
に
取
り
組
む
重
要
性
に
焦
点
を
当

て
た
。
更
に
、
家
族
計
画
は
、
人
口
に

関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て

で
は
な
く
、
母
子
の
健
康
を
改
善
す
る

重
要
な
戦
略
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
更
に
、

決
し
て
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
問
題
が

否
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
強
調

さ
れ
た
。

六
、
資
源
の
調
達
多
数
の
ス
ピ
ー

カ
ー
が
、
先
進
諸
国
と
発
展
途
上
諸
国

間
、
な
ら
び
に
国
内
で
の
資
源
の
平
等

な
分
配
の
問
題
を
強
調
し
た
。
資
源
の

問
題
は
、
持
続
可
能
な
開
発
に
関
連
し

て
、
社
会
・
健
康
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す
る
上
で
依
然
と
し
て
重
大
な
問
題

で
あ
る
。
参
加
者
は
、
先
進
諸
国
と
発

展
途
上
国
間
に
は
、
消
費
パ
タ
ー
ン
と

富
の
分
配
に
お
い
て
大
き
な
格
差
が
あ

る
こ
と
に
注
目
し
た
。
発
展
途
上
国
に

お
い
て
は
、
膨
大
な
対
外
債
務
を
負
う

国
が
多
く
、
保
健
部
門
に
十
分
な
資
源

が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
状

況
は
と
り
わ
け
母
子
の
健
康
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
途
上
国
に
お
い
て
は

ま
た
、
地
域
間
に
も
格
差
が
見
ら
れ
、

富
の
分
配
に
お
け
る
不
公
正
の
認
識
を

増
大
し
て
い
る
。
ひ
と
り
の
参
加
者

は
、
そ
の
よ
う
な
格
差
に
対
処
す
る
戦

略
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
保
健
制
度
の
管

理
と
資
源
の
配
分
を
分
権
化
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。

七
、
数
名
の
代
表
は
、
十
分
な
資
源
、

と
り
わ
け
助
成
さ
れ
た
資
源
を
子
供
と

女
性
の
特
定
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
当

て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
し

た
。
人
種
差
別
を
廃
し
た
デ
ー
タ
を
編

纂
す
る
こ
と
が
、
弱
者
の
グ
ル
ー
プ
を

確
認
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
彼
ら
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
準
備
段
階
と

し
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
数
名
の
代
表
は
、
青
年
の
生
殖

に
関
す
る
健
康
と
教
育
が
十
分
に
対
応

さ
れ
て
い
な
い
と
強
調
し
た
。
そ
の
結

果
、
望
ま
な
い
妊
娠
の
率
が
増
大
し
、

青
年
の
精
神
の
安
定
と
健
康
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
ま
た
性
病
や
エ
イ
ズ

感
染
へ
の
脆
弱
性
を
増
大
し
て
い
る
。

八
、
公
衆
衛
生
の
問
題
エ
イ
ズ
に
よ

る
死
者
の
増
大
、
な
ら
び
に
他
の
年
齢

層
に
比
べ
て
若
い
女
性
へ
の
感
染
率
が

高
い
こ
の
感
染
症
の
罹
病
率
の
年
齢
間

の
格
差
に
つ
い
て
も
、
討
議
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
女
児
の
健
康
の
改
善
、
な

ら
び
に
女
児
お
よ
び
女
性
の
健
康
の
根

本
的
な
要
素
の
ひ
と
つ
と
し
て
栄
養
失

調
を
考
え
る
必
要
に
つ
い
て
も
討
議
が

行
わ
れ
た
。
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
や
病

気
の
予
防
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
権
利
は
、

不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
健
康
と
経
済

的
繁
栄
の
相
互
依
存
関
係
を
重
視
す
る

べ
き
で
あ
る
。

九
、
妊
産
婦
の
死
亡
率
と
家
族
計
画

討
議
で
は
、
妊
娠
。
出
産
の
合
併
症
に

よ
り
毎
年
少
な
く
と
も
五
十
万
人
の
女

性
が
死
亡
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
死
亡

は
ほ
ぼ
す
べ
て
発
展
途
上
国
で
生
じ
て
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い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

死
は
ほ
ぼ
一
○
○
％
が
予
防
可
能
な
原

因
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
会

議
員
は
、
母
親
の
死
亡
を
減
少
さ
せ
る

問
題
を
重
大
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、

女
性
の
地
位
の
向
上
の
問
題
、
広
く
女

児
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
、
な
ら
び
に
妊
産
婦
の
罹
病
率
お
よ

び
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
手
段
と
し
て

文
化
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
た
経
済

的
に
も
利
用
で
き
る
家
族
計
画
サ
ー
ビ

ス
に
、
直
ち
に
取
り
組
む
よ
う
努
力
す

べ
き
で
あ
る
。

一
○
、
女
性
の
地
位
の
向
上
数
名
の

ス
ピ
ー
カ
ー
が
、
健
康
と
開
発
の
総
合

政
策
に
と
っ
て
不
可
欠
な
こ
と
は
、
女

性
の
地
位
の
向
上
で
あ
る
と
論
評
し

た
。
す
べ
て
の
女
児
が
教
育
を
う
け
る

こ
と
が
今
後
と
も
最
終
目
標
で
あ
る
べ

き
で
あ
る
。
「
女
性
は
選
択
権
と
発
言

権
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
法

律
の
策
定
な
ら
び
に
社
会
部
門
に
お
け

る
資
源
の
割
当
に
関
す
る
意
思
決
定

に
、
女
性
が
参
加
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
女
性
は
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

面
に
関
し
て
情
報
に
基
づ
い
た
自
由
な

選
択
を
基
盤
に
、
自
主
的
な
決
定
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
作
業
グ
ル
ー
プ
Ⅲ
の
議
長
は
、
ム

ル
リ
．
Ｓ
・
デ
オ
ラ
国
会
議
員
（
イ
ン

ド
）
が
務
め
た
。
グ
ル
ー
プ
の
リ
ソ
ー

ス
・
パ
ー
ソ
ン
は
、
Ｍ
・
カ
ト
レ
イ
ー

カ
ー
ル
ソ
ン
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

カ
ウ
ン
ス
ル
会
長
が
務
め
た
。
ま
た
作

業
グ
ル
ー
プ
書
記
は
パ
ラ
ン
氏
（
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
）
、
報
告
担
当
者
は
公
明
党
副
書

記
長
で
あ
る
東
祥
三
衆
議
院
議
員
（
日

本
）
が
務
め
た
。

二
、
カ
ト
レ
イ
ー
カ
ー
ル
ソ
ン
女
史

は
、
討
議
に
先
立
ち
、
人
口
と
開
発
の

分
野
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向
け
た
資
源
の

調
達
に
つ
い
て
概
説
し
た
。
女
史
は
一

一
一
、
国
会
議
員
の
役
割
作
業
グ

ル
ー
プ
の
参
加
者
は
、
－
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動

計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
枠
組
み
の

中
で
国
会
議
員
が
果
た
す
べ
き
重
要
な

役
割
を
強
調
し
た
。
国
会
議
員
は
、
技

術
的
、
政
治
的
に
、
資
源
が
社
会
部

門
、
と
り
わ
け
教
育
と
健
康
に
十
分
割

り
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
保
証
し
、
国
家

健
康
開
発
計
画
の
開
発
は
強
化
の
た
め

に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
国
会
議
員
に

作業

グループ

ＩⅡ

資
源
の
調
達
●

股
市
民
の
人
口
問
題
に
関
す
る
考
え
方

に
影
響
を
与
え
る
上
で
国
会
議
員
が
果

た
す
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
役
割
に
注

目
し
た
。
従
っ
て
、
国
会
議
員
は
有
権

者
に
現
状
を
知
ら
し
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
例
え
ば
、
発
展
途
上
国
の
う

ち
二
十
七
カ
国
で
は
、
過
去
二
十
年
間

で
出
生
率
が
二
五
％
減
少
し
て
お
り
、

ま
た
世
界
の
人
口
の
九
五
％
が
人
口
政

策
や
計
画
を
有
す
る
国
に
暮
ら
し
て
い

る
。
国
会
議
員
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
変
化

に
対
応
す
る
必
要
と
社
会
変
化
に
対
す

る
国
民
の
抵
抗
の
バ
ラ
ン
ス
を
常
に
取

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
く
喫
煙
の
制
限
な
ど
）
消
費
パ
タ
１

ン
を
含
む
健
康
な
ラ
ィ
フ
ス
タ
イ
ル
、

な
ら
び
に
環
境
保
護
を
推
進
す
る
姿
勢

や
行
動
を
支
持
す
る
こ
と
に
よ
り
果
た

す
べ
き
重
要
な
役
割
が
あ
る
。
持
続
可

能
な
社
会
・
経
済
開
発
に
向
け
て
の
必

要
な
手
段
と
し
て
、
予
防
保
健
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
の
推
進
と
女
子
教
育
な
ら

び
に
女
性
の
地
位
の
向
上
に
重
点
を
置

く
べ
き
で
あ
る
。

は
、
進
む
べ
き
方
向
も
わ
か
ら
な
い
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、
不
可
欠
な
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
生
殖
に
関
す

る
健
康
）
の
サ
ー
ビ
ス
も
含
む
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
、

発
展
途
上
国
の
七
○
％
、
お
よ
そ
六
億

八
千
五
百
万
組
の
男
女
の
ニ
ー
ズ
に
対

処
す
る
と
す
れ
ば
、
二
○
○
○
年
ま
で

に
お
よ
そ
百
三
十
億
ド
ル
が
必
要
で
あ

る
と
推
計
さ
れ
る
。
し
か
し
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
よ
り
多
く
の
り
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
施
苧
車
更
三
む
く
き
で

あ
り
、
女
性
の
教
育
お
よ
び
乳
児
死
亡
率

の
削
減
に
注
意
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
の
が
、
多
数
の
考
え
で
あ
っ
た
。

四
、
カ
ト
レ
イ
ー
・
カ
ー
ル
ソ
ン
女
史

は
ま
た
、
資
源
を
充
て
る
前
に
考
慮
す

べ
き
い
く
つ
か
の
要
素
に
つ
い
て
述
べ

た
。
例
え
ば
、
海
外
か
ら
の
援
助
は
、

三
、
調
達
す
べ
き
資
源
の
量
を
決
定
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
人
口
・
開
発
問
題

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

何
が
含
ま
れ
る
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
人
口
分
野
に
お
け
る
活
動

は
、
家
族
計
画
を
含
み
、
ま
た
さ
ら
に

広
い
領
域
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
極
め
て
重
要
な
最
初
の
段
階
は
、

デ
ー
タ
の
収
集
・
研
究
を
含
む
政
策
の

分
析
で
あ
る
。
現
状
を
知
ら
な
く
て
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ＣＰＰ、分科会要旨

あ
ら
ゆ
る
人
口
関
連
の
資
源
の
二
五
％

足
ら
ず
で
あ
り
、
残
り
は
発
展
途
上
国

自
身
か
ら
の
資
金
で
あ
る
。
ま
た
、
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
う
ち
人
口

関
連
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か

一
・
三
二
⑪
心
に
過
ぎ
な
い
。
更
に
、
ラ

テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
す
べ

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
八
五
％
が
民
間
部

門
か
ら
の
資
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

る
。
同
様
に
近
東
と
北
ア
フ
リ
カ
で
は

六
六
％
で
あ
る
。
地
域
社
会
に
基
盤
を

置
く
配
分
に
お
い
て
は
新
し
い
モ
デ
ル

が
出
現
し
て
お
り
、
避
妊
具
の
民
間
市

場
は
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
南
南
協
力

も
増
大
し
つ
つ
あ
る
ｃ

五
、
最
後
に
カ
ト
レ
ー
・
カ
ー
ル
ソ
ン

女
史
は
、
国
会
議
員
の
も
つ
、
立
法
権

と
政
治
的
支
持
は
、
財
源
を
補
完
し
得

る
「
隠
れ
た
資
本
」
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
た
。
法
律
も

現
実
に
お
い
て
も
男
児
・
女
児
を
平
等

に
扱
う
こ
と
、
避
妊
の
有
用
性
に
関
す

る
法
律
は
過
度
に
制
限
的
な
も
の
で
な

く
、
ま
た
過
度
に
医
療
化
し
た
も
の
で

な
い
こ
と
、
教
育
は
義
務
的
な
も
の
で

あ
り
、
強
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

保
証
す
る
な
ど
、
数
々
の
法
的
措
置
の

例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
軍
事
予

算
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
支

出
の
増
大
を
図
る
こ
と
か
で
き
る
。
家

族
計
画
、
子
育
て
な
ら
び
に
家
族
内
の

責
任
分
担
に
お
け
る
男
性
の
役
割
を
、

政
治
的
支
持
に
よ
っ
て
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
種
の
隠
れ
た
資
本

は
、
更
に
数
多
く
の
例
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
、
金
銭
の
み
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

成
功
に
必
要
な
唯
一
の
資
源
で
は
な
い

こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

六
、
発
展
途
上
国
の
国
会
議
員
数
名

は
、
国
家
人
口
・
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

支
持
す
る
外
国
か
ら
の
援
助
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。
－
部
の
諸
国
に
お
け
る

貧
困
の
増
大
を
考
え
れ
ば
当
見
捨
て
ら

れ
た
」
と
い
う
思
い
す
ら
表
明
さ
れ

た
ｏ
人
口
関
連
の
国
際
援
助
に
関
し

て
、
先
進
国
数
カ
国
に
お
い
て
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
レ
ベ
ル
が
減
退
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
悲
観
論
が
述
べ
ら
れ
た
。
他
方
、

米
国
、
英
国
お
よ
び
ド
イ
ツ
は
人
口
と

開
発
に
対
す
る
支
援
を
大
幅
に
増
大
し

た
こ
と
が
想
起
さ
れ
た
。
日
本
の
国
会

議
員
は
、
日
本
が
今
後
二
○
○
○
年
ま

で
に
こ
の
分
野
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し

て
三
十
億
ド
ル
の
貢
献
を
行
う
こ
と
を

約
束
す
る
と
述
べ
た
。

七
、
数
名
の
参
加
者
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行

動
計
画
案
が
発
展
途
上
国
に
対
し
て
二

○
○
○
年
ま
で
に
総
支
出
の
三
分
の
二

を
人
口
お
よ
び
開
発
に
当
て
る
よ
う
に

要
請
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
こ

の
実
現
は
、
多
く
の
場
合
、
非
実
現
的

で
あ
り
不
可
能
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い

る
ｃ
作
業
グ
ル
ー
プ
の
リ
ソ
ー
ス
・

・
ハ
ー
ソ
ン
は
、
三
分
の
二
と
い
う
数
字

は
総
計
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

す
な
わ
ち
、
発
展
途
上
国
の
多
く
は
す

で
に
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
領
域
で
は
経

済
的
に
自
立
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は

間
も
な
く
そ
う
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
他

の
地
域
に
つ
い
て
は
ｌ
サ
ハ
ラ
以
南

の
ア
フ
リ
カ
が
言
及
さ
れ
た
が
ｌ
近

い
将
来
に
お
い
て
は
依
然
外
国
か
ら
の

援
助
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ

れ
る
。

八
、
他
の
多
く
の
国
会
議
員
が
資
源
の

不
足
の
ほ
か
に
、
既
存
の
資
源
の
有
効

な
使
用
も
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

よ
り
有
効
な
実
施
の
い
く
つ
か
の
側
面

が
提
議
さ
れ
た
。
政
策
策
定
と
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
施
の
分
権
化
と
共
に
、
集
権
官

僚
主
義
の
無
能
を
避
け
る
た
め
に
、
国

民
の
参
加
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

も
う
ひ
と
り
の
国
会
議
員
は
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
に
焦
点
を
当
て
、

十
分
に
分
解
し
た
デ
ー
タ
を
生
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
効
性

を
大
い
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
述

べ
た
。

九
、
ま
た
、
資
源
の
増
大
が
必
ず
し
も

解
決
策
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
指
摘
さ

れ
た
。
貧
困
国
に
お
い
て
は
、
資
源
を

吸
収
す
る
能
力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
が

多
い
。
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は

能
力
の
構
築
に
大
い
に
注
意
を
払
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
意
見
を
受
け

て
、
発
展
途
上
国
は
社
会
部
門
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
対
し
支
援
国
か
ら
の
援
助
、

な
ら
び
に
無
償
借
款
を
要
求
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
が
、
数
名
の
参
加
者
か
ら
主

張
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
支
援

国
か
ら
の
援
助
な
ら
び
に
国
家
開
発
予

算
の
少
な
く
と
も
二
○
％
を
教
育
、
保

健
、
家
族
計
画
の
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

当
て
る
「
卯
／
ｍ
」
提
案
が
、
作
業
グ

ル
ー
プ
に
広
く
支
持
さ
れ
た
。

’
○
、
数
名
の
参
加
者
は
、
人
口
増
加

は
貧
困
や
低
開
発
の
原
因
で
は
な
く
、

原
因
で
あ
っ
た
と
し
て
も
主
た
る
も
の

で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
前
提
か

ら
二
種
類
の
提
案
が
出
さ
れ
た
。
ひ
と

つ
は
、
例
え
ば
債
務
免
除
に
よ
る
対
外

債
務
返
済
か
ら
の
救
済
や
技
術
移
転
の

推
進
な
ど
の
経
済
措
置
が
主
張
さ
れ

た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
多
数
の
国
会
議

員
が
、
と
り
わ
け
女
性
の
教
育
に
よ
る

人
間
資
源
の
開
発
の
重
要
性
を
強
調
し
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た
。
一
部
の
諸
国
に
お
い
て
は
、
開
発

の
す
べ
て
の
鍵
は
女
性
の
教
育
に
あ

る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
取
り
組
み
は

示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
家
族
計
画
の

サ
ー
ビ
ス
が
母
子
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

統
合
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
女

児
の
み
を
対
象
と
す
る
特
別
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
十
分
に
機
能
し
、
早
婚
や

青
年
期
の
出
産
の
サ
イ
ク
ル
を
打
ち
壊

し
て
い
る
。

一
一
、
援
助
機
関
に
よ
っ
て
買
い
取
ら

れ
た
対
外
債
務
を
家
族
計
画
、
教
育
お

よ
び
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
役
立
て
る
と

い
う
償
務
ス
ワ
ッ
プ
政
策
を
推
進
す
る

斬
新
な
提
案
が
出
さ
れ
た
。

一
二
、
法
的
「
資
源
」
も
作
業
グ
ル
ー

プ
の
数
名
の
参
加
者
に
よ
っ
て
強
調
さ

れ
た
。
例
え
ば
、
一
部
に
は
、
法
律
が

女
性
を
生
殖
に
か
か
わ
る
危
険
か
ら
保

護
し
て
い
な
い
国
も
あ
る
。
女
性
は
避

妊
具
の
使
用
を
隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
ま
た
危
険
な
中
絶
に
よ
っ
て
命
を

落
と
す
女
性
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
正
す
上
で
の
参
考
に
、
国
会
議
員

は
諸
外
国
で
施
行
さ
れ
て
い
る
法
律
を

検
討
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

一
三
、
も
う
ひ
と
つ
の
法
律
に
関
す
る

提
案
は
男
女
の
不
平
等
に
関
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
女
性
国
会
議
員

｜
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と

家
族
計
画
に
関
す
る
作
業
グ
ル
ー
プ
Ⅳ

の
議
長
は
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
バ
ロ
ピ
博

士
（
ボ
ツ
ワ
ナ
）
が
務
め
た
。
ま
た
作

業
グ
ル
ー
プ
の
報
告
担
当
者
は
、
ア
ル

バ
・
デ
・
ラ
ン
ザ
博
士
が
務
め
、
Ｈ
・

サ
ン
フ
エ
ザ
氏
が
書
記
を
行
っ
た
。

二
、
バ
ロ
ピ
議
長
は
、
二
人
の
リ
ソ
ー

ス
・
パ
ー
ソ
ン
、
マ
ー
ム
ー
ド
・
フ
ァ

タ
ラ
ー
博
士
（
エ
ジ
プ
ト
）
と
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
・
マ
ン
グ
ユ
博
士
（
ケ
ニ
ア
）

作業

グループ

１Ｖ

の
比
率
が
、
独
身
女
性
に
限
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
、
極
め
て
低
い
と
多
く
の
国

が
報
告
し
て
い
る
。
法
律
案
で
は
、
い

か
な
る
組
織
に
お
い
て
も
男
女
い
ず
れ

も
全
体
の
四
○
％
を
下
回
ら
な
い
よ
う

に
保
証
す
る
な
ど
、
組
織
の
議
員
数
に

制
約
を
か
け
て
い
る
。

一
四
、
本
作
業
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た

百
カ
国
以
上
の
国
会
議
員
に
対
し
、
本

会
議
を
単
に
情
報
交
換
の
場
と
し
て
利

用
す
る
の
で
は
な
く
、
政
治
的
意
志
を

強
化
し
、
自
国
で
政
治
活
動
を
起
こ
す

踏
み
台
と
す
る
よ
う
に
と
の
提
案
が
な

を
紹
介
し
、
作
業
グ
ル
ー
プ
の
会
議
を

開
会
し
た
。

三
、
フ
ァ
タ
ラ
ー
博
士
は
、
ま
ず
健
康

を
決
定
す
る
四
つ
の
要
素
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
Ｐ
で
始

ま
る
言
葉
で
、
遺
伝
学
の
意
味
合
い
で

の
勺
８
忽
丘
の
旨
の
（
摂
理
）
、
さ
ま
ざ

ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
意
味
合
い
で

の
勺
①
○
口
の
（
人
々
）
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

勺
『
・
ぐ
己
臼
（
提
供
者
）
、
そ
し
て
法
律

と
資
源
の
割
当
の
観
点
か
ら
勺
回
昌
‐

さ
れ
、
広
く
同
意
を
得
た
。
こ
れ
に
関

し
、
こ
の
よ
う
な
共
同
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
（
現
在
お
よ
そ
十
兆
ド
ル
に
上

る
）
世
界
の
軍
事
予
算
を
○
・
五
％
削

減
し
、
そ
れ
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
転
用
す
る
具

体
的
な
提
案
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
わ
ず

か
な
削
減
に
よ
っ
て
も
、
現
在
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
レ
ベ
ル
は
一
○
○
○
億
ド
ル
以
上

に
倍
増
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
、

低
開
発
は
安
全
保
障
の
問
題
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
提
案
は
国
連
安
全
保

障
理
事
会
に
も
提
示
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。

四
日
の
三
国
『
旨
口
の
（
国
会
議
員
）
で
あ

る
。
フ
ァ
タ
ラ
ー
博
士
に
よ
れ
ば
、
家

族
計
画
は
「
人
口
」
と
は
同
一
で
は
な

い
。
家
族
計
画
は
生
活
の
質
に
関
す
る

こ
と
で
あ
り
、
と
り
わ
け
女
性
の
幸
福

に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
家
族
計
画

は
、
命
、
と
り
わ
け
女
性
と
子
供
の
命

を
救
う
こ
と
か
ら
、
生
活
条
件
向
上
の

不
可
欠
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

四
、
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、

人
口
問
題
は
分
離
し
て
扱
う
べ
き
で
は

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
開
発
努
力
に
十
分
統

合
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ミ
ク
ロ
・
レ

ベ
ル
に
お
い
て
も
そ
う
あ
る
べ
き
で
、

家
族
計
画
事
業
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
の
総
合
包
括
政
策

に
統
合
す
べ
き
で
あ
る
。
フ
ァ
タ
ラ
ー

博
士
に
よ
れ
ば
、
リ
プ
ロ
グ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
と
は
、
望
ん
だ
時
に

子
供
を
産
み
、
健
全
な
性
生
活
を
享
受

し
、
ま
た
女
性
に
と
っ
て
は
安
全
な
妊

娠
・
出
産
を
経
験
す
る
権
利
を
有
す
る

能
力
と
定
義
さ
れ
る
。

五
、
フ
ァ
タ
ラ
ー
博
士
は
、
人
口
や
家

族
計
画
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
美
辞
麗
句

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
割
り
当
て
ら
れ
る
財
源
は
、
依
然
、

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
わ
ず
か

一
～
二
％
に
過
ぎ
な
い
と
強
調
し
た
。

〃
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母
性
保
護
に
関
し
て
は
、
母
親
の
死
亡

率
は
貧
困
の
問
題
で
は
な
く
、
明
ら
か

に
女
性
の
生
命
を
い
か
に
優
先
す
る
か

を
反
映
す
る
資
源
の
割
当
の
問
題
で
あ

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画
案
で
は
、

と
り
わ
け
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
を
重
視
し
て
い
る
。
誰
も
が
同
意
す

る
よ
う
に
、
家
族
計
画
が
責
任
あ
る
選

択
権
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
母
親
と
な
る

こ
と
も
自
由
で
責
任
の
あ
る
選
択
権
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
。

六
、
中
絶
の
問
題
は
、
国
際
的
に
も
ま

た
国
内
で
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
く
、

難
し
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

中
絶
は
、
年
三
千
五
百
万
件
か
ら
五
千

五
百
万
件
行
わ
れ
て
い
る
。
毎
年
中
絶

に
関
連
し
た
原
因
に
よ
り
、
お
よ
そ
七

万
人
の
女
性
が
命
を
落
と
し
て
い
る
。

フ
ァ
タ
ラ
ー
博
士
は
、
大
半
の
中
絶

は
、
安
定
し
た
結
婚
生
活
を
送
る
女
性

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
微
妙
な
問
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
博
士
は
、
各
国
は
反

対
す
る
こ
と
に
合
意
す
べ
き
で
あ
る
と

提
案
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
絶
を

重
要
な
公
衆
衛
生
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
る
な
ら
ば
、
何
か
を
な
す
べ
き
で
あ

る
。
博
士
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
案

が
中
絶
問
題
を
扱
う
上
で
の
三
つ
の
方

針
を
説
明
し
た
。
第
一
は
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
と
家
族
計

画
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
中
絶
の
必
要
を
削
減
す
る
こ
と
。

第
二
は
、
危
険
な
中
絶
が
原
因
で
起
こ

る
合
併
症
に
対
す
る
思
い
や
り
の
あ
る

治
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
。
第
三
は
、
中
絶
が
法
律
で
認
め
ら

れ
て
い
る
国
に
お
い
て
は
、
中
絶
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
穿
璽
一
子
る
こ
と
で
あ
ゑ

七
、
マ
ン
グ
ュ
博
士
は
、
ま
ず
、
健
康

は
人
権
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
述
べ
た
。

し
か
し
男
女
は
生
物
学
的
に
異
な
る
こ

と
か
ら
、
性
差
に
対
す
る
分
析
が
必
要

で
あ
る
。
健
康
に
関
す
る
統
計
は
、
女

性
の
特
定
の
健
康
問
題
を
反
映
し
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
。
女
性
は
一
般
に
長

寿
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
健
康
に
長
生

き
す
る
と
は
限
ら
な
い
場
合
が
多
い
。

マ
ン
グ
ュ
博
士
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら

く
、
病
気
で
あ
る
期
間
が
よ
り
長
い
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

八
、
女
性
は
し
ば
し
ば
妊
娠
や
出
産
に

関
連
し
た
健
康
の
問
題
に
悩
む
こ
と
が

多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
は
依
然
と
し
て
優
先

事
項
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
博
士
は
、

な
ぜ
女
性
の
健
康
が
軽
視
さ
れ
続
け
て

き
た
か
を
尋
ね
た
。
マ
ン
グ
ュ
博
士
に

よ
れ
ば
、
国
際
社
会
は
、
出
産
可
能
年

齢
の
期
間
の
み
な
ら
ず
、
女
性
の
人
生

の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
ぅ
女
性

の
生
活
条
件
を
向
上
し
う
る
要
素
を
考

慮
に
入
れ
て
、
全
体
的
に
そ
し
て
包
括

的
に
女
性
の
健
康
を
作
り
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

九
、
マ
ン
グ
ュ
博
士
は
、
地
域
社
会
開

発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
お
よ
び
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
女
性
の
視
点
を
考
慮
し

て
、
性
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
博
士
は
、
国

会
議
員
の
行
動
分
野
と
し
て
次
の
三
分

野
を
強
調
し
た
。
第
一
は
、
国
家
家
族

計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
女
性
の
視
点
が
組

み
込
ま
れ
る
よ
う
に
保
証
す
る
こ
と
。

女
性
は
自
分
た
ち
の
望
む
も
の
が
何
か

を
知
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
簡
便

で
副
作
用
が
ま
っ
た
く
な
い
か
、
あ
る

い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー
が
管

理
で
き
、
利
用
し
や
す
い
家
族
計
画
の

方
法
で
あ
る
か
。
第
二
に
、
女
性
は
、

自
分
の
健
康
や
幸
福
に
つ
い
て
賀
任
あ

る
選
択
を
す
る
た
め
に
、
必
要
な
あ
ら

ゆ
る
入
手
可
能
な
情
報
を
入
手
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
女
性

は
、
開
発
に
お
い
て
、
対
象
や
受
益
者

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
○
、
マ
ン
グ
ユ
博
士
は
、
女
性
が
、

ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
、
値
段
も
手
ご
ろ

で
あ
り
、
文
化
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

秘
密
が
守
ら
れ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て

い
る
質
の
高
い
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
て
、
ス
ピ
ー
チ
を
結

ん
だ
。
最
後
の
点
と
し
て
、
博
士
は
、

生
殖
行
為
に
お
い
て
、
そ
し
て
家
族
計

画
を
実
施
す
る
う
え
で
の
対
等
な
責

任
、
と
り
わ
け
父
親
の
責
任
の
問
題
を

強
調
し
た
。

二
、
数
名
の
参
加
者
は
、
出
産
と
家

族
計
画
は
、
男
女
双
方
の
共
同
責
任
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
家
族
計
画
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
女
性
の
視
点
や
ニ
ー
ズ

を
基
に
策
定
し
た
戦
略
に
よ
り
女
性
の

健
康
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
べ
き
で

あ
る
。
従
っ
て
、
家
族
計
画
は
、
よ
り

広
範
な
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
の
枠
組
み
に
統

合
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

一
二
、
情
報
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

人
口
・
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
極
め
て
重

要
な
要
素
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
男
女

双
方
に
資
す
る
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て

一
部
の
参
加
者
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
に
お
け
る
情
報
・
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
予
防
的
役
割
を
考
え
る
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Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

と
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
た
、

地
域
社
会
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
の
健

康
と
生
活
条
件
の
向
上
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。

’
三
、
と
り
わ
け
Ｓ
Ｔ
Ｄ
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
防
止
の
た
め
の
殺
菌
剤
の
開
発
に
関

連
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
医
学
研
究
に

女
性
の
視
点
を
含
め
る
べ
き
と
の
考
え

に
対
し
、
全
員
の
支
持
が
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
研
究
や
新
薬
開
発
の
過
程
か

ら
女
性
が
締
め
出
さ
れ
る
こ
と
が
余
り

に
も
多
い
。

一
四
、
多
数
の
参
加
者
が
、
生
殖
に
関

す
る
権
利
、
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
・
ヘ

ル
ス
お
よ
び
家
族
計
画
に
関
す
る
よ
り

多
く
の
情
報
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ

た
。
一
部
の
参
加
者
は
、
国
会
議
員

は
、
と
り
わ
け
、
こ
の
問
題
は
、
技
術

面
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り

は
む
し
ろ
社
会
面
に
関
す
る
教
育
プ
ロ

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
会
議
員

は
、
人
口
と
開
発
の
均
衡
を
保
ち
、
人

iii！ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国

類
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
一
致
団
結

し
て
努
力
す
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

は
、
多
様
な
宗
教
、
文
化
、
伝
統
の
価

値
が
混
在
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
い
か
な
る
形
態
の
行
動
計
画

グ
ラ
ム
を
必
要
と
し
て
い
る
と
述
べ

た
。一
五
、
中
絶
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の

問
題
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
に
つ
い
て

は
一
般
的
な
同
意
に
は
達
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
半
の
参
加
者

が
、
家
族
計
画
に
関
す
る
情
報
や
サ
ー

ビ
ス
を
広
範
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
中
絶
の
削
減
に
つ
な
が
る
で
あ

ろ
う
と
い
う
点
で
意
見
が
一
致
し
た
。

一
六
、
中
絶
に
代
わ
る
責
任
あ
る
そ
し

て
道
徳
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
費
用
効

果
の
高
い
代
案
と
し
て
、
禁
欲
の
役
割

が
数
名
の
参
加
者
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ

た
。
ま
た
、
家
族
を
擁
護
す
る
文
化
的

慣
習
を
維
持
・
強
化
す
る
こ
と
を
提
案

し
た
参
加
者
も
い
た
。
宗
教
が
女
性
の

自
分
自
身
の
か
ら
だ
に
関
す
る
管
理
を

否
定
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
べ
き
か
に

も
、
個
々
の
国
の
規
準
と
法
律
に
従
っ

て
実
践
・
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
言
明
す
る
。
更
に
、
会
議
の
英
知

を
結
集
し
、
地
域
の
政
治
的
意
志
を

も
っ
て
、
着
実
に
前
進
し
な
け
れ
ば
な

つ
い
て
は
、
国
は
、
そ
の
宗
教
お
よ
び

文
化
の
価
値
観
に
従
っ
て
法
律
を
制
定

す
る
最
高
権
利
を
有
す
る
べ
き
で
あ
る

と
の
反
対
意
見
が
あ
り
、
参
加
者
の
合

意
は
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
七
、
数
名
の
参
加
者
は
、
女
性
に
危

害
を
与
え
る
伝
統
的
な
規
範
や
慣
習
を

特
定
し
、
廃
絶
す
る
べ
き
で
あ
る
と
提

唱
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

と
り
わ
け
有
効
で
あ
り
、
女
性
の
陰
核

切
除
な
ど
の
慣
習
の
有
害
な
影
響
に
つ

い
て
人
々
に
教
育
す
る
よ
う
に
、
更
に

奨
励
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
提
唱

さ
れ
た
。
ま
た
、
海
外
の
援
助
提
供
者

か
ら
適
宜
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
資
金
を
直
接
調
達

す
る
方
法
を
模
索
す
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
た
。

一
八
、
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
以
降
、
と
り
わ
け
予

算
の
割
当
を
増
大
し
、
草
の
根
の
地
域

社
会
教
育
事
業
を
先
頭
に
た
っ
て
進
め

ら
な
い
。

従
っ
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

会
議
員
と
し
て
、
国
家
レ
ベ
ル
に

て
人
口
と
開
発
の
分
野
に
お
け
る

の
四
つ
の
重
要
な
課
題
に
取
り
組

ろ
上
で
、
国
会
議
員
が
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
、
一
般
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に

達
し
た
。
一
部
の
参
加
者
は
予
算
の
割

当
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。
女
性
国
会

議
員
は
、
多
く
の
場
合
少
数
派
で
あ
る

た
め
、
特
に
こ
の
分
野
で
困
難
を
経
験

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
参
加
者
の
大
多

数
は
、
世
界
各
国
に
お
い
て
女
性
議
員

の
数
を
増
大
す
る
努
力
を
強
化
す
る
こ

と
を
勧
告
し
た
。

一
九
、
宣
言
の
中
に
政
府
の
業
績
を
図

ろ
基
準
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
と
盛

り
込
む
こ
と
で
、
国
会
議
員
の
有
効
性

を
更
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
援
助
提
供
国
は
、
社
会
部

門
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
割
合
を
四
％
に
増
大

し
、
ま
た
各
国
政
府
は
、
国
家
予
算
の

社
会
部
門
へ
の
割
当
を
二
○
％
に
増
加

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
。の
国

お
い

以
下

む
こ
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ＣＰＰＤ地域部会要旨

と
を
合
意
す
る
。

第
一
に
、
人
口
、
持
続
可
能
な
開
発

お
よ
び
環
境
の
関
係
に
つ
い
て
一
般
市

民
の
認
識
を
構
築
す
る
。
こ
の
活
動

は
、
地
域
の
最
も
辺
境
の
村
に
至
る
ま

で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
、
人
口
、
開
発
お
よ
び
環
境

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
資
金
の
割
当

に
、
国
と
し
て
の
支
援
を
動
員
す
る
。

第
三
に
、
私
た
ち
は
、
政
府
が
行
動

計
画
の
方
策
と
勧
告
を
実
行
に
移
す
こ

と
が
で
き
る
法
律
を
策
定
し
、
施
行
す

る
べ
き
で
あ
る
。

第
四
に
、
最
も
重
要
な
こ
と
と
し

て
、
行
動
計
画
に
従
っ
て
着
手
さ
れ
る

活
動
を
保
証
し
、
定
期
的
に
監
視
す
る

国
会
議
員
の
機
構
を
創
設
、
あ
る
い
は

改
善
す
る
。

地
域
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
行
動
計

画
を
評
価
し
、
監
視
す
る
た
め
の
議
員

会
議
を
本
会
議
に
開
催
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
に
合
意
し
た
。
ま
た
、
行
動
計

画
の
さ
ま
ざ
ま
な
成
功
や
失
敗
、
障
害

や
抑
制
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
国
際

レ
ベ
ル
の
議
員
会
議
を
開
催
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

援
助
提
供
国
か
ら
の
貢
献
を
評
価
す

る
。
同
時
に
、
援
助
に
は
な
ん
ら
前
提

条
件
を
付
帯
す
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を

断
言
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
類
の
生

活
の
質
の
向
上
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル

な
運
動
の
強
化
に
大
き
な
助
け
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

当
作
業
グ
ル
ー
プ
の
具
体
的
な
勧
告

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

国
家
資
源
の
軍
事
支
出
か
ら
社
会
開

発
へ
の
再
配
分
。
国
会
議
員
は
、
平
和

と
話
し
合
い
に
よ
る
紛
争
解
決
を
要
求

す
る
。

女
児
お
よ
び
女
性
の
教
育
、
な
ら
び

に
男
性
の
性
差
に
関
す
る
認
識
の
強
化

に
、
よ
り
重
点
を
置
く
。

保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
化
。

債
務
国
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

債
務
返
済
の
見
直
し
。

人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
功
の
規
準

は
、
出
生
率
の
低
下
ば
か
り
で
な
く
、

生
活
の
質
の
向
上
と
改
善
を
基
盤
と
す

る
べ
き
で
あ
る
。

各
国
政
府
は
も
と
よ
り
、
非
政
府
組

織
や
民
間
部
門
の
十
分
な
参
画
を
得
て
、

南
南
協
力
を
強
化
す
る
べ
き
で
あ
る
。

最
後
に
、
男
女
平
等
と
女
性
の
地
位

向
上
が
こ
の
人
ロ
と
開
発
の
計
画
に
お

い
て
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
強
調
す
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
ダ
ト
ー
・
ナ
プ
シ
ア

・
オ
マ
ー
ル
国
家
統
合
・
社
会
開
発
大
臣

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
海
諸

国
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
の
国
会
議
員
は
、

国
際
、
地
域
、
国
家
お
よ
び
地
方
レ
ベ

ル
に
お
い
て
積
極
的
な
解
決
策
の
模
索

を
調
整
す
る
議
員
の
行
動
を
結
集
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
合
意
し
た
。
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
会
議
員

は
、
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
の
問
題

に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
得
、
政
治
の

境
界
を
越
え
て
人
口
と
開
発
の
問
題
の

解
決
策
を
模
索
す
る
委
員
会
の
設
置
を

推
進
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
更
に
、

議
員
は
、
以
下
の
勧
告
に
つ
い
て
合
意

に
達
し
た
。

＊
国
際
社
会
が
発
展
途
上
国
の
持
続
可

能
な
経
済
成
長
と
発
展
の
促
進
に
有
利

な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
を
採
用
す
る
こ
と

を
保
証
す
る
こ
と
。

＊
人
口
と
開
発
の
分
野
に
お
い
て
国
内

外
の
財
政
援
助
の
有
用
性
を
増
大
す
る

こ
と
。

＊
生
殖
に
関
す
る
権
利
を
保
障
す
る
法

律
を
推
進
し
、
す
べ
て
の
人
が
購
入
で

が
本
作
窒
ク
ル
ー
プ
の
議
長
を
務
め
た
。

報
告
担
当
者
は
、
イ
ン
ド
の
ヴ
ィ
レ

ン
ド
ラ
・
カ
タ
リ
ア
議
員
が
務
め
た
。

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

お
よ
び
カ
リ
ブ
海
諸
国

き
る
よ
う
な
価
格
の
利
用
し
や
す
い
男
性

の
避
妊
法
に
関
す
る
研
究
を
奨
励
す
る
。

＊
あ
ら
ゆ
る
民
族
を
考
慮
し
、
充
足
さ

れ
て
い
な
い
ニ
ー
ズ
と
対
象
と
す
る
住

民
に
関
す
る
慎
重
な
分
析
に
基
づ
き
、

政
府
の
人
口
政
策
が
現
実
を
反
映
し
た

も
の
と
な
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
。

＊
学
校
教
育
お
よ
び
学
校
外
教
育
の
双

方
に
お
い
て
、
女
性
な
ら
び
に
女
児
を

含
む
子
供
の
教
育
の
予
算
を
増
加
す
る

こ
と
。

＊
各
国
政
府
に
対
し
、
国
会
な
ら
び
に

地
方
の
意
思
決
定
レ
ベ
ル
に
お
い
て
政

治
過
程
に
女
性
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
女
性
の
政
策
決
定
へ
の
参
画
を

促
す
積
極
的
な
行
動
を
保
証
す
る
よ

う
、
奨
励
す
る
こ
と
。

＊
各
国
政
府
に
対
し
、
「
女
性
差
別
撤

廃
に
関
す
る
条
約
」
を
は
じ
め
と
す
る

国
際
協
定
や
条
約
の
遵
守
を
奨
励
す
る

こ
と
。

＊
女
性
問
題
に
関
す
る
男
性
の
認
識
を

構
築
し
、
責
任
あ
る
親
と
し
て
の
行
動

と
性
行
動
を
推
進
す
る
こ
と
。

＊
米
川
議
員
グ
ル
ー
プ
（
ｌ
Ａ
Ｐ
Ｇ
）

の
支
持
を
得
て
、
適
切
な
技
術
・
科
学

グ
ル
ー
プ
の
参
加
を
推
進
す
る
同
盟
を

創
設
す
る
こ
と
。
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１
、
私
達
国
会
議
員
は
、
’
九
九
四

年
九
月
一
一
一
曰
と
四
曰
エ
ジ
プ
ト
国

カ
イ
□
に
集
い
、
人
□
と
開
発
に

関
す
る
国
会
議
員
の
会
議
に
お
い

て
、
国
際
人
□
・
開
発
会
議
の
前

夜
に
人
□
・
開
発
問
題
に
つ
い
て

討
議
を
行
っ
た
。
以
下
は
そ
の
亘

一
一
一
一
□
文
で
あ
る
。

２
、
多
数
な
人
類
の
文
化
と
伝
統
が

一
堂
に
会
し
た
こ
の
カ
イ
□
会
議

の
開
催
を
こ
こ
に
歓
迎
す
る
。
信

条
、
習
慣
が
違
っ
て
い
だ
と
し
て

も
、
世
界
の
指
導
者
と
人
々
は
世

界
の
調
和
と
協
力
を
も
尼
ら
す
こ

と
を
志
向
す
る
べ
き
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
に
関
し
て
国
会
議
員
は
重

要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

Ｓ
、
私
達
は
、
｜
連
の
国
連
主
催
の

環
境
、
人
権
、
社
会
開
発
、
そ
し

て
女
性
の
役
割
に
対
す
る
会
議
の

中
で
、
枢
要
な
時
期
に
ひ
ら
か
れ

る
国
際
人
□
・
開
発
会
議
で
生
み

出
さ
れ
る
結
実
の
重
要
性
を
よ
く

認
識
し
て
い
る
。
私
達
は
、
す
べ

人
□
と
持
続
可
能
な
開
発

４
、
世
界
の
国
会
議
員
は
、
人
□
と

天
然
資
源
の
間
の
微
妙
な
バ
ラ
ン

ス
を
認
識
し
て
き
た
。
従
っ
て
、

私
達
国
会
議
員
は
、
人
□
問
題
は

単
独
の
問
題
と
し
て
扱
い
う
る
問

題
で
は
な
く
、
人
類
に
と
っ
て
の

諸
条
件
の
改
善
を
は
た
し
う
る
こ

の
地
球
の
持
続
可
能
な
開
発
と
い

う
、
よ
り
広
い
文
脈
の
中
で
扱
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張

す
る
。
人
類
に
と
っ
て
の
諸
条
件

の
改
善
を
図
り
う
る
地
球
の
持
続

て
の
開
発
計
画
政
策
お
よ
び
プ
□

グ
ラ
ム
に
、
人
□
問
題
を
統
合
的

に
そ
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
一
部
と

し
て
、
組
み
込
む
戦
略
を
支
持
す

る
。
従
っ
て
、
私
達
は
国
際
人
□

・
開
発
会
議
に
参
加
し
て
い
る
各

国
代
表
に
対
し
国
際
人
□
・
開
発

会
議
の
行
動
計
画
に
対
す
る
合
意

に
到
達
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。

可
能
な
開
発
と
は
、
過
剰
消
費
の

抑
制
と
生
産
力
の
向
上
を
通
し
て
、

す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
そ
の
生
活

の
質
を
向
上
さ
せ
る
経
済
活
動
で

あ
り
、
貧
困
の
緩
和
で
あ
り
、
環

境
と
調
和
的
な
持
続
可
能
な
農
業

開
発
、
工
業
生
産
の
達
成
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
天
然
資
源
の
利
用
で
あ

り
、
そ
し
て
へ
ル
ス
ケ
ア
の
改
善

と
教
育
の
質
お
よ
び
利
用
の
し
や

す
さ
（
ア
ワ
セ
ス
）
を
向
上
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
人
□
と
開
発
問

題
に
対
し
て
含
Ｂ
私
達
が
取
る
行

動
が
人
類
の
将
来
を
決
定
す
る
。

こ
の
人
□
・
開
発
問
題
の
躍
決
は

す
べ
て
の
人
間
に
と
っ
て
そ
の
尊

厳
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
な
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
持
続
可
能
な
開

発
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
、
新
し

く
よ
り
広
い
経
済
政
策
を
策
定
し
、

そ
れ
に
星
づ
い
て
国
際
的
な
合
意

を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

'８



よ
び
プ
□
グ
ラ
ム
か
国
際
的
に
認

類
の
発
展
は
、
女
性
は
男
性
と
同

□
で
採
択
さ
れ
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
〉

〉
生
殖
に
関
す
る

知
さ
れ
だ
基
本
的
人
権
を
守
る
も

等
の
権
利
と
地
位
を
与
え
る
こ
と

動
計
画
の
中
に
記
さ
れ
た
教
育
に
〈

健
康
と
家
族
計
画

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

な
く
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
、
あ

お
け
る
目
標
を
強
く
支
持
す
る
も
『

》
５
、
私
達
は
、
家
族
計
画
を
リ
ブ
□

あ
る
こ
と
を
強
く
勧
告
す
る
。

り
え
な
い
と
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。
の
で
あ
る
。
そ
し
て
私
達
自
身
、
〉

》
ダ
ワ
テ
ィ
ブ
・
へ
ル
ス
ケ
ア
と
い
Ｓ
、
私
達
は
中
絶
が
世
界
中
の
女
性

女
性
に
と
っ
て
平
等
を
獲
得
す
る

私
達
の
国
に
残
る
女
性
の
公
共
お
》

〈
う
よ
り
広
い
枠
組
み
の
中
に
位
置

に
と
っ
て
主
要
な
関
心
事
（
大
さ

ま
で
の
過
程
は
、
単
に
利
益
と
い

よ
び
政
治
的
な
活
動
を
含
む
社
会
へ

》
づ
け
る
と
い
う
手
法
を
取
る
こ
と

な
問
題
）
で
あ
る
と
い
う
事
実
を

う
観
点
か
ら
見
ら
れ
る
ば
か
り
で

参
加
を
妨
げ
、
差
別
す
る
す
べ
て
〉

》
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
。
私
達

認
識
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
家
族

は
な
く
世
の
中
の
仕
組
を
変
え
る

の
法
的
、
社
会
的
、
文
化
的
障
壁
》

へ
は
、
す
べ
て
の
政
府
に
対
し
自
ら

計
画
の
（
使
用
）
に
よ
っ
て
予
期

と
一
一
一
一
□
う
点
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
べ

を
取
り
除
く
だ
め
に
関
与
す
る
。
｛

州
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、
せ
ざ
る
妊
娠
を
予
防
す
る
た
め
に
、

き
で
あ
る
。
そ
の
だ
め
に
は
、
女

私
達
は
世
界
中
の
立
法
者
に
呼
び
『

〉
価
値
観
お
よ
び
伝
統
を
尊
重
し
な

私
達
は
各
国
政
府
に
対
し
て
広
範

性
に
自
ら
の
性
に
対
す
る
意
識
を

か
け
、
私
達
と
共
に
国
家
の
優
先
》

》
が
ら
問
題
躍
決
の
た
め
に
責
任
を

囲
に
家
族
計
画
の
情
報
と
サ
ー
ビ

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
課
題
と
し
て
女
性
の
地
位
向
上
に
冊

咄
も
っ
て
努
力
す
る
こ
と
を
強
く
勘

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
中
絶
の

従
っ
て
、
私
達
は
教
育
こ
そ
が
男

取
り
組
み
、
政
府
に
は
そ
の
だ
め
〈

〉
告
す
る
。
従
っ
て
、
私
達
自
身
、
国

必
要
性
を
減
ら
す
こ
と
を
呼
び
か

女
平
等
と
女
性
の
地
位
向
上
の
だ

の
立
法
を
強
化
す
る
こ
と
を
呼
び
》

》
民
の
代
表
と
し
て
、
家
族
計
画
サ

け
る
。

め
の
唯
一
の
道
で
あ
る
と
信
じ
る

か
け
る
も
の
で
あ
る
。

．
ｌ
ビ
ス
、
情
報
お
よ
び
教
育
を
手

も
の
で
あ
る
。
そ
の
教
育
は
男
女

『
に
い
れ
る
う
え
で
、
私
達
の
国
に

差
別
を
肯
定
す
る
よ
う
な
ス
テ
レ

性
の
平
等
と

健
康
と
死
亡
率

〉
存
在
す
る
障
害
を
取
り
除
く
だ
め

オ
タ
イ
プ
化
し
た
社
会
的
性
差
を

州
に
最
大
限
の
努
力
を
行
い
、
そ
し

女
性
の
地
位
の
向
上

排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
男
Ｂ
、
人
類
と
平
均
余
命
の
あ
る
程
度
》

内
て
ま
た
リ
ブ
□
ワ
ワ
テ
ィ
ブ
・
へ
７
，
女
性
の
地
位
の
向
上
と
そ
の
政

性
と
女
性
の
協
力
と
パ
ー
ト
ナ
ー

の
改
善
に
も
関
わ
ら
ず
、
予
防
、
（

『
ル
ス
と
家
族
計
画
を
可
能
な
か
ぎ

治
的
、
社
会
的
、
経
済
的
状
況
そ

シ
ッ
プ
を
考
慮
に
い
れ
た
形
で
の

治
療
可
能
な
病
気
が
夫
だ
に
早
期
い

》
り
広
く
供
給
で
き
る
よ
う
支
援
を

し
て
健
康
状
態
を
改
善
す
る
こ
と

女
性
の
地
位
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

幼
児
と
女
性
の
主
要
な
死
亡
原
因
》

産
》
行
う
。
私
達
は
、
壷
に
私
達
の
国

は
、
女
性
に
と
っ
て
重
要
な
結
実

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き

と
な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
五
｛

湖
（
の
す
べ
て
の
人
□
と
開
発
政
策
お

を
も
這
ら
す
。
私
達
は
更
に
、
人

で
あ
る
。
従
っ
て
、
私
達
は
カ
イ

十
万
人
の
女
性
が
妊
娠
に
関
連
し
『
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て
死
亡
し
、
出
生
と
こ
の
妊
産
婦

死
亡
の
九
九
・
五
％
が
途
上
国
で

お
こ
っ
て
い
る
。
加
え
て
多
く
の

人
々
が
感
染
症
、
寄
生
虫
病
そ
し

て
呼
吸
器
疾
患
の
リ
ス
ワ
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
は
死
亡
率
を
高
め
る
原
因
と
な

っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
資
金
、
特

に
ド
ナ
ー
国
か
ら
の
資
金
は
こ
れ

ら
の
社
会
田
弱
者
に
向
け
ら
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
彼
等
に
と
っ
て
緊

急
に
必
要
と
な
っ
て
い
る
乳
幼
児

お
よ
び
妊
産
婦
死
亡
率
の
低
減
の

た
め
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ｇ
、
従
っ
て
、
私
達
は
す
べ
て
の
人

達
が
、
会
世
紀
の
終
わ
り
ま
で
に

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
支
持
す

る
。
そ
し
て
ま
だ
私
達
は
、
詳
細

が
行
動
計
画
の
中
に
記
さ
れ
だ
各

国
の
間
に
横
た
わ
る
健
康
条
件
と

死
亡
の
危
険
性
の
格
差
を
減
ら
す

だ
め
に
働
く
こ
と
に
誓
約
す
る
。

資
源
の
調
達

四
人
□
政
策
と
プ
□
グ
ラ
ム
の
成

功
と
質
は
い
か
に
各
国
が
さ
ま
ざ

ま
な
部
門
か
ら
戦
略
的
に
資
源
を

調
達
し
、
人
□
・
開
発
問
題
に
対

す
る
資
源
を
大
幅
に
増
加
で
き
る

か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ

れ
が
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
社
会
的
、
政
治

的
、
経
済
的
そ
し
て
文
化
的
現
実

と
人
□
政
策
と
プ
□
グ
ラ
ム
が
そ

の
国
の
中
で
も
っ
て
い
る
優
先
度

に
よ
る
。
人
□
・
開
発
問
題
の
解

決
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
達
は

人
々
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
左
存

在
と
し
て
、
人
々
の
人
□
と
開
発

の
た
め
の
行
動
に
対
す
る
支
持
を

仲
介
し
、
予
算
上
の
、
人
間
お
よ

び
行
政
上
の
能
力
（
資
源
）
を
有

利
に
配
分
す
る
責
任
を
受
け
入
れ

る
。
私
達
は
、
国
内
的
な
お
よ
び

国
際
的
な
財
源
を
十
分
に
調
達
す

る
必
要
性
が
あ
る
と
の
強
い
国
際

的
合
意
に
注
目
し
、
行
動
計
画
に

記
さ
れ
て
い
る
必
要
と
推
計
さ
れ

て
い
る
資
源
（
量
的
目
標
）
を
支

持
す
る
。
人
□
と
開
発
に
対
し
て

更
に
必
要
と
な
る
資
金
は
、
軍
事

費
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

Ⅲ
、
従
っ
て
、
私
達
は
人
□
・
開
発

プ
□
グ
ラ
ム
に
対
す
る
国
内
の
資

金
を
適
切
な
規
模
に
増
加
さ
せ
る

だ
め
の
立
法
を
行
う
た
め
に
働
く

こ
と
を
誓
約
す
る
。
そ
し
て
国
際

社
会
に
対
し
て
は
人
□
・
開
発
問

題
の
解
決
の
だ
め
に
行
動
計
画
に

示
さ
れ
た
目
標
と
目
的
を
達
成
す

る
う
え
で
必
要
な
活
動
を
実
施
す

る
だ
め
の
必
要
な
資
金
を
供
与
す

る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ

る
。
同
時
に
、
分
散
化
、
大
衆
参

加
、
特
定
の
グ
ル
ー
プ
に
し
ぼ
り

込
む
こ
と
、
国
家
の
対
応
能
力
を

向
上
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
を
取
る

こ
と
で
、
現
在
存
在
し
て
い
る
資

金
を
効
率
的
に
使
う
こ
と
も
ま
た

行
動
の
呼
び
か
け

化
、
人
々
の
代
表
と
し
て
社
会
か
ら
》

与
え
ら
れ
た
役
割
と
い
う
点
か
ら
、
卍

私
達
は
カ
イ
ロ
で
採
択
さ
れ
る
Ｉ
〈

ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
を
国
家
レ
ベ
ル
叩

で
実
施
す
る
う
え
に
お
い
て
、
ま
》

だ
国
家
の
そ
し
て
地
方
の
そ
し
て
｛

私
達
の
惑
星
に
対
す
る
新
し
い
関
叶

心
を
呼
び
起
こ
す
う
え
に
お
い
て
、
〉

そ
し
て
政
府
が
人
類
の
だ
め
の
国
》

家
政
策
を
作
る
う
え
で
、
特
別
な
く

役
割
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
す
い

べ
て
の
国
会
議
員
に
以
下
の
こ
と
》

を
呼
び
か
け
る
。

ｌ
各
国
政
府
が
国
家
人
□
政
策
と
塒

プ
□
グ
ラ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
を
〉

可
能
に
す
る
だ
め
の
立
法
を
行
う
。
》

特
に
、
女
性
の
地
位
を
法
的
、
社
〈

会
的
、
経
済
的
そ
し
て
文
化
的
に
『

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
》

立
法
を
行
う
。

重
要
で
あ
る
。

山
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Ｉ
女
性
に
対
す
る
差
別
撤
廃
条
約

を
批
准
し
て
い
な
い
政
府
に
対
し

て
。
批
准
を
求
め
、
そ
し
て
実
施

の
監
視
を
求
め
る
。

１
１
そ
の
よ
う
な
政
策
と
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
監
視
し
、
評
価
す
る
だ
め
の

国
会
議
員
の
た
め
の
組
織
を
設
立

す
る
。

１
１
人
□
政
策
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
う
え
で
、
増
加
す
る
資
金

需
要
に
対
し
て
予
算
上
で
承
認
す

参加国会議員団

る
。
そ
し
て
そ
れ
を
支
援
す
る
立

法
を
行
う
。

１
国
家
の
人
Ｑ
開
発
政
策
お
よ

び
プ
□
グ
ラ
ム
を
実
行
す
る
た
め

に
必
要
な
国
内
の
資
金
の
利
用
に

つ
い
て
選
挙
民
の
支
持
を
と
り
つ

け
る
。

‐
「
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
地
球

全
体
の
視
点
か
ら
見
た
人
□
と
持

続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
政
策
決

定
者
と
一
般
市
民
の
認
識
を
高
め

団長中山太郎（元外相・衆・自）

小杉隆（衆・自）

清水嘉与子（参・目）

堂本暁子（参・社）

大渕絹子（参・社）

東祥三（衆・公）

小池百合子（衆・日新）

＝以上政府代表団

る
。

ｌ
各
地
方
（
サ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
、

各
国
、
地
域
、
地
球
レ
ベ
ル
に
お

け
る
人
□
と
開
発
に
関
す
る
国
会

議
員
の
委
員
会
を
設
立
又
は
強
化

す
る
。

ｌ
世
界
中
の
人
□
と
持
続
可
能
な

開
発
の
分
野
に
携
わ
る
国
会
議
員

の
間
の
協
力
を
促
進
し
拡
大
す
る
。

桜井新（元環境相･衆･自）

松岡利勝（衆・自）

栗原博久（衆・自）

松下忠洋（衆・自）

川橋幸子（参・社）

広中和歌子（元環境相･参･公）

中西珠子（参・公）

関
与
か
ら
行
動
へ

私
達
は
こ
こ
に
、
こ
の
も
は
や
猶

予
の
な
い
挑
戦
を
行
う
だ
め
に
国
家

の
立
法
者
と
し
て
ま
だ
そ
れ
以
外
の

部
分
で
も
、
適
切
に
私
達
の
個
人
的

な
関
与
か
ら
政
治
的
な
行
動
へ
と
移

行
す
る
こ
と
を
誓
約
し
、
そ
の
他
の

人
々
を
私
達
の
活
動
に
加
え
て
い
く

こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
を
誓
う
も
の

で
あ
る
。

事務局広瀬次雄

(財団法人アジア人口・開発

協会常務理事）

楠木 修（同職員）

北畑 晴代（同職員）
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世界人ロ会議
。
Ｉ
．
．
．
‐
、
，
．
‐
．
．
．
、
－
．
．
「
’
．
．
’
｜
・
・
・
．
．
』
’
．
‐
‐
’
．
．
一

口
■
１
口
■
■
＃
銀
。

国
連
主
催
の
「
国
際
人
ロ
・
開
発
会
議
」
（
－
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
は
、
エ
ジ

プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
で
九
月
五
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
九
日
間
、
百

八
十
三
カ
国
の
代
表
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
か
ら
約
一
万
五
千

人
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
今
後
二
十
年
間
の
人
ロ
政
策
の
目
標
を
掲

げ
た
「
行
動
計
画
」
を
採
択
し
た
。

行
動
計
画
は
「
性
に
対
し
男
女
が
平
等
で
あ
り
、
い
つ
、
何
人
の

子
供
を
産
む
か
、
と
い
う
出
産
に
関
し
て
は
、
女
性
が
そ
の
決
定
権

を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
据
え
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
へ

ル
ス
、
ラ
イ
ッ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
、
権
利
）
」
と
い
う
新

し
い
概
念
が
導
入
さ
れ
た
。

会
議
で
は
バ
チ
カ
ン
（
ロ
ー
マ
法
王
庁
）
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ト

リ
ッ
ク
諸
国
と
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
が
、
避
妊
、
中
絶
問
題
を
め
ぐ
っ

て
宗
教
、
倫
理
的
な
理
由
か
ら
反
発
し
、
環
境
保
全
を
前
提
と
し
た

開
発
問
題
で
は
、
途
上
国
が
「
国
家
主
権
」
「
開
発
の
権
利
」
を
主

張
。
人
口
の
国
際
移
動
に
伴
う
家
族
の
呼
び
寄
せ
、
移
民
問
題
で
は

南
北
間
の
政
治
論
争
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ

力
国
政
府
代
表
一

が
参
加

ｌ
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

「

激九

し曰

た
。結
局
、
バ
チ
カ
ン
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
一
部
が
、
行
動
計
画
の
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
に
つ
い
て
態
度
を
留
保
し
、

行
動
計
画
は
各
国
が
ギ
リ
ギ
リ
の
援
助
を
し
て
採
択
さ
れ
た
。

議
長
の
フ
レ
ッ
ド
・
サ
イ
氏
（
ガ
ー
ナ
）
は
「
行
動
計
画
は
各
国

が
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
呼
び
か
け
た
。

人
口
対
策
に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
は
、
二
○
’
五
年
に
一
一
百
十

七
億
ド
ル
で
、
そ
の
約
一
一
一
分
の
一
を
先
進
国
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
の
会
議
で
、
日
本
か
ら
出
席
し
た
河
野
洋
平
副
総
理
兼
外
相
は

六
日
の
本
会
議
で
、
「
わ
が
国
は
策
定
さ
れ
た
新
し
い
行
動
計
画
案
を

支
持
す
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
人
類
の
重
要
課

題
で
あ
る
人
口
問
題
へ
の
取
組
み
は
、
わ
が
国
の
使
命
で
あ
る
」
と

述
べ
、
具
体
的
決
意
の
現
わ
れ
と
し
て
一
九
九
四
年
度
か
ら
二
○
○

○
年
ま
で
の
七
年
間
に
人
口
・
エ
イ
ズ
分
野
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
総
額
三

十
億
ド
ル
を
目
途
に
積
極
的
な
協
力
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
た
。

問
に
わ
た
り

く
論
議

’

，I
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冷
戦
後
の
国
際
社
会
は
、
地
域
紛
争
の
危

険
の
増
大
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
流
動
的

で
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
紛

争
の
背
景
に
は
し
ば
し
ば
貧
困
と
社
会
の
不

安
定
の
問
題
が
あ
り
、
世
界
の
安
定
と
繁
栄

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
経
済
社
会
問
題
の

解
決
に
よ
り
、
紛
争
の
根
本
原
因
を
取
り
除

く
こ
と
が
本
質
的
に
重
要
で
す
。
人
口
問
題

は
、
国
際
社
会
が
発
展
す
る
中
で
複
雑
化

し
、
今
や
地
球
規
模
の
問
題
と
し
て
我
々
の

前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
お
り
、
緊
急
の
取
組

み
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
人

口
問
題
は
、
経
済
社
会
問
題
全
体
に
関
わ
っ

て
お
り
、
そ
の
取
組
み
に
は
基
礎
的
保
健
、

教
育
、
女
性
の
地
位
向
上
を
含
ん
だ
総
合
的

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
わ
が
国

は
、
人
口
問
題
に
積
極
的
に
取
組
む
た
め
、

本
年
二
月
に
「
地
球
規
模
問
題
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ヴ
」
を
打
ち
出
し
、
人
口
・
エ
イ
ズ
対

策
に
お
い
て
途
上
国
援
助
を
大
幅
に
拡
充
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

私
は
、
今
回
の
世
界
会
議
は
、
今
世
紀
に

開
か
れ
る
最
も
重
要
な
会
議
の
一
つ
で
あ

り
、
人
類
が
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
取
組

ん
で
い
く
の
か
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
指

針
が
定
め
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
の
国
連

環
境
開
発
会
議
で
も
、
人
口
と
持
続
可
能
な

開
発
と
地
球
環
境
問
題
の
密
接
な
関
係
が
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
急
激
な
人
口
増
加
、
都
市

へ
の
過
度
の
人
口
集
中
、
不
安
定
な
国
家
間

の
人
口
移
動
、
環
境
へ
の
負
荷
の
大
き
い
生

産
・
消
費
パ
タ
ー
ン
や
技
術
の
導
入
、
多
量

の
廃
棄
物
の
排
出
な
ど
に
よ
り
、
人
類
は
人

間
活
動
の
制
約
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
こ
で
目
指
す
べ
き
も
の
は
、
人

口
の
急
増
が
、
環
境
破
壊
や
資
源
の
枯
渇
を

生
じ
さ
せ
た
り
、
消
費
・
生
産
活
動
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
こ
と
を
認
識

し
、
そ
れ
ら
の
持
続
可
能
な
均
衡
を
図
る
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
途
上
国
、
先
進
国
双
方

が
固
有
の
責
任
を
共
に
負
っ
て
お
り
、
途
上

国
は
人
口
増
加
率
を
抑
え
る
こ
と
が
、
先
進

国
は
生
産
・
消
費
パ
タ
ー
ン
の
見
直
し
や
低

公
害
車
の
導
入
、
太
陽
光
発
電
等
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
い
っ
た
環
境
に
優
し
い

技
術
の
開
発
・
促
進
を
図
る
こ
と
が
肝
要
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
社
会
は
、
持
続
可

能
な
開
発
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、
環
境
保
全
・
資
源
保
護
に
配
慮
し
た
協

力
を
促
進
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
増
大

す
る
人
口
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
世
界
の

食
料
の
安
定
供
給
と
い
う
面
に
着
目
し
、
持

続
可
能
な
生
産
性
の
高
い
農
業
の
発
展
に
向

け
て
政
策
の
強
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

わ
が
国
は
、
昨
年
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少

な
く
、
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る

2イ
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社
会
の
構
築
を
目
指
し
た
環
境
基
本
法
を
制

定
し
、
現
在
、
こ
れ
を
具
体
化
す
る
環
境
基

本
計
画
を
策
定
中
で
す
。
さ
ら
に
わ
が
国

は
、
昨
年
ア
ジ
ェ
ン
ダ
別
行
動
計
画
も
発
表

致
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
沿
っ
て
こ
れ
か
ら

も
、
国
連
環
境
開
発
会
議
で
も
約
束
し
た
環

境
分
野
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
強
化
・
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
環
境
に
優
し
い
社
会
作
り
を
進
め

て
行
く
予
定
で
す
。

私
は
、
今
回
の
会
議
に
お
け
る
主
要
テ
ー

マ
の
一
つ
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ヴ
・
ヘ
ル

ス
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
わ
が
国
に

お
い
て
は
、
女
性
の
地
位
向
上
、
意
思
決
定

過
程
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
等
の
観
点
か

ら
、
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
た
人
口
問
題
へ

の
こ
の
考
え
方
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

わ
が
国
は
、
こ
の
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ヴ
・

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
活
動
に
力
を
注
い
で
お

り
、
一
貫
し
て
男
女
平
等
の
教
育
を
行
っ
て

き
た
他
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
な
ど
一
連

の
母
子
保
健
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
女
性
及

び
次
世
代
を
担
う
子
供
の
健
康
向
上
の
た
め

に
、
思
春
期
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
子
供
の
健

康
に
つ
い
て
の
健
診
・
相
談
・
指
導
の
機
会

を
設
け
、
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
健
康
保
持
及
び
増
進
を
図
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
施
策
に
よ
り
、

女
性
の
正
確
な
情
報
に
基
づ
く
選
択
・
意
思

決
定
が
可
能
と
な
り
、
男
性
の
行
動
の
在
り

方
の
改
善
と
併
せ
、
乳
児
死
亡
率
、
出
生
率

の
低
下
等
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ヴ
・
ヘ
ル
ス
と
の
関
連

で
は
、
エ
イ
ズ
も
人
口
問
題
の
重
要
な
地
位

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
関
連
で
先
月
わ

が
国
に
お
い
て
「
第
十
回
国
際
エ
イ
ズ
会

議
一
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
付
言
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

わ
が
国
は
、
近
年
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
重
要

性
を
強
く
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
、
政
府
や
国
際
機
関
が
必
ず
し
も
十
分
に

対
応
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
地
域
に
根
付
い
た

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
今
や
政
府
や
国
際

機
関
と
は
補
完
関
係
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
わ
が
国
は
、

今
後
と
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
形
成
す
る
段

階
か
ら
の
対
話
も
含
め
、
人
口
分
野
で
の
二

国
間
協
力
に
お
い
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
草
の
根

レ
ベ
ル
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
を
強
化

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

の
こ
う
し
た
関
係
の
構
築
は
国
際
的
に
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

わ
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
各
種

準
備
会
合
を
経
て
策
定
さ
れ
た
新
し
い
行
動

計
画
案
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私

は
、
今
次
会
議
に
お
い
て
こ
の
行
動
計
画
案

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
全
世
界
が
二
十

一
世
紀
に
向
け
一
体
と
な
っ
て
人
口
問
題
に

取
組
め
る
環
境
が
整
う
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
行
動
計
画
案
に
は
、
未
だ
合
意
に

至
っ
て
い
な
い
点
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
私

は
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
参
加
各
国

が
、
世
界
の
人
口
問
題
の
現
状
を
認
識
し
、

こ
の
会
議
に
於
い
て
現
実
的
対
応
を
行
っ
て

い
く
こ
と
を
強
く
訴
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
わ
が
国
の
人
口
問
題
に
対
す
る
具

体
的
な
取
組
み
に
つ
き
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
わ
が
国
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に

人
口
急
増
に
直
面
し
、
こ
れ
を
自
助
努
力
に

よ
り
解
決
し
、
そ
の
後
の
経
済
成
長
を
成
し

遂
げ
た
国
と
し
て
、
ま
た
最
近
は
、
他
の
先

進
国
と
同
様
に
、
急
速
な
高
齢
化
に
取
組
ま

ね
ば
な
ら
な
い
国
内
的
事
情
か
ら
、
従
来
よ

り
人
口
問
題
に
深
い
関
心
を
有
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
戦
後
の
人
口
問
題
の
解
決
に
あ
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国際
ロ・開発
会議

人 た
っ
て
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
草
の
根
的
な
地
域
レ

ベ
ル
で
の
保
健
婦
・
助
産
婦
等
に
よ
る
家
族

計
画
の
普
及
活
動
の
み
な
ら
ず
、
戦
前
か
ら

の
男
女
の
教
育
水
準
の
向
上
、
母
子
保
健
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル

ス
ヶ
ア
の
促
進
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
口

問
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、
生
活
水
準
の
向

上
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
非

常
に
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
わ
が
国

は
、
平
和
国
家
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
経
済

・
社
会
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
、
わ
が
国
の

得
意
な
分
野
で
の
取
組
み
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
国
際
貢
献
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
の
成
功
に
向
け
わ
が
国

は
、
本
年
初
頭
に
、
国
連
人
口
基
金
と
共
催

で
「
人
口
問
題
に
関
す
る
東
京
賢
人
会
議
」

を
開
催
し
、
東
京
宣
言
を
発
表
し
て
、
行
動

計
画
案
の
作
成
に
貢
献
を
行
っ
た
ほ
か
、
今

次
会
議
及
び
同
時
に
開
催
さ
れ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
支
援
等
積
極
的
に
協
力
を

行
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
は
、
人
類
の
重
要
課
題
で
あ
る
人

口
問
題
へ
の
取
組
み
は
、
わ
が
国
が
力
を
発

揮
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
使
命
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
決
意
の
現

れ
と
し
て
、
政
府
開
発
援
助
の
最
大
供
与
国

で
あ
る
わ
が
国
は
、
人
口
と
エ
イ
ズ
の
分
野

に
お
け
る
途
上
国
援
助
に
関
す
る
「
地
球
規

模
問
題
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
」
を
本
年
二
月
に

打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
九
九
四
年

度
か
ら
二
○
○
○
年
度
ま
で
の
七
年
間
で
こ

れ
ら
分
野
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
総
額
三
十
億
ド
ル

を
目
途
に
積
極
的
な
協
力
を
進
め
て
い
く
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
で
わ
が
国
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
米
国
は

九
十
億
ド
ル
の
協
力
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
は
こ
れ
に
よ
り
、
米
国
と
共
に
人
口

・
エ
イ
ズ
と
い
う
人
類
共
通
の
課
題
に
対
す

る
世
界
的
な
取
組
み
を
促
進
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
わ
が
国

の
ア
ピ
ー
ル
に
対
し
、
多
く
の
国
々
、
国
際

機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
方
々
が
応
え
て
い
た
だ

き
、
人
口
問
題
へ
の
取
組
み
が
世
界
の
大
き

な
潮
流
に
な
る
こ
と
強
く
希
望
す
る
も
の
で

す
。私
は
、
こ
の
会
議
の
成
功
を
踏
ま
え
、
わ

が
国
が
こ
の
よ
う
に
今
後
も
人
口
問
題
に
対

し
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し

て
演
説
を
終
了
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
英
文
原
文
約
一
一
○
頁
弟

ｐ－つ。‐ｊ～－年－－→－一・ＤＰ－－炉゛の－つ
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世界人ロ会議一「行動計画」骨子
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ｒ
ｌ
６
ｌ
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
ｉ
０
９
１
６
０
Ｉ
６
‐
Ｉ
ｉ
６
，
９
０
０
＃
０
６
０
１
６
，
９
１
０
ｌ
ｂ
、
１
１
‐
ｉ
ｉ
ｉ
’
０
’
０
Ｉ
６
ｉ
ｌ
６
ｉ
６
１
０
９
９
ｉ
ｉ
’
６
，
０
１
１
，
０
「
１
６
，
０
９
９
９
０
ｉ
０
ｌ
６
’
０
，
１
Ｉ
０
ｉ
１
Ｉ
０
６
ｈ
６
’
０
１
０
０
０
１
１
，
１
０
１
６
，
６
ｉ
０
０
０
Ｉ
１
０
Ｌ

第
３
章
（
人
□
と
持
続
的
な
経
済
成

長
と
持
続
可
能
な
開
発
の
相

関
関
係
）

人
□
問
題
は
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル

行
動
計
画
に
含
ま
れ
る
勧
告
の
実

施
は
、
各
国
が
主
権
に
基
づ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
宗
教
的
価
値
観
や
文
化
を

尊
重
し
な
が
ら
実
施
す
る
。

第
２
章
（
原
則
）

第
１
章
（
前
文
）

人
□
、
開
発
、
環
境
の
相
互
関
連

に
つ
い
て
の
認
識
の
高
ま
り
に
つ
れ

持
続
可
能
な
成
長
を
促
進
し
、
地
球

規
模
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
重

要
性
が
か
っ
て
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て

い
る
。
現
在
、
未
曾
有
の
人
□
増
加
、

貧
困
、
社
会
経
済
上
の
不
平
等
・
不

経
済
な
消
寶
が
原
因
で
環
境
状
態
が

悪
化
し
て
お
り
、
地
球
上
の
新
た
な

脅
威
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

半 半

第
４
章
（
性
別
間
の
平
等
）

女
性
の
地
位
の
向
上
は
持
続
可
能

な
開
発
の
達
成
に
不
可
欠
で
あ
る
。

特
に
教
育
、
健
康
・
経
済
上
の
機
会

の
女
性
の
地
位
の
向
上
と
改
善
は
、

生
殖
活
動
と
い
っ
た
分
野
や
、
必
要

不
可
欠
な
分
野
に
お
け
る
意
思
決
定

の
能
力
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、
人

□
計
画
の
長
期
的
な
成
功
に
と
っ
て

不
可
欠
。
各
国
政
府
は
、
女
性
の
教

育
、
職
業
訓
練
、
｜
雇
用
拡
大
等
を
通

じ
、
女
性
を
政
治
的
、
社
会
的
、
経

済
的
な
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
完
全
な
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
る
よ
う
に
最
大
限
の

で
経
済
・
社
会
開
発
や
環
境
に
関
連

す
る
全
て
の
政
策
や
プ
□
グ
ラ
ム
の

策
定
お
よ
び
実
施
に
統
合
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
人
□
問
題
を
経
済
と
開

発
の
戦
略
に
統
合
さ
せ
る
こ
と
は
、

持
続
可
能
な
成
長
の
ぺ
Ｉ
ス
を
促
進

す
る
ば
か
り
で
な
く
人
□
問
題
の
目

的
の
達
成
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

＊

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

半

第
５
章
（
家
族
・
そ
の
役
割
・
構
成

・
構
造
）

地
球
規
模
で
の
人
□
上
、
社
会
的
、

経
済
上
の
急
激
な
変
化
の
た
め
、
家

族
の
編
成
の
パ
タ
ー
ン
や
家
庭
生
活

は
、
大
き
な
変
化
に
み
ま
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
結
果
、
多
く
の
社
会
で
家

族
の
構
成
や
構
造
が
変
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
家
族
は
、
社
会

の
墓
本
的
な
単
位
と
し
て
、
社
会
・

経
済
上
の
変
化
か
ら
保
護
さ
れ
る
権

利
を
盲
す
る
。
各
国
政
府
の
政
策
は
、

家
族
の
多
様
化
し
て
い
る
ニ
ー
ズ
を

十
分
に
考
慮
し
た
も
の
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
Ｓ
章
（
人
□
増
加
と
人
□
の
構
造
）

人
□
の
絶
対
数
の
増
加
の
レ
ベ
ル

は
、
未
雪
盲
で
あ
り
、
屈
年
の
人
□

増
加
は
九
千
万
人
を
超
え
る
。
地
域
、

申

国
、
世
界
レ
ベ
ル
の
開
発
の
持
続
性

を
許
す
状
況
を
創
造
す
る
だ
め
、
個

人
個
人
の
権
利
、
責
任
を
十
分
に
尊

重
し
つ
つ
、
人
□
増
加
・
出
生
率
・

死
亡
率
の
各
国
間
お
よ
び
地
域
間
で

の
格
差
を
削
減
し
、
出
来
る
だ
け
早

急
に
世
界
の
人
□
の
安
定
を
達
成
す

る
よ
う
に
各
国
間
の
協
力
を
通
じ
て

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
７
章
（
リ
ブ
□
ダ
ク
テ
ィ
プ
・
ラ

イ
ッ
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
へ
ル
ス
、
家
族
計
画
）

適
切
な
リ
ブ
□
ダ
ワ
テ
ィ
ブ
・
ラ

イ
ツ
、
リ
プ
ロ
ダ
ワ
テ
イ
ブ
・
へ
ル

ス
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
へ
ル
ス
ケ
ア

と
リ
ブ
□
ダ
ワ
テ
ィ
ブ
・
へ
ル
ス
ケ

ア
の
確
立
、
即
ち
安
全
で
満
足
な
性

生
活
を
営
み
つ
つ
、
い
つ
、
ま
だ
、

何
人
の
子
供
を
生
む
か
に
つ
き
自
由

な
責
任
を
冑
し
、
そ
の
だ
め
に
必
要

な
手
段
や
情
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
を

十
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一一
意
味
す
る
。
高
度
な
情
報
、
医
療
サ

ー
ー
ビ
ス
の
準
備
を
確
実
に
す
る
こ
と

｛
に
よ
り
、
個
人
と
夫
婦
が
出
産
す
る

一
能
力
及
び
出
生
率
を
調
整
す
る
能
カ

ー
を
持
つ
こ
と
、
お
互
い
に
協
力
的
で

一
尊
敬
で
き
る
性
関
係
を
通
じ
て
、
自

一
分
疋
ら
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
よ
う

一
努
力
す
る
べ
き
で
あ
る
。
政
府
は
、

一
早
急
に
国
や
地
方
自
治
体
の
援
助
に

一
よ
り
適
切
な
家
族
計
画
の
普
及
、
情

一
報
に
蟇
づ
い
た
選
択
、
教
育
を
提
供

一
し
、
経
済
的
に
入
手
可
能
な
サ
ー
ビ

ー
ス
が
利
用
で
き
る
状
態
を
作
り
、
カ

ー
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
充
実
さ
せ
る
べ
き

一
で
あ
る
。

＋

一
第
Ｂ
章
（
健
康
と
死
亡
）

一
多
く
の
人
々
が
《
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・

（
へ
ル
ス
ケ
ア
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

《
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

―
り
、
平
均
余
命
の
延
び
は
世
界
全
体

一
で
お
よ
そ
一
一
十
年
延
び
、
生
後
一
年

一
間
の
死
亡
率
は
２
／
Ｓ
近
く
減
少
し

Ｐ▲■□▲▽▲曰▼Ｌ７０■●▼▲■△Ｂ▼▲▼△■ワムママＡＣ▽▲▼０●▼△▼ｊ●▼ＢＴ△■▽△ＴⅡ｜●、凸寸山二■▽△▼且●▼▲▼。｜●▼もご■■▽▲■▲■▼ＬＴ△■▼□Ｔ△｜ＤＤＢＵＬＣＵ▲ＴＡＢ▽▲▼△□▼しママ▲｜■▼と▼４｜●■△Ｔ山一■ＵｄＤＪ｜■▽▲▽ロ｜●Ｉ■且●Ｔ▲・▲■▼△■▲■▼・巳Ｉ｜■▼▲▼ロ｜■▼▲▼□■▼△▽且■▼▲▼▲■▼△▼▲■▼▲▼β■▼▲▼。●▼しＴ▲■▽▲Ｔ▲■Ｐ▲▼▲｜■Ｐ▲Ｔ△ニロＶ▲▼。■■▼ユ■■■▼と▼▲■ＰｂＴｄＢ▼▲▽▲●ロロマⅡ二ＣＤ△▼２｜●▽●▲▼且■▼。■Ｔ２二●ＰｈＴＡｌ■▼△▽Ⅱ｜●▼．▲▼■●□●？△｜●▽と▼Ⅱ｜●▼▲▼●ＯＧ▼▲▼△｜●▼▲▼ｊ●▼▲▼・■▼凸▽▲｜■ＰＣＴｊ■▼＆Ｖｄｌ■７Ｊ■４●▽＆▽且■▽△Ｔ△｜■ＵＣＢ▽

左
。
妊
産
婦
死
亡
率
に
お
い
て
は
、

全
世
界
で
年
間
お
よ
そ
五
十
万
人
の

女
性
が
妊
娠
に
関
連
す
る
原
因
で
死

亡
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
九
九
％
は
、

途
上
国
の
女
性
で
あ
り
、
早
急
に
こ

の
格
差
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
妊
娠
中
絶
は
、
如
何
な
る
場
合

に
も
家
族
計
画
の
手
段
と
し
て
促
進

し
て
は
な
ら
な
い
。
望
ま
な
い
妊
娠

を
防
ぐ
こ
と
は
最
優
先
課
題
で
あ
り
、

中
絶
の
必
要
を
な
く
す
た
め
に
あ
ら

ゆ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
望
ま
な
い
妊
娠
を
し
た
女
性
の

た
め
に
信
頼
で
き
る
情
報
と
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
提
供
が
必
要
。
中
絶
に

関
す
る
施
策
や
変
更
の
決
定
は
、
国

や
地
域
レ
ベ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。

法
に
反
し
な
い
場
合
の
中
絶
は
、
安

全
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
９
章
（
人
□
の
分
布
、
都
市
化
、

人
□
の
国
内
移
動
）

近
年
、
農
村
ｌ
都
市
部
へ
の
移
動

中

第
旧
章
（
国
際
的
な
人
□
移
動
）

途
上
国
か
ら
移
動
す
る
人
々
の
数

は
、
世
界
全
体
で
一
億
二
千
五
百
万

人
を
超
え
、
そ
の
お
よ
そ
半
分
が
途

上
国
か
ら
の
流
出
と
見
ら
れ
る
。
移

動
に
よ
っ
て
、
送
り
出
し
国
及
び
受

入
れ
国
双
方
に
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ

る
。
但
し
、
受
入
れ
国
・
送
り
出
し

国
双
方
と
も
、
経
済
成
長
を
維
持
し
、

持
続
可
能
な
開
発
を
促
進
す
る
政
策

を
通
じ
、
全
て
の
人
々
が
、
自
国
内

で
生
計
を
立
て
る
星
盤
を
作
り
、
不

本
意
な
出
国
を
な
く
す
努
力
は
必
要

が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ

れ
が
多
く
の
途
上
国
に
お
け
る
急
激

な
都
市
化
を
生
ん
で
い
る
。
政
府
は
、

人
□
分
布
政
策
を
策
定
す
る
際
、
自

分
の
選
択
し
た
地
域
社
会
に
住
み
、

仕
事
を
す
る
と
い
う
個
人
の
権
利
を

尊
重
す
る
一
万
、
開
発
戦
略
が
人
□

分
布
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。申

で
あ
る
。

非
合
法
移
民
、
即
ち
受
入
れ
国
が

設
定
し
た
入
国
・
滞
在
・
経
済
活
動

の
条
件
を
満
た
さ
な
い
だ
め
に
正
規

の
移
民
と
認
め
ら
れ
な
い
人
々
に
関

し
て
は
、
彼
等
が
不
当
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
防
止
し
、
三
本
的
人
権
が

守
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
移
民
が
家
族
を
呼
び

寄
せ
る
権
利
は
子
ど
も
の
権
利
条
約

な
ど
に
従
う
。

第
Ⅲ
章
（
人
□
問
題
に
関
す
る
情
報
、

教
育
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）

効
果
的
な
情
報
、
教
育
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
幅
広
い
伝

達
経
路
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
お
り
、

全
て
の
性
の
平
等
、
家
族
の
責
任
環

境
の
重
視
等
の
概
念
を
浸
透
さ
せ
る

際
に
重
要
な
働
き
を
す
る
。
人
□
に

関
す
る
問
題
を
地
域
・
国
・
世
界
レ

ベ
ル
の
討
議
に
お
い
て
、
よ
り
多
く

*
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世界人ロ会議 ｢行動計画」骨子
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第
氾
章
（
技
術
と
研
究
．
お
よ
び
開

発
）

各
国
は
、
適
切
な
新
し
い
デ
ー
タ

技
術
を
活
用
し
、
人
□
に
関
す
る
デ

ー
タ
の
収
集
・
分
析
を
遂
行
で
き
る

よ
う
国
内
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
。
生
物
医
学
上
の
リ
サ
ー

チ
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
出
生
率

を
抑
制
に
関
す
る
よ
り
幅
広
い
安
全

か
つ
効
果
的
な
現
代
的
方
法
を
も
厄

ら
す
の
に
役
立
っ
て
き
た
。
こ
の
リ

サ
ー
チ
は
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お

い
て
使
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

進
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
国
際
的
に

認
め
ら
れ
た
生
物
医
学
の
た
め
の
倫

理
・
医
療
・
科
学
上
の
墓
準
に
沿
っ

の
民
衆
参
加
を
実
現
す
る
た
め
に
、

国
家
機
関
な
ら
び
に
国
際
社
会
が
、

情
報
技
術
の
広
範
な
普
及
と
国
内
お

よ
び
国
家
間
に
お
け
る
情
報
の
交
流

の
自
由
化
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

申

第
旧
章
（
国
別
行
動
）

各
国
政
府
は
、
国
民
の
懸
念
を
全

て
の
該
当
す
る
国
家
的
開
発
プ
□
グ

ラ
ム
に
盛
り
込
み
、
関
心
を
示
し
て

い
る
一
般
大
衆
の
、
人
□
分
野
の
活

動
計
画
の
策
定
・
実
施
へ
の
参
加
を

促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
□

政
策
推
進
の
だ
め
必
要
な
資
金
総
額

は
百
七
十
億
ド
ル
（
二
○
○
○
年
）
、

百
八
十
五
億
ド
ル
（
二
○
○
五
年
）
、

二
百
五
億
ド
ル
（
二
○
一
○
年
）
、

二
百
十
七
億
ド
ル
（
二
○
一
五
年
）
と

増
加
。
こ
の
員
金
調
達
の
た
め
、
約

一
一
一
分
の
一
を
国
際
援
助
で
賄
う
と
と

も
に
、
政
府
支
出
の
社
会
部
門
に
振

り
向
け
る
費
用
や
、
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
占
め
る
貧
困
救
済
プ

□
ジ
エ
ワ
ト
の
比
率
を
高
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

て
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊

中

第
Ⅵ
章
（
国
際
協
力
）

人
□
分
野
で
の
国
際
協
力
は
、
過

去
二
十
年
間
に
成
熟
す
る
に
つ
れ
て

協
力
を
提
供
す
る
地
域
共
同
体
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
民
間
部
門
の
組
織
の
参
加
が

着
実
に
増
え
て
い
る
。
各
国
は
人
□

・
開
発
で
国
際
協
力
を
優
先
さ
せ
、

内
外
の
非
政
府
組
織
や
民
間
と
の
協

力
を
調
整
す
る
。

第
帽
章
（
非
政
府
団
体
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）

人
□
・
開
発
問
題
に
効
果
的
に
対

処
す
る
に
は
、
政
府
と
人
□
・
開
発

問
題
の
目
的
や
活
動
の
具
体
化
、
実

施
を
支
援
す
る
民
間
団
体
（
地
方
、

国
、
国
際
レ
ベ
ル
の
非
営
利
団
体
や

利
益
指
向
の
民
間
部
門
）
と
の
広
範

囲
で
実
体
の
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
が
必
要
で
あ
る
。
ま
だ
、
多
く
の

非
政
府
組
織
が
持
っ
て
い
る
経
験
、

能
力
、
専
門
知
識
は
、
十
分
に
認
識

さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
政
府
の
チ

中

ヤ
ン
ネ
ル
で
は
、
到
達
が
困
難
な
人

人
に
根
ざ
し
、
政
府
機
関
と
比
較
し

左
非
政
府
団
体
の
利
点
は
正
当
に
認

識
さ
れ
て
い
る
。
更
な
る
政
府
・
非

政
府
団
体
間
の
相
互
の
協
力
と
連
絡

を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
旧
章
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

「
国
際
人
□
・
開
発
会
議
」
の
重

要
性
は
、
会
議
の
合
意
事
項
を
行
動

に
移
す
と
い
う
、
政
府
、
非
政
府
部

門
、
国
際
社
会
、
そ
の
他
の
関
係
す

る
組
織
や
個
人
の
熱
意
に
大
い
に
依

存
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
各
国

政
府
、
非
政
府
組
織
、
国
運
の
機
関
、

そ
の
他
の
関
係
者
は
、
こ
の
活
動
プ

□
グ
ラ
ム
の
完
全
な
る
普
及
に
最
大

限
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊
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国際人ロ・開発議員会議事務総長の桜井新氏

（ＡＦＰＰＤ議長）は８日夜、ｌＣＰＤ本会

議で次のようなステイトメントを発表し、ｌ

ＣＰＰＤの決意を表明した。

ステイトメント

｢行動計画｣を実行に

桜井新

人口と開発に関するアジア国会議員フ オーラム議長

国際人ロ・開発議員会議事務総長

映
さ
れ
る
よ
う
に
希
望
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
し
た
の
は
、
国
際
的
な
取
り
決
め
と
し
て

の
国
際
会
議
の
決
議
が
守
ら
れ
、
実
行
に
移

は
、
こ
の
地
球
の
人
口
増
加
と
持
続
可
能
な

開
発
の
問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
、
十
二
年

前
か
ら
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
一

連
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
を
も
と
に
、
私
達

は
、
各
地
域
代
表
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
議
員
活
動
の
代
表
者
の
方
々
を

準
備
委
員
に
お
迎
え
し
、
国
際
人
口
・
開
発

議
員
会
議
の
準
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
共
の
国
会
議
員
会
議
は
、
国
際
人
口
・

開
発
会
議
に
先
駆
け
、
九
月
の
三
日
、
四
日

エ
ジ
プ
ト
国
カ
イ
ロ
で
エ
ジ
プ
ト
・
シ
ョ
ー

ラ
・
カ
ウ
ン
ス
ル
議
長
ム
ス
タ
フ
ァ
・
カ

マ
ー
ル
・
エ
ル
ミ
ー
博
士
を
議
長
に
お
迎
え

し
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
に
は
、
世
界
百
七
カ
国
三
百
名

の
国
会
議
員
が
参
集
し
人
口
と
開
発
に
関
す

る
討
議
を
行
い
、
そ
の
討
議
の
結
果
は
「
人

口
と
開
発
に
関
す
る
カ
イ
ロ
宣
言
」
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
要
な
内
容
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
に
強
く
反

こ
こ
に
私
共
が
、
国
会
議
員
会
議
を
行
い

私
が
議
長
を
務
め
ま
す
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
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｢行動計画」を実行に
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
り
ま

す
。

’
九
九
二
年
に
国
連
環
境
開
発
会
議
が
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
、
ア
ジ
ェ
ン

ダ
虹
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
す
べ

て
の
国
際
的
な
取
り
決
め
は
、
地
球
の
持
続

可
能
な
開
発
と
い
う
視
点
か
ら
構
成
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
さ
れ
て
い
た
と
記
憶

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
的
な
取
り
決
め
と

し
て
決
議
が
な
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

れ
が
国
際
間
の
協
定
に
明
確
に
反
映
さ
れ
て

い
る
と
申
せ
ま
せ
ん
。
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア

イ
ラ
ウ
ン
ド
の
協
議
で
は
多
少
の
議
論
が
な

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与

え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

現
在
も
地
球
上
の
人
口
は
急
激
に
増
え
続

け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
人
類
が
生
存

す
る
地
球
の
環
境
悪
化
は
激
し
さ
を
増
す
ば

か
り
で
あ
り
ま
す
。

私
達
国
会
議
員
は
、
今
こ
そ
本
来
の
使
命

を
果
た
そ
う
で
は
な
い
か
と
積
極
的
な
関
与

を
呼
び
か
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
尊
敬

い
た
し
ま
す
故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
創
始
者
の
佐
藤
隆
先
生
の
言
葉
を
紹
介

人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
地
球
環

境
を
維
持
し
な
が
ら
い
か
に
人
類
の
生
存
を

図
る
か
。
こ
の
度
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
こ
そ
人
類
の

生
存
を
か
け
た
会
議
で
あ
り
ま
す
。
私
達
国

会
議
員
は
こ
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
二
日
間

の
会
議
を
終
わ
ら
せ
ま
し
た
。
私
達
は
今
や

お
互
い
の
違
い
を
主
張
し
合
い
争
っ
て
い
る

余
裕
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

「
た
だ
飢
え
て
死
ぬ
た
め
だ
け
の
た
め
に
産

ま
れ
て
く
る
子
供
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

私
達
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
言
葉
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
現
在
で
も
ど
れ
だ
け
多
く
の

人
達
が
戦
争
と
飢
え
で
死
ん
で
い
る
で
し
ょ

う
か
。

世
界
の
人
口
・
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員

活
動
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
り
、
日
本
国
の

前
首
相
で
あ
り
ま
す
、
福
田
趣
夫
先
生
が
、

今
回
の
会
議
の
前
に
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ

ま
し
た
。

「
桜
井
君
、
人
口
・
開
発
問
題
で
最
も
重
要

な
こ
と
は
食
糧
問
題
だ
。
食
糧
生
産
の
環
境

は
悪
化
し
、
三
十
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
食

糧
と
人
口
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
く
な
る

ぞ
。
」

各
国
政
府
代
表
の
皆
様
、
世
界
中
の
至
る

所
で
恵
ま
れ
ぬ
環
境
の
中
で
生
き
て
い
る
仲

間
を
救
お
う
と
ひ
た
向
き
な
努
力
を
続
け
て

い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
皆
様
方
、
皆
様
方
の
活
動
に

私
達
は
敬
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方

が
、
共
に
汗
を
流
し
討
議
を
重
ね
作
り
上
げ

る
内
容
に
お
お
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
に
立
派
な
内
容

の
文
書
を
作
り
上
げ
て
も
そ
れ
が
す
べ
て
の

国
際
協
力
や
条
約
に
加
味
さ
れ
実
行
さ
れ
な

け
れ
ば
全
く
無
意
味
で
あ
り
ま
す
。

国
会
議
員
の
我
々
は
今
こ
そ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の

意
義
を
深
く
理
解
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

一
層
強
く
関
与
を
し
、
支
持
す
る
こ
と
を
申

し
述
べ
終
わ
り
ま
す
。
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カイロ会鰯終了後、記者会見す

るナフィス・サディク事務総長

「
カ
イ
ロ
会
議
は
バ
チ
カ
ン
に
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
さ
れ
た
の
で
は
？
」
ｌ
鬮
際
人
口
開
発

会
議
の
開
会
早
々
、
米
国
記
者
団
か
ら
同
国

政
府
代
表
団
に
向
け
ら
れ
た
こ
の
質
問
は
、

た
ち
ま
ち
国
際
会
議
場
内
の
流
行
語
と
な
っ

ｌ
カ
イ
ロ
会
議
の
意
味
す
る
も
の
Ｉ

毎
日
新
聞
社
人
口
問
題
調
査
会

常
任
理
事
●
尾
崎
美
千
生

た
。
「
行
動
計
画
案
」
に
盛
り
込
ま
れ
た

「
ア
ポ
ー
シ
ョ
ン
」
（
：
。
【
ご
ｏ
ご
人
工
妊
娠

中
絶
）
を
め
ぐ
る
ロ
ー
マ
法
王
庁
と
中
南
米

の
一
部
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
国
の
反
発
、
こ
れ
に

形
の
上
で
は
同
調
す
る
か
に
見
え
た
イ
ス
ラ

壕
』

ｸﾞー：錘｣f醤二…iグ
ー...?.

ム
諸
国
の
動
き
で
「
十
年
に
一
度
」
の
世
界

人
口
会
議
は
ま
る
で
「
中
絶
会
議
」
の
様
相

を
呈
す
る
な
か
で
九
月
五
日
、
幕
を
あ
け
た
。

こ
の
歴
史
的
な
国
際
会
議
の
議
長
に
選
ば

れ
た
エ
ジ
プ
ト
の
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
が
歓
迎

の
辞
を
兼
ね
た
就
任
演
説
で
各
宗
教
の
融
合

を
説
き
、
「
カ
イ
ロ
会
議
が
東
西
、
南
北
の

〃
か
け
橋
“
と
な
る
」
こ
と
を
切
望
し
た
の

も
、
「
中
絶
一
を
め
ぐ
る
紛
糾
で
会
議
が
不

首
尾
に
終
わ
る
こ
と
を
恐
れ
て
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

今
後
二
十
年
間
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る

指
針
と
な
る
「
行
動
計
画
案
」
を
討
議
し
た

メ
イ
ン
・
コ
ミ
テ
ィ
（
作
業
部
会
）
の
実
質

的
な
議
長
役
、
一
一
コ
ラ
ス
・
ビ
ー
グ
マ
ン
副

議
長
（
国
連
オ
ラ
ン
ダ
大
使
）
を
し
て
―
こ

の
会
議
は
”
中
絶
会
議
“
で
は
な
い
。
人
口

開
発
会
議
な
の
だ
」
と
嘆
か
せ
た
よ
う
に
、

中
絶
問
題
が
あ
た
か
も
カ
イ
ロ
会
議
の
焦
点

の
よ
う
な
印
象
を
内
外
に
与
え
た
の
は
一
体

な
ぜ
だ
ろ
う
。
実
際
に
会
議
に
出
席
し
た
人

は
と
も
か
く
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
会
議

の
内
容
を
知
る
し
か
な
い
人
の
な
か
に
、
人
口

会
議
を
産
婦
人
科
の
学
会
か
な
ん
か
と
誤
解

し
た
人
が
い
た
と
し
て
も
責
め
ら
れ
ま
い
。
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新「行動計画」は人類を救うか

’

し
Ｈ
１

一
応
の
答
え
は
主
催
者
で
あ
る
国
運
筋
の

説
明
の
中
に
も
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
の

三
回
に
わ
た
る
準
備
会
議
、
六
分
野
の
専
門

家
会
議
、
五
つ
の
地
域
会
議
と
い
う
周
到
な

事
前
の
意
見
調
整
で
、
中
絶
に
関
連
す
る
用

語
の
定
義
や
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
除
き
、
「
行

動
計
画
案
」
の
九
○
％
に
つ
い
て
は
各
国
の

合
意
が
事
実
上
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、
会
議

直
前
の
各
国
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
本
番
の
会
議

で
は
残
さ
れ
た
対
立
点
の
み
が
不
当
に
ク

ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
形
式
論
は
さ
て
お

き
、
〃
中
絶
論
争
“
で
象
徴
さ
れ
る
カ
イ
ロ
会

議
は
、
ロ
ー
マ
二
九
五
四
年
）
、
ベ
オ
グ

ラ
ー
ド
（
一
九
六
五
年
）
で
の
専
門
家
会

膣
者
で
あ
る
国
運
筋
の
議
、
ブ
カ
レ
ス
ト
二
九
七
四
年
）
か
ら
政

」
と
は
事
実
で
あ
る
。
府
間
会
議
と
な
り
、
メ
キ
シ
コ
二
九
八
四

Ｉ
ク
の
国
連
本
部
で
の
年
）
へ
と
継
続
さ
れ
て
き
た
世
界
人
ロ
会
議

云
議
、
六
分
野
の
専
門
の
軌
跡
の
な
か
で
、
質
的
な
転
換
点
に
立
つ

獣
会
議
と
い
う
周
到
な
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

中
絶
に
関
連
す
る
用
そ
れ
は
ひ
と
こ
と
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
、

イ
ン
グ
を
除
き
、
「
行
人
口
問
題
へ
の
新
し
い
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」

わ
に
つ
い
て
は
各
国
の
（
女
性
解
放
運
動
）
の
本
格
的
な
登
場
で
あ

の
が
っ
て
お
り
、
会
議
る
。
そ
の
象
徴
的
な
表
現
が
女
性
へ
の
「
エ

フ
ィ
ァ
や
本
番
の
会
議
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
（
ｅ
日
で
◎
三
①
局
日
田
二
女

点
の
み
が
不
当
に
ク
性
に
力
を
つ
け
る
こ
と
）
で
あ
り
、
そ
の
具

仙
た
と
い
う
わ
け
で
あ
体
的
方
法
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

し
た
形
式
論
は
さ
て
お
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
（
局
の
胃
Ｃ
目
⑤
胃
の

季
徴
さ
れ
る
カ
イ
ロ
会
汀
の
巳
与
国
、
ご
切
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
、

九
五
四
年
）
、
ベ
オ
グ
権
利
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
開
発
途
上
国
の

年
）
で
の
専
門
家
会
人
口
急
増
に
対
応
す
る
た
め
に
は
「
女
性
の
地

位
」
を
向
上
さ
せ
な
け
れ

》》鯛蝋繍鯛榴祁搬淨蝋剛》』
嬢
輌
達
鶉
世
事
離
秘
辨
風
耐
欧
に
目
芽
え
、
米
国
の
女
性

》》事冊》》》》》》》》州》》》》》》い》弓詐

性
が
国
や
為
政
者
に
よ
る
人
口
政
策
の
単
な
る

対
象
、
つ
ま
り
一
客
体
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ

と
を
拒
否
し
、
女
性
が
「
主
体
」
と
し
て
子
供

を
い
つ
、
何
人
生
む
か
に
つ
い
て
自
ら
判
断
す

る
選
択
権
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ

イ
ッ
」
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
男
性
の
協
力
や

責
任
も
強
調
さ
れ
る
が
、
そ
の
主
張
の
底
流
に

は
、
「
男
性
優
位
社
会
一
の
中
で
、
「
男
児
選

好
」
の
風
習
が
根
強
く
は
び
こ
り
、
十
分
な
保

護
措
置
の
な
い
中
で
年
間
五
十
万
人
の
女
性
が

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
病
気
や
事
故
で
死
亡
し

て
い
る
と
い
う
現
実
に
対
す
る
女
性
側
の
強
烈

な
復
権
意
識
が
流
れ
て
い
る
。

第
一
回
目
の
政
府
間
会
議
で
あ
る
ブ
カ
レ

ス
ト
会
議
で
は
、
欧
米
先
進
国
の
人
口
増
加

抑
制
論
に
対
じ
開
発
途
上
国
は
「
開
発
は
最

大
の
避
妊
薬
で
あ
る
」
と
の
開
発
優
先
論
で

対
抗
、
共
産
圏
諸
国
か
ら
の
「
人
口
抑
制
論

は
新
た
な
植
民
地
主
義
」
と
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
反
論
も
根
強
く
残
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
同
会
議
で
一
九
七
二
年
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ

が
米
国
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ッ
エ
科
大
学

（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
に
委
嘱
し
た
研
究
報
告
「
成
長

の
限
界
」
の
影
響
も
あ
っ
て
、
先
進
工
業
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記者会見で見解表明をする

バチカン代表団

国
、
開
発
途
上
国
、
そ
れ
に
宗
教
的
立
場
か

ら
の
主
張
が
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
調
整
さ

れ
た
結
果
、
初
め
て
「
世
界
人
口
行
動
計
画
」

が
採
択
さ
れ
た
。

十
年
前
の
メ
キ
シ
コ
会
議
で
は
、
開
発
途

上
国
の
間
に
急
増
す
る
人
口
に
対
す
る
危
機

ヴ

意
識
が
高
ま

り
、
「
人
口

は
開
発
を
す

す
め
る
に
あ

た
っ
て
考
慮

す
べ
き
不
可

欠
の
要
素
」

で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ

れ
、
一
部
修

正
さ
れ
た

「
世
界
人
口

行
動
計
画
」

で
「
開
発
も

家
族
計
画

も
」
の
路
線

が
一
層
明
確

に
確
認
さ
れ

た
。し
か
し
、

政
府
間
会
議

と
な
っ
た
過

夫
二
回
の
人
口
会
議
が
、
主
と
し
て
マ
ク
ロ

の
立
場
か
ら
経
済
開
発
と
人
口
政
策
の
関
係

を
軸
に
国
際
的
合
意
が
探
ら
れ
た
の
に
対

し
、
カ
イ
ロ
会
議
で
は
女
性
の
健
康
、
人

権
、
自
立
と
い
っ
た
従
来
と
は
全
く
違
っ
た

ミ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
転

換
が
図
ら
れ
た
と
い
う
意
味
で
画
期
的
で
あ

る
。
人
口
学
者
の
中
か
ら
は
、
過
去
の
人
口

会
議
で
や
っ
と
こ
ぎ
つ
け
た
国
際
的
合
意
か

ら
の
後
退
を
懸
念
す
る
声
も
出
て
い
る
が
、

「
行
動
計
画
」
の
原
題
が
「
プ
ラ
ン
一
（
ブ
カ

レ
ス
ト
会
議
）
か
ら
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
カ
イ

ロ
会
議
）
と
変
わ
っ
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
地
球
規
模
の
人
口
問
題
が
マ
ク
ロ
の

合
意
か
ら
ミ
ク
ロ
の
実
践
段
階
に
入
っ
た
の

だ
と
い
う
と
ら
え
方
も
少
く
な
い
。

し
か
し
、
カ
イ
ロ
会
議
で
バ
チ
カ
ン
や
一

部
の
カ
ト
リ
ッ
ク
国
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
が
新

し
い
「
行
動
計
画
」
に
激
し
い
反
発
あ
る
い

は
警
戒
心
を
示
し
た
の
は
、
北
欧
の
社
会
に

源
流
を
持
つ
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
、
ラ
イ
ッ
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
性
や
生

殖
に
関
す
る
個
人
の
健
康
や
権
利
を
主
張
す

る
あ
ま
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
や
イ
ス
ラ
ム
教
が

社
会
の
基
礎
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
「
家
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新「行動計画」は人類を救うか

庭
」
を
崩
壊
に
導
き
、
同
棲
あ
る
い
は
同
性

愛
を
奨
励
し
、
思
春
期
の
若
者
た
ち
に
抑
制

的
な
道
徳
に
代
わ
っ
て
よ
り
奔
放
な
性
的
自

由
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
の
危
機

感
が
高
ま
っ
た
結
果
で
あ
る
。
特
に
バ
チ
カ

ン
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
世
界
的
な
”
教
会

離
れ
“
に
対
す
る
危
機
意
識
」
（
毎
日
新
聞

社
、
平
井
晋
ニ
ロ
ー
マ
特
派
員
）
が
反
「
行

動
計
画
」
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
拍
車
を
か
け
た

と
み
ら
れ
る
。

結
局
、
カ
イ
ロ
会
議
の
焦
点
に
浮
上
し
た

「
中
絶
問
題
」
は
、
会
議
の
決
裂
を
懸
念
し

た
米
国
が
、
政
府
代
表
の
ゴ
ア
副
大
統
領
の

演
説
を
通
し
て
、
「
米
国
は
中
絶
に
関
す
る

国
際
的
な
権
利
の
確
立
を
目
指
し
て
は
い
な

い
一
と
姿
勢
を
後
退
さ
せ
、
「
行
動
計
画
」

の
中
で
も
一
中
絶
を
家
族
計
画
の
手
段
と
し

て
促
進
し
て
は
な
ら
な
い
」
「
各
国
の
人
口
政

策
は
各
国
の
宗
教
や
文
化
的
伝
統
に
照
ら

し
、
各
国
の
王
権
の
も
と
に
実
施
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
」
な
ど
の
考
え
が
追
加
さ
れ
た
こ

と
で
、
加
熱
気
味
の
「
中
絶
論
争
」
は
潮
を

引
く
よ
う
に
収
拾
の
方
向
へ
進
ん
だ
。
最
終

的
に
は
バ
チ
カ
ン
及
び
数
カ
国
が
「
行
動
計

画
」
に
対
し
形
式
的
な
「
留
保
」
を
行
っ
た

も
の
Ｑ
同
計
画
は
国
連
の
慣
行
に
基
づ
い

て
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
（
合
意
）
と
み
な
さ

れ
、
会
議
は
予
定
通
り
九
月
十
三
日
、
幕
を

閉
じ
た
。

カ
イ
ロ
で
新
し
く
採
択
さ
れ
た
「
行
動
計

画
」
が
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
ま
す
ま
す
深

刻
化
す
る
人
口
問
題
に
ど
れ
だ
け
有
効
な
決

め
手
に
な
る
か
ど
う
か
は
も
ち
ろ
ん
ま
だ
未

知
数
で
あ
る
。
二
○
一
五
年
ま
で
に
人
口
対

策
と
し
て
必
要
な
資
金
と
し
て
は
じ
き
出
さ

れ
た
二
百
十
七
億
ド
ル
の
調
達
を
は
じ
め
、

「
各
国
に
よ
っ
て
こ
の
行
動
計
画
が
実
行
に

移
さ
れ
な
い
限
り
、
紙
く
ず
に
過
ぎ
な
い
」

（
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク
国
連
人
口
開
発
会

議
事
務
総
長
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で

日
本
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
組
織
さ
れ
、
約

三
百
人
の
各
国
国
会
議
員
が
カ
イ
ロ
に
集

ま
っ
て
独
自
の
「
カ
イ
ロ
宣
言
」
を
ま
と
め

あ
げ
た
「
国
際
人
口
開
発
議
員
会
議
」
の
今

後
の
責
任
も
ま
た
重
い
と
い
え
る
。
特
に
同

宣
言
の
中
で
打
ち
出
さ
れ
た
「
（
人
口
問
題

に
要
す
る
）
新
た
な
資
金
は
、
特
に
軍
事
費

か
ら
の
転
用
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と

の
提
言
は
、
東
西
冷
戦
の
終
え
ん
で
得
ら
れ

る
「
平
和
の
配
当
」
（
軍
縮
に
よ
る
軍
事
費
の

削
減
分
）
を
人
口
問
題
を
含
む
社
会
開
発
セ

ク
タ
ー
に
回
す
べ
き
だ
と
の
国
際
世
論
に
沿

う
も
の
で
あ
る
。
先
進
国
の
み
で
な
く
開
発

途
上
国
が
軍
縮
を
進
め
、
そ
の
資
金
を
社
会

開
発
分
野
に
充
当
さ
せ
る
こ
と
は
世
界
の
平

和
に
貢
献
す
る
と
同
時
に
人
口
問
題
解
決
へ

の
途
上
国
自
身
の
自
助
努
力
を
促
す
意
味
で

一
石
二
鳥
の
メ
リ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
。

カ
イ
ロ
会
議
で
新
し
く
誕
生
し
た
「
行
動

計
画
」
を
貫
く
キ
ー
ワ
ー
ド
「
リ
プ
ロ
」
の

コ
ン
セ
プ
ト
が
一
番
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い

る
開
発
途
上
国
の
中
か
ら
自
然
発
生
的
に
生

ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
欧
米
の
先
進
的
な
女

性
グ
ル
ー
プ
の
主
唱
に
よ
っ
て
登
場
し
た
と

い
う
経
緯
か
ら
、
ど
こ
ま
で
途
上
国
の
女
性

に
浸
透
し
、
「
男
性
優
位
社
会
」
の
中
で
有

効
性
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
。

そ
の
結
果
、
来
世
紀
半
ば
に
は
百
億
人
に
達

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
マ
ク
ロ
の
人
口
問

題
に
ど
れ
だ
け
の
影
響
を
与
え
て
い
く
の
か
。

「
行
動
計
画
」
の
「
前
文
」
に
う
た
わ
れ
た

「
地
球
家
族
」
Ｓ
旨
己
｝
自
の
厨
ｑ
百
日
の
）

が
平
和
に
、
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と
は
多
く
、
道
程
は
遠

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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ロﾛロ

きて､亟二亘 只
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
プ
ロ

地
球
環
境
国
際
議
員
連
盟
（
○
一
・
ヶ
巳

勺
員
」
」
四
ョ
臼
二
胃
国
二
ｍ
○
局
頭
色
日
愚
ロ
。
ご

【
。
｝
’
麓
匝
四
｝
：
（
や
旦
因
ゴ
ご
一
同
Ｃ
ｐ
Ｂ
の
。
（
グ

ロ
ー
ブ
）
は
、
環
境
問
題
に
関
し
て
国
内

的
、
国
際
的
に
政
策
を
提
言
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
政
府
や
国
際
機
関
等
に
対
し
積
極

的
に
働
き
か
け
る
た
め
の
国
際
的
な
議
員
連

盟
で
あ
る
。
現
在
グ
ロ
ー
ブ
は
、
○
ト
○
国
固

固
Ｃ
、
Ｃ
佇
○
、
因
勾
匡
切
巴
Ｐ
の
ほ
○
国
ゴ

ロ
の
ン
と
Ｏ
Ｂ
○
国
国
］
昌
色
ロ
か
ら
成
り
、

百
十
名
の
国
会
議
員
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て

い
る
。’
九
九
四
年
九
月
五
日
～
十
三
日
に
開
催

さ
れ
た
国
際
人
口
・
開
発
会
議
（
カ
イ
ロ
会

議
）
の
一
年
前
の
一
九
九
三
年
八
月
に
開
か

れ
た
グ
ロ
ー
ブ
・
東
京
総
会
に
お
い
て
は
、

は
じ
め
に

環
境
問
題
と
人
口
問
題
は
背
腹
の
関
係
に
あ

る
と
の
認
識
か
ら
、
カ
イ
ロ
会
議
に
向
け
て

の
プ
ロ
セ
ス
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
人
口
に
関
す
る
作
業
部
会
を
設

置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
’
九
九
四
年
二
月
に
開
か
れ
た
グ
ロ
ー

ブ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
総
会
で
は
、
人
口
に
関
す

る
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
行
動
計

画
）
が
採
択
さ
れ
る
と
共
に
、
人
口
作
業
部

会
が
正
式
に
発
足
し
た
。
作
業
部
会
長
は
、

の
け
○
国
因
こ
の
レ
の
コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
モ
レ

ラ
下
院
議
員
、
そ
し
て
Ｏ
Ｓ
Ｃ
国
固
」
四
つ
四
コ

の
私
が
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
下
、
グ
ロ
ー
ブ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
総
会
、

一
九
九
四
年
四
月
の
カ
イ
ロ
会
議
第
三
回
準

備
会
、
一
九
九
四
年
八
月
二
十
九
日
～
九
月

二
日
の
グ
ロ
ー
ブ
・
モ
ス
ク
ワ
総
会
、
そ
し

て
カ
イ
ロ
会
議
に
お
け
る
グ
ロ
ー
ブ
の
行
動

Ｅ二ｌ

＝

正
式
名
称
“
（
〕
炉
○
ｍ
因
目
『
二
①
目
色
三
．
『
〕
巳

の
二
〕
○
の
己
の
［
巴
ン
鞭
醜
の
曰
亘
畳
》

。
『
の
レ
ニ
ヨ
ロ

開
催
日
二
九
九
四
年
二
月
二
十
八
日
～
三

Ｒ
ｎ
一
一
口
Ｈ

開
催
場
所
叩
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
ロ
・
○

キ
ャ
ピ
ト
ル
・
ラ
ッ
セ
ル
上
院
会

館
コ
ー
カ
ス
ル
ー
ム

ワ
シ
ン
ト
ン
総
会
に
向
け
て
は
人
口
に
関

す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
案
を
作

成
、
○
［
Ｃ
匝
因
』
眉
菖
と
し
て
提
出
し

た
。
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
。
尚
、
こ
の

ア
ク
シ
ョ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
案
は
無
修
正
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

〈
人
口
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
要
旨
〉

Ａ
ｌ
股
的
事
項

・
人
口
作
業
部
会
の
設
置

・
カ
イ
ロ
会
議
第
三
回
準
備
会
及
び
カ
イ
ロ

会
議
に
代
表
団
を
送
る
こ
と

・
カ
イ
ロ
会
議
の
政
府
代
表
団
に
一
名
以
上

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
を
含
む
よ
う
各
国
政
府
に

の
軌
跡
を
紹
介
す
る
。

グ
ロ
ー
ブ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
総
会
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鐘 働
き
か
け
る

Ｂ
カ
イ
ロ
会
議
行
動
計
画
案
に
つ
い
て

．
‐
全
体
へ
の
コ
メ
ン
ト

・
行
動
計
画
案
は
分
量
が
多
す
ぎ
、
焦
点
を

欠
い
て
い
る
ｃ
問
題
の
緊
急
性
、
財
政
上

の
要
請
な
ど
に
よ
る
優
先
順
位
の
設
定
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
特
定
の
問
題
に
焦
点

を
絞
る
べ
き
で
あ
る
。

Ⅱ
第
３
章
「
人
ロ
、
持
続
的
経
済
成
長

と
持
続
可
能
な
発
展
の
間
の
相
互
関

係
」
に
つ
い
て

・
途
上
国
に
お
け
る
貧
困
、
環
境
破
壊
、
人

口
増
加
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
開
発
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、
女
性
の
地
位
と
教

育
水
準
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

・
途
上
国
へ
の
援
助
を
唱
え
る
だ
け
で
な

●堂本暁子くどうもと､あきこ＞

東京出身。東京女子大文学部卒業。ＴＢ

Ｓディレクターとして、子供、女性Ｏ

ＤＡ問題などに取り組む。８９年、比例代

表区から初当選。現在、参澱院大蔵委

員、議員運営委員、環境特別理事。地球

環境国際議員連盟日本事務総長。｜ＵＣ

Ｎ（国際自然保瞳連盟）選任理事。

く
、
先
進
国
自
身
が
抱
え
る
問
題
の
解

決
、
す
な
わ
ち
先
進
国
に
お
け
る
持
続
不

可
能
な
生
産
と
消
費
の
パ
タ
ー
ン
の
修
正

に
焦
点
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
「
消
費
削
減
一
二
十
年
計
画
を
つ
く

る
べ
き
で
あ
る
。

耐
第
７
章
「
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

イ
ッ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
権
利
）
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
）
と
家
族
計
画
」

に
つ
い
て

・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
は
し
ば
し

ば
「
母
親
の
健
康
」
の
意
味
に
解
さ
れ
る

が
、
妊
娠
・
出
産
だ
け
で
な
く
、
避
妊
や

中
絶
、
性
感
染
症
な
ど
女
性
の
健
康
に
関

わ
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
含
む
も
の
と
し
て

捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

・
家
族
計
画
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
に
関
す
る
政
策
の
立
案
、
意
思
決
定
、

履
行
の
全
段
階
へ
の
女
性
の
完
全
な
参
加

を
確
立
す
る
こ
と
及
び
そ
の
た
め
の
予
算

を
つ
け
る
こ
と
。

・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
性

と
生
殖
に
関
す
る
教
育
、
基
礎
的
へ
ル
ス

ヶ
ア
等
の
領
域
に
お
い
て
、
女
性
の
側
か

ら
の
要
求
に
応
え
る
た
め
、
女
性
を
訓

練
、
教
育
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
た
め
の
資
金
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。

Ⅳ
第
９
章
「
人
口
分
布
、
都
市
化
と
国

内
的
人
ロ
移
動
」
、
第
扣
章
「
国
際
的

人
ロ
移
動
」
に
つ
い
て

・
大
量
の
人
口
流
出
が
起
こ
り
そ
う
な
国
々

の
社
会
的
・
経
済
的
状
況
を
改
善
す
る
た

め
に
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
は
当
事
国

の
自
助
努
力
を
促
す
と
共
に
、
援
助
国
の

政
府
に
対
し
て
、
二
国
問
、
あ
る
い
は
国

際
金
融
機
関
を
通
じ
て
の
更
な
る
援
助
を

要
請
す
べ
き
で
あ
る
。

・
急
激
か
つ
大
量
の
人
口
流
出
を
防
止
す
る

た
め
に
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
は
国
連
事
務
総
長

に
対
し
て
、
新
た
な
機
関
の
設
置
、
あ
る

い
は
既
存
の
機
関
の
役
割
強
化
に
よ
り
、

こ
の
問
題
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
警

報
を
出
す
任
務
を
創
設
し
、
早
期
警
報
の

た
め
の
効
果
的
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
を
提
案
す
べ
き
で
あ
る
。

Ｃ
国
際
協
力

・
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
は
、
女
性
の
地
位

向
上
の
た
め
の
国
内
的
、
国
際
的
プ
ロ
グ
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正
式
名
称
⑭
弓
ご
己
宅
旬
の
己
胃
昌
（
〕
ご
○
‐

ラ
ム
を
支
援
す
べ
き
で
あ
る
。

．
｜
九
九
四
年
一
一
月
三
日
、
日
本
と
米
国

は
、
日
米
包
括
協
議
の
中
で
、
二
○
○
○

年
ま
で
に
合
計
百
二
十
億
ド
ル
（
日
本
三

十
億
ド
ル
、
米
国
九
十
億
ド
ル
）
を
エ
イ

ズ
と
人
口
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
拠
出

す
る
と
い
う
合
意
に
至
っ
た
。
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
資
金
が
エ
イ
ズ
治

療
薬
の
開
発
や
エ
イ
ズ
教
育
、
途
上
国
に

お
け
る
コ
ン
ド
ー
ム
の
普
及
だ
け
で
な

く
、
女
性
の
識
字
率
、
教
育
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ヶ
ア
、
政
策
の
立
案

・
決
定
・
履
行
の
過
程
へ
の
参
加
な
ど
に

配
分
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

・
近
年
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
占
め
る
人
口
や
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
す
る
拠
出
は
わ
ず
か
一
・
四
％

以
下
で
あ
る
。
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
は

こ
の
数
字
が
最
低
四
％
ま
で
引
き
上
げ
ら

れ
る
よ
う
自
国
政
府
や
地
域
的
機
関
に
働

き
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

二
国
際
人
ロ
・
開
発
会
議

第
三
回
準
備
会

。
【
ご
『
ゴ
岸
一
の
①
届
○
円
←
ず
の
胄
己
一
の
『
‐

ご
色
巨
。
ｐ
②
」
ｏ
Ｃ
。
［
の
円
の
ゴ
の
。
○
口

も
。
で
こ
一
色
ご
Ｃ
ロ
四
口
」
Ｃ
①
こ
の
一
○
‐

で
『
己
の
ロ
〆
勺
『
の
ご
○
（
）
ロ
〕
目
目

開
催
日
二
九
九
四
年
四
月
四
日
～
二
十
二

［
ロ

開
催
場
所
叩
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部

堂
本
参
加
叩
一
九
九
四
年
四
月
四
日
～
七

日
、
グ
ロ
ー
ブ
代
表
と
し
て

こ
の
準
備
会
は
カ
イ
ロ
会
議
に
向
け
て
の

最
終
の
準
備
会
で
あ
り
、
カ
イ
ロ
で
採
択
予

定
の
行
動
計
画
の
最
終
案
を
ま
と
め
る
こ
と

が
主
な
目
的
で
あ
っ
た
。
私
は
グ
ロ
ー
ブ
代

表
と
し
て
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
ほ

か
、
各
国
政
府
や
カ
イ
ロ
会
議
事
務
局
等
に

対
し
、
作
成
し
た
行
動
計
画
へ
の
修
正
案
や

人
口
移
動
に
関
す
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ペ
ー
パ
ー
を
も
と
に
交
渉
を
行
っ
た
。
ま

た
、
人
口
、
環
境
、
女
性
、
開
発
な
ど
の
問

題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
力
関
係
を
深

め
た
。

〈
グ
ロ
ー
ブ
が
カ
イ
ロ
会
議
行
動
計
画
へ
修

正
を
求
め
た
三
つ
の
領
域
〉

Ａ
先
進
国
に
お
け
る
大
量
消
費
経
済
か
ら

の
脱
却

世
界
の
資
源
の
七
○
～
八
○
％
を
消
費
し

て
い
る
北
の
諸
国
が
、
自
ら
の
生
産
・
消
費

の
パ
タ
ー
ン
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
修
正
し

な
い
限
り
、
持
続
可
能
な
発
展
は
不
可
能
で

あ
り
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
援
助
政
策
、
構

造
調
整
政
策
等
の
欠
陥
は
解
消
さ
れ
な
い
。

行
動
計
画
に
お
い
て
、
こ
の
点
を
よ
り
明
確

に
打
ち
出
す
た
め
に
は
、
Ｄ
環
境
と
消
費
に

つ
い
て
の
項
目
を
広
げ
る
、
あ
る
い
は
新
た

な
章
と
し
て
独
立
さ
せ
る
、
の
北
に
よ
る
消

費
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
の
二
十
年
計
画
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

Ｂ
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
と
女
性
の
参
加

リ
プ
ロ
グ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
や
家
族
計
画
に
関
す
る
政
策
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
段
階
に
お
け
る
女
性
の
積

極
的
参
加
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

政
策
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
直
接
影
響
を
受

け
る
女
性
と
の
間
で
、
女
性
の
教
育
水
準
、

社
会
的
・
経
済
的
地
位
、
基
本
的
ヘ
ル
ス
ヶ

ア
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
、
出
産
に
対
す
る
社
会
的

態
度
な
ど
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
協
議
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
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の
よ
う
な
協
議
の
必
要
性
は
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
家
族
計
画
に
関
す
る
予

算
に
十
分
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

Ｃ
大
量
か
つ
急
激
な
人
口
移
動
を
防
止
す

る
た
め
の
地
球
的
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム

人
口
の
増
加
を
縦
軸
と
す
れ
ば
人
口
移
動

を
横
軸
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で

は
前
者
の
み
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
国
際
社
会
に
お
い
て
は
ま
す
ま
す
緊

急
の
課
題
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
人
々

の
移
動
は
、
そ
れ
が
秩
序
だ
っ
た
も
の
で
あ

れ
ば
文
化
的
、
経
済
的
交
流
を
促
進
し
、
プ

ラ
ス
の
作
用
を
発
揮
す
る
が
、
難
民
や
外
国

人
労
働
者
の
大
量
流
人
な
ど
無
秩
序
な
移
動

は
、
当
事
者
に
と
っ
て
も
、
ま
た
出
身
国
や

流
人
国
、
援
助
国
、
国
際
機
関
な
ど
に
と
っ

て
も
大
き
な
負
担
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
大
量
か
つ
急
激
な
人
口
移
動
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
の
地
球
的
早
期
警
報
シ

ス
テ
ム
の
創
設
を
強
く
主
張
し
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
移
動
の
根
本
原
因
に
は
途
上
国

に
お
け
る
貧
困
の
問
題
が
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
に
、
人
口
流
出
が
起
こ
り
そ
う
な
国
に

対
し
早
い
段
階
で
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
を
訴
え
た
。

正
式
名
称
四
○
「
Ｌ
ｏ
ｍ
崖
ヨ
ー
の
目
菖
。
。
Ｐ
一

宮
｝
目
○
の
ロ
の
門
田
］
シ
、
ｍ
の
白
ケ
｜
量
》

○
円
の
し
】
〆

開
催
期
間
“
一
九
九
四
年
八
月
二
十
九
日
～

九
月
二
日

開
催
場
所
》
モ
ス
ク
ワ
、
議
会
セ
ン
タ
ー

今
回
も
Ｏ
Ｓ
○
国
因
」
息
目
か
ら
人
口
に

関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
案
を
提

出
し
た
。
九
月
三
日
～
四
日
に
開
か
れ
る
国

際
人
口
・
開
発
議
員
会
議
（
自
己
一
の
目
巴
】
Ｃ
『
一
四
一

○
Ｃ
ロ
『
の
円
の
ロ
○
の
。
『
勺
四
ユ
」
四
コ
〕
の
ロ
一
色
目
色
ゴ
、

○
口
ｂ
○
つ
巳
口
巨
。
『
］
色
ゴ
ロ
ロ
の
く
（
）
’
○
℃
目
の
ロ
ー
）
、

九
月
五
日
か
ら
の
カ
イ
ロ
会
議
に
出
席
す
る

た
め
、
直
接
カ
イ
ロ
入
り
す
る
メ
ン
バ
ー
が

多
か
っ
た
せ
い
か
、
人
口
問
題
へ
の
関
心
は

ワ
シ
ン
ト
ン
総
会
と
比
べ
て
さ
ら
に
高
か
っ

た
と
言
え
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ

案
に
つ
い
て
は
、
○
缶
○
ｍ
回
国
□
の
方
か
ら

資
金
問
題
に
関
す
る
修
正
案
が
出
さ
れ
、
こ

れ
が
入
っ
た
も
の
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。〈
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
要
旨
〉

Ａ
カ
イ
ロ
会
議
に
向
け
て

三
グ
ロ
ー
ブ
・
モ
ス
ク
ワ
総
会

□
カ
イ
ロ
会
議
第
三
回
準
備
会
に
お
い
て
、

各
国
政
府
は
行
動
計
画
案
の
最
終
的
内
容
や

文
言
に
つ
い
て
、
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
さ
ら
な
る
交
渉
や
修
正
は
カ
イ
ロ

会
議
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
グ

ロ
ー
ブ
は
カ
イ
ロ
会
議
参
加
を
通
し
て
、
そ

の
提
案
が
会
議
の
最
終
文
書
に
盛
り
込
ま
れ

る
よ
う
努
力
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ｉ
女
性
に
つ
い
て

第
三
回
準
備
会
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
ブ
が

提
出
し
た
女
性
に
関
す
る
諸
提
案
は
行
動
計

画
案
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
カ
イ
ロ

会
議
で
の
課
題
と
し
て
は
、
Ｄ
性
と
生
殖
に

関
す
る
健
康
（
醜
の
目
巴
目
二
円
の
頁
○
目
ｏ
ご

く
の
す
の
巴
言
）
、
中
絶
、
出
生
調
節
な
ど
括
弧

で
く
く
ら
れ
た
未
確
定
の
部
分
を
確
定
す
る

こ
と
、
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に

関
す
る
政
策
に
お
け
る
女
性
の
役
割
を
よ
り

明
確
に
す
る
こ
と
、
の
地
方
の
貧
し
い
女
性

が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
を
行
使
で

き
る
よ
う
具
体
的
方
策
を
打
ち
出
す
こ
と

（
性
と
生
殖
に
関
す
る
充
分
な
情
報
の
提

供
、
様
々
な
避
妊
の
方
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

保
証
、
無
料
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

ヶ
ア
の
提
供
な
ど
）
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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Ⅱ
環
境
に
つ
い
て

行
動
計
画
で
後
退
し
て
し
ま
っ
た
以
下
の

二
点
に
つ
い
て
、
そ
の
強
化
を
訴
え
る
べ
き

で
あ
る
。

Ｄ
環
境
の
視
点
の
重
要
性
Ｉ
カ
イ
ロ
会
議

の
主
な
テ
ー
マ
の
一
つ
が
「
持
続
可
能
な

開
発
」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
行
動
計

画
に
お
け
る
環
境
問
題
の
取
り
扱
い
は
非

常
に
小
さ
い
。
第
三
回
準
備
会
で
は
、
グ

ロ
ー
ブ
の
主
張
と
は
逆
に
、
環
境
問
題
の

取
り
扱
い
は
さ
ら
に
小
さ
く
な
り
、
具
体

的
問
題
へ
の
言
及
も
削
除
さ
れ
た
。
こ
れ

は
こ
の
行
動
計
画
が
国
連
環
境
・
開
発
会

議
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
別
に
準
ず
る
形
に
な
っ

た
か
ら
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
Ⅲ
に
お

い
て
人
口
と
環
境
の
関
係
が
充
分
に
把
握

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
関
係

は
、
行
動
計
画
に
お
い
て
さ
ら
に
深
め
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

の
先
進
国
に
お
け
る
大
量
消
費
の
問
題
ｌ

行
動
計
画
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
大

き
く
後
退
し
た
。
も
と
も
と
盛
り
込
ま
れ

て
い
た
消
費
者
教
育
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
、
課
税
、
使
用
者
料
金
な
と
、
持
続
可

能
な
資
源
の
利
用
を
促
す
政
策
は
、
第
３

回
準
備
会
に
お
い
て
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

川
人
ロ
移
動
に
つ
い
て

女
性
や
環
境
に
つ
い
て
の
グ
ロ
ー
ブ
の
提

案
が
行
動
計
画
に
あ
ま
り
取
り
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
の
に
対
し
、
人
口
移
動
に
関
す
る
提

案
は
、
ほ
と
ん
ど
が
何
ら
か
の
形
で
取
り
入

れ
ら
れ
た
。
最
も
具
体
的
提
案
で
あ
っ
た
早

期
警
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
、
言
葉
こ
そ
使

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
考
え
方
は
取
り
入
れ
ら

れ
た
ｃ
カ
イ
ロ
に
お
い
て
は
、
こ
の
考
え
方

を
さ
ら
に
深
め
、
具
体
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

Ⅳ
資
金
に
つ
い
て

一
九
九
四
年
二
月
、
日
本
と
米
国
は
二
○

○
○
年
ま
で
に
合
計
百
二
十
億
ド
ル
を
、
人

口
と
エ
イ
ズ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
拠
出

す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
○
旧
○
国
因
』
：
四
コ

お
よ
び
の
い
○
国
国
口
の
シ
の
メ
ン
バ
ー

は
、
関
係
省
庁
の
担
当
者
に
対
し
、
こ
の
資

金
が
女
性
の
識
字
率
、
教
育
水
準
、
地
位
の

向
上
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ヶ
ア

な
ど
に
も
拠
出
さ
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
そ
の

こ
と
が
カ
イ
ロ
に
お
い
て
十
分
に
説
明
さ
れ

る
よ
う
、
働
き
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

Ｖ
国
会
議
員
の
役
割

行
動
計
画
の
中
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
女
性
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
研
究
者
な
ど
様
々
な
グ

ル
ー
プ
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
国

会
議
員
の
役
割
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。
カ
イ
ロ
会
議
に
出
席
す
る
グ
ロ
ー
ブ

メ
ン
バ
ー
は
、
す
べ
て
の
適
当
な
措
置
を
講

じ
て
、
人
口
問
題
の
解
決
に
お
け
る
国
会
議

員
の
役
割
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
九
月
三
日
～
四
日
に

カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
る
国
際
人
口
・
開
発
議

員
会
議
に
お
い
て
、
カ
イ
ロ
会
議
に
対
す
る

決
議
文
が
採
択
さ
れ
る
が
、
こ
の
会
議
に
出

席
す
る
グ
ロ
ー
ブ
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
諸
提
案
が
決
議
文

に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ

る
。

Ｂ
カ
イ
ロ
会
議
の
フ
ォ
ロ
ー
ァ
ッ
プ

カ
イ
ロ
会
議
以
降
の
課
題
は
行
動
計
画
の

中
に
盛
り
込
ま
れ
た
様
々
な
政
策
を
い
か
に

実
行
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
グ

ロ
ー
ブ
の
人
口
作
業
部
会
も
カ
イ
ロ
会
議
を

も
っ
て
活
動
を
終
了
す
べ
き
で
な
く
、
今
後

も
政
策
実
現
に
向
け
て
提
言
を
行
っ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。
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正
式
名
称
皀
「
二
の
『
ご
ｇ
』
Ｃ
園
」
○
：
｛
の
『
の
‐

ご
●
の
。
二
勺
。
ご
ロ
」
四
一
一
○
二
ｍ
ｐ
ｇ

Ｄ
の
ご
①
｝
（
）
で
曰
の
貝
（
』
○
勺
□
）

開
催
期
間
二
九
九
四
年
九
月
五
日
～
十
一
一
一

［
口

開
催
場
所
ル
エ
ジ
プ
ト
、
カ
イ
ー
ロ

堂
本
参
加
二
九
九
四
年
九
月
五
日
～
六
日

日
本
政
府
代
表
顧
問
と
し
て

上
記
の
三
つ
の
会
議
に
お
い
て
グ
ロ
ー
ブ

と
し
て
主
張
し
て
き
た
こ
と
が
、
カ
イ
ロ
会

議
の
行
動
計
画
の
な
か
で
最
終
的
に
ど
う
ま

と
め
ら
れ
た
か
。
以
下
が
主
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。

Ａ
環
境

・
前
文
、
原
則
の
修
正
ｌ
「
環
境
一
と
い

う
言
葉
が
数
カ
所
に
挿
入
さ
れ
た
。
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
た
と
お

り
、
こ
の
こ
と
は
大
変
重
要
な
意
味
を
持

つ
が
、
環
境
問
題
に
具
体
的
に
言
及
し
て

い
る
第
三
章
が
全
く
前
進
を
見
せ
な
か
っ

た
の
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

・
南
北
間
の
妥
協
Ｉ
途
上
国
が
環
境
保

護
は
開
発
抑
制
に
つ
な
が
る
と
い
う
論
理

四
国
際
人
ロ
・
開
発
会
議

か
ら
「
持
続
的
経
済
成
長
一
の
み
を
主
張

し
た
の
に
対
し
、
先
進
諸
国
は
あ
く
ま
で

も
一
持
続
可
能
な
開
発
一
を
訴
え
た
。
そ

の
結
果
、
最
終
的
に
は
「
持
続
可
能
な
開

発
の
文
脈
の
中
で
の
持
続
的
経
済
成
長
」

と
い
う
言
葉
で
ま
と
ま
っ
た
。

Ｂ
女
性

・
中
絶
に
つ
い
て
ｌ
「
安
全
で
な
い
」
中

絶
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
女
性
と
宗
教
が
対
立

し
議
論
が
紛
糾
、
最
終
的
に
は
「
中
絶
は

家
族
計
画
の
手
段
と
し
て
促
進
す
べ
き
で

な
い
」
と
い
う
文
言
で
ま
と
ま
っ
た
。

・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ

ー
伝
統
・
文
化
・
宗
教
の
尊
重
性
と

生
殖
の
「
性
一
の
削
除
、
カ
ッ
プ
ル
や
個

人
の
自
己
決
定
権
か
ら
の
「
個
人
」
の
削

除
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
定

義
か
ら
の
「
妊
娠
の
中
断
（
頁
の
”
。
：
昌

一
日
日
旨
四
二
Ｃ
ロ
）
、
｜
出
生
調
節
（
『
の
門
已
ご

［
の
、
〔
］
一
旦
」
・
ロ
）
」
の
削
除
な
ど
を
め
ぐ
っ

て
、
こ
こ
で
も
女
性
と
宗
教
が
対
立
。
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
を
認
め
る
代

わ
り
に
伝
統
・
文
化
・
宗
教
の
尊
重
を
入

れ
る
な
ど
、
双
方
の
妥
協
に
よ
り
、
ど
ち

ら
も
納
得
で
き
る
内
容
に
ま
と
ま
っ
た
。

Ｃ
人
口
移
動

．
少
な
い
修
砿
ｌ
カ
イ
ロ
会
議
第
三
回
準

備
会
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
行
動
計

画
を
大
き
な
前
進
を
遂
げ
た
が
、
カ
イ
ロ

で
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
採
択
さ
れ

た
。

・
先
進
国
の
反
発
ｌ
移
住
者
の
家
族
の

呼
び
寄
せ
の
権
利
に
つ
い
て
、
先
進
国
が

一
権
利
」
の
削
除
を
要
求
し
た
。
最
終
的

に
は
、
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
一
か
ら

「
家
族
の
一
体
性
」
が
引
用
さ
れ
、
「
こ

の
重
要
性
」
を
確
認
す
る
と
い
う
形
で
ま

と
ま
り
、
先
進
国
の
訴
え
が
受
け
入
れ
ら

れ
た
。

Ｄ
残
さ
れ
た
問
題

・
資
金
問
題
ｌ
日
米
が
拠
出
を
予
定
し

て
い
る
百
二
十
億
ド
ル
の
使
い
道
は
、
い

ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
こ
の
資
金

を
ど
の
よ
う
に
有
効
に
活
用
し
て
い
く
か

が
日
米
に
と
っ
て
の
今
後
の
課
題
で
あ

る
。
他
の
国
々
も
カ
イ
ロ
で
採
択
さ
れ
た

行
動
計
画
実
施
の
た
め
に
、
い
か
に
資
金

を
確
保
し
、
国
際
協
力
の
も
と
に
、
い
か

に
実
効
性
の
あ
る
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
振

り
向
け
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に

４Ｊ



カ
イ
ロ
会
議
は
、
二
十
年
前
の
ブ
カ
レ
ス

ト
、
十
年
前
の
メ
キ
シ
コ
に
続
く
第
三
回
目

の
国
際
人
口
会
議
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
特

色
は
、
メ
キ
シ
コ
ま
で
は
人
口
問
題
を
独
立

し
た
一
つ
の
領
域
と
し
て
議
論
し
て
い
た
の

に
対
し
、
カ
イ
ロ
で
は
人
口
が
開
発
及
び
そ

れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
と
の
関
係
の
中
で
捉

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
地
球

規
模
問
題
の
相
互
関
係
性
が
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
に
つ
れ
、
国
際
会
議
で
の
議
論
の

枠
組
み
も
複
数
の
領
域
に
ま
た
が
る
包
括
的

な
も
の
と
な
っ
て
き
た
。

こ
の
流
れ
を
決
定
的
に
し
た
の
は
、
言
う

む
す
び
に
か
え
て

模
索
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

・
政
府
、
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
ｌ

行
動
計
画
は
今
後
二
十
年
間
の
目
標
を
設

定
し
た
。
こ
れ
を
行
動
に
移
し
て
い
け
る

か
ど
う
か
は
各
国
政
府
、
国
際
機
関
、
そ

し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
い
か
に
協
力
し
て
い

け
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
カ
イ
ロ
会
議

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
に
国
際
的
な

枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
あ
る
。

ま
で
も
な
く
一
九
九
二
年
の
国
連
環
境
・
開

発
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
で
あ
る
。
し
か

し
、
採
択
さ
れ
た
一
ア
ジ
ェ
ン
ダ
Ⅲ
」
に
お

い
て
、
人
口
と
環
境
の
関
係
が
明
確
に
把
握

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
カ
イ
ロ
会

議
に
お
い
て
も
、
環
境
に
関
し
て
は
「
ア

ジ
ェ
ン
ダ
創
一
を
参
照
す
る
と
い
う
形
で
ま

と
ま
り
、
内
容
的
に
深
く
踏
み
込
ん
で
い
な

い
の
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
ブ
は
環
境
に
関
す
る
国
会
議
員
連

盟
で
あ
る
が
、
環
境
は
平
和
、
人
権
、
開

発
、
人
口
な
ど
の
諸
問
題
と
切
り
放
し
て
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
認
識
か
ら
、

こ
れ
ま
で
も
様
々
な
領
域
で
活
動
し
て
き

た
。
カ
イ
ロ
会
議
ま
で
の
一
年
間
は
、
グ

ロ
ー
ブ
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
「
人
口
の
一

年
」
で
あ
っ
た
。
グ
ロ
ー
ブ
の
人
口
問
題
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
環
境
の
視
点
の
み
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
女
性
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
や
人
口
移
動
、
資
金
の
問
題
な
ど
、

カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
で
強
化
す
べ
き
点
に
つ

い
て
、
具
体
的
提
言
を
行
っ
た
。
こ
の
中
の

数
多
く
の
提
案
が
、
行
動
計
画
に
取
り
入
れ

ら
れ
た
こ
と
は
、
大
変
画
期
的
で
あ
る
。

今
後
は
、
カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
を
実
際
の

行
動
に
移
し
て
い
く
と
と
も
に
、
田
の
弩
○
コ
」

○
巴
門
。
（
カ
イ
ロ
以
降
へ
）
」
を
旗
印
に
、

カ
イ
ロ
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
強
化
が
必
要
な
こ
と
を
明
確
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
来
る
十
月
二
十

四
日
～
二
十
六
日
に
は
、
東
京
で
、
「
地
球

環
境
東
京
会
議
」
が
開
催
さ
れ
る
。
カ
イ
ロ

で
深
め
ら
れ
な
か
っ
た
人
口
と
環
境
の
関
係

を
議
論
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

な
お
、
日
本
と
し
て
は
、
人
口
・
エ
イ
ズ

分
野
で
の
三
十
億
ド
ル
の
資
金
拠
出
の
内
容

を
具
体
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
、
日
米
協
調
案
件
と
し
て
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
二
件
、
ケ
ニ
ア
で
四
件
の
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
を

見
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
エ
イ
ズ
の
予
防

や
避
妊
具
の
配
布
な
ど
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
ブ

が
求
め
て
い
る
よ
う
な
女
性
の
教
育
や
地
位

向
上
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ヶ
ア

の
保
証
な
ど
、
カ
イ
ロ
会
議
の
基
本
理
念
に

基
づ
い
た
援
助
政
策
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
真
に
実
効
性
の
あ
る
援
助
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
グ
ロ
ー
ブ
と

し
て
も
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

仁



リプロダクテイブ・ヘルス・ライツの時代を迎えて

リブ

力
が
期
待
さ
れ
る
。

九
月
五
日
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
始
ま
っ

た
国
連
主
催
の
「
国
際
人
口
・
開
発
会
議
」

も
多
少
の
波
乱
は
あ
っ
た
が
、
二
十
一
世
紀

に
向
か
っ
て
の
新
「
行
動
計
画
」
を
採
択

し
、
無
事
終
了
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
行
動

計
画
が
各
国
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
実
行
さ

れ
て
い
く
か
、
に
あ
る
訳
で
そ
れ
ぞ
れ
の
努

卿
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
理
事
・
事
務
局
長

●
近

泰
男

期
的
な
成
果
と
し
て
評
価
し
た
い
。

人
口
増
加
と
い
う
マ
ク
ロ
の
問

国
人
局
、
．
鰄
医
曰
厚

題
を
解
決
す
る
為
の
重
要
な
手
段

画
法
務
事
会
評
学
て
て

鏑》》》》』『碍緤
》

の
一
つ
と
し
て
「
家
族
計
画
」
の

普
及
が
あ
る
。
し
か
し
、
子
供
の

》礼》惑銅》》》》》鰄韓
数
や
産
む
間
隔
を
考
え
て
避
妊
を

》一一》『》』》『罹》針》祉狸罪叫》神璽年》郵椒》》
行
う
「
家
族
計
画
」
は
、
本
来
的

'

殊
に
、
今
回
の
会
議
に
よ
っ
て
人
口
問
題

の
解
決
に
女
性
の
果
た
す
役
割
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
、
と
の
認
識
が
確
認
さ
れ
、
新
ら

し
く
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ

イ
ッ
」
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）

の
概
念
が
、
共
通
認
識
と
し
て
採
択
さ
れ
た

こ
と
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
重
視
と
と
も
に
画

に
し
て
、
ミ
ク
ロ
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
無

視
さ
れ
、
人
口
と
い
う
数
を
減
ら
す
だ
け
の

手
段
と
し
て
家
族
計
画
が
進
め
ら
れ
る
と
、

こ
れ
が
強
制
的
、
或
い
は
押
し
つ
け
と
と
ら

れ
、
民
衆
の
反
発
を
買
う
こ
と
に
な
る
。

家
族
計
画
思
想
史
を
眺
め
て
み
る
と
、
人

口
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
考
え
方
が
社
会

問
題
と
し
て
現
わ
れ
た
の
は
、
十
八
世
紀
の

終
わ
り
に
発
表
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
ル

サ
ス
の
人
口
論
」
二
七
九
八
年
）
が
き
っ
か

け
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
論
文
に
対
す
る
論
争

か
ら
新
マ
ル
サ
ス
主
義
が
生
ま
れ
、
ペ
ッ
サ

リ
ー
や
タ
ン
ポ
ン
法
等
人
為
的
に
出
生
を
調

節
す
る
技
術
が
開
発
さ
れ
始
め
た
。

マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
は
、
そ
の
後
の
移
民

や
植
民
地
政
策
、
産
業
革
命
等
に
よ
っ
て
葬

り
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
避
妊
法
の
開
発

と
普
及
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
定
着
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
人
口
抑
制
と
は
全
く
次
元
を

異
に
す
る
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
運
動
が
、

二
十
世
紀
初
頭
（
一
九
一
二
年
）
ア
メ
リ
カ

の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
た
。

訪
問
看
護
婦
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
下

灯



町
を
担
当
し
て
い
た
サ
ン
ガ
ー
は
、
子
沢
山

と
貧
困
に
苦
し
む
母
親
達
の
現
状
を
救
う
為

に
、
避
妊
法
の
普
及
に
よ
る
女
性
の
解
放
連

動
を
決
意
し
、
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
運
動

と
し
て
ア
メ
リ
カ
全
土
に
向
か
っ
て
活
動
を

始
め
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
、
性
に
対
し
て
は
極

め
て
保
守
的
で
、
こ
の
為
の
法
律
（
コ
ム
ス

ト
ッ
ク
法
）
を
盾
に
、
政
府
は
サ
ン
ガ
ー
の

進
め
る
運
動
に
対
し
強
い
弾
圧
を
加
え
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
民
衆
、
特
に
女
性
達

が
サ
ン
ガ
ー
の
運
動
を
支
持
し
、
や
が
て
は

こ
れ
が
世
界
的
な
運
動
に
ま
で
発
展
し
、
一

九
五
二
年
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
ｌ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
）
の
設
立
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

い
っ
て
み
れ
ば
、
新
マ
ル
サ
ス
主
義
が
人

口
の
数
と
い
う
マ
ク
ロ
か
ら
の
発
想
に
対
し

て
、
サ
ン
ガ
ー
の
創
め
た
バ
ー
ス
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
、
個
人
つ
ま
り
ミ
ク
ロ
の
問
題
と

し
て
始
ま
っ
た
と
み
て
よ
い
。

「
四
局
吾
○
・
具
８
』
」
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
は
サ

ン
ガ
ー
が
最
初
に
使
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
こ
の
言
葉
は
、
家
庭
の
幸
せ
や

家
族
の
健
康
と
い
っ
た
よ
り
広
い
目
的
を
包

含
し
た
言
葉
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
と
し

て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
る
と
主
と
し

て
ア
メ
リ
カ
で
は
「
国
色
ゴ
ゴ
の
（
」
』
〕
胃
：
‐

二
○
・
』
」
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
句
日
日
］
豈

国
四
二
．
曰
、
」
と
い
っ
た
一
一
一
一
口
葉
に
か
わ
っ
て

い
っ
た
。

日
本
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
大
正
の

中
頃
か
ら
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
１
ル
が
言
わ
れ

始
め
、
こ
れ
を
「
産
児
制
限
」
或
い
は
「
産

児
調
節
」
と
訳
し
て
紹
介
さ
れ
、
第
二
次
大

戦
後
の
昭
和
二
十
七
年
頃
か
ら
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
「
家
族
計
画
」
と
訳

し
て
以
降
こ
の
言
葉
が
普
及
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
六
○
年
代
に
入
る
と
、

途
上
国
の
人
口
爆
発
が
問
題
と
な
り
始
め
、

こ
の
為
の
人
口
抑
制
策
と
し
て
の
家
族
計
画

の
普
及
が
言
わ
れ
始
め
る
と
、
「
家
族
計

画
」
と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
、
マ
ク
ロ
か

ら
の
見
方
と
ミ
ク
ロ
か
ら
の
見
方
の
中
で
混

乱
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

人
口
抑
制
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
国
民
の
意
志

を
無
視
し
た
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
家
族
計
画

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
、
も
っ
と
人
間
的
な
家

族
計
画
を
、
と
の
声
が
途
上
国
の
中
で
も
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ジ
ョ
ィ
セ
フ
（
家
族
計
画
国
際
協
力
財

団
）
も
早
く
か
ら
こ
の
点
を
指
摘
し
、
二
十

年
前
（
’
九
七
四
年
）
か
ら
、
イ
ン
テ
グ
ア
イ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通
称
ｌ

ピ
ー

Ｐ
）
を
日
本
の
経
験
に
も
と
づ
く
協
力
活
動

と
し
て
、
二
十
五
の
途
上
国
で
実
践
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

今
回
の
カ
イ
ロ
会
議
で
、
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
」
と
い
う
新
ら

し
い
概
念
が
世
界
の
共
通
認
識
と
し
て
取
り

入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史

的
経
過
か
ら
み
て
も
、
新
し
い
流
れ
、
つ
ま

り
産
児
制
限
か
ら
家
族
計
画
、
そ
し
て
更
に

女
性
の
視
点
か
ら
み
た
、
人
間
中
心
の
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
の
時
代

に
入
っ
て
き
た
も
の
と
し
て
、
ま
こ
と
に
感

慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

ｲイ



イルの

"光と音に浮かびあがる”古代の顔一

カイロに隣接するギザの三大ピラミッドの第２ピラミッド“カフラ王”

(136Ｍ）と前殿のかたわらにあるスフィンクス（20Ｍ)｡週に－回、日本
語の解説がある。

フォト点描

－若くして没した“ツタンカーメン王,,の像一
第'8王朝末期の王（在位1361～52Ｂ、Ｃ、）で、政治的に著名ではないが在位９

年、’８歳で没した。

1922年、発見された王の墓から副葬された財宝が出て一躍世界的に有名になっ

た。（ルクソール神殿入り口で）
ｲ５



①ここが

スフィンクス通り

（カルナック神殿内で）

なんとなくスッキリしたこの通

りにくると甑ほついとした気持

ちになる。

②神殿が林立し祭政の

中心を物語る

立像はラメス３世、奥には大多柱

第１２王朝にはじまり、第25王朝(二

が続けられたカルナックのアメン

鑿
E劃R鐸零

③カルナックは複雑な大神殿
偉大なエジプト文明を前に、どこ

惑ってしまう……。（アメン神殿 鑑７）弓斤ロヨ

雪壷塗己IKi§T塵§目OEI豊

④要 ７】ロロ

ＬＪｒ輯

鏑JiiiiiMiii⑤淳

７）Ｔｉｎ卜⑰

議
蕊
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澱
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にく』，－乏牽‐苗￣

麹

…
祷

､； 噺（ニ
ト
ゴ
－

山
一
Ｉ
ｉ ⑥ダム建設で

水没が免れた

゛アブシンベル神殿蝋
アブシンベル神殿（ラー・ハル・

アクティ神殿、ハトホル神殿）は
エジプト最南端、スーダンとの国
境地帯にあるヌビア遺跡群最大の
遺跡である。この神殿は、ラムセ
ス２世が築造した。エジプトが人
ロ増加に対応してアスワン・ハイ
・ダムを作る際、水没するところ
だった。このアブシンベル神殿を
救うためにＵＮＥＳＣＯの提唱で

IIlliiI
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麹
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筐議
与己h▲ｼ､が、－
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--ｺ 職=＝

募金活動が行われ、本来あった場所から１００〆－
トル以上高い場所に移築された。3000年以上前の
古代遺跡と現代技術との対比が見る人に感慨を抱
かせる。

蕊遵

⑦ラムセス２世は弓の名手
アブシンベル神殿のレリーフ（浮き彫り）の－つ。
ラムセス２世が戦争で戦車に乗って戦っている姿
である。弓をつがえている腕は重なるようにずれ

て描かれている。このように揺れている戦車の上
でも確かな腕を持っていたと言うことを表してい
る。

、
＃

蕊蕊 Nf曇裟騨

７

⑧静寂のひととき
ナイル川の船上ホテルから望む゛サン・セット．

シーンには言葉はいらない。

⑨喰いがよくないナァー
ナイル河畔には、欧米のどこかを思わせる近代的
な帆顔．がある。

⑩パッカ、パッカ………と

車にはさまれ、のんびりとナイル河畔のカイロ市
内の大通りを行く観光馬車。
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人
口
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
三
年
の
世
界
人
口
は
五
五
臆
人
、
一
九
九
八
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

枇
界
人
ｕ
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
入
猟
生
存
の
カ
ギ
を
織
っ
て
い
る
’

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
〃
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

の
で
す
。
人
口
轍
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
燃
発
的
に
人
口
の
琳
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
齢
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
祉
費
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な

社
会
・
維
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
半
、
あ
す
の
人
顛
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ

く
～
！
ご
入
会
の
お
願

Ａ
賛
助
会
員

い

｝

“



人ロと食糧と私の研究

人
口
と
食
糧
と
私

二
十
世
紀
も
あ
と
わ
ず
か
六
年
あ
ま
り
と

な
っ
た
。
今
世
紀
の
世
界
人
口
の
急
激
な
増

加
は
、
食
糧
問
題
の
深
刻
さ
を
も
た
ら
し

た
。
一
九
九
○
年
に
出
版
さ
れ
た
「
世
界
人

口
白
書
」
に
よ
る
と
、
世
界
の
人
口
は
今
ま

で
の
予
測
を
大
幅
に
上
回
っ
て
、
今
世
紀
末

に
六
十
四
億
人
に
達
す
る
。
ま
た
、
二
○
五

○
年
に
は
百
億
人
に
も
な
る
だ
ろ
う
と
予
想

●
馬
建
鋒

●馬建鋒くま･けんぽう＞

1964年、中国湘江省寧波生まれ。

1984年、中国南京農業大学卒業。

1985年から京都大学農学部に留学。

1991年から財団法人サントリー生物有機

科学研究所研究員、現在に至る。

農学博士。

1994年度日本土壌肥料学会奨励賞受賞。

さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
○
年
に
は
三
十
六
カ

国
以
上
の
国
で
、
少
な
く
と
も
五
億
人
が
食

樋
不
足
に
直
面
す
る
と
し
て
い
る
。

我
々
研
究
者
と
し
て
は
、
百
億
人
を
養
う

た
め
の
食
糧
生
産
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
｜
般
的
に
、
食
糧
を
増
や
す
た
め
に
、

二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
耕
地

面
積
の
拡
大
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
単
位
面

積
当
た
り
の
収
量
の
増
加
、
即
ち
土
地
生
産

性
の
向
上
で
あ
る
。

過
去
四
十
年
間
、
世
界
の
耕
地
面
積
は
二

○
％
程
度
拡
大
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
間

の
人
口
は
二
倍
以
上
も
増
加
し
た
。
そ
の
結

果
、
｜
人
当
た
り
の
耕
地
面
積
は
、
世
界
平

均
で
今
世
紀
半
ば
の
○
・
四
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

か
ら
今
世
紀
末
の
○
・
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

半
減
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
住

〈
財
サ
ン
ト
リ
ー
生
物
有
機
科
学
研
究
所
〉

の
研
究

宅
や
道
路
、
工
場
な
ど
の
建
設
に
既
存
の
農

耕
地
の
減
少
も
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
耕

地
面
積
の
拡
大
に
よ
る
食
糧
の
増
産
が
あ
ま

り
望
め
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
単
位
面
積
当
た
り

の
収
量
を
あ
げ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
戦
後
、
品
種
改
良
、
化
学
肥

料
及
び
農
薬
の
施
与
、
潅
概
施
設
の
建
設
な

ど
に
よ
っ
て
、
食
糧
が
大
き
く
増
産
さ
れ

た
。
一
九
四
五
年
ご
ろ
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
三
ト
ン
前
後
で
あ
っ
た
日
本
の
水
稲
の
全

国
平
均
単
収
（
玄
米
表
示
）
は
、
現
在
五
ト

ン
ぐ
ら
い
ま
で
に
達
し
て
い
る
。
世
界
的
に

み
て
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
現
代
の
農
業
技
術
に
も
食

糧
増
産
の
限
度
が
見
え
は
じ
め
た
。
事
実
、

一
九
九
四
年
度
の
「
地
球
白
書
」
に
よ
る

ｲリ
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水
耕
栽
培
で
育
っ
た
小
麦
で
あ
る
。
鉄
分
が
充
分
に
供
給
さ
れ
て
い

る
の
で
、
葉
が
緑
色
で
あ
る
。
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と
、
小
麦
や
コ
メ
な
ど
穀
物
の
単
位
面
積
当

た
り
の
収
量
が
八
四
年
を
境
に
ほ
と
ん
ど
伸

び
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て

食
糧
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

私
の
研
究
立
場
か
ら
見
る
と
、
生
産
性
の
低

い
不
良
土
壌
（
勺
『
。
こ
の
臼
、
。
】
］
恥
）
の
収

量
を
あ
げ
る
こ
と
が
一
つ
の
糸
口
で
は
な
い

か
と
思
う
。
世
界
中
に
植
物
の
生
育
が
充
分

で
き
な
い
士
壌
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
地
球
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
、
さ
ら

に
増
大
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
土
壌
は
多
く
の
場
合
、
栄
養
条
件
が
不

良
な
た
め
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
、
こ
れ
ら
の

土
壌
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
、
土
壌
を

改
良
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
き
た
。
即

ち
、
こ
れ
ら
の
土
壌
に
、
肥
料
や
土
壌
改
良

資
材
を
投
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
足
し

て
い
る
養
分
を
補
っ
た
り
、
有
害
の
成
分
を

抑
え
た
り
し
て
植
物
の
生
育
に
好
ま
し
い
環

境
を
つ
く
り
だ
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
高
投
入
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
四
ｍ
澪
ｌ

］
：
貝
：
胃
○
回
：
）
は
コ
ス
ト
が
高
い
た

め
、
特
に
発
展
途
上
国
で
は
実
施
し
に
く

い
。
ま
た
、
環
境
へ
の
負
担
も
大
き
い
の
に

加
え
、
肥
料
や
資
材
に
な
る
資
源
が
だ
ん
だ

ん
枯
渇
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
植

物
を
改
良
し
、
不
良
土
壌
で
も
生
育
可
能
な

植
物
を
創
製
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
部
の
植

物
が
長
い
進
化
の
過
程
で
、
不
良
環
境
に
適

応
す
る
た
め
に
、
生
育
に
不
利
の
因
子
を
克

服
す
る
た
め
の
機
構
が
発
達
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
適
応
機
構
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

優
れ
た
因
子
を
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
の
手
法

で
他
植
物
へ
導
入
す
る
こ
と
が
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
狙
い
で
あ
る
。

私
の
専
門
は
植
物
栄
養
学
で
あ
る
。
植
物

の
生
育
に
は
必
要
不
可
欠
の
元
素
が
十
六
個

あ
る
。
そ
の
う
ち
、
炭
素
、
水
素
、
酸
素
を

除
い
て
土
壌
中
に
存
在
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
植
物
に
利
用
で
き
る

よ
う
な
形
態
で
は
な
く
、
不
溶
性
の
形
で
存

在
し
て
い
る
。
特
に
不
良
土
壌
の
場
合
、
あ

る
養
分
が
不
足
し
、
あ
る
い
は
あ
る
要
素
が

過
剰
に
存
在
し
て
い
る
た
め
、
植
物
の
生
育

に
不
都
合
を
生
じ
る
。
し
か
し
、
一
部
の
植

物
は
こ
れ
ら
の
不
利
の
条
件
を
克
服
す
る
た

め
に
、
あ
る
も
の
は
根
の
回
り
の
出
を
調
整

し
た
り
、
あ
る
も
の
は
根
か
ら
物
質
を
分

5ｏ



人口と食糧と私の研究
〔
左
〕
培
養
液
か
ら
鉄
を
除
い
て
育
て
た
小
麦
で
あ
る
。
鉄
分
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
葉
が
黄
色
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
然
条
件
下
で
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
り
に
く
い
。
小
麦
の
根
か
ら
鉄
穫
得
物
質
ム
ギ
ネ

酸
類
を
分
泌
す
る
か
ら
で
あ
る
。

泌
し
た
り
、
ま
た
あ
る
も
の
は
根
の
形
態
を

変
え
た
り
す
る
様
々
な
戦
略
を
持
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
私
が
携
わ
っ
て
い
る
イ
ネ
科

植
物
の
鉄
獲
得
戦
略
の
研
究
を
一
例
と
し
て

紹
介
す
る
。

鉄
は
植
物
の
必
須
微
量
元
素
で
あ
る
。
植

物
体
内
の
多
く
の
代
謝
活
動
に
関
与
し
、
特

に
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
の
合
成
に
重
要
な
役
割
を

演
じ
て
い
る
。
植
物
は
鉄
が
不
足
す
る
と
、

写
真
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
若
い
葉
か
ら
黄

色
ま
た
は
白
色
化
し
、
植
物
の
生
長
は
止
ま

り
、
つ
い
に
は
枯
死
す
る
。
こ
れ
を
鉄
性
黄

変
病
（
』
『
○
コ
：
」
・
円
。
巴
⑪
）
と
称
す
る
。

植
物
の
生
育
に
必
要
な
鉄
の
量
は
少
な
い

が
（
乾
物
重
当
た
り
］
ｇ
弓
日
オ
ー
ダ
）
、

古
い
葉
か
ら
新
し
い
葉
へ
の
移
動
が
出
来
な

い
た
め
、
絶
え
ず
鉄
の
供
給
を
必
要
と
す

る
。
鉄
は
土
壌
中
に
ケ
イ
素
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
に
次
い
で
多
い
元
素
で
、
平
均
四
％
存
在

し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
溶
解
度
が
き
わ
め

て
低
く
、
植
物
に
と
っ
て
利
用
で
き
な
い
難

溶
性
の
形
態
で
存
在
し
て
い
る
。
土
壊
の
山

が
中
性
以
上
に
な
る
と
、
植
物
の
健
全
な
生

育
に
必
要
な
鉄
の
量
は
満
た
さ
れ
ず
、
鉄
欠

乏
症
状
を
引
き
起
こ
す
。
報
告
に
よ
る
と
、

世
界
耕
地
の
三
分
の
一
が
鉄
不
足
の
状
態
に

あ
り
、
食
糧
の
生
産
に
大
き
な
損
失
を
与
え

て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
一
部
の
イ
ネ
科
植
物
、
例

え
ば
、
大
麦
、
小
麦
が
土
壌
中
の
難
溶
性
鉄

を
獲
得
で
き
る
機
構
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

我
々
な
ど
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
植
物
は
鉄
を
不
足
と
感

じ
る
と
、
体
内
で
鉄
を
溶
か
す
物
質
（
鉄
キ

レ
ー
ト
物
質
）
を
作
り
出
す
。
翌
朝
、
こ
れ

ら
の
物
質
を
根
の
外
へ
分
泌
し
、
土
壌
中
の

難
溶
性
鉄
を
可
溶
化
す
る
。
そ
の
後
、
可
溶

化
し
た
鉄
を
体
内
に
運
ぶ
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
育
に
必
要
な
鉄
を
獲
得
す
る
。
現
在

同
じ
よ
う
な
作
用
を
す
る
物
質
が
幾
つ
か
の

イ
ネ
科
植
物
か
ら
六
つ
発
見
さ
れ
て
お
り
、

麦
類
の
根
か
ら
分
泌
さ
れ
た
ア
ミ
ノ
酸
の
一

種
な
の
で
、
ム
ギ
ネ
酸
類
と
名
付
け
ら
れ

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
機
構
を

持
っ
て
い
る
の
は
一
部
の
イ
ネ
科
植
物
に
限

ら
れ
て
い
る
。

私
は
現
在
、
こ
の
イ
ネ
科
植
物
の
持
っ
て

い
る
非
常
に
巧
み
な
鉄
獲
得
機
構
を
理
解
す

る
た
め
に
、
主
に
ム
ギ
ネ
酸
類
が
体
内
で
ど

の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
鉄
が

ど
の
よ
う
に
根
に
吸
収
さ
れ
る
の
か
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
（
詳
し
い
研
究
内
容
は
論

文
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
）
。

今
後
、
さ
ら
に
研
究
が
進
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
｜
部
の
イ
ネ
科
植
物
し
か
持
っ
て
い
な

い
優
れ
た
鉄
獲
得
機
能
を
ほ
か
の
植
物
に
導

入
し
、
鉄
不
足
土
壌
に
も
生
育
で
き
る
植
物

の
創
作
が
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

以
上
、
私
の
研
究
背
景
の
一
端
を
紹
介
し

た
が
、
現
在
、
食
糧
増
産
の
た
め
に
、
各
方

面
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
研
究
が

進
ん
で
い
る
。
多
く
の
研
究
者
の
努
力
に

よ
っ
て
、
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
も
食
糧
不

足
の
問
題
が
起
こ
ら
葱
い
よ
う
に
１
．

注
酊
私
の
研
究
に
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は

左
記
に
論
文
を
ご
請
求
下
さ
い
。

〒
川

大
阪
府
三
島
郡
島
本
町
若
山
台
－
１
－
１
｜

財
団
法
人
サ
ン
ト
リ
ー
生
物
有
機
科
学
研

究
所
馬
建
鋒
宛
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高齢社会と人口の安定化一出生力の回復は可能か－

●安川正彬〈明海大学教授・日本人ﾛ学会会長〉

總
鰹 裏

蕊
鰐儒一徹繭

､遊ぶ、

老人

二
十
世
も
あ
と
わ
ず
か
を
残
す
時
の
流
れ

の
な
か
で
、
今
日
を
世
紀
末
と
見
る
か
、
そ

れ
と
も
来
世
紀
を
迎
え
る
大
事
な
準
備
の
年

間
と
見
る
か
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
が
あ
ろ

う
。
激
動
の
二
十
世
紀
後
半
を
体
験
し
て
き

た
国
民
に
と
っ
て
、
常
に
時
代
を
前
向
き
に

と
ら
え
、
二
十
一
世
紀
を
国
民
の
、
そ
し
て

人
類
の
希
望
あ
る
吐
紀
に
し
た
い
と
願
う
気

持
ち
は
誰
し
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
二
十
一
世
紀
の
足
音
が
聞
こ
え

て
い
る
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
、

い
っ
そ
う
の
過
密
意
識
の
高
ま
り
と
、
高
齢

社
会
の
到
来
が
日
を
追
っ
て
迫
っ
て
き
て
い

る
。
高
齢
社
会
と
い
う
の
は
、
国
民
生
活
が

豊
か
に
な
り
、
少
産
少
死
が
実
現
し
て
は
じ

め
て
現
実
の
も
の
と
な
る
社
会
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
高
齢
社
会
は
充
実
感
に
満
ち
た

生
活
が
成
り
立
つ
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
れ
が

ど
う
も
暮
ら
し
に
く
さ
の
ほ
う
ば
か
り
が
実

感
と
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
残
念
な
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
ぜ
起
こ
っ
た

の
か
。
こ
こ
で
歴
史
の
過
去
を
振
り
返
っ
て

見
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
先
進
諸
国
の
経
験
的
事
実
と
し
て

歴
史
の
流
れ
を
考
察
す
る
と
、
経
済
の
発
展

過
程
の
な
か
で
、
経
済
が
低
い
水
準
の
時
代

は
多
産
多
死
で
あ
り
、
経
済
が
高
い
水
準
に

到
達
す
る
と
、
多
産
少
死
を
経
て
、
少
産
少

死
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
多
産
多
死
か
ら
、
多
産
少

死
を
経
て
、
少
産
少
死
に
い
た
る
過
程
を
振

り
返
る
と
、
経
済
発
展
に
伴
っ
て
、
人
口
増

加
の
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
り
、
人
口
は
増
え
る

ば
か
り
が
発
展
で
は
な
く
、
少
産
少
死
を
実

現
し
て
成
熟
社
会
に
到
達
す
る
。
そ
の
過
程

は
ゆ
る
や
か
な
人
口
高
齢
化
を
伴
い
な
が
ら

進
行
す
る
。
こ
れ
が
西
欧
先
進
諸
国
が
十
九

世
紀
半
ば
か
ら
二
十
世
紀
前
半
に
か
け
て
経

験
し
た
人
口
と
経
済
の
発
展
パ
タ
ー
ン
で

あ
っ
た
。

わ
が
国
は
、
い
ま
で
こ
そ
先
進
国
の
仲
間

入
り
を
し
た
が
、
二
十
世
紀
の
初
頭
か
ら
後

発
国
と
し
て
資
本
主
義
発
展
の
道
を
歩
ん
だ

か
ら
、
過
密
な
人
口
を
抱
え
な
が
ら
独
自
の

経
過
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
日

の
わ
が
国
は
、
こ
の
狭
い
国
土
（
三
十
七
万

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
一
億
二
千
万
人
余

の
人
口
を
抱
え
、
経
済
大
国
と
い
わ
れ
る
ま

で
に
発
展
し
た
。
し
か
し
、
超
過
密
の
人
口
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高齢社会と人ロの安定化

密
度
と
、
そ
の
暮
ら
し
に
く
さ
の
た
め
に
、

新
た
な
人
口
問
題
に
直
面
し
て
い
る
の
が
実

状
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
で
、
私
ど
も
が
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
基
本
は
何
か
と
い
え
ば
、
高
齢
化

の
進
行
が
少
し
行
き
過
ぎ
れ
ば
、
少
死
に

よ
っ
て
人
び
と
の
寿
命
が
延
び
、
高
齢
者
が

増
え
る
の
は
よ
い
と
し
て
、
少
産
に
よ
っ
て

出
生
力
が
さ
ら
に
低
下
す
る
社
会
に
直
面
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
〃
量
の

変
化
“
が
描
き
だ
す
人
口
の
構
造
変
化
は
、

こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
の
あ
り
方
ま
で
を
変
え

て
し
ま
う
生
活
の
”
質
の
変
化
“
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
民
生
活

の
将
来
は
、
過
去
か
ら
今
日
ま
で
の
延
長
線

上
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
経
験

●安川正彬<やすかわ･まさあき＞

明海大学経済学部教授・慶騒義塾大学名

鐵教授・経済学博士

1926年３月１０日生まれ。慶応義塾大学経

済学部卒業、米国プリンストン大学、シ

カゴ大学、カリフォルニア大学留学慶庶

義塾経済学会会長、６２年英国ロンドン大

学留学。専攻、人口経済学、統計学。日

本人ロ学会会長、人ロ問題協議会代表幹

事、アジア人ロ・開発協会評職員、他

●箸121「人ロの経済学」春秋社、

．「やさしい人ロ学教室」擾應通信、

『人ロ学あらかると」慶懸通信、「統

計学入門」（基礎編）曰経文庫、『統計

学入門」（応用編）日経文庫他（・本

書は中国語で翻訳された）

安川正彬著・王俊生訳「通俗人ロ学舗

座」中国人民大学人ロ理輸研究所１９８２

●瞼文「明治・大正年間の人口推計と

人ロ動態」三田学会雑臆６５巻２，３

合併号1972,「わが国の将来人ロ推計
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一一

と
く
に
最
近
で
は
、
将
来
を
見
通
す
人
口

の
課
題
の
な
か
で
強
い
関
心
が
持
た
れ
て
い

る
の
は
、
い
ま
述
べ
た
出
生
力
低
下
の
問
題

で
あ
る
。
出
生
力
と
は
次
の
世
代
を
支
え
る

潜
在
力
と
し
て
の
出
生
の
こ
と
で
、
わ
か
り

易
く
説
明
す
れ
ば
、
一
人
の
女
性
が
生
涯
に

何
人
の
子
供
を
生
み
育
て
る
か
を
測
る
こ
と

で
あ
る
。
過
密
社
会
に
人
口
高
齢
化
の
進

行
、
そ
れ
に
女
性
の
社
会
進
出
を
考
え
れ

ば
、
出
生
力
が
低
下
す
る
の
は
当
然
だ
が
、

最
近
は
女
性
一
人
当
た
り
の
平
均
子
供
数
が

減
っ
て
、
標
準
と
な
る
二
・
一
児
（
人
口
の

し
た
こ
と
の
な
い
未
知
の
社
会
が
待
ち
受
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

置
き
換
え
水
準
）
を
割
り
続
け
て
い
る
。
出

産
・
育
児
の
負
担
と
高
齢
者
の
扶
養
が
天
秤

に
か
か
れ
ば
、
こ
れ
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
公
表
さ
れ
て
い
る
最

新
の
平
均
子
供
数
は
一
・
四
六
児
二
九
九

三
年
）
と
発
表
さ
れ
て
、
こ
の
ま
ま
が
続
け

ば
、
近
い
将
来
に
人
口
が
減
少
し
は
じ
め
る

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
試
算
を
す
れ
ば
、
日

本
の
総
人
口
は
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
ま
も

な
く
ピ
ー
ク
に
達
し
た
あ
と
、
下
降
傾
向
を

続
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
人
口

高
齢
化
を
い
っ
そ
う
促
進
す
る
こ
と
に
な
る

か
ら
、
若
年
層
が
減
り
、
高
齢
者
が
相
対
的

に
増
え
続
け
、
や
が
て
は
社
会
の
存
続
さ
え

も
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
心
配
性
の
人

は
き
っ
と
そ
の
よ
う
に
頭
が
回
転
し
て
、
い

つ
も
不
幸
な
究
極
の
姿
を
描
く
こ
と
に
な
る
。

確
か
に
最
近
の
人
口
動
向
に
よ
れ
ば
、
わ

が
国
は
世
界
一
の
長
寿
国
と
い
わ
れ
る
豊
か

な
生
活
条
件
の
な
か
で
、
出
生
力
の
落
ち
込

み
が
激
し
い
と
の
印
象
を
う
け
る
。
そ
の
原

因
を
探
れ
ば
、
ま
ず
一
番
先
に
、
女
性
の
社

会
で
の
活
躍
、
し
た
が
っ
て
起
こ
る
晩
婚
化

現
象
（
女
子
の
平
均
初
婚
年
齢
が
七
五
年
の

二
十
四
・
七
歳
か
ら
九
一
一
一
年
に
は
二
十
六
・
一
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歳
に
上
昇
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
を

問
え
ば
、
女
性
の
高
学
歴
化
、
雇
用
条
件
の

男
女
機
会
均
等
化
、
そ
れ
に
伴
う
結
婚
観
の

変
化
（
た
と
え
ば
シ
ン
グ
ル
志
向
）
が
起
き

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
子
供
に
対
す
る
育
児
・
教
育
の
負

担
、
住
宅
難
、
そ
れ
に
関
連
す
る
親
と
の
同

・
別
居
、
過
密
な
人
口
の
都
市
集
中
等
々
、

数
え
あ
げ
れ
ば
出
生
力
を
抑
制
す
る
諸
条
件

が
次
々
に
登
場
す
る
。
ひ
と
こ
と
で
い
っ
て

し
ま
え
ば
、
過
密
社
会
に
も
ろ
も
ろ
の
暮
ら

し
に
く
さ
の
現
れ
が
、
い
ま
出
生
力
の
低
下

に
集
約
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
出
生
力
低
下
を
打
開
し
よ
う
と
、
厚

生
省
は
た
と
え
ば
児
童
手
当
を
改
訂
し
、
九

一
年
度
か
ら
第
一
子
と
第
二
子
に
は
月
額
五

千
円
を
、
第
三
子
か
ら
は
月
額
一
万
円
を
支

給
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
育
児
に
関
し
て

は
保
育
時
間
の
延
長
（
厚
生
省
）
や
、
育
児

休
業
制
度
の
法
制
化
（
労
働
省
）
な
ど
が
国

レ
ペ
ル
で
検
討
さ
れ
て
き
た
。

育
児
予
算
を
可
能
な
限
り
増
額
し
て
手
厚

い
対
応
を
す
る
の
は
結
構
な
こ
と
だ
が
、
そ

の
効
果
を
考
え
れ
ば
こ
れ
は
す
で
に
生
ま
れ

て
い
る
子
供
た
ち
に
対
す
る
優
遇
に
は
役

一一一

た
と
え
ば
、
今
日
い
わ
ゆ
る
婦
人
の
地
位

の
向
上
と
は
、
高
学
歴
化
と
と
も
に
、
家
庭

を
離
れ
て
社
会
に
進
出
す
る
こ
と
で
あ
り
、

家
庭
を
預
か
る
主
婦
に
は
そ
の
地
位
が
与
え

ら
れ
な
い
ま
ま
に
（
こ
こ
に
一
つ
の
大
き
な

問
題
が
あ
る
）
、
家
族
の
世
話
に
追
わ
れ
、

家
族
の
不
幸
に
も
妻
に
は
苦
労
は
あ
っ
て
も

報
い
ら
れ
る
も
の
が
な
い
現
在
の
相
続
法
な

ど
、
ま
ず
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
に
育
児
・
教
育
と
直

接
の
負
担
が
主
婦
に
雛
寄
せ
さ
れ
て
い
る
現

立
っ
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
出
生
増
加
の
呼

び
水
に
な
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
今
日
の
出
生
力
低
下
は
、
一
家
団

檗
で
あ
る
べ
き
家
庭
生
活
の
過
重
な
負
担
、

も
っ
と
率
直
に
い
え
ば
、
家
庭
生
活
の
犠
牲

の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
経
済
大
国
の
重

荷
が
の
し
か
か
っ
て
の
出
生
力
低
下
な
の
だ

か
ら
、
こ
れ
へ
の
対
応
は
国
民
生
活
を
無
言

で
圧
迫
し
て
い
る
諸
要
因
を
総
点
検
し
、
総

合
さ
れ
た
根
本
を
改
善
し
な
い
限
り
、
出
生

力
の
回
復
を
期
待
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

状
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
が
単
身
赴
任
な
ど
の

一
雇
用
労
働
の
あ
り
方
に
も
関
係
し
て
、
そ
の

結
果
が
出
生
力
低
下
で
対
応
し
、
生
活
に
襲

い
か
か
る
火
の
粉
を
懸
命
に
振
り
払
っ
て
い

る
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
実
態
を

真
剣
に
認
識
し
な
い
と
、
希
望
あ
る
二
十
一

世
紀
を
迎
え
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と

に
な
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
、
わ
が
国
の
近
い
将
来
に
出

生
力
の
回
復
を
期
待
す
る
の
は
絶
望
な
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
察
す
る
た
め
に
、

基
本
と
な
る
人
口
事
情
の
推
移
を
こ
こ
で
振

り
返
る
こ
と
に
し
よ
う
。

わ
が
国
の
人
口
構
造
が
今
日
に
い
た
っ
た

経
過
を
た
ど
る
と
、
そ
れ
は
戦
後
五
十
年
近

く
の
出
生
率
・
死
亡
率
の
低
下
傾
向
の
な
か

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
終
戦
直

後
（
昭
和
二
十
年
代
前
半
）
に
平
均
寿
命

が
、
よ
う
や
く
男
女
と
も
に
五
十
歳
の
水
準

に
達
し
、
そ
れ
以
後
、
戦
後
経
済
の
復
興
の

と
き
（
昭
和
三
十
年
代
前
半
）
と
、
そ
れ
に

続
く
一
九
六
○
年
代
の
経
済
の
高
度
成
長
と

と
も
に
、
平
均
寿
命
の
延
び
が
こ
れ
に
並
行

し
て
足
並
み
を
揃
え
た
。
そ
し
て
今
日
経
済

大
国
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
、
平
均
寿

5イ
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命
は
世
界
一
の
長
寿
（
一
九
九
三
年
の
平
均

寿
命
、
男
子
七
六
・
二
五
歳
、
女
子
八
二
・
五

一
歳
）
を
実
現
し
た
。
こ
れ
が
”
少
死
〃
達

成
へ
の
経
過
で
あ
る
。
国
民
の
寿
命
が
延
び

る
と
い
う
こ
と
は
、
死
亡
率
の
低
下
を
反
映

し
て
起
こ
る
こ
と
だ
か
ら
、
死
亡
率
低
下
を

数
字
で
表
す
よ
り
も
、
寿
命
の
延
び
で
表
現

す
る
ほ
う
が
判
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
出
生
の
ほ
う
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
一
般
に
は
出
生
率
の
推
移
を
考

察
す
る
の
が
通
常
の
方
法
だ
が
、
こ
れ
も
観

点
を
変
え
て
、
｜
組
の
夫
婦
が
持
つ
平
均
子

供
数
の
推
移
を
検
討
す
る
ほ
う
が
身
近
な
考

察
で
あ
る
。
そ
れ
は
将
来
人
口
を
見
通
す
た

め
に
は
、
次
の
世
代
が
今
の
世
代
と
置
き
換

わ
る
か
ど
う
か
を
見
定
め
る
こ
と
が
基
本
の

考
え
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
口
の
置
き

換
え
水
準
の
平
均
子
供
数
二
・
一
児
を
標
準

と
し
て
、
そ
れ
を
上
回
れ
ば
、
人
口
は
拡
大

し
、
そ
れ
未
満
な
ら
ば
人
口
は
や
が
て
縮
小

す
る
こ
と
に
な
る
。
今
日
で
は
平
均
子
供
数

は
標
準
の
二
・
一
児
を
は
る
か
に
割
り
つ
づ

け
て
一
・
四
六
児
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
近
の

出
生
力
が
〃
少
産
“
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
る
理
由
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
少
産
（
出
生
側
）
と
少
死

（
死
亡
側
）
を
基
本
に
し
て
、
将
来
人
口
を

見
通
す
と
、
人
口
の
伸
び
は
極
度
に
ゆ
る
や

か
に
な
り
、
一
九
九
○
年
の
一
億
二
千
万
余

の
日
本
人
口
は
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
ま

も
な
く
、
’
億
三
千
万
人
近
く
で
ピ
ー
ク
に

達
し
た
後
（
二
○
○
五
～
一
○
年
）
、
ゆ
る

や
か
に
下
降
傾
向
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
状
態
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を
心

配
す
れ
ば
、
人
口
増
加
を
促
進
す
る
何
ら
か

の
対
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
人
口
は
下
降
の
一
途
を
た
ど

り
、
社
会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
。
計
算
を
不
幸
な
方
向
に
い
つ
ま
で
も
続

け
る
こ
と
は
机
上
で
は
可
能
だ
が
、
果
た
し

て
現
実
が
そ
の
よ
う
に
滅
亡
の
道
を
歩
む
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

世
の
中
と
い
う
も
の
は
不
思
議
な
力
を

持
っ
た
存
在
で
あ
る
。
あ
る
一
時
期
、
社
会

に
調
和
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
世

の
中
は
常
に
再
び
調
和
を
取
り
戻
し
、
安
定

化
の
方
向
に
向
か
っ
て
進
む
潜
在
力
を
持
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
大
樹
の
枝
が
大

風
で
一
部
折
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の

空
間
は
、
や
が
て
新
し
い
枝
葉
に
よ
っ
て
整

え
ら
れ
、
周
囲
と
調
和
を
保
っ
て
再
び
姿
の

よ
い
雄
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
似
て

い
る
。
社
会
も
ま
た
生
き
物
と
し
て
の
人
間

集
団
の
営
み
だ
か
ら
で
あ
る
。

社
会
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
、
日
本
人

口
の
将
来
像
を
描
い
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
日

本
人
口
の
現
状
認
識
を
明
確
に
す
れ
ば
、
ま

ず
、
過
密
社
会
と
人
口
高
齢
化
が
二
本
の
柱

で
あ
る
。
そ
れ
に
長
寿
に
達
し
た
こ
と
と
、

出
生
力
の
低
下
傾
向
が
つ
け
加
わ
る
。
こ
の

事
実
を
将
来
に
向
か
っ
て
延
長
し
て
い
け

ば
、
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
二
○
○
五
年

頃
に
人
口
が
一
億
三
千
万
人
近
く
で
ピ
ー
ク

に
達
し
た
あ
と
、
人
口
規
模
が
下
降
に
向
き

を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
国
民

に
多
大
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。
日
本
の
総
人
口
が
縮
小
の
過
程
に
入
る

こ
と
は
、
過
去
に
経
験
の
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
現
実
の
も
の
と
し
て
体

験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
は
将
来
を
見

つ
め
直
し
、
二
十
一
世
紀
の
国
民
生
活
の
あ

り
方
を
人
口
の
側
面
か
ら
熟
慮
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
国
民
生
活
に
降

り
か
か
る
新
た
な
不
幸
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。
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さ
て
、
人
生
の
基
本
は
「
自
由
」
で
あ

る
。
誰
も
が
結
婚
す
る
も
自
由
、
結
婚
し
な

い
も
自
由
で
あ
る
。
夫
婦
が
子
供
を
何
人
待

つ
か
、
そ
れ
も
自
由
で
あ
る
。
世
の
中
が
自

由
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
人
生
の
基
本
に
置
く

の
は
、
個
人
の
自
由
な
行
動
が
社
会
に
あ
る

種
の
好
ま
し
い
調
和
を
保
つ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
が
社
会
の
本
来
の
姿
で
あ
る
。

以
前
に
五
つ
子
が
生
ま
れ
て
話
題
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
珍
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を

祝
福
し
た
の
は
、
自
由
尊
重
の
か
げ
に
、
他

方
に
子
供
を
持
た
な
い
夫
婦
や
、
一
人
二
人

の
少
な
い
子
供
を
持
つ
夫
婦
が
い
る
か
ら
で

あ
り
、
そ
う
し
た
様
々
な
姿
が
一
般
だ
か
ら

で
あ
る
。
出
産
の
す
べ
て
が
五
つ
子
で
あ
っ

た
ら
果
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

子
供
を
持
た
な
い
夫
婦
が
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
誰
も
が
子
供
を
生
ま
な
く
な
り
、
最
近

の
よ
う
に
結
婚
そ
の
も
の
に
変
化
が
起
こ

り
、
シ
ン
グ
ル
志
向
が
増
え
る
こ
と
が
い
つ

ま
で
も
続
く
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
近
い
将
来

に
社
会
は
崩
壊
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
が
自

由
で
い
ら
れ
る
の
は
、
個
人
の
自
由
の
結
果

が
社
会
全
体
と
し
て
好
ま
し
い
調
和
が
え
ら

れ
る
場
合
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
世
の
中
に
は
、
子
宝
に
恵
ま

れ
る
夫
婦
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
夫
婦
も

い
る
。
子
供
の
数
は
夫
婦
に
よ
っ
て
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
は
社
会
全

体
を
、
あ
る
方
向
に
動
か
す
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
最
近
の
よ
う
に
女
性
の
地
位

が
向
上
し
、
女
性
の
社
会
進
出
が
盛
ん
に
な

り
、
自
分
た
ち
の
生
活
設
計
の
な
か
に
、
結

婚
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
供
の
数
も
計
画

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
新
し
い

生
活
設
計
は
、
社
会
全
体
と
し
て
出
生
を
抑

制
す
る
方
向
に
制
約
す
る
こ
と
に
な
る
か

ら
、
｜
夫
婦
の
平
均
子
供
数
は
以
前
よ
り
も

少
数
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

個
人
の
自
由
は
、
社
会
全
体
の
進
む
方
向
を

変
え
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
問

題
な
の
は
、
自
由
な
個
人
の
選
択
と
行
動

が
、
社
会
全
体
と
し
て
ど
の
方
向
に
働
く
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
人
が
何
を
選
ぶ
の

も
自
由
だ
が
、
こ
の
場
合
に
、
個
人
が
結
婚

や
出
産
行
動
に
何
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
、
集

団
と
し
て
の
人
口
は
あ
る
方
向
に
向
き
を
変

え
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
す
ぐ
に
浮
か
ぶ
事
例
と
し
て
は
、

“
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〔写真・右頁〕子供に教えなが

ら自らを確かめる－．

本
来
の
家
庭
生
活
と
は
長
年
の
経
験
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら

孫
へ
、
と
い
う
三
世
代
が
一
家
を
な
し
て

（
同
居
・
別
居
は
別
と
し
て
）
続
い
て
き

た
。
そ
れ
が
、
ご
く
最
近
で
は
親
子
四
人
の

核
家
族
が
標
準
世
帯
と
し
て
、
家
族
規
模
の

縮
小
化
が
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
今
日
で
は
、

若
い
人
び
と
の
生
活
の
選
択
が
、
シ
ン
グ
ル

志
向
が
増
え
て
、
結
婚
さ
え
も
そ
の
形
態
を

変
え
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
新
し
い
時
代
へ

の
輝
い
た
活
力
と
見
る
よ
り
も
、
過
密
社
会

に
根
ざ
し
た
職
場
や
家
庭
の
暮
ら
し
に
く
さ

の
現
れ
が
、
こ
の
よ
う
な
形
態
を
作
り
出
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
来
あ
る
べ
き
健
全

な
姿
と
は
い
い
難
い
。

確
か
に
若
い
人
は
将
来
を
生
き
る
人
で
あ

る
。
今
日
話
題
と
な
っ
て
い
る
出
生
力
の
低

下
は
、
そ
の
人
た
ち
が
選
ん
だ
暮
ら
し
に
く

い
生
活
へ
の
自
己
防
衛
手
段
で
あ
り
、
将
来

を
先
取
り
し
た
一
つ
の
結
果
で
あ
る
。
そ
れ

は
二
十
一
世
紀
の
生
き
る
彼
ら
彼
女
ら
に

と
っ
て
、
次
の
世
紀
が
決
し
て
暮
ら
し
や
す

い
社
会
で
は
な
い
こ
と
を
無
意
識
の
う
ち
に

肌
で
感
じ
と
っ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。

そ
う
読
み
取
る
な
ら
ば
、
事
態
は
絶
望
な

の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
問
わ
れ
て
な
お
、
希
望

を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

果
た
し
て
出
生
力
が
回
復
し
う
る
時
期
は
い

つ
の
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

出
生
力
低
下
に
つ
い
て
は
、
い
ま
は
社
会

の
調
和
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ

が
、
そ
の
こ
と
を
肌
に
感
じ
て
、
国
民
が
将

来
に
向
け
て
眼
を
開
く
の
は
も
う
少
し
先
の

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
時
期
は
、

現
実
に
日
本
人
口
が
縮
小
し
始
め
る
と
き
に

な
っ
て
初
め
て
気
が
つ
く
で
あ
ろ
う
し
、
社

会
が
安
心
し
て
子
供
を
生
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
真
剣
に
取
り
組
む
と

き
が
や
っ
て
こ
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
日

本
の
人
口
規
模
が
縮
小
し
始
め
て
、
生
活
空

間
に
余
裕
が
出
て
く
る
現
実
を
見
な
け
れ
ば

出
生
力
低
下
に
対
す
る
反
省
は
起
こ
り
え
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
私
の

人
口
推
計
か
ら
は
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て

ま
も
な
く
の
二
○
○
五
年
以
降
の
こ
と
に
な

ろ
う
。
確
か
に
、
な
お
し
ば
ら
く
の
出
生
力

の
低
下
は
、
人
口
の
高
齢
化
を
い
っ
そ
う
促

進
す
る
こ
と
に
は
な
る
が
、
こ
れ
を
恐
れ
て

い
て
は
過
密
社
会
か
ら
逃
れ
る
道
は
な
い
。

た
ん
に
人
口
高
齢
化
の
促
進
の
み
を
恐
れ

て
、
出
生
力
を
高
め
る
こ
と
は
、
人
口
の
過

密
化
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
二
者
択

一
の
い
ず
れ
を
選
ぶ
か
と
い
え
ば
、
そ
の
答

え
こ
そ
、
い
ま
の
若
い
人
び
と
が
、
自
ら
降

り
か
か
る
過
重
な
負
担
を
回
避
す
べ
く
、
出

生
力
低
下
の
道
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
無
理
を
い
つ
ま
で
も
続

け
る
こ
と
は
、
ま
た
次
の
不
幸
を
招
く
こ
と

に
な
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
是
正
す
べ
く
、

出
生
力
が
回
復
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
に
も
似
た
出
生
力
変
動
の

う
ね
り
が
二
十
一
世
紀
を
支
配
し
て
、
そ
の

結
果
、
人
口
は
高
齢
化
を
抱
き
か
か
え
な
が

ら
ｌ
こ
れ
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
ら
’
’
億
人
の
水
準
に
向
か
っ

て
、
人
口
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
安
定
化
の

道
を
歩
む
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
日
本
人
口
が

安
定
す
る
時
期
は
二
十
一
世
紀
の
終
わ
り
近

く
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
確
か
め

る
こ
と
は
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
次
期
世
代

の
人
び
と
に
お
願
い
す
る
ほ
か
は
な
い
の
で

あ
る
。
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来
月
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
る
国
連
主
催

の
国
際
人
ロ
・
開
発
会
議
に
参
加
す
る

日
本
政
府
代
表
団
に
、
正
式
の
国
際
会

議
と
し
て
は
初
め
て
非
政
府
組
織
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
の
代
表
三
人
が
加
わ
る
こ
と

が
、
十
九
日
ま
で
に
内
定
し
た
。
政
府

代
表
団
メ
ン
バ
ー
と
な
る
の
は
『
女
性

と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
樋
口
恵
子

代
表
当
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
○
○
一
」

の
岩
崎
駿
介
事
務
局
長
、
「
家
族
計
画

国
際
協
力
財
団
（
ジ
ョ
イ
セ
フ
）
の
近

泰
男
事
務
局
長
で
、
い
ず
れ
も
人
口
・

開
発
問
題
の
分
野
で
政
策
提
言
や
啓
発

・
福
祉
活
動
を
し
て
き
た
民
間
団
体
の

西函薊 に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
初
の
政
府
代
表

カ
イ
ロ
人
口
会
議
に
樋
ロ
恵
子
さ
ん
ら
３
人

運
動
家
。
二
十
二
日
夕
、
外
務
省
で
初

の
「
顔
合
わ
せ
会
」
が
も
た
れ
る
ｃ

国
連
で
は
「
環
境
や
人
口
な
ど
地
球

規
模
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
政
府

と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
は
不
可
欠
」
と
の
考

え
方
が
近
年
、
特
に
強
調
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
一
九
九
二
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
で

開
か
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
（
国
連
環
境

開
発
会
議
）
で
は
多
く
の
欧
米
諸
国
か

政
府
代
表
団
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
家
な
お

を
加
え
た
が
、
日
本
政
府
は
受
け
入
れ

ず
、
国
際
的
に
も
批
判
を
浴
び
て
い

た
。外
務
省
は
、
四
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
か
れ
た
人
口
・
開
発
会
議
の
準
備

会
合
で
、
「
女
性
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
原
ひ
ろ
子
・
お
茶
の
水
女
子
大

●
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
初
の
政
府
代
表
…
兇

●
外
相
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
積
極
対
話
…
弱

●
「
中
絶
促
進
で
な
い
」
訴
え
…
閉

●
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
会
繊
開
幕
西
：
…
…
印

●
軍
縮
で
資
金
鯛
達
を
…
宣
言
…
印

●
女
性
の
自
立
め
ざ
し
熱
気
…
…
団

●
外
相
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
エ
ー
ル
…
…
印

●
人
口
問
題
に
羽
億
ド
ル
援
助
…
唾

●
外
相
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
対
話
集
会
…
唾

●
卯
億
ド
ル
の
貢
献
使
途
不
明
…
館

●
中
絶
Ｉ
バ
チ
カ
ン
署
名
せ
ず
…
田

●
女
性
首
相
、
中
絶
で
火
花
…
…
曲

●
中
絶
で
平
行
線
、
米
と
バ
チ
…
“

●
中
絶
、
無
条
件
は
“
力
国
…
…
Ｍ

●
教
育
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
…
錨

●
中
絶
に
悩
む
カ
ト
リ
ッ
ク
国
…
餡

●
人
口
抑
制
一
二
七
億
卜
〃
必
要
…
髄

●
神
の
領
域
と
人
間
の
知
恵
…
…
髄

●
共
通
の
危
機
で
妥
協
・
バ
チ
…
町

●
複
雑
化
す
る
人
口
問
題
…
…
…
閉

●
第
三
世
界
の
女
性
に
指
針
…
…
わ

●
環
境
破
壊
は
人
口
か
エ
業
か
…
犯

もくじ

教
授
を
「
学
識
経
験
者
」
と
し
て
、
政

府
代
表
団
の
顧
問
に
任
命
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ

配
慮
」
を
示
し
た
。
評
判
が
よ
か
っ
た

●
人
口
白
書
、
抑
制
方
法
限
界
…
肥

●
中
国
、
大
気
汚
染
に
危
機
感
…
卯

●
不
法
残
留
者
八
不
況
で
減
少
…
蛇

●
頼
れ
ま
す
「
姉
さ
ん
女
房
」
…
蛇

●
百
歳
以
上
、
最
多
雲
麦
三
人
…
…
鋼

●
高
齢
者
、
九
割
が
生
活
満
足
…
卵

●
過
去
最
高
の
一
三
二
万
人
に
…
弱

●
地
方
労
働
者
を
北
京
が
一
掃
…
弱
、

●
世
銀
「
人
口
会
蟻
は
成
功
」
…
妬

●
人
ロ
・
ピ
ー
ク
は
一
一
ｓ
〈
年
…
…
躯

●
外
務
省
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
主
導
国
に
」
…
卯

●
人
口
会
議
閉
幕
ｌ
主
役
女
性
…
だ

●
持
続
発
展
、
先
進
国
が
先
導
…
刀

●
日
本
、
世
界
最
長
寿
、
更
新
…
だ

●
エ
イ
ズ
、
感
染
経
路
多
様
化
…
巧

●
エ
イ
ズ
感
染
患
者
七
一
人
…
…
刀

●
教
育
斑
が
一
番
で
少
子
化
に
…
力

●
東
京
圏
『
初
の
転
出
超
過
つ
…
・
…
・
沼

●
働
く
女
性
急
湘
で
旧
人
出
産
…
ね

●
イ
ン
ド
の
悪
習
ｄ
ダ
ウ
リ
…
…
別

●
人
ロ
抑
制
策
巡
り
「
和
解
」
…
Ｍ

●
人
ロ
白
書
、
女
性
意
志
重
視
…
甑

●
人
ロ
問
題
に
女
性
の
視
点
を
…
妬

●
途
上
国
の
人
口
増
加
抑
制
へ
…
髄

●
人
ロ
増
加
率
、
最
低
？
一
一
九
％
…
印
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こゅうすふお－らむ

政
府
代
表
団
の

首
席
代
表
を
務
め
る
河
野
洋
平
副
総
理

・
外
相
Ⅱ
似
顔
絵
－
の
代
表
演
説
の
概

要
を
二
十
五
日
、
外
務
省
が
国
内
の
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
代
表
と
の
会
合

で
明
ら
か
に
し
た
。
公
式
の
国
際
会
議

と
し
て
は
初
め
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
を
政
府

代
表
団
員
に
加
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

「
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
強
化
」
を
強

調
、
政
府
の
途
上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

で
要
望
の
強
か
っ
た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

設
計
段
階
か
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
対
話
」

を
重
視
す
る
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
る
。

こ
と
か
ら
、
今
回
の
カ
イ
ロ
会
議
で
は

三
人
を
正
式
メ
ン
バ
ー
と
し
て
任
命
す

る
予
定
だ
。

人
口
問
題
に
関
し
て
も
、
日
本
は
、

政
府
に
よ
る
途
上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

の
活
用
な
ど
で
国
際
貢
献
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、
カ
イ
ロ
に
は
、
河
野
洋
平
副

■闘証

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
積
極
対
話
へ

争
点
の
「
中
絶
」
に
は
触
れ
ず

来
月
カ
イ
ロ

で
開
か
れ
る
国

際
人
口
・
開
発

会
議
で
、
日
本

外
務
省
が
同
日
、
人
口
会
議
に
参
加

す
る
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
ら
を
招
い
て
開

い
た
説
明
会
で
は
、
河
野
演
説
に
対
す

る
”
注
文
“
が
続
出
し
た
。

「
軍
縮
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
資

金
を
人
口
問
題
に
使
う
と
い
う
姿
勢
を

示
す
べ
き
だ
」
（
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協

会
の
広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
）
、
「
米
国

の
よ
う
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
し
て
行
う
方
針

を
う
ち
出
す
べ
き
だ
」
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
二
○
○
一
の
岩
崎
駿
介
・
事
務
局

長
）
な
ど
だ
。

国
際
会
議
本
会
議
で
の
政
府
代
表
演

説
の
内
容
を
事
前
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
説
明

し
、
意
見
を
求
め
た
の
は
「
お
そ
ら
く

初
め
て
の
こ
と
」
（
外
務
省
）
で
、
「
わ

総
理
・
外
匡
碩
を
首
席
代
表
と
す
る
約
四
十

人
の
代
夷
団
が
派
遣
さ
れ
る
予
定
だ
。

樋
口
恵
子
さ
ん
は
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
顔
が

代
表
団
に
あ
る
だ
け
で
も
一
歩
前
進
。

Ｋ
Ｇ
Ｏ
の
女
性
の
視
点
を
反
映
さ
せ
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
八
・
二
○
）

【
カ
イ
ロ
３
日
Ⅱ
森
本
美
紀
】
五
日

か
ら
開
か
れ
る
国
連
主
催
の
国
際
人
ロ

・
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
に
先
立
つ

各
国
議
員
に
よ
る
会
議
が
三
日
、
カ
イ

ロ
市
内
の
ホ
テ
ル
で
始
ま
っ
た
。
基
調

ず
か
十
分
の
代
表
演
説
に
す
べ
て
を
盛

り
込
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
前
向

き
に
検
討
し
た
い
一
と
し
て
い
る
。

｜
方
、
「
女
性
の
人
権
」
を
前
面
に

打
ち
出
し
た
今
回
の
会
議
の
キ
ー
ワ
ー

ド
、
｜
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
」
に
つ
い
て
は
一
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
・
教
育
」
と
訳
し
、
正
確
な
情

報
に
基
づ
く
女
性
の
選
択
、
意
思
決
定

を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ
り
、
乳
児
死
亡

率
、
出
生
率
の
低
下
を
促
進
す
る
と
の

考
え
を
示
す
。

し
か
し
、
そ
れ
に
絡
ん
で
本
会
議
で

は
、
米
国
な
ど
と
バ
チ
カ
ン
（
ロ
ー
マ

法
王
庁
）
と
の
間
で
一
番
の
争
点
と
な

る
「
安
全
な
人
工
妊
娠
中
絶
」
を
一
女

性
の
権
利
」
と
し
て
認
め
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
触
れ
な
い
見
込
み
だ
。

堕
胎
罪
や
優
生
保
護
法
が
存
在
す
る

■闘甜斬聯刷勵。。「中絶ョ促。進ョでな■い」Ｔ・
（
■
二
行
動
計
・
画
・
案
口
に
（
い
理
解
訴
曰
え

演
説
を
し
た
国
連
人
口
基
金
の
ナ
フ
ィ

ス
・
サ
デ
ィ
ク
事
務
局
長
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
行
動
計
画
案
が
「
中
絶
を
奨
励
す

る
」
な
ど
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
勢
力
か
ら

の
批
判
を
浴
び
て
い
る
こ
と
に
つ
い

日
本
の
政
府
と
し
て
は
微
妙
な
立
場

で
、
論
争
に
対
し
て
は
判
断
を
示
さ
ず

「
静
観
の
構
え
」
だ
。
し
か
し
今
回
、

政
府
代
表
団
に
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
て
い

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
間
で
も
中
絶
を
女
性
の
権

利
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
と
の
意

見
は
根
強
い
ｃ
今
後
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
が

本
会
議
で
発
言
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た

場
合
な
ど
に
、
政
府
と
の
立
場
の
相
違

を
ど
う
調
整
し
て
い
く
か
が
課
題
に
な

り
そ
う
だ
．

さ
ら
に
河
野
外
相
は
、
途
上
国
側
に

人
口
抑
制
を
求
め
る
と
同
時
に
、
先
進

国
側
で
も
「
消
費
パ
タ
ー
ン
の
見
直
し

や
環
境
に
や
さ
し
い
技
術
の
開
発
促

進
一
に
努
力
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
方

針
だ
・（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
八
・
二
六
）
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て
、
「
中
絶
を
主
張
し
た
り
促
進
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
危
険
な
中
絶

を
減
ら
す
こ
と
を
訴
え
て
い
る
」
と
理

解
を
求
め
た
。

同
事
務
局
長
は
、
「
中
絶
に
つ
い
て

大
き
な
議
論
を
呼
ん
で
い
る
」
と
前
置

き
し
た
う
え
で
、
「
（
行
動
計
画
案
は
）

安
全
で
な
い
中
絶
に
よ
っ
て
起
こ
る
母

体
の
危
険
を
な
く
す
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
よ
う
と
述
べ
て
い
る
。
道
徳

的
、
倫
理
的
な
面
か
ら
反
対
す
る
人
が

い
る
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
か
け
た
。

ま
た
、
「
持
続
的
な
経
済
成
長
と
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
に
は
、
女
性
が

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
百
パ
ー
セ
ン
ト
参
加

す
る
権
利
が
必
要
だ
」
と
、
女
性
の
地

位
向
上
を
強
調
。
国
会
議
員
が
、
行
動

計
画
実
現
の
た
め
の
政
策
立
案
や
、
人

口
問
題
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
な
ど
具

体
的
な
行
動
を
示
す
よ
う
求
め
た
。

会
議
に
は
百
カ
国
以
上
約
三
百
人
の

国
会
議
員
が
参
加
。
日
本
か
ら
は
超
党

派
議
員
で
つ
く
る
国
際
人
ロ
問
題
議
員

懇
談
会
会
長
の
中
山
太
郎
代
議
士
を
団

長
に
、
堂
本
暁
子
・
参
議
院
議
員
、
小

池
百
合
子
代
議
士
ら
十
五
人
が
出
席
し

た
。開
会
式
で
は
、
サ
デ
ィ
ク
事
務
局
長

に
続
き
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ァ
ジ

【
カ
イ
ロ
３
日
－
塩
塚
保
】
爆
発
寸

前
の
地
球
人
口
抑
制
を
図
る
国
際
人
口

・
開
発
議
員
会
議
が
三
日
、
カ
イ
ロ
で

開
幕
し
た
。
日
本
が
中
心
と
な
り
提
唱

し
て
実
現
し
た
も
の
で
、
国
連
主
催
の

本
会
議
で
採
択
さ
れ
る
行
動
計
画
の
実

現
を
め
ざ
す
。

議
員
会
議
に
は
百
七
カ
国
、
約
三
百

人
の
議
員
が
参
加
し
た
。
日
本
か
ら
は

中
山
太
郎
、
堂
本
暁
子
、
小
池
百
合
子

の
各
衆
参
両
院
議
員
ら
十
五
人
が
大
挙

し
て
出
席
し
た
。
設
立
準
備
委
員
会
の

桜
井
新
議
長
は
「
国
連
は
二
○
一
五
年

ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
の
桜
井
新
・

前
環
境
庁
長
官
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
事
務
局
長
の
中
嶋
宏
氏
ら
が
あ

い
さ
つ
。
「
性
の
平
等
と
女
性
の
地
位

向
上
三
性
と
生
殖
に
関
す
る
権
利
と
家

函工

家族計画など討議

国際人ロ･開発議員会議

開幕

107国300人が参加
【
カ
イ
ロ
４
日
Ⅱ
森
本
美
紀
】
国
際

人
口
・
開
発
会
議
に
先
立
つ
各
国
議
員

に
よ
る
会
議
は
四
日
、
カ
イ
ロ
宣
言
を

採
択
し
、
閉
会
し
た
。
宣
言
で
は
、
日

本
議
員
か
ら
の
声
も
反
映
し
、
一
人
口

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
資
金
は
、
軍

事
費
削
減
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
べ

き
だ
」
な
ど
、
本
会
議
の
行
動
計
画
案

に
は
な
い
独
自
の
視
点
を
打
ち
出
し
て

い
る
の
が
特
徴
だ
。
宣
言
は
九
日
の
本

ま
で
の
人
口
抑
制
行
動
計
画
を
決
め
る

が
、
議
会
の
協
力
な
し
に
実
現
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
政
策
立
法
、
予
算
配

分
を
働
き
か
け
よ
う
」
と
提
唱
し
た
。

議
員
会
議
で
は
、
①
性
の
平
等
と
女

性
の
地
位
向
上
、
②
家
族
計
画
、
③
賃

金
の
調
達
－
な
ど
を
各
分
科
会
で
具
体

策
を
討
議
す
る
。
翌
四
日
に
は
、
①
ァ

族
計
画
」
な
ど
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画

案
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
で
議
論
が
進
め
ら

れ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
四
）

■顕届■

「
軍
縮
で
資
金
調
達
を
…
」

日
本
の
主
張
も
反
映

会
議
で
提
案
さ
れ
る
予
定
。

宣
言
は
、
「
人
口
と
持
続
可
能
な
開

発
二
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
家
族

計
画
言
健
康
と
死
亡
率
罠
男
女
平
等
と

女
性
の
地
位
向
上
三
資
金
の
調
達
」
の

五
項
目
か
ら
な
り
、
国
民
の
代
表
で
あ

る
各
国
の
立
法
府
議
員
と
し
て
の
行
動

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

軍
縮
に
触
れ
た
の
は
「
資
金
の
調

達
」
の
項
目
。
「
人
口
と
開
発
問
題
の

フ
リ
カ
・
中
東
、
②
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
、
③
欧
州
・
北
米
、
④
中
南
米
‐
の

地
域
別
部
会
を
開
き
、
共
同
宣
言
を
採

択
す
る
。
議
員
会
議
は
人
口
抑
制
先
進

国
の
日
本
が
世
界
の
議
会
に
呼
び
か
け

て
四
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
第
一
回
準

備
会
議
を
開
き
、
軌
道
に
乗
せ
た
。

一
方
、
国
連
主
催
の
国
際
人
ロ
・
開

発
会
議
は
五
日
か
ら
八
日
間
の
日
程
で

カ
イ
ロ
で
開
幕
す
る
。
現
在
五
十
六
億

人
の
地
球
人
口
は
二
○
五
○
年
に
は
百

億
人
を
突
破
す
る
と
予
想
さ
れ
、
抑
制

策
の
早
期
実
現
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
四
）

議員宣言
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こゅうすふお－らむ

世
界
各
国
の
二
千
団
体
、
約
一
万
人

が
集
う
国
連
の
国
際
人
ロ
開
発
会
議
・

非
政
府
機
関
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
四
日
、
カ
イ
ロ
で
、
五
日
の
政
府
代

表
に
よ
る
本
会
議
に
先
立
ち
開
幕
し

た
。
中
絶
の
是
非
を
め
ぐ
る
宗
教
論
争

で
揺
れ
る
本
会
議
を
よ
そ
に
、
女
性
の

健
康
、
抑
圧
か
ら
の
解
放
を
訴
え
る
声

が
会
場
に
こ
だ
ま
し
、
新
た
な
時
代
を

告
げ
る
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

第
三
回
と
な
る
カ
イ
ロ
の
人
口
会
議

は
、
こ
れ
ま
で
の
会
議
に
比
べ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
政
府
代
表
を
兼
ね
る
ケ
ー
ス
や
、
政

た
め
に
必
要
な
資
金
は
、
と
く
に
軍
縮

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
資
金
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
べ
き
だ
」
な
ど
と
し
て
い

る
。
当
初
、
日
本
か
ら
は
「
軍
事
費
の

○
・
五
％
の
削
減
」
と
い
う
数
値
目
標

が
出
さ
れ
た
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
反
対
で

削
除
さ
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
「
人
口
と
持
続
可
能
な
開

発
」
の
項
目
で
は
、
「
環
境
と
の
調

和
」
を
強
調
。
地
球
的
規
模
か
ら
の
視

点
を
盛
り
込
ん
だ
の
も
、
日
本
か
ら
の

■闘甜

「
女
性
自
立
」
め
ざ
し
熱
気

ｌ
こ
ち
ら
は
宗
教
色
排
除
１
１

府
代
表
と
緊
密
な
協
力
関
係
を
築
く

ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
参
加
者
の
数
も
政

府
代
表
の
百
六
十
カ
国
、
二
千
五
百
人

を
大
き
く
上
回
っ
た
。

今
回
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
議
長
を

務
め
る
の
は
国
際
婦
人
医
療
協
会
の
会

長
で
も
あ
る
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
マ
ン

グ
ー
ュ
女
史
。
開
幕
の
あ
い
さ
つ
で
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
国
へ
宗
教
、
文
化
、
肌

の
色
を
持
っ
た
人
々
の
人
種
差
別
、
部

族
主
義
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
抑
圧
に
反

対
す
る
た
め
に
こ
こ
に
集
ま
っ
た
。
豊

か
な
人
生
の
実
現
と
い
う
共
通
の
目
標

意
見
を
反
映
し
た
も
の
だ
。

行
動
計
画
案
で
焦
点
と
な
っ
て
い
る

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
）
｜
に
つ
い
て

は
、
｜
そ
れ
に
関
す
る
情
報
や
教
育
を

受
け
る
の
に
障
害
と
な
る
す
べ
て
の
も

の
を
取
り
除
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
表
明
。
中
絶
に
つ
い
て
は
、
「
各
国

政
府
に
中
絶
を
必
要
と
す
る
状
態
を
改

善
す
る
よ
う
求
め
る
」
と
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
五
）

ＮＧＯ

フォーラム

【
カ
イ
ロ
６
日
Ⅱ
尾
崎
敦
】
政
府
と

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
は
パ
ー
ト

ナ
ー
。
カ
イ
ロ
で
開
催
中
の
国
際
人
口

開
発
会
議
（
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
に
六
日
午
前
、
河
野

の
た
め
に
、
調
和
の
と
れ
た
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
奏
で
よ
う
」
と
訴
え
、
盛
大

な
拍
手
を
浴
び
た
。

国
連
人
口
会
議
の
事
務
局
長
を
務
め

る
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク
女
史
は
数
多

く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加
を
、
「
会
議
が
不
毛

で
観
念
的
に
な
る
こ
と
か
ら
救
っ
て
く

れ
る
」
と
絶
賛
、
｜
こ
れ
ほ
ど
意
欲
的
で

よ
く
組
織
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
国
連
の
会

議
に
か
か
わ
っ
て
き
た
の
は
初
め
て
」

と
声
を
震
わ
せ
た
。

（
カ
イ
ロ
Ⅱ
山
田
康
昭
）

（
日
本
経
済
新
聞
夕
刊

■闘甜

ＮＧＯはﾊﾟートナー

初顔合わせ

九
九
四
・
九
・
五
）河野外相がエール

洋
平
副
総
理
・
外
相
が
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
訪
れ
、
約
三
十
分
な
が
ら
対
話
の
場

を
持
っ
た
。
参
加
し
た
「
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
二
○
○
一
」
の
岩
崎
駿
介
事
務
局

長
ら
日
本
の
Ｋ
Ｇ
Ｏ
か
ら
は
一
外
相
の

演
説
は
世
界
に
向
か
っ
て
英
語
で
や
る

べ
き
だ
。
演
説
に
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
）
の
言
葉
が
入
っ
て
い
な
い
」
な
ど

の
注
文
も
出
た
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
が
再
三

求
め
て
き
た
直
接
対
話
は
、
ま
ず
は
和

や
か
な
雰
囲
気
で
滑
り
出
し
た
。

約
百
人
収
容
の
会
場
は
、
海
外
の
刃

Ｇ
Ｏ
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。
背
広
に
ネ

ク
タ
イ
で
姿
を
現
し
た
河
野
外
相
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
「
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
立
場

が
同
じ
で
は
意
味
が
な
い
し
、
正
反
対

で
は
効
果
が
上
げ
ら
れ
な
い
。
お
互
い

の
協
力
が
必
要
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。こ
れ
に
対
し
、
「
女
性
と
健
康
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
樋
口
恵
子
代
表
は
「
Ｎ

Ｇ
Ｏ
だ
か
ら
こ
そ
、
等
身
大
の
世
界
が

見
え
る
」
と
、
こ
れ
ま
で
政
府
が
Ｎ
Ｇ

Ｏ
を
避
け
が
ち
だ
っ
た
こ
と
に
対
す
る

不
満
を
の
ぞ
か
せ
た
。

参
加
者
か
ら
「
女
性
の
避
妊
、
中
絶

権
を
認
め
る
『
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ラ
イ
ッ
（
権
利
ご
が
、
演
説
か
ら
外
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【
カ
イ
ロ
６
日
Ⅱ
塩
塚
保
】
カ
イ
ロ

で
開
幕
し
た
国
連
主
催
の
国
際
人
口
・

開
発
会
議
二
日
目
の
六
日
、
河
野
洋
平

副
総
理
・
外
相
は
本
会
議
で
、
急
激
な

人
口
増
加
が
環
境
破
壊
や
資
源
の
枯
渇

な
ど
地
球
規
模
の
深
刻
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、
「
途
上

国
は
人
口
増
加
率
を
抑
え
、
先
進
国
は

生
産
・
消
費
パ
タ
ー
ン
を
見
直
す
こ
と

が
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。
ま
た
限
界
を

超
え
よ
う
と
す
る
地
球
人
口
抑
制
と
エ

イ
ズ
問
題
の
解
決
に
向
け
て
二
○
○
○

年
ま
で
に
三
十
億
ド
ル
の
援
助
を
行
う

方
針
を
表
明
し
た
。

ま
た
、
二
○
一
五
年
ま
で
今
後
二
十

年
間
の
人
口
抑
制
政
策
の
指
針
と
な
る

「
行
動
計
画
」
案
に
つ
い
て
も
日
本
の

支
持
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ

れ
て
い
る
」
と
の
不
満
の
声
が
出
る

と
、
河
野
外
相
は
「
早
速
、
厚
生
省
な

ど
と
議
論
し
た
い
一
。
さ
ら
に
一
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
草
の
根
運
動
へ
の
古
樗
（
を
来
年
度
か

ら
倍
増
し
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

岩
崎
事
務
局
長
は
「
こ
れ
と
い
っ
て

■闘甜

人
口
問
題
に
積
極
貢
献

河
野
外
相
別
億
ド
ル
の
援
助
表
明

ム
勢
力
や
ロ
ー
マ
法
王
庁
が
人
工
妊
娠

中
絶
容
認
に
つ
な
が
る
と
し
て
反
対
し

て
い
る
一
性
と
生
殖
に
関
す
る
権
利
」

に
つ
い
て
は
「
参
加
各
国
が
合
意
に

至
っ
て
い
な
い
点
に
現
実
的
対
応
を

行
っ
て
い
く
よ
う
訴
え
た
い
」
と
述
べ

る
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な
言
及
を
避

け
た
。

地
球
の
人
口
は
現
在
五
十
六
億
人
に

達
し
、
二
○
五
○
年
に
は
百
億
人
を
超

え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
人
口

抑
制
策
と
宗
教
の
調
和
は
困
難
で
国
際

人
口
・
開
発
会
議
は
紛
糾
し
て
い
る
。

日
程
は
十
三
日
ま
で
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
七
）

具
体
的
な
話
は
な
か
っ
た
が
、
初
顔
合

わ
せ
と
し
て
は
上
々
。
こ
の
場
を
持
つ

た
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
る
」
と
評
価

し
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
七
）

【
カ
イ
ロ
６
日
Ⅱ
石
川
貴
章
、
尾
崎

敦
】
カ
イ
ロ
で
開
催
中
の
「
国
際
人
ロ

開
発
会
議
」
で
外
務
省
は
六
日
、
日
本

の
人
口
問
題
へ
の
積
極
的
な
貢
献
ぶ
り

を
外
国
人
記
者
向
け
に
ア
ビ
ー
ル
し
よ

【
カ
イ
ロ
６
日
Ⅱ
永
峰
好
美
】
国
連

の
「
国
際
人
口
・
開
発
会
議
」
が
開
か

れ
て
い
る
カ
イ
ロ
で
六
日
、
河
野
洋
平

外
相
と
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団

体
）
と
の
対
話
集
会
が
実
現
し
た
。

こ
の
日
、
河
野
外
相
は
ア
メ
リ
カ
の

ゴ
ア
副
大
統
領
と
の
会
見
を
終
え
、
約

六
十
人
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

メ
ン
バ
ー
が
待
つ
会
場
へ
。
ま
ず
「
二

年
前
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
国
会
が

難
し
い
状
態
で
政
府
と
し
て
の
対
応
が

田圃函 遍囮

外相､ＮＧＯ

と対話集会

一積極的参加

姿勢が重要一

分
か
っ
て
な
い
ナ
「
貢
献
」
日
本

実
情
無
視
の
援
助
で
『
帥
億
ド
ル
」
使
途
不
明

う
と
し
た
が
、
逆
に
「
実
情
が
分
か
っ

て
い
な
い
」
と
追
及
さ
れ
、
外
務
省
幹

部
は
タ
ジ
タ
ジ
。
緒
方
貞
子
・
国
連
難

民
高
等
弁
務
官
も
同
日
、
記
者
会
見
で

「
欲
し
い
の
は
日
本
『
国
』
だ
け
で
な

十
分
で
き
な
か
っ
た
苦
い
経
験
が
あ

る
」
と
述
べ
、
「
今
回
の
会
議
で
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
積
極
的
な
参
加
姿
勢
が
重
要

だ
」
と
切
り
出
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
「
女
性
と
健
康
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
代
表
の
樋
口
恵
子
さ
ん
は

一
女
性
の
人
生
と
健
康
に
か
か
わ
る
問

題
の
政
策
決
定
に
は
、
女
性
を
六
割
以

上
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
強

調
し
た
。

席
上
、
河
野
外
相
は
、
草
の
根
活
動

を
評
価
し
た
上
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開

発
援
助
）
の
う
ち
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
援
助
を
六

’
八
割
増
額
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
も

表
明
し
た
。

今
回
の
会
議
に
は
、
日
本
か
ら
十
六
団

体
百
七
人
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
七
）
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こゅうすふお－らむ

【
カ
イ
ロ
６
日
Ⅱ
刀
祢
館
久
雄
】
国

連
の
国
際
人
ロ
開
発
会
議
に
出
席
中
の

ゴ
ァ
米
副
大
統
領
は
六
日
、
カ
イ
ロ
で

記
者
団
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本

山
で
あ
る
バ
チ
カ
ン
（
ロ
ー
マ
法
王

庁
）
は
同
会
議
が
採
択
す
る
予
定
の
行

動
計
画
に
署
名
し
な
い
と
の
見
方
を
示

し
た
。
バ
チ
カ
ン
は
行
動
計
画
に
つ
い

て
、
人
工
妊
娠
中
絶
や
同
性
愛
、
婚
外

交
渉
を
容
認
す
る
内
容
だ
と
主
張
し
、

大
幅
な
修
正
を
要
求
し
て
い
る
。

ゴ
ア
副
大
統
領
は
、
バ
チ
カ
ン
の
人

口
会
議
代
表
団
と
会
談
し
た
後
に
こ
の

見
通
し
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
副
大
統

領
は
バ
チ
カ
ン
代
表
団
に
米
政
府
の
考

え
方
を
説
明
し
理
解
を
求
め
た
が
、
な

お
ミ
ゾ
は
深
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

く
、
血
の
通
っ
た
日
本
『
人
』
の
援

助
」
と
語
り
、
一
顔
の
な
い
日
本
の
援

助
」
が
カ
イ
ロ
で
も
や
り
玉
に
上
げ
ら

れ
た
形
だ
。

会
見
は
ま
ず
、
外
務
省
担
当
者
が

「
わ
が
国
は
日
米
包
括
経
済
協
議
で
の

合
意
を
踏
ま
え
、
今
後
七
年
間
に
、
人

■忠沼

「
バ
チ
カ
ン
署
名
せ
ず
」

米
副
大
統
領
が
見
通
し
を
語
る

一
方
、
バ
チ
カ
ン
代
表
団
は
同
日
声

明
を
出
し
、
「
行
動
計
画
案
に
は
多
く

の
前
向
き
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る

が
、
い
く
つ
か
の
分
野
は
支
持
で
き
な

い
」
と
表
明
し
た
。
反
対
す
る
項
目
と

し
て
、
①
人
工
中
絶
②
家
族
に
関
す
る

一
部
の
表
現
の
不
適
切
さ
③
若
者
に
事

実
上
、
自
由
な
性
生
活
を
奨
励
し
て
い

る
点
ｌ
な
ど
を
あ
げ
た
．

た
だ
バ
チ
カ
ン
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン

は
同
日
、
「
我
々
は
合
意
で
き
る
文
書

づ
く
り
の
た
め
に
会
議
に
来
た
」
と
述

べ
、
最
終
的
な
姿
勢
が
ど
う
な
る
か
は

明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞
夕
刊

一
九
九
四
・
九
・
七
）

口
・
エ
イ
ズ
対
策
と
し
て
三
十
億
ド
ル

を
途
上
国
に
援
助
す
る
」
と
語
り
、
そ

の
目
玉
と
し
て
コ
ン
ド
ー
ム
の
大
量
配

布
を
挙
げ
た
。
こ
れ
に
異
論
を
ぶ
つ
け

た
の
が
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
ラ
ジ
オ
記
者
、

フ
ォ
ー
チ
ュ
ー
ン
・
ヌ
ク
ブ
さ
ん
。

｜
ケ
ニ
ア
で
は
、
コ
ン
ド
ー
ム
が

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
両
女

性
首
相
が
カ
イ
ロ
で
開
催
中
の
国
連
の

国
際
人
口
開
発
会
議
で
行
っ
た
演
説

が
、
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。
人
工
妊
娠

中
絶
の
権
利
を
め
ぐ
る
両
者
の
対
照
的

な
主
張
は
、
そ
れ
ぞ
れ
女
性
団
体
や
イ

ス
ラ
ム
教
徒
か
ら
絶
賛
さ
れ
、
会
議
の

論
戦
を
活
発
化
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
首

余
っ
て
い
る
の
に
病
院
に
風
邪
薬
、
ア

ス
ピ
リ
ン
が
な
い
。
実
情
を
無
視
し
た

物
資
援
助
で
は
意
味
が
な
い
」
と
、
資

金
援
助
に
頼
る
日
本
政
府
の
姿
勢
を
皮

肉
っ
た
。

英
国
人
女
性
記
者
は
「
三
十
億
ド
ル

と
い
う
膨
大
な
額
の
使
い
道
を
聞
い
た

の
に
、
答
え
が
返
っ
て
こ
な
い
。
公
式

会
見
な
の
に
」
と
不
満
げ
だ
っ
た
。

高
野
幸
二
郎
・
国
際
社
会
協
力
部
長

が
「
日
本
の
人
口
は
安
定
化
を
成
し
遂

げ
た
」
と
説
明
し
た
の
を
受
け
て
、
最

前
列
に
い
た
男
性
記
者
が
「
日
本
は
少

子
化
が
問
題
な
の
で
は
」
と
質
問
。
し

■忠君

ノ
ル
ウ
ェ
ー
脂
。
ハ
キ
ス
タ
ン

女
性
首
相
、
中
絶
め
ぐ
り
火
花

相
は
五
日
の
全
体
会
議
演
説
で
、
「
中

絶
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
絶

が
非
合
法
だ
っ
た
り
厳
し
く
制
限
さ
れ

る
と
、
女
性
の
生
命
と
健
康
を
危
険
に

さ
ら
す
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
、
中
絶

の
「
非
犯
罪
化
」
が
最
低
限
必
要
だ
と

訴
え
た
。

欧
米
の
女
性
人
権
活
動
家
ら
は
こ
の

演
説
を
拍
手
喝
さ
い
で
迎
え
た
が
、
｜

部
地
元
の
エ
ジ
プ
ト
紙
は
イ
ス
ラ
ム
教

か
し
同
部
長
は
「
女
性
の
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
」
と
や
や
的
外
れ
に
答

え
、
会
見
を
打
ち
切
っ
た
。

一
方
、
こ
の
日
の
演
説
の
中
で
「
人

口
圧
力
は
難
民
の
国
境
移
動
を
促
す
」

と
述
べ
た
緒
方
高
等
弁
務
官
は
演
説
後

の
記
者
会
見
で
「
日
本
は
何
を
す
べ
き

か
」
と
の
記
者
団
の
質
問
に
一
日
本
の

金
銭
的
貢
献
は
評
価
す
る
が
、
人
と
し

て
も
っ
と
関
心
を
示
し
て
ほ
し
い
」
と

語
り
、
金
に
頼
り
が
ち
な
日
本
の
援
助

の
在
り
方
に
注
文
を
付
け
た
。

（
毎
日
新
聞
夕
刊

一
九
九
四
・
九
・
七
）
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￣￣

の
価
値
観
を
汚
す
も
の
と
し
て
厳
し
く

攻
撃
。
こ
う
し
た
反
応
に
同
首
相
は
六

日
、
｜
私
は
中
絶
の
非
犯
罪
化
と
い
っ

た
だ
け
で
、
国
際
的
に
合
法
化
し
ろ
と

は
言
っ
て
い
な
い
」
と
反
論
し
た
。

一
方
、
今
回
の
会
議
に
参
加
し
た
イ

ス
ラ
ム
教
国
で
唯
一
の
女
性
政
府
代
表

と
な
っ
た
プ
ッ
ト
・
パ
キ
ス
タ
ン
首
相

は
、
人
工
中
絶
に
原
則
と
し
て
反
対
す

る
と
演
説
で
表
明
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
教

理
研
究
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
カ
イ
ロ

の
ア
ズ
ハ
ル
大
学
は
、
「
イ
ス
ラ
ム
教

国
の
姿
勢
を
明
確
に
し
た
素
晴
ら
し
い

演
説
だ
」
と
高
く
評
価
し
た
。

（
カ
イ
ロ
Ⅱ
刀
祢
館
久
雄
）

（
日
本
経
済
新
聞
夕
刊

一
九
九
四
・
九
・
七
）

【
カ
イ
ロ
７
日
Ⅱ
河
野
俊
史
】
国
連

主
催
の
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
）
に
出
席
中
の
ゴ
ア
米
副
大
統
領
は

六
日
、
人
工
中
絶
の
取
り
扱
い
を
め

涙ｮ、Ⅱ■

中絶めぐり

､平行線
ｺﾞｱ副;た統領ど

ﾊﾞﾁｶﾝ側が会談

【
カ
イ
ロ
７
日
Ⅱ
尾
崎
敦
】
カ
イ
ロ

で
開
催
中
の
国
際
人
口
開
発
会
議
は
、

妊
娠
、
出
産
に
つ
い
て
女
性
が
決
定
権

を
持
つ
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
、
ラ
イ
ッ
’
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
、
権
利
）
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ

て
「
妊
娠
中
絶
も
女
性
の
権
利
」
と
主

張
す
る
ア
メ
リ
カ
な
ど
と
「
宗
教
上
も

中
絶
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
バ
チ

カ
ン
な
ど
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
・
イ
ス
ラ

ム
圏
諸
国
が
鋭
く
対
立
し
て
い
る
。
「
中

絶
」
を
最
終
日
に
採
択
予
定
の
行
動
計

画
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
、
ま
だ
結
論

は
出
て
い
な
い
。
日
本
は
、
優
生
保
護

法
で
「
健
康
上
の
問
題
や
経
済
・
社
会

的
理
由
が
あ
る
場
合
」
に
認
め
る
の
が

建
前
だ
が
、
実
質
的
に
は
「
ほ
ぼ
自

ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
る
バ
チ
カ
ン
の
代

表
団
と
カ
イ
ロ
市
内
の
ホ
テ
ル
で
直
接

会
談
、
「
各
国
の
主
権
を
尊
重
し
、
国

際
的
な
中
絶
の
権
利
は
求
め
な
い
」
と

す
る
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
立
場
を
説
明

し
た
。
し
か
し
、
バ
チ
カ
ン
側
の
反
発

■起駈

「
無
条
件
」
は
必
・
・
力
国

制
限
厳
し
い
南
十
米
、
中
東

由
」
．
各
国
の
現
状
を
見
る
ｌ
・

日
本
家
族
計
画
連
盟
な
ど
が
人
口
百

万
人
以
上
の
主
要
国
百
四
十
八
カ
国
を

対
象
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
女
性
が
希
望

す
れ
ば
「
無
条
件
」
で
妊
娠
中
絶
を
認

め
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン

ス
、
ロ
シ
ア
、
中
国
な
ど
四
十
四
カ

国
。
人
口
比
で
全
体
の
四
○
％
を
占
め

て
い
る
。
た
だ
、
手
術
可
能
な
妊
娠
週
数

は
、
数
カ
月
の
幅
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

日
本
と
同
様
に
「
社
会
、
経
済
的
理

由
」
を
中
絶
の
許
可
条
件
に
し
て
い
る

の
は
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
ン
ド
な
ど
九
カ
国
で
、
人
口
比
は
二

一
％
。
こ
の
う
ち
、
「
社
会
的
理
由
」

の
中
に
は
、
「
レ
イ
プ
」
の
ほ
か
「
親

族
に
遺
伝
性
の
疾
患
が
あ
る
場
合
」
（
日

本
）
も
含
ま
れ
、
人
権
尊
重
の
視
点
か

は
依
然
根
強
く
、
会
談
は
平
行
線
の
ま

ま
だ
っ
た
。

ゴ
ア
副
大
統
領
は
記
者
団
に
「
バ
チ

カ
ン
が
（
会
議
で
採
択
予
定
の
）
行
動

計
画
案
に
署
名
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
」
と
の
見
通
し
を
述
べ
た
。

ら
反
対
す
る
声
も
根
強
い
。

妊
婦
の
健
康
上
の
問
題
や
、
胎
児
の

異
常
な
ど
で
許
可
し
て
い
る
の
は
ド
イ

ツ
、
韓
国
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
な
ど
四
十
五
カ
国
、
一
六
％
・
妊
婦

の
生
命
の
危
険
以
外
は
認
め
て
い
な
い

国
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

五
十
カ
国
、
二
三
％
に
上
っ
て
い
る
。

中
絶
容
認
が
多
い
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
イ
ス
ラ
ム
教
国

が
大
半
を
占
め
る
南
米
、
中
東
諸
国
は

制
限
が
厳
し
い
。
人
口
急
増
地
域
の
ア

フ
リ
カ
で
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
（
無
条
件

許
可
）
を
除
い
て
、
何
ら
か
の
形
で
中

絶
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。

国
連
に
よ
る
と
、
妊
娠
と
出
産
に

よ
っ
て
死
亡
す
る
女
性
は
世
界
で
年
間

五
十
万
人
に
上
り
、
こ
の
う
ち
中
絶
が

規
制
さ
れ
て
い
る
国
で
「
や
み
の
堕
胎

手
術
」
を
受
け
て
死
亡
す
る
女
性
は
、
年

間
六
万
人
（
世
界
銀
行
推
計
）
と
い
う
。

会
議
で
、
中
絶
の
扱
い
に
議
論
が
集
中

す
る
背
景
に
は
、
再
示
教
上
の
見
解
の
違

い
」
の
ほ
か
、
各
国
の
法
的
付
漕
行
け
に
か

な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
も
無
視
で
き
ぽ
い
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
八
）
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こゅうすふお－らむ

【
カ
イ
ロ
７
日
Ⅱ
河
野
俊
史
】
国
連

人
口
基
金
の
親
善
大
使
を
務
め
る
女
優

の
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
ダ
さ
ん
が
七

日
、
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
開
発
会
議
で

講
演
、
教
育
の
重
要
性
や
大
量
消
費
の

見
直
し
を
強
調
し
、
「
今
こ
そ
、
ギ
ア

を
入
れ
替
え
る
と
き
」
と
訴
え
た
。

人
権
活
動
家
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ォ

ン
ダ
さ
ん
は
、
各
国
か
；
集
ま
っ
た
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
代
表
や
報
道
陣

を
前
に
「
こ
の
会
議
は
意
義
深
く
て
、

と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
後
、
人
口
問
題
解
決
の
た
め
に
女
性

の
教
育
機
会
の
確
保
が
い
か
に
大
切
か

を
体
験
談
を
踏
ま
え
て
ア
ピ
ー
ル
。
文

化
や
宗
教
の
違
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、

女
性
と
子
供
の
権
利
の
確
立
に
向
け
た

行
動
を
呼
び
掛
け
た
。

フ
ォ
ン
ダ
さ
ん
は
ま
た
、
環
境
・
開

圃闘誼

教育の重要性

をアピール

Ｊ・フオンダさん、熱演．

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
日
本
の
人
口
よ

り
多
い
約
一
億
三
千
万
人
。
ブ
ラ
ジ
ル

発
問
題
と
人
口
問
題
、
女
性
問
題
が
す

べ
て
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、

一
先
進
国
は
次
の
世
代
の
た
め
に
大
量

消
費
の
見
直
し
を
一
と
力
を
こ
め
た
。

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
ま
じ
え
た
二
十
分
余

り
の
”
熱
演
“
に
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
わ
い
た
。

人
工
中
絶
に
つ
い
て
の
意
見
を
聞
か

れ
た
フ
ォ
ン
ダ
さ
ん
は
「
安
全
、
合
法

か
つ
、
ま
れ
（
例
外
的
）
な
中
絶
」
を

女
性
の
権
利
と
し
て
認
め
る
ク
リ
ン
ト

■蘭■
国別のカトリック人ロ

中
絶
に
悩
む

カ
ト
リ
ッ
ク
大
国

`卜鐘ｉｉ１ｌｉｉｉｉｉ璽勵露１１:》i､』L‘

瀞Ｈ

ン
米
政
権
の
政
策
を
支
持
す
る
と
答
え

る
一
方
、
「
少
女
た
ち
が
十
分
な
教
育

を
受
け
、
女
性
の
権
利
が
確
立
さ
れ
れ

ば
、
そ
も
そ
も
中
絶
な
ん
て
必
要
な
く

な
る
」
と
キ
ッ
パ
リ
。

最
後
に
「
こ
の
場
所
（
カ
イ
ロ
会

議
）
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
、
世
界
に

伝
え
て
ほ
し
い
」
と
報
道
陣
に
ハ
ッ
パ

を
か
け
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
八
）

は
世
界
一
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
国
だ
。
こ

の
た
め
人
工
妊
娠
中
絶
は
特
殊
な
例
外

ンドア

(出典)カトリック・アルマナック92年版

の
ほ
か
は
法
律
で
禁
止
し
て
い
る
。
し

か
し
、
五
日
か
ら
カ
イ
ロ
で
始
ま
っ
た

国
際
人
□
開
発
会
議
で
は
、
同
国
は
中

絶
を
「
女
性
の
権
利
一
と
位
置
付
け
る

こ
と
に
は
反
対
せ
ず
、
沈
黙
を
守
っ
た

ま
ま
だ
。

中
絶
問
題
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本

山
で
あ
る
バ
チ
カ
ン
の
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
二
世
が
「
家
族
の
価
値
を
お
と
し
め

る
性
行
為
を
促
す
一
と
強
く
反
発
。
同

じ
く
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
大
多
数
を
占

め
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
レ
サ
大
統
領
も

「
倫
理
的
な
配
慮
に
重
点
を
お
く
べ
き

だ
」
と
批
判
し
、
会
議
で
採
択
す
る
行

動
計
画
で
な
ん
ら
か
の
修
正
を
求
め
る

構
え
だ
。

グ
ラ
フ
に
示
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
人
口

の
多
い
十
カ
国
の
う
ち
、
中
絶
を
法
律

で
禁
止
し
て
い
る
の
は
中
南
米
の
国
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
。
し
か
し
法
律
で
禁

止
し
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
非
合
法

の
人
工
中
絶
が
は
び
こ
っ
て
い
る
の
が

実
態
だ
。
医
療
関
係
者
に
よ
る
と
非
合

法
の
中
絶
に
よ
る
死
亡
者
は
、
中
南
米

を
中
心
に
年
間
二
十
五
万
人
程
度
と
い

う
。
カ
ト
リ
ッ
ク
に
加
え
、
イ
ス
ラ
ム

教
国
も
中
絶
に
反
対
、
人
口
会
議
は
本

来
の
問
題
か
ら
中
絶
の
是
非
論
に
す
り

替
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ほ
か
の
カ
ト
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【
カ
イ
ロ
９
日
Ⅱ
尾
関
章
】
地
球
の

人
口
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
一
費
用
」

が
二
○
一
五
年
に
は
年
間
二
百
十
七
億

ド
ル
に
達
す
る
と
予
測
し
て
、
こ
う
し

た
負
担
の
約
三
分
の
一
を
、
先
進
工
業

国
に
よ
る
第
三
世
界
へ
の
援
助
な
ど
国

際
協
力
で
ま
か
』
よ
う
こ
と
で
、
カ
イ
ロ

で
開
か
れ
て
い
る
国
際
人
ロ
・
開
発
会

議
の
分
科
会
が
八
日
ま
で
に
基
本
合
意

し
た
Ｃ
「
行
動
計
画
」
の
最
終
案
に
盛
り

込
ま
れ
、
来
週
の
会
議
終
了
ま
で
に
本

会
議
で
採
択
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
今
回

の
会
議
で
は
、
人
口
増
加
率
の
高
い
開

発
途
上
国
が
人
口
抑
制
策
を
迫
ら
れ
る

形
と
な
り
、
先
進
工
業
国
に
負
担
を
求

め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
た
が
、
妥
協
点

が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
見
積
も
り
は
、
家
族
計
画
や
生

殖
に
か
か
わ
る
健
康
政
策
、
エ
イ
ズ
の

予
防
対
策
、
人
口
デ
ー
タ
の
収
集
、
分

析
、
研
究
に
か
か
る
費
用
な
ど
を
含

リ
ッ
ク
国
が
ど
ん
な
態
度
を
示
す
か
が

会
議
の
行
方
を
占
う
カ
ギ
に
な
り
そ
う

■卍冊■

一
一
○
一
五
年
に
二
一
七
億
ド
ル
必
要

１
百
は
先
進
国
が
援
助

む
。
二
○
一
五
年
に
至
る
節
目
の
年
の

そ
れ
ぞ
れ
の
水
準
を
、
二
○
○
○
年
は

百
七
十
億
ド
ル
、
二
○
○
五
年
は
百
八

十
五
億
ド
ル
、
二
○
’
○
年
は
二
百
五

億
ド
ル
と
見
込
ん
で
い
る
。
会
議
前
に

用
意
さ
れ
た
行
動
計
画
の
草
案
に
も
一

応
の
数
字
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

を
最
終
案
に
盛
り
込
む
か
ど
う
か
の
合

意
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
の
合
意
内
容
で
は
、
こ
の
う
ち

の
約
三
分
の
一
は
、
先
進
工
業
国
の
直

接
援
助
や
国
際
機
関
か
ら
の
援
助
な

ど
、
何
ら
か
の
国
際
協
力
で
負
担
す

る
。
援
助
す
る
国
々
を
個
別
に
拘
束
す

る
文
書
と
は
な
ら
な
い
が
、
日
本
や
米

国
、
欧
州
な
ど
と
第
三
世
界
が
、
地
球

の
人
口
爆
発
を
防
ぐ
た
め
に
負
担
を
ど

う
分
か
ち
合
う
か
の
指
標
と
な
る
。

（
朝
日
新
聞
夕
刊

一
九
九
四
・
九
・
九
）

だ
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
八
）人口抑制

英
国
の
牧
師
補
、
マ
ル
サ
ス
の
「
人

口
論
」
は
、
十
八
世
紀
末
、
資
本
主
義

の
夜
明
け
に
出
版
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
有
名
な
公
理
「
人
口
は
幾

何
級
数
的
に
増
加
す
る
が
、
食
料
は
算

術
級
数
的
に
し
か
増
加
し
な
い
一
を
提

起
す
る
。
つ
ま
り
二
、
四
、
八
と
増
え

る
の
に
、
二
、
三
、
四
の
増
え
方
で

は
、
い
ず
れ
人
類
は
行
き
詰
ま
る
暗
い

予
言
だ
。

そ
し
て
マ
ル
サ
ス
は
一
霧
塾
雰
わ
し
く
道

徳
的
な
抑
制
や
晩
婚
を
説
く
に
終
わ
る
。

労
働
者
の
多
産
に
伴
う
人
口
急
増
と

貧
困
に
直
面
し
た
英
国
の
支
配
層
に

は
、
こ
の
公
理
も
解
決
策
も
都
合
が
よ

か
っ
た
。
人
口
増
や
貧
困
に
、
自
分
た

ち
に
責
任
は
な
い
、
と
思
え
た
か
ら
だ
。

し
か
し
、
後
に
続
く
、
プ
レ
ー
ス
に

代
表
さ
れ
る
新
マ
ル
サ
ス
主
義
者
は
、

戸墨岡

｢神の｡領域」と

｢人間の知恵｣

社説＝国際己人口・

開発会議について

道
徳
的
批
判
を
浴
び
な
が
ら
、
産
児
制

限
と
い
う
人
間
の
知
恵
を
熱
心
に
提
唱

す
る
。

十
三
日
閉
幕
の
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ

で
の
「
国
際
人
ロ
開
発
会
議
」
の
主
潮

流
は
、
二
世
紀
の
歳
月
を
越
え
て
同
じ

論
議
の
繰
り
返
し
に
も
思
え
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
や
イ
ス
ラ
ム
の
信
仰
を

軸
に
す
る
人
工
中
絶
「
反
対
派
」
と
、

基
本
的
に
女
性
の
権
利
と
す
る
一
容
認

派
」
の
衝
突
で
あ
る
。

な
ん
じ

「
汝
、
殺
す
な
か
れ
。
す
で
に
生
ま
れ

た
も
の
と
同
じ
く
胎
児
も
」
と
、
生
命

に
及
ぼ
す
一
切
の
人
の
手
を
拒
否
す
る

厳
格
な
信
仰
と
、
女
性
の
性
を
最
大
限

に
尊
重
し
よ
う
と
す
る
人
権
派
と
は
、

共
存
で
き
そ
う
に
も
な
い
ｃ

だ
が
、
避
妊
具
に
よ
る
家
族
計
画
ま

で
否
定
で
き
る
の
か
。
そ
の
点
で
は
カ

ト
リ
ッ
ク
も
イ
ス
ラ
ム
も
一
枚
岩
で
は

な
い
。
現
に
家
族
計
画
を
進
め
る
イ
ス

ラ
ム
教
の
国
も
あ
れ
ば
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
二
世
に
「
避
妊
は
罪
悪
で
は
な

い
」
と
質
問
状
を
送
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク

グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

ど
こ
ま
で
を
「
神
の
領
域
」
と
す
る

の
か
。
そ
れ
は
集
団
に
よ
っ
て
も
、

個
々
人
の
中
で
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
明
確

な
線
引
き
は
で
き
な
い
。
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こゅうすふお－らむ

近
代
的
な
家
族
計
画
を
、
ま
だ
実
行

し
て
い
な
い
途
上
国
人
口
は
三
億
五
千

万
人
に
上
り
、
避
妊
し
た
い
が
、
で
き

な
い
女
性
は
約
一
億
二
千
万
人
（
世
界

人
口
白
書
）
と
い
う
。
家
族
計
画
の
意

義
や
内
容
を
十
分
に
知
る
機
会
さ
え
な

い
の
だ
。

妊
娠
・
出
産
で
死
亡
す
る
女
性
は
年

間
五
十
万
人
に
上
り
、
そ
の
う
ち
中
絶

を
規
制
す
る
国
で
は
、
や
み
の
中
絶
手

術
で
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
六
万
人
と
推

定
さ
れ
る
（
世
界
銀
行
）
。
こ
れ
も
、

放
置
し
て
お
け
る
事
態
で
は
な
い
ｃ

マ
ル
サ
ス
の
予
言
は
、
産
業
革
命
に

よ
る
飛
躍
的
な
生
産
力
の
拡
大
や
新
大

陸
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
住
な
ど
で
、
い
っ

た
ん
は
幻
に
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
い
ま
五
十
七
億
人
近
い
世

界
人
口
が
来
世
紀
半
ば
に
は
百
億
人
と

な
る
予
測
に
対
抗
で
き
る
革
命
的
な
技

術
や
新
天
地
は
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
。

す
で
に
急
増
す
る
人
口
を
支
え
切
れ

な
く
な
っ
た
土
地
が
砂
漠
化
し
、
流
浪

す
る
難
民
を
ア
フ
リ
カ
に
見
る
。
ア
ジ

ア
で
も
南
米
で
も
、
離
農
者
を
の
み
込

ん
で
や
ま
な
い
大
都
市
が
ス
ラ
ム
を
抱

え
あ
え
ぐ
。

「
神
の
領
域
」
に
土
足
で
踏
み
込
む

の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
尊
重
し
つ
つ
人

【
カ
イ
ロ
週
日
Ⅱ
塩
塚
保
】
紛
糾
し

た
カ
イ
ロ
国
際
人
口
・
開
発
会
議
は
十

間
の
知
恵
を
生
か
す
道
は
あ
る
は
ず
だ
。

新
マ
ル
サ
ス
主
義
は
、
そ
の
こ
と

を
、
や
は
り
二
世
紀
近
い
昔
に
教
え
て

く
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

も
ち
ろ
ん
、
国
家
や
社
会
が
強
制
す

る
家
族
計
画
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
会
議
を
象
徴
し
た
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
’
（
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
、
権
利
）
を
地
道
に

育
て
る
作
業
や
先
進
国
の
援
助
が
、
ど

れ
だ
け
の
広
が
り
と
ス
ピ
ー
ド
を
示
せ

る
か
。

開
発
途
上
国
の
人
□
圧
力
や
先
進
国

の
大
量
消
費
が
引
き
起
こ
す
急
速
な
生

態
系
破
壊
と
の
、
実
に
厳
し
い
競
争
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
か
み
し
め
た
い
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
’
四
）

亜

共通の危機感

妥協を促す

国際人ロ・開発会議

バチカンは一部留保

国
際
人
口
・
開
発
会
議
は
四
月
に
策

定
し
た
「
行
動
計
画
」
原
案
を
も
と
に

討
議
が
行
わ
れ
た
。
米
国
や
北
欧
諸
国

な
ど
は
毎
年
二
十
万
人
以
上
の
女
性
が

危
険
な
中
絶
で
死
亡
し
て
い
る
と
い
う

現
実
を
直
視
、
夫
婦
が
「
出
生
率
を
調

整
す
る
能
力
一
を
持
ち
、
「
近
代
的
な

家
族
計
画
の
手
段
」
を
活
用
で
き
る
よ

う
主
張
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ロ
ー
マ
法
王
庁
（
バ
チ

カ
ン
）
や
イ
ス
ラ
ム
諸
国
は
「
中
絶
を

容
認
す
る
も
の
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
イ

ス
ラ
ム
教
の
教
義
に
反
す
る
」
と
一
斉

に
反
対
し
た
。
米
国
の
ゴ
ア
副
大
統
領

は
「
米
国
は
中
絶
を
国
際
的
権
利
と
し

て
確
立
さ
せ
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
軟

化
し
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
妥
協
案

を
提
出
。
よ
う
や
く
非
公
式
協
議
で

三
日
、
人
口
抑
制
の
指
針
と
な
る
「
行

動
計
画
」
を
採
択
し
た
が
、
会
議
で
は

中
絶
を
め
ぐ
っ
て
「
宗
教
」
が
、
移
民

問
題
で
一
南
北
」
が
対
立
し
、
地
球
を

分
断
す
る
複
雑
な
二
重
対
立
構
造
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
王
庁

（
バ
チ
カ
ン
）
な
ど
が
、
中
絶
な
ど
に

関
す
る
部
分
に
一
部
意
見
留
保
す
る
な

ど
し
た
が
、
爆
発
寸
前
の
人
口
抑
制
と

い
う
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
人
類
共
通
の

危
機
感
が
妥
協
を
促
し
た
と
い
え
る
。

「
中
絶
は
い
か
な
る
場
合
に
も
家
族
計

画
の
手
段
と
し
て
促
進
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
表
現
を
挿
入
し
た
最
終
案

が
ま
と
ま
り
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
政
権
の

イ
ラ
ン
代
表
団
は
「
大
き
な
前
進
だ
」

と
満
足
の
意
を
表
明
し
、
他
の
イ
ス
ラ

ム
諸
国
も
妥
協
に
応
じ
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
争
点
は
「
家
族
再
統

合
の
権
利
」
だ
っ
た
。
年
間
一
億
二
千

万
人
を
超
す
人
々
が
移
民
や
難
民
と
し

て
国
際
的
移
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
彼

ら
が
自
国
か
ら
家
族
を
呼
び
寄
せ
る

「
権
利
」
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
し
た
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
や
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
中
南
米
諸
国
な
ど
約
三
十
カ
国

は
「
家
族
が
共
に
暮
ら
す
権
利
を
保
障

す
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た
。
い
ず
れ
も

貧
し
く
て
失
業
率
の
高
い
「
人
口
輸
出

国
」
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
米
国
、
カ
ナ

ダ
な
ど
先
進
国
は
大
量
の
移
民
が
流
入

し
て
自
国
の
経
済
や
社
会
秩
序
が
崩
壊

す
る
こ
と
を
警
戒
し
て
反
論
を
唱
え
た
。

最
後
に
、
ア
フ
リ
カ
の
ジ
ン
バ
ブ
エ

が
提
出
し
た
妥
協
案
に
基
づ
き
一
（
親

子
が
共
に
暮
ら
す
権
利
を
う
た
っ
た
）

子
供
の
権
利
条
約
を
尊
重
し
、
受
け
入

れ
国
は
家
族
再
統
合
の
重
要
性
を
認
識

す
る
」
と
し
て
決
着
し
た
。

ま
た
、
行
動
計
画
を
実
現
す
る
た
め
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カ
ト
リ
ッ
ク
、
イ
ス
ラ
ム
な
ど
宗
教

勢
力
に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
反
対
運
動

で
揺
れ
た
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
開
発
会

議
が
、
妥
協
の
産
物
の
「
行
動
計
画
」

を
採
択
し
て
、
閉
幕
す
る
。
直
前
に
会

議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
国
が
出
た
り
、

各
国
が
感
情
的
な
非
難
合
戦
に
の
め
り

込
む
な
ど
会
議
に
は
終
始
、
宗
教
と
政

治
的
な
対
立
が
影
を
落
と
し
、
奇
妙
な

勝
者
と
敗
者
を
生
ん
だ
。
発
展
途
上
国

の
人
口
爆
発
を
回
避
し
な
が
ら
、
持
続

可
能
な
開
発
を
進
め
る
と
い
う
二
十
一

の
資
金
に
つ
い
て
は
原
案
で
は
一
各
国

政
府
は
支
出
の
二
○
％
以
上
を
社
会
部

門
に
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の

二
○
％
以
上
を
貧
困
救
済
事
業
に
充
て

る
」
と
具
体
的
な
数
値
が
明
示
し
て

あ
っ
た
ｃ

だ
が
、
反
対
国
の
意
向
を
反
映
し
て

削
除
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
比
率
を
増
加

さ
せ
る
」
と
の
あ
い
ま
い
な
表
現
に
落

ち
着
い
た
。

カ
イ
ロ
会
議
に
見
る

亘
複
雑
辮
訪
訓
總
鮮
盟

「
”
金
持
ち
“
先
進
国
は
強
欲
な
利
己

主
義
者
、
新
植
民
地
主
義
者
に
過
ぎ
な

い
。
カ
イ
ロ
の
人
口
会
議
は
そ
れ
を
証

明
し
た
」
。
行
動
計
画
の
採
択
を
翌
日

に
控
え
た
十
二
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の

総
本
山
バ
チ
カ
ン
の
日
刊
紙
オ
ッ
セ
ル

バ
ト
ー
レ
・
ロ
マ
ー
ノ
は
、
米
国
を
は

じ
め
と
す
る
先
進
諸
国
を
激
し
い
調
子

奇
妙
な
勝
者
と
敗
者

世
紀
に
向
け
た
人
口
問
題
の
処
方
せ
ん

は
、
複
合
化
し
た
要
素
が
絡
み
合
う
中

で
、
具
体
的
な
一
形
」
を
示
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
。

日
本
政
府
代
表
団
は
「
各
陣
営
は
自

分
た
ち
の
主
張
を
最
大
限
、
行
動
計
画

最
終
案
に
盛
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
て
紛

糾
し
た
。
し
か
し
、
人
口
抑
制
は
人
類

共
通
の
課
題
で
あ
り
、
決
裂
を
望
む
国

は
な
い
の
で
妥
協
が
成
立
し
た
。
今

後
、
行
動
計
画
を
着
実
に
実
現
す
る
こ

と
が
各
国
の
課
題
と
な
る
」
と
指
摘
し

て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
一
四
）

十
三
日
に
採
択
し
た
行
動
計
画
を
み

る
と
、
バ
チ
カ
ン
側
で
は
「
人
工
妊
娠

中
絶
は
家
族
計
画
の
一
方
法
で
は
な

い
」
と
の
主
張
が
盛
り
込
ま
れ
た
ほ

か
、
中
絶
容
認
に
つ
な
が
る
表
記
の
一

部
修
正
に
成
功
。
イ
ス
ラ
ム
教
勢
力
は

同
性
愛
を
認
め
る
よ
う
な
表
現
の
削
除

や
、
早
婚
を
否
定
す
る
よ
う
な
表
現
の

で
非
難
し
、
会
議
は
失
敗
だ
っ
た
と
す

る
記
事
を
掲
載
し
た
。

同
じ
日
の
午
後
、
イ
ラ
ン
の
代
表
団

長
ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
シ
ュ
ヒ
リ
師
は
本

会
議
場
で
記
者
会
見
し
、
「
行
動
計
画
の

細
か
な
点
に
不
満
は
残
る
が
、
こ
の
偉
大

で
歴
史
的
な
会
議
に
参
加
で
き
て
と
っ

て
も
満
足
し
て
い
る
」
と
胸
を
張
っ
た
。

人
口
会
議
が
始
ま
る
前
、
バ
チ
カ
ン

と
イ
ス
ラ
ム
教
勢
力
は
、
米
国
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
た
女
性
の
地
位

向
上
を
特
色
と
す
る
行
動
計
画
案
に
対

し
、
「
人
工
中
絶
や
婚
外
交
渉
を
容
認

し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
批
判
、
修
正

を
求
め
る
共
闘
路
線
を
張
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
会
議
が
終
わ
る
こ
ろ
に
な
る

と
、
バ
チ
カ
ン
は
会
議
を
失
敗
と
決
め

つ
け
、
イ
ラ
ン
は
偉
大
な
会
議
と
礼
賛

し
た
。
こ
の
差
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。

「
バ
チ
カ
ン
威
信
失
墜
」

削
除
な
ど
数
項
目
の
修
正
に
成
功
し
た

と
も
に
か
ち
得
た
も
の
は
あ
る
。
た

だ
、
要
求
達
成
度
は
「
大
部
分
の
修
正

に
成
功
し
た
」
（
タ
シ
ュ
ヒ
リ
師
）
と
い

う
イ
ス
ラ
ム
諸
国
に
対
し
、
バ
チ
カ
ン

は
「
ほ
と
ん
ど
先
進
諸
国
に
押
し
切
ら

れ
た
」
と
か
な
り
異
な
る
。
こ
れ
が
両

者
の
会
議
に
対
す
る
評
価
の
差
に
つ
な

が
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
両
者
の
態
度
の
差
は
、
行

動
計
画
の
中
身
か
ら
だ
け
で
は
推
し
量

る
こ
と
の
で
き
な
い
政
治
的
駆
け
引
き

の
結
果
も
影
響
し
て
い
る
。

バ
チ
カ
ン
は
会
議
の
間
中
、
議
論
を

紛
糾
さ
せ
る
役
回
り
を
演
じ
、
先
進
国

は
も
と
よ
り
、
会
議
ホ
ス
ト
国
の
エ
ジ

プ
ト
や
人
口
問
題
の
具
体
的
解
決
を
急

ぐ
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
か
ら
激
し
い
批

判
を
浴
び
た
。

会
議
が
終
盤
に
入
る
に
従
い
、
当
初

バ
チ
カ
ン
を
支
援
す
る
構
え
を
み
せ
て

い
た
ア
ジ
ア
や
中
南
米
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
国
に
さ
え
離
反
の
動
き
が
広
が
り
、

最
後
ま
で
バ
チ
カ
ン
側
に
立
っ
て
い
た

の
は
マ
ル
タ
や
南
米
の
数
カ
国
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
あ
る
西
側
の
外
交
官
は

「
バ
チ
カ
ン
は
人
口
会
議
を
通
じ
、
宗

教
上
の
威
信
と
政
治
的
影
響
力
を
著
し

く
失
墜
し
た
」
と
断
じ
た
。
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こゅうすふお－らむ

｢￣「
移
民
の
家
族
呼
び
寄
せ
は
、
児
童
の

権
利
条
約
に
沿
っ
て
各
国
政
府
が
そ
の

襄
性
を
認
識
す
る
」
ｌ
ジ
ン
バ
ブ

エ
の
妥
協
案
を
反
映
し
た
行
動
計
画
案

を
発
展
途
上
国
が
受
け
入
れ
た
時
、
日

一
方
、
イ
ラ
ン
は
バ
チ
カ
ン
と
連
携

し
な
が
ら
も
、
会
議
遅
延
の
張
本
人
と

な
る
こ
と
は
巧
み
に
避
け
た
。
そ
の
う

え
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
国
と
し
て
の
要
求

は
主
に
ロ
ビ
ー
活
動
を
通
し
て
実
現

し
、
他
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
信
頼
を
勝

ち
得
た
。
さ
ら
に
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

や
ス
ー
ダ
ン
、
レ
バ
ノ
ン
な
ど
会
議
を

ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
国
が
相

次
ぐ
中
で
、
早
々
と
参
加
を
決
め
、
ホ

ス
ト
国
の
エ
ジ
プ
ト
を
歓
喜
さ
せ
た
。

ム
バ
ラ
ク
・
エ
ジ
プ
ト
大
統
領
は
「
イ

ラ
ン
の
会
議
参
加
は
エ
ジ
プ
ト
・
イ
ラ

ン
の
二
国
間
関
係
の
改
善
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
」
と
最
大
限
の
賛
辞
で
イ
ラ

ン
を
持
ち
上
げ
た
。

イ
ス
ラ
ム
世
界
で
の
指
導
的
立
場
の

確
立
と
外
交
上
の
得
点
ｌ
こ
れ
が

株
を
上
げ
た
イ
ラ
ン

具
体

化
ソ、

協
議
継
続

本
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
国
の
政
府
関

係
者
は
ほ
っ
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。

カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
国
連
の
国
際
人
口

開
発
会
議
の
土
壇
場
で
の
こ
と
だ
。

行
動
計
画
案
の
修
正
以
外
に
イ
ラ
ン
が

国
連
人
口
会
議
か
ら
得
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
あ
っ
て
初
め
て
、
イ
ラ
ン

は
「
会
議
は
成
功
」
と
言
え
た
に
違
い

な
い
。

今
回
の
人
口
会
議
は
百
六
十
カ
国
、

約
三
千
人
の
政
府
代
表
団
と
、
こ
れ
を

上
回
る
約
千
二
百
団
体
、
一
万
人
の
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
参
加
し
、
国

家
、
宗
教
、
人
種
の
壁
を
超
え
た
地
球

規
模
で
の
討
議
が
展
開
さ
れ
る
は
ず

だ
っ
た
。
し
か
し
、
ふ
た
を
開
け
る

と
、
国
家
や
宗
教
勢
力
の
利
害
対
立
だ

け
が
目
立
つ
”
偏
狭
な
会
議
“
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
国
連
は
一
体
、
ど
こ
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
間
違
え
て
し
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

（
カ
イ
ロ
Ⅱ
山
田
康
昭
）

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
四
・
九
・
’
四
）

人
工
妊
娠
中
絶
を
め
ぐ
る
バ
チ
カ
ン

の
強
硬
な
姿
勢
に
加
え
、
も
う
ひ
と
つ

の
壁
と
し
て
最
後
ま
で
立
ち
は
だ
か
っ

た
の
は
、
移
民
の
問
題
だ
っ
た
。
移
民

の
出
し
手
で
あ
る
途
上
国
側
が
「
合
法

的
な
移
民
が
家
族
を
呼
び
寄
せ
る
の
は

当
然
の
権
利
」
と
主
張
し
た
の
に
対

し
、
受
け
入
れ
側
の
先
進
国
側
は
徹
底

し
て
反
対
に
回
り
「
権
利
一
と
明
記
す

る
こ
と
を
拒
み
通
し
た
。

十
年
に
一
度
開
か
れ
て
き
た
国
連
の

人
口
会
議
の
歴
史
の
中
で
、
今
回
の
会

議
で
は
初
め
て
移
民
問
題
や
環
境
問
題

と
い
っ
た
国
際
的
、
あ
る
い
は
地
球
規

模
の
問
題
に
光
が
あ
て
ら
れ
た
。
冷
戦

後
の
新
た
な
国
際
問
題
や
地
球
環
境
問

題
の
登
場
が
、
人
口
問
題
を
単
な
る
人

口
の
増
減
の
話
か
ら
、
人
口
増
加
の
も

た
ら
す
影
響
へ
の
問
題
と
深
化
さ
せ
た

の
だ
。

国
連
の
中
位
推
計
（
家
族
計
画
の
普

及
で
出
生
率
低
下
が
今
後
も
続
く
こ
と

を
前
提
）
に
よ
る
と
、
現
在
五
十
六
億

人
の
世
界
人
口
は
二
○
五
○
年
に
百
億

人
台
に
乗
せ
た
あ
と
、
横
ば
い
に
近
い

伸
び
に
落
ち
着
く
。
し
か
し
、
当
面
は

年
間
九
千
四
百
万
人
と
い
う
空
前
の
規

地
球
規
模
の
問
題
に

模
で
増
え
続
け
る
。

「
二
（
）
一
○
年
く
ら
い
ま
で
は
、
毎
年

の
増
加
数
が
非
常
に
大
き
い
。
そ
う
な

る
と
地
球
の
規
模
に
限
界
が
く
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
、
環
境
問
題

の
関
係
者
な
ど
の
間
に
強
い
」
と
今
回

の
会
議
に
出
席
し
た
阿
藤
厚
生
省
人
口

問
題
研
究
所
長
は
指
摘
す
る
。

だ
が
、
会
議
は
新
た
な
問
題
意
識
は

示
し
な
が
ら
も
、
解
決
の
処
方
せ
ん
を

描
け
た
と
は
い
え
な
い
。
会
議
が
採
択

し
た
行
動
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
資
金

目
標
は
、
家
族
計
画
、
エ
イ
ズ
、
女
性

の
出
産
に
ま
つ
わ
る
分
野
が
対
象
で
、

環
境
と
人
口
な
ど
の
新
分
野
は
そ
こ
ま

で
具
体
化
で
き
て
い
な
い
の
が
実
態
だ
。

こ
う
し
た
新
分
野
は
、
今
後
も
別
の

会
議
で
継
続
交
渉
と
な
る
可
能
性
が
強

い
。
九
二
年
の
国
連
環
境
開
発
会
議

（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
を
皮
切
り
に
、
国

連
は
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
を
巻
き

込
み
、
人
類
が
直
面
す
る
共
通
課
題
に
関

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
毎
年
開
い
て
い
る
。

九
三
年
の
世
界
人
権
会
議
、
今
回
の

人
口
会
議
、
来
年
春
の
社
会
開
発
サ

ミ
ッ
ト
と
、
い
ず
れ
も
議
論
の
焦
点
を

た
ぐ
る
と
重
な
る
部
分
は
多
い
。
切
り

口
を
変
え
な
が
ら
同
じ
課
題
を
検
討
し

て
い
る
と
も
い
え
る
。
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今
回
の
カ
イ
ロ
会
議
で
は
、
本
来
の

テ
ー
マ
で
あ
る
人
口
増
加
の
抑
制
に
つ

い
て
も
、
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用

し
脚
光
を
浴
び
た
。
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
と
ラ
イ
ッ
【
性
と
生
殖
に
関

す
る
健
康
と
権
利
）
と
い
う
概
念
だ
。

会
議
の
行
動
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の

人
口
会
議
と
同
様
、
家
族
計
画
の
促
進

を
う
た
っ
て
は
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
家

族
計
画
の
普
及
率
は
、
現
在
の
五
九
％

か
ら
二
十
年
後
に
六
九
％
に
ま
で
上
げ

る
の
が
せ
い
ぜ
い
。
ア
フ
リ
カ
や
南
ア

ジ
ア
で
は
、
家
族
計
画
が
浸
透
し
に
く

い
伝
統
も
み
ら
れ
、
そ
の
効
果
に
は
限

新
し
い
概
念
を
採
用
U正、■■

300

200

伽
億
人

０

1950年７５９０２０００２０２５２０５０２０７５２１００２１２５２１５０
（国連人口塁金|世界人ロ白雷l994jより）

と
は
い
え
、
人
々
の
価
値
観
、
伝

統
、
意
識
の
変
革
が
容
易
で
な
い
の
は

明
ら
か
だ
。
二
○
○
○
年
時
点
で
年
間

五
十
億
ド
ル
と
い
う
実
施
資
金
目
標
に

つ
い
て
も
、
「
古
い
デ
ー
タ
に
基
づ
く

計
算
で
過
小
評
価
さ
れ
て
お
り
、
実
際

に
は
こ
の
倍
は
必
要
だ
声
世
界
保
健
機

構
の
ベ
ル
シ
ィ
ー
母
子
健
康
・
家
族
計

画
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
と
批
判
す
る
専
門

家
も
い
る
。

容
易
で
な
い
意
識
変
革

界
が
あ
る
。

そ
こ
で
女
性
の
地
位
や
教
育
水
準
の

向
上
を
通
じ
、
家
庭
に
お
け
る
女
性
の

発
言
力
を
引
き
上
げ
れ
ば
、
何
人
子
供

を
産
む
か
を
女
性
が
決
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
自
然
に
出
生
率
は
低
下
す
る

と
い
う
の
が
、
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
と
ラ
イ
ッ
｜
の
考
え
方
だ
。

家
族
計
画
に
よ
る
数
量
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
発
想
か
ら
、
家
庭
レ
ベ
ル
で
の
力
関

係
の
変
化
と
い
う
ミ
ク
ロ
的
発
想
重
視

へ
の
転
換
だ
。

米
欧
の
女
性
団
体
は
こ
ぞ
っ
て
こ
れ

を
、
「
女
性
の
権
利
強
化
に
つ
な
が

る
」
と
歓
迎
し
た
ご
女
性
の
地
位
向
上
と

人
口
増
加
の
抑
制
が
、
同
時
に
達
成
で
き

る
い
わ
ば
一
石
二
鳥
の
方
策
で
も
あ
る
。

カ
イ
ロ
で
開
か
れ
て
い
た
国
連
主
催

の
国
際
人
口
・
開
発
会
議
が
十
三
日
、

閉
幕
し
た
。
採
択
さ
れ
た
今
後
二
十
年

間
の
「
行
動
計
画
一
は
、
人
口
増
加
が

環
境
に
与
え
る
影
響
を
重
視
す
る
と
と

も
に
、
女
性
の
自
己
決
定
権
を
保
障
す

る
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ッ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
／

権
利
）
」
と
い
う
新
し
い
概
念
を
、
国

際
社
会
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ

す
。
バ
チ
カ
ン
（
ロ
ー
マ
法
王
庁
）
や

イ
ス
ラ
ム
諸
国
は
「
中
絶
容
認
に
つ
な

が
る
」
と
採
択
で
「
保
留
」
を
連
発
し

た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
人
口
・
健
康

問
題
に
お
け
る
「
女
性
の
人
権
宣
言
」

が
で
き
あ
が
っ
た
。

国
連
の
試
算
だ
と
、
会
議
の
行
動
計

画
を
完
全
実
施
す
れ
ば
、
世
界
人
口
は

二
○
五
○
年
に
七
十
八
億
人
に
と
ど
ま

る
緩
や
か
な
曲
線
を
た
ど
る
。
半
面
、

何
も
手
を
つ
け
ず
に
放
置
し
て
お
く

と
、
百
二
十
五
億
人
に
膨
れ
上
が
る
急

カ
ー
ブ
に
乗
っ
て
し
ま
う
。
ど
ち
ら
の

■闘記

第
三
世
界
の
女
性
に
指
針

カ
イ
ロ
人
口
会
議
の
「
行
動
計
画
』

「
こ
れ
は
中
絶
の
会
議
で
は
な
く
、
人

口
の
会
議
で
す
」
ｌ
行
動
計
画
案
を

検
討
す
る
全
体
委
員
会
で
、
ニ
コ
ラ
ス

・
ビ
ー
グ
マ
ン
副
議
長
（
オ
ラ
ン
ダ
）

は
、
そ
う
皮
肉
っ
た
。

会
議
が
始
ま
る
数
週
間
も
前
か
ら
、

バ
チ
カ
ン
の
批
判
声
明
な
ど
も
あ
り
、

「
中
絶
の
是
非
が
会
議
の
焦
点
」
な
ど

と
報
道
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

本
会
議
で
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
ブ
ル
ン

ト
ラ
ン
ト
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
首
相
の
演
説

も
、
草
案
委
員
会
の
議
論
も
、
記
者
会

見
の
質
問
も
「
中
絶
」
で
始
ま
っ
た
。

会
議
場
の
ホ
ー
ル
で
は
米
国
の
「
胎
児

の
権
利
尊
重
派
」
の
男
性
が
胎
児
の
模

中
絶
含
む
か
巡
り
紛
糾

コ
ー
ス
を
進
む
か
は
、
国
際
社
会
が
今

回
の
会
議
の
結
果
を
ど
う
生
か
す
か
に

か
か
っ
て
い
る
。

（
カ
イ
ロ
Ⅱ
刀
祢
館
久
雄
）

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
四
・
九
・
一
五
）
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こゅうすふお_らむ

型
を
皆
に
見
せ
て
ま
わ
っ
て
ひ
ん
し
ゆ

く
を
買
い
、
隣
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
で
は
「
中
絶

を
女
性
の
選
択
と
し
て
容
認
す
る
派
」

が
毎
日
の
よ
う
に
催
し
を
開
い
て
い
た
。

中
絶
問
題
の
陰
に
隠
れ
て
、
他
の
大

事
な
人
口
問
題
が
見
え
な
く
な
っ
た
と

い
う
批
判
は
あ
る
。
が
、
中
絶
が
会
議

の
焦
点
に
な
る
の
は
や
む
を
得
な
い
面

も
あ
る
。
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
）
の
推
計
で
は
、
年
間
五
千
万
件
の

中
絶
が
あ
り
、
う
ち
一
千
万
件
は
非
合

法
と
い
う
。
非
合
法
ゆ
え
に
正
確
な
統

計
は
な
い
が
、
二
十
万
か
ら
二
十
五
万

人
の
女
性
が
中
絶
が
原
因
で
死
ん
で
い

る
時
、
「
女
性
の
人
権
」
を
考
え
る
会

議
が
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
だ
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ッ
の
討
議
の
際
も
、
中
絶
が
含
ま
れ

る
か
ど
う
か
で
紛
糾
し
た
。
行
動
計
画

の
中
で
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
は
「
単
に
病
気
で
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会

的
に
良
好
な
状
態
」
で
、
「
安
全
で
満

足
な
性
生
活
を
営
め
る
こ
と
、
子
ど
も

を
産
む
か
ど
う
か
、
産
む
な
ら
ば
い

つ
、
何
人
産
む
か
を
決
定
す
る
自
由
を

も
２
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
自
由
の
一
つ
と
し
て
、
「
安
全

で
効
果
的
な
「
出
産
調
整
」
に
つ
い
て

の
情
報
を
得
、
利
用
す
る
権
利
」
を
う

た
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
出
産
調
整
」

と
い
う
用
語
に
バ
チ
カ
ン
な
ど
が
異
議

を
唱
え
た
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
の
定
義
に
よ
れ
ば
中
絶
を
含
ん
で

い
る
た
め
だ
。
用
語
は
「
調
整
出
産
」

に
さ
し
か
え
ら
れ
た
。

他
の
章
で
も
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
や
中
絶
に
関
し
て
は
「
違
法

で
な
い
」
が
一
法
に
反
し
な
い
」
と
書
き

換
え
ら
れ
た
り
、
文
の
前
後
が
入
れ
替
わ

る
だ
け
で
、
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
国
が

反
対
を
引
っ
込
め
た
り
し
た
。
ビ
ー
グ
マ

ン
副
議
長
は
－
私
の
よ
う
な
卑
し
い
心
の

持
ち
主
に
は
、
そ
の
微
妙
な
違
い
は
わ
か

ら
な
い
」
と
、
玉
虫
色
の
解
釈
が
で
き
る

言
葉
の
一
魔
術
一
を
茶
化
し
た
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ッ
は
、
多
く
の
第
三
世
界
の
女
性
た

ち
が
奪
わ
れ
続
け
て
き
た
権
利
だ
。
妊

娠
・
出
産
へ
の
社
会
的
圧
力
や
中
絶
、

さ
ら
に
避
妊
の
強
制
や
そ
の
副
作
用
に

関
し
、
被
害
を
最
も
被
っ
て
き
た
の

は
、
第
三
世
界
の
貧
し
い
女
性
で
あ
る
。

「
女
性
は
貧
困
の
中
の
最
貧
層
を
形
成

「
出
産
調
整
」
に
異
蟻

し
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
女
性
に
対

す
る
差
別
の
撤
廃
が
、
貧
困
撲
滅
の
、

持
続
可
能
な
発
展
の
前
提
条
件
で
あ

る
」
と
同
計
画
は
示
し
て
い
る
。

東
西
冷
戦
終
結
後
の
、
国
際
社
会
の

主
要
課
題
は
南
北
問
題
、
中
で
も
地
球

規
模
で
の
環
境
、
開
発
、
そ
し
て
人
口

の
問
題
で
あ
る
。
開
発
や
経
済
発
展

は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め

の
生
活
の
質
の
向
上
の
た
め
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
会
議
で

も
「
第
三
世
界
の
人
口
爆
発
一
を
理
由

に
、
「
第
三
世
界
の
人
口
を
い
か
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
」
と
い
う
視
点
だ

け
で
語
ら
れ
る
議
論
が
多
か
っ
た
。

「
こ
れ
は
人
口
問
題
の
責
任
を
南
、
特

に
南
の
女
性
に
負
わ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
だ
。
北
に
住
む
十
億
人
は
、
南
に
住

む
四
十
億
人
の
四
倍
、
｜
人
あ
た
り
に

し
て
十
六
倍
の
資
源
を
浪
費
し
て
い

る
。
五
人
中
四
人
が
南
に
住
ん
で
い
る

の
で
は
な
く
、
地
球
資
源
の
五
単
位

中
、
四
単
位
が
北
で
消
費
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
」
と
、
南
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代

表
は
、
「
北
」
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

個
人
の
側
か
ら
告
発

世
界
銀
行
・
国
際
通
貨
基
金
に
よ
る

構
造
調
整
政
策
や
多
国
籍
企
業
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
き
た
「
開
発
」
が
、
環
境

を
破
壊
し
、
貧
富
の
差
を
拡
大
し
て
き

た
の
も
事
実
だ
。
そ
う
し
た
マ
ク
ロ
の

経
済
体
制
に
苦
し
ん
で
き
た
ミ
ク
ロ

の
、
つ
ま
り
「
人
間
と
し
て
の
個
人
」

の
側
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
や
告
発
の

声
が
、
国
際
社
会
に
大
き
く
影
響
を
与

え
出
し
た
の
が
、
’
九
九
二
年
、
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
の
「
環
境
と
開
発
に

関
す
る
国
連
会
議
罠
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）

へ
の
過
程
で
だ
っ
た
。

今
回
の
行
動
計
画
は
条
約
で
は
な

く
、
拘
束
力
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

カ
イ
ロ
文
書
が
「
最
後
の
植
民
地
」
と

呼
ば
れ
る
差
別
に
苦
し
む
女
性
た
ち
、

と
り
わ
け
第
三
世
界
の
女
性
た
ち
に

と
っ
て
、
も
つ
意
味
は
大
き
い
。
「
各
国

政
府
も
国
際
機
関
も
、
国
際
社
会
へ
の

約
束
と
し
て
非
常
に
大
き
な
道
義
的
責

任
を
背
負
っ
た
。
民
衆
の
側
に
と
っ
て

も
政
府
に
約
束
の
履
行
を
迫
る
強
力
な

根
拠
に
な
る
」
と
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
中

村
恭
一
・
広
報
官
は
語
る
。
リ
オ
か
ら

カ
イ
ロ
へ
、
そ
し
て
カ
イ
ロ
か
ら
北
京

の
世
界
女
性
会
議
（
来
年
九
月
）
へ
、

歩
み
は
続
く
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
二
五
）
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地
球
上
の
人
間
の
数
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
が
も
た
ら
す
環
境
破
壊
も
考
え
て

人
口
政
策
に
取
り
組
む
ｌ
国
連
の
国
際

人
口
・
開
発
会
議
で
、
こ
ん
な
合
意
が
生

ま
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
議
論
の
上
士
ロ
と
な

る
人
口
と
環
境
の
関
係
は
、
ま
だ
不
透

明
な
ま
ま
だ
。
環
境
問
題
の
責
任
を
、

人
口
爆
発
の
波
に
直
面
し
た
開
発
途
上

国
に
押
し
付
け
る
だ
け
に
な
ら
な
い
か
。

そ
ん
な
反
発
も
「
南
」
側
に
は
あ
る
。

「
そ
も
そ
も
歴
史
的
に
言
え
ば
…

…
」
。
壇
上
の
米
国
代
表
団
を
前
に
、

ア
フ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
持
論

を
展
開
し
た
。
「
欧
州
の
発
展
と
白
人
支

配
は
産
業
革
命
時
代
の
人
口
爆
発
が
も

と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
ど
う

考
え
る
か
」

会
議
五
日
目
、
環
境
問
題
で
各
国
の

合
意
が
ほ
ぼ
で
き
た
こ
と
を
受
け
て
、

米
国
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
（
一
九
九
二
年
の

地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
で
は
、
環
境
と
開
発
が

主
な
テ
ー
マ
で
人
口
は
陰
に
隠
れ
て
い
た

が
、
カ
イ
ロ
で
は
人
口
と
環
境
、
開
発
を

一
く
く
り
で
検
討
で
き
た
」
と
、
勝
利
宣

‐

「
工
業
国
こ
そ
環
境
破
壊
」

南
、
人
口
爆
発
批
判
に
反
発

言
と
も
い
え
る
会
見
を
し
た
。
そ
れ
に

水
を
差
す
よ
う
な
こ
の
質
問
に
、
代
表

団
側
は
真
正
面
か
ら
答
え
な
か
っ
た
。

途
上
国
で
つ
く
る
「
七
十
七
カ
国
グ

ル
ー
プ
」
は
、
行
動
計
画
の
前
文
に

一
途
上
国
は
、
な
お
深
刻
な
経
済
困
難
に

直
面
し
て
い
る
」
な
ど
の
表
現
を
付
け
加

え
る
よ
う
に
修
正
券
求
め
た
。
そ
の
背
景

に
「
環
境
を
台
な
し
に
し
た
の
は
、
先

に
工
業
化
を
進
め
た
国
で
は
な
い
か
。
つ

け
を
、
途
上
国
に
人
口
抑
制
で
支
払
わ
せ

る
の
か
」
と
い
う
複
雑
な
感
情
が
見
て

と
れ
る
。
行
動
計
画
で
は
、
環
境
の
影

響
評
価
に
人
口
統
計
を
組
み
込
む
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
だ
が
、
人
口
増
が

環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
は
っ

き
り
し
た
証
拠
は
ま
だ
な
い
。

言
葉
ば
か
り
が
先
行
す
る
論
議
に
分

析
の
メ
ス
を
入
れ
た
の
は
、
米
国
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
大
の
プ
レ
ス
ト
ン
教
授
。

本
会
議
場
近
く
で
開
か
れ
た
民
間
団
体

の
講
演
会
で
、
試
算
を
発
表
し
た
。

地
球
の
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化

炭
素
放
出
量
の
増
加
分
の
う
ち
、
人
口
増

国
連
の
「
国
際
人
口
・
開
発
会
議
」

は
、
世
界
人
口
に
関
す
る
行
動
計
画
を

採
択
し
て
閉
幕
し
た
。
「
人
口
問
題
解

決
の
カ
ギ
は
女
性
が
握
る
」
と
い
う
国

が
直
接
も
た
ら
す
も
の
の
割
合
を
八
○
‐

九
○
年
の
統
計
で
は
じ
き
出
す
と
、
た
っ

た
一
二
％
・
人
口
増
が
技
術
力
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
よ
う
な

間
接
的
な
寄
与
を
含
め
て
も
二
五
％
程

度
に
し
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
だ
。

「
七
五
％
は
豊
か
さ
や
技
術
力
の
せ

い
。
人
口
は
わ
き
役
に
過
ぎ
な
い
」

逆
に
、
環
境
問
題
が
人
口
に
与
え
る
影

響
は
、
目
に
見
え
る
形
で
表
れ
て
い
る
。

別
の
団
体
主
催
の
講
演
会
で
、
英

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
グ
リ
ー
ン
カ

レ
ッ
ジ
の
マ
イ
ヤ
ー
ズ
客
員
研
究
員

は
、
水
害
、
干
害
、
土
壌
侵
食
、
森
林

破
壊
な
ど
環
境
の
悪
化
が
も
と
で
土
地
を

奪
わ
れ
る
「
環
境
難
民
」
は
く
工
二
千
四

「
人
口
や
開
発
の
問
題
を
議
論
す
る
国
際
舞
台
で
、
こ
れ
ほ
ど
女
性
が
主
役
に

田岡誼途
上
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
調
必
要

人
口
会
議
閉
幕

主
役
務
め
た
女
性
・
南
北
の
壁
打
破
を

際
的
な
合
意
は
で
き
た
が
、
先
進
国
と

途
上
国
の
間
の
ズ
レ
は
小
さ
く
な
い
。

（
生
活
情
報
部
永
峰
好
美
）

百
万
人
余
り
い
る
が
、
今
世
紀
末
に
は
倍

増
す
る
と
の
予
測
を
し
た
。
来
世
紀
半
ば

に
は
地
球
の
温
暖
化
が
海
面
の
上
昇
な
ど

を
引
き
起
こ
し
て
一
億
五
千
万
人
の
難
民

が
現
れ
る
、
と
も
い
う
。

農
地
喪
失
に
よ
る
食
糧
難
や
難
民
の

急
増
は
先
進
工
業
国
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
る
。

プ
レ
ス
ト
ン
教
授
は
「
人
口
抑
制

は
、
費
用
の
割
に
効
果
的
な
二
酸
化
炭

素
排
出
抑
制
策
だ
と
す
る
試
算
も
あ

る
’
一
と
指
摘
し
た
。
も
し
「
安
上
が

り
」
を
求
め
て
、
工
業
国
が
自
身
の
環

境
保
全
を
怠
る
と
、
途
上
国
の
不
満
は

さ
ら
に
高
ま
り
そ
う
だ
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
’
五
）

I
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こゅうすふお－らむ

な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
」
。
十
三
日
、
会
議
閉
幕
に
あ
た
っ

て
本
会
議
場
の
演
台
に
立
っ
た
、
ナ

フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク
同
会
議
事
務
局
長

は
、
百
八
十
か
国
余
の
政
府
代
表
団
を

前
に
、
感
慨
深
げ
に
語
り
か
け
た
。

サ
デ
ィ
ク
局
長
は
イ
ス
ラ
ム
の
国
パ

キ
ス
タ
ン
出
身
の
女
医
。
開
幕
前
か

ら
、
会
議
の
論
点
が
中
絶
の
是
非
に
傾

き
、
宗
教
的
・
倫
理
的
に
中
絶
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
や

イ
ス
ラ
ム
諸
国
か
ら
の
個
人
攻
撃
を
受

け
て
い
た
ｃ

だ
が
、
開
幕
の
五
日
に
始
ま
っ
た
政

府
代
表
演
説
で
、
強
力
な
”
応
援
団
〃

が
付
い
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ブ
ル
ン
ト

ラ
ン
ト
、
パ
キ
ス
タ
ン
・
プ
ッ
ト
の
二

人
の
女
性
首
相
で
あ
る
。
プ
ル
ン
ト
ラ

ン
ト
首
相
は
「
非
合
法
な
中
絶
で
命
を

落
と
す
女
性
の
存
在
を
見
過
ご
そ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
の
社
会
の
道
徳
・
倫

理
観
は
偽
善
で
あ
る
一
と
言
い
切
り
、

プ
ッ
ト
首
相
は
「
国
家
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
過
激
発
言
を
す
る
少
数
派
の
圧
力

で
政
策
を
後
退
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
一

と
強
調
し
た
。

本
会
議
と
並
行
し
て
開
か
れ
た
市
民

版
の
人
口
会
議
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動

団
体
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
、
女
性
の
活

ｌ
‐
－
‐
１
－
－
１
１
－
‐
‐
－
‐
－
１
‐
－
－
‐
－
‐
１
１
‐
‐
１
１
－
１
－
－
－
‐
－
１
－
－
－
－
－
‐
１
－
－
－
‐
－
－
‐
１
－
‐
‐
－
１
－
‐
－
‐
ｌ
‐
‐
‐
．
‐
．
‐
‐
．
‐
‐
‐
‐
－
－
－
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
‐
．
．
．
．
．
．
‐
‐
‐
‐
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
．
．
‐
‐
ｌ
‐
‐
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
‐
‐
‐
‐
－
１
‐
－
－
１

躍
ぶ
り
が
目
立
っ
た
。
六
千
人
を
超
え
る

参
加
者
の
約
七
割
左
安
性
が
占
め
た
。

議
論
の
焦
点
に
な
っ
た
７
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
（
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
／
権
利
）
は
、
子

供
を
産
む
か
産
ま
な
い
か
、
ど
ん
な
避

妊
方
法
を
取
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
個

人
の
選
択
の
自
由
を
保
障
す
る
新
概
念

だ
が
、
女
性
に
と
っ
て
は
自
分
自
身
の

問
題
で
も
あ
り
、
会
議
へ
の
関
心
が
強

か
っ
た
よ
う
だ
。

各
国
の
女
性
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
会
議
開
催

中
、
「
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
コ
ー
カ
ス
」
と

い
う
横
断
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、

毎
朝
定
例
会
合
を
持
ち
、
各
国
政
府
へ

の
ロ
ビ
ー
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

た
。
日
本
か
ら
も
「
女
性
と
健
康
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
｜
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
。

全
休
会
合
で
の
基
本
的
な
主
張
は
、

「
国
家
政
策
で
女
性
の
か
ら
だ
を
支
配

し
な
い
で
。
女
性
に
は
選
ぶ
自
由
が
あ

る
」
と
い
う
も
の
だ
。

「
女
性
」
と
い
う
共
通
点
で
成
立
し
た

連
帯
だ
が
、
会
議
後
半
に
、
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
の
途
上
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
不

満
の
声
が
漏
れ
始
め
た
。
「
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
の
主
張
に
異
論
は

な
い
が
、
そ
れ
以
前
の
問
題
が
あ
る
。

社
会
の
貧
困
、
経
済
的
自
立
、
出
稼
ぎ

①
地
球
環
境
問
題
や
人
口
爆
発
を
背

景
に
、
「
持
続
可
能
な
発
展
」
が
世
界
秩

序
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
実
現
に
は
、
率
先
し
て
環
境
保
全

的
な
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
な
ど
、
日
本
を
は
じ
め
、
先
進
国
が

労
働
者
の
人
権
は
ｌ
先
進
国
は
こ

れ
ら
を
真
剣
に
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の

か
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
台
所
事
情
ひ
と

つ
を
見
て
も
、
途
上
国
団
体
は
火
の
車

だ
Ｃ
資
料
一
枚
の
コ
ピ
ー
に
財
布
の
中

身
と
相
談
し
、
帰
国
用
の
旅
費
の
た
め

に
手
作
り
の
民
族
衣
装
を
売
っ
て
い

る
。
国
や
財
団
か
ら
の
多
額
な
寄
付
を

使
っ
て
、
分
厚
い
資
料
を
無
料
配
布
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、

各
国
の
経
済
状
態
を
反
映
し
て
い
る
。

「
女
性
」
と
い
う
同
じ
立
場
で
も
超
え
ら

れ
な
い
南
北
の
壁
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
壁
を
崩
す
方
法
を
提

案
し
た
い
。
一
つ
は
、
日
本
の
女
性
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
、
ア
ジ
ア
の
途
上
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

酉
持
続
発
展
、
先
進
国
が
先
導
を

日
本
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
調
必
要

果
た
す
役
割
が
大
き
い
。

②
環
境
問
題
や
人
口
問
題
に
関
し
て

国
際
的
な
合
意
を
見
い
だ
す
こ
と
は
容

易
で
な
い
。
し
か
し
最
近
、
非
政
府
組

織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
国
際
的
合
意
を
促
進

す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
る
。
国
際

と
の
協
力
関
係
を
深
め
、
日
本
へ
の
出

稼
ぎ
労
働
者
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
議

論
を
ま
と
め
上
げ
、
国
際
的
な
発
言
力

を
強
め
る
こ
と
。

も
う
一
つ
。
日
本
政
府
が
決
め
た
、

人
口
と
エ
イ
ズ
問
題
の
解
決
に
向
け
た

こ
の
先
六
年
間
、
三
十
億
ド
ル
の
途
上

国
援
助
に
関
し
て
、
現
地
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
す
る
際
に
、
女
性
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
参
加
を
積
極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

会
議
に
参
加
し
た
河
野
外
相
も
一
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
重
要
性
が
こ
の
会
議
で
よ
く
確
認

で
き
た
一
と
発
言
し
て
い
る
が
、
各
国

の
女
性
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、

現
場
の
事
情
に
熟
知
し
て
い
る
の
は
彼

女
た
ち
な
の
だ
か
ら
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
’
六
）
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が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的
な

外
交
テ
ー
マ
で
南
北
問
題
が
重
要

な
要
素
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
は
一
層

大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
我

が
国
に
お
い
て
も
、
十
分
な
専
門

性
を
身
に
つ
け
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
育
つ
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の

た
め
の
基
露
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
．

｜
九
九
四
・
九
二
七
）

り
、
国
際
社
会
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ

う
。
同
時
に
、
そ
れ
が
我
が
国
の
立
場

を
国
際
合
意
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
合
意
形

成
の
流
れ
を
よ
く
把
握
し
て
お
く
必
要

と
が
議
論
さ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

の
資
金
提
供
や
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
平
和
維
持
活

動
）
な
ど
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
環
境
や
人
口
な
ど
地
球
規
模
の
問

題
を
協
議
す
る
場
に
ま
ず
参
加
し
、
広

い
視
野
に
立
っ
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

こ
そ
が
、
よ
り
基
本
的
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
味
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
行

動
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
初
め
て
各
国

か
ら
「
貢
献
」
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

》
ヨ
、
Ｗ
Ｄ
Ｃ
胡
⑰

耶
皿
ｏ

症

３
。
１
６

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
男
女
と
も
ま

た
延
び
、
世
界
最
長
寿
を
更
新
し
た
こ

と
が
十
四
日
厚
生
省
が
発
表
し
た
二

九
九
三
年
簡
易
生
命
表
」
で
分
か
っ

た
。
男
女
の
寿
命
の
差
は
六
・
二
六
歳

で
、
こ
れ
も
過
去
最
高
。
ま
た
、
男
性

の
死
因
別
死
亡
確
率
で
は
肺
炎
・
気
管

支
炎
が
初
め
て
三
位
に
入
り
、
「
三
大
死

因
」
の
う
ち
脳
血
管
疾
患
が
外
れ
た
。

九
三
年
の
簡
易
表
に
よ
る
と
、
女
性

の
平
均
寿
命
は
八
二
・
五
一
歳
で
前
年

（
八
二
・
二
一
一
歳
）
よ
り
○
・
一
一
九
歳
延

産悪君四
口
Ｉ
『

５巳
、

『
】
【
】

世
界
最
長
寿
ま
た
更
新

Ｕ
曰

？
「
ロ
６

女
性
八
一
一
・
五
一
歳
／
男
性
七
六
・
二
五
歳

国
立
予
防
衛
生
研
究
所
エ
イ
ズ
研
究

セ
ン
タ
ー
の
武
部
豊
エ
イ
ズ
疫
学
室
長

と
米
防
疫
セ
ン
タ
ー
の
Ｂ
・
ウ
ェ
ガ

び
た
。
男
性
も
七
六
・
二
五
歳
で
前
年

（
七
六
・
○
九
歳
）
よ
り
○
・
一
六
歳
延

び
た
。
男
女
の
差
は
六
・
二
六
歳
（
前

年
六
・
｜
三
歳
）
に
広
が
っ
た
。

女
性
は
フ
ラ
ン
ス
（
八
○
・
九
四
歳
）
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
（
八
○
・
八
九
）
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
（
八
○
・
七
九
歳
）
な
ど
を

一
・
五
歳
以
上
引
き
離
し
て
一
位
。
男
性

も
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
（
七
五
・
七
四
）
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
（
七
五
・
三
五
歳
）
な
ど
を

抑
え
て
世
界
最
長
寿
を
保
っ
た
。

九
三
年
に
生
ま
れ
た
人
の
う
ち
八
十

歳
ま
で
生
存
が
予
想
さ
れ
る
割
合
は
男

四
七
・
七
％
、
女
六
九
・
三
％
で
、
い
ず

れ
も
過
去
三
十
年
間
で
約
二
倍
に
増
え

た
。
ま
た
、
九
三
年
に
生
ま
れ
た
人
の

■鍼
多
様
化
す
る
感
染
経
路

ア
ジ
ア
の
エ
イ
ズ
分
析

男
の
平
均
寿
命
は
九
・
一
五
歳
、
女
は

八
・
八
二
歳
も
延
び
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
七
・
’
五
）

悪
性
新
生
物
（
か
ん
）
、
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
の
こ
と
。
一
一
一
○
年
前
は
男

女
と
も
脳
血
管
疾
患
が
ト
ッ
プ
で
全
死

因
の
約
三
割
を
占
め
て
い
た
。
同
疾
患

の
予
防
や
治
療
が
進
み
、
平
均
寿
命
が

延
び
た
と
も
い
わ
れ
る
。
九
三
年
簡
易

表
で
は
、
三
大
疾
患
が
克
服
さ
れ
れ
ば

ニ
ー
博
士
ら
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は

ア
ジ
ア
地
域
で
の
エ
イ
ズ
・
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
の
特
徴
を
分
析
し
、
ウ
イ

半
数
は
男
で
七
九
・
三
五
歳
、
女
は
八

五
・
二
七
歳
ま
で
生
存
す
る
と
予
想
さ

れ
る
。

死
因
別
死
亡
確
率
で
は
、
男
は
悪
性

新
生
物
（
が
ん
）
、
心
疾
患
、
肺
炎
・

気
管
支
炎
が
上
位
を
占
め
、
女
は
心
疾

患
、
悪
性
新
生
物
、
脳
血
管
疾
患
の
順

だ
っ
た
。

三
大
死
因

7６
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にゅうすふぉ－らむ

アジアにおけるエイズ・ウイルスの分布と伝わった経路

ル
ス
の
広
が
り
を
示
す
地
図
を
作
っ

た
ｃ
八
月
七
日
か
ら
構
瘡
際
市
で
開
か
れ
る

第
十
｛
四
国
際
エ
イ
ズ
会
議
で
発
表
す
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
は
ｌ
型
と
２
型
の
二
タ
イ

プ
が
あ
る
。
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る

１
型
は
少
な
く
と
も
Ａ
か
ら
Ｅ
の
五
つ

国
司
正
風

凶
呵
６

jiiii

の
サ
ブ
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

同
グ
ル
ー
プ
は
タ
イ
で
流
行
し
て
い

る
ｌ
型
の
特
徴
を
調
べ
た
。
性
行
為
に

よ
る
感
染
者
の
多
く
が
「
タ
イ
Ａ

型
」
、
注
射
薬
物
乱
用
者
の
多
く
は

「
タ
イ
Ｂ
型
」
に
感
染
。
タ
イ
Ｂ
型
は

叢
愚
４８

閻

ア
⑲
甸
騨
鰯
騨
、

〃
ａ

に
感
染
。
タ
イ
Ｂ
型
は

欧
米
で
流
行
し
て

い
る
サ
ブ
タ
イ
プ

Ｂ
、
タ
イ
Ａ
型
は

サ
ブ
タ
イ
プ
Ｅ
に

分
類
さ
れ
た
。

日
本
で
は
、
血

液
製
剤
や
性
行
為

に
よ
る
感
染
で
、

米
国
由
来
の
サ
ブ

タ
イ
プ
Ｂ
が
広

が
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
武
部
室
長

な
ど
の
調
査
で
、

日
本
人
男
性
や
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
日

本
に
来
て
い
る
女

性
に
タ
イ
Ａ
型
が

見
つ
か
っ
た
。

（
毎
日
新
聞

一
九
九
四
・

七
・
二
六
）

毎
日
新
聞
が
十
六
歳
か
ら
四
十
九
歳

ま
で
の
女
性
約
四
千
人
を
対
象
に
先
月

厚
生
省
の
エ
イ
ズ
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

委
員
会
（
塩
川
優
一
委
員
長
）
は
、
今

年
五
、
六
月
の
二
カ
月
間
に
報
告
さ
れ

た
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
ｌ
Ｖ
）
感
染

者
と
患
者
数
は
七
十
一
人
で
、
う
ち
日

本
人
は
四
十
六
人
と
過
去
最
高
を
記
録

し
た
こ
と
を
公
表
し
た
。
外
国
人
の
感

染
者
は
減
っ
て
い
る
が
、
日
本
人
患
者

・
感
染
者
は
三
回
連
続
で
過
去
最
高
を

記
録
し
、
国
内
で
増
え
続
け
て
い
る
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
。

委
員
会
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
患
者

豆
子
育
て
負
担
、
教
育
費
が
一
番

少
子
化
に
つ
な
が
る

炉=面

ＨＩＶ感染

患者71人

日本人､また記録更新

実
施
し
た
第
二
十
二
回
全
国
家
族
計
画

世
論
調
査
に
よ
る
と
、
「
子
育
て
で
大

・
感
染
者
の
う
ち
男
性
は
三
十
七
人
で

女
性
は
九
人
。
男
性
は
前
回
と
同
数
だ

が
、
女
性
は
過
去
最
高
の
数
字
と
な
っ

た
。
同
省
は
、
こ
れ
ま
で
女
性
は
検
査

を
受
け
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
が
、
今
後

は
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
。

ま
た
、
十
人
目
の
母
子
感
染
が
報
告

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
異
性
間
の
性
交
渉

と
し
て
は
最
年
少
の
十
六
歳
の
女
性
が

感
染
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

日
本
人
患
者
・
感
染
者
を
年
齢
別
に

み
る
と
、
三
十
歳
代
が
最
も
多
く
十
六

人
で
、
四
十
歳
代
は
十
五
人
、
二
十
歳

代
と
五
十
歳
以
上
が
そ
れ
ぞ
れ
七
人
ず

つ
と
な
っ
て
い
る
。
感
染
場
所
も
日
本

人
男
性
の
七
割
以
上
、
女
性
の
九
割
近

く
が
国
内
で
感
染
し
て
い
る
。
感
染
原

因
は
四
割
以
上
が
異
性
と
の
性
交
渉
だ

が
、
同
性
愛
の
男
性
二
十
人
も
感
染
し

て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
。
七
・
二
七
）
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変
な
も
の
」
（
複
数
回
答
）
は
「
教
育
に

お
金
が
か
か
る
一
五
七
・
三
％
が
ト
ッ

プ
で
、
前
々
回
一
九
九
○
年
の
ト
ッ
プ

「
進
学
や
し
つ
け
な
ど
気
苦
労
が
多

い
」
と
逆
転
し
た
。
既
婚
者
の
子
供
が

欲
し
く
な
い
理
由
（
同
）
も
「
教
育
費

な
ど
の
お
金
が
か
か
る
」
が
三
三
・
四

％
あ
り
、
｜
欲
し
い
だ
け
産
ん
だ
か

ら
」
四
一
・
二
％
に
次
い
だ
。
家
計
で

子
供
に
か
か
る
費
用
（
同
）
も
、
学

費
、
学
習
塾
な
ど
の
教
育
費
が
断
ト
ツ

で
、
働
く
理
由
（
同
）
も
「
子
供
の
教

育
費
を
得
る
た
め
」
が
二
四
・
二
％
で

依
然
ト
ッ
プ
だ
。
教
育
費
が
家
計
に
重

く
の
し
か
か
り
、
少
子
化
傾
向
の
原
因
に

な
っ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

調
査
は
、
毎
日
新
聞
社
人
口
問
題
調

査
会
（
会
長
・
小
池
唯
夫
社
長
）
が
日

本
家
族
計
画
連
盟
、
日
本
家
族
計
画
協

会
、
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
の
協
力
で

実
施
し
た
。
五
○
年
以
来
ほ
ぼ
二
年
ご
と

に
調
査
、
昨
年
国
連
人
口
徴
を
受
け
た
。

今
回
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
人
口
問

題
の
専
門
家
は
、
女
性
の
高
学
歴
化
、

未
婚
女
性
の
高
年
齢
化
、
経
済
的
自
立

と
併
せ
考
え
る
と
、
出
生
率
低
下
は
な

お
続
く
と
分
析
し
て
い
る
。

最
近
の
少
子
化
傾
向
に
つ
い
て
「
非

常
に
心
配
」
（
一
三
・
一
％
言
少
し
心
配
」

総
務
庁
が
三
十
日
発
表
し
た
住
民
基

本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
移
動
状
況
調
査

に
よ
る
と
、
一
九
九
三
年
度
の
東
京
圏

（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千

葉
県
）
の
人
口
は
、
五
四
年
の
調
査
開

始
以
来
初
め
て
転
出
者
が
転
入
者
を
上

回
っ
た
。
地
価
高
騰
や
不
況
の
影
響
を

受
け
、
東
京
圏
全
体
に
雇
用
の
場
や
住

宅
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と

な
ど
が
要
因
と
み
ら
れ
る
。
東
京
圏
へ

の
人
口
集
中
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
結

果
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（
六
四
・
六
％
）
を
合
わ
せ
て
七
七
・
七

％
が
心
配
し
て
い
る
。
過
去
の
デ
ー
タ

と
比
較
す
る
た
め
、
既
婚
の
女
性
を
見

る
と
、
心
配
し
て
い
る
率
は
、
九
○
年

七
○
・
八
％
、
九
二
年
七
五
・
三
％
、
今

回
八
○
・
一
％
と
約
五
ポ
イ
ン
ト
ず
つ

増
え
て
い
る
。

そ
の
理
由
（
複
数
回
答
）
は
①
「
若

い
人
が
少
な
く
な
り
、
社
会
の
活
力
が

な
く
な
る
」
五
一
・
六
％
、
②
「
年
金

の
負
担
が
大
き
く
な
る
」
三
五
・
九
％
、

四ｍ

93年度人口

移動調査

東
京
圏
初
の
転
出
超
過

地
価
高
騰
や
不
況
が
響
く

東
京
圏
で
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
都
は

八
五
年
を
除
け
ば
、
六
七
年
以
来
、

ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
の
進
展
で
転
出
超
過

が
続
い
て
き
た
が
、
東
京
都
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
他
の
三
県
の
転

入
超
過
数
が
上
回
り
、
全
体
で
は
転
入

超
過
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
三
県

の
転
入
超
過
数
も
八
七
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
て
き
た
た
め
、
全
体
と
し
て
も

転
出
超
過
と
な
っ
た
。

九
三
年
度
の
人
口
移
動
状
況
調
査
に

よ
る
と
、
東
京
圏
の
転
入
者
は
五
十
四

万
五
千
五
百
人
で
前
年
度
比
三
万
九
千

③
「
お
年
寄
り
を
介
護
す
る
負
担
が
大

き
く
な
る
」
三
二
・
八
％
ｌ
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
国
の
対
応
は
「
個
人

の
問
題
な
の
で
、
国
が
直
接
出
生
増
加

の
音
頭
を
と
る
の
は
お
か
し
い
」
が
六

七
・
四
％
で
一
国
は
積
極
的
に
出
生
増

加
の
た
め
の
施
策
を
進
め
た
方
が
よ

い
一
二
九
・
七
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
七
・
二
七
）

東京圏 名古屋圏・大阪圏の転入超過数の推移｜
朋
畔
度
人
口
移
動
調
査
一
・

人
減
。
一
方
、
転
出
者
は
五
十
五
万
五

百
人
で
、
前
年
度
比
千
人
増
加
。
こ
の

結
果
、
五
千
人
の
転
出
超
過
と
な
っ

た
。

｜
方
、
大
阪
圏
（
大
阪
府
、
京
都

府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
）
は
転
入
者
が

二
十
五
万
九
千
人
で
前
年
度
比
千
人

減
、
名
古
屋
圏
（
愛
知
県
、
岐
阜
県
、

三
重
県
）
も
十
五
万
一
千
人
で
同
五
千

二鬘ｉｌ:fLif
を

６
４
２
０
８
６
４
２
０
２
４

１
１
１
１

⑤
Ｑ

転
入
超
過
数
（
万
人
）

１９B４Ｂ５ ８６ ８７ 93年度8８８９ 9０９１ 9２
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こゅうすふお－らむ

①
経
済
的
要
因
の
影
響
で
、
出
生
率

の
低
下
は
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
ス

ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
。
経
済
が
豊
か

に
な
る
と
、
女
性
の
職
場
進
出
が
高
ま

り
、
ま
た
教
育
費
や
住
居
費
が
高
騰
し
、

そ
の
結
果
出
生
率
が
低
下
す
る
た
め
だ
。

②
わ
れ
わ
れ
の
予
測
で
は
合
計
特
殊

出
生
率
（
女
性
一
人
が
生
涯
に
生
む
平

均
の
子
供
数
）
は
二
○
二
年
に
は
、

か
し
、
転
出
状
況
を
み
る
と
、
大
阪
圏

は
二
十
八
万
三
千
人
で
同
二
千
人
減
、

名
古
屋
圏
は
十
四
万
八
千
人
で
同
五
千

人
減
で
、
東
京
圏
だ
け
が
転
出
者
増
と

な
っ
た
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
宮
城
、
福

岡
両
県
で
は
、
転
入
超
過
数
が
、
そ
れ

ぞ
れ
六
千
四
百
人
（
前
年
度
六
千
百

人
）
、
一
万
一
千
六
百
人
（
同
一
万
一

千
二
百
人
）
と
前
年
度
よ
り
増
え
て
お

り
、
Ｕ
タ
ー
ン
現
象
な
ど
も
手
伝
い
、

地
方
の
中
核
都
市
へ
の
人
口
分
散
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

人
減
と
な
っ
て
お
り
、
大
都
市
圏
で
は

共
通
し
て
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
し

■悪五

二
○
二
年
、
生
涯

働
く
女
性
急

で
一
・
三
人
の
出
生

増
で
急
低
下

厚
生
省
の
低
位
推
計
す
ら
下
回
る
一
・

三
○
に
ま
で
低
下
す
る
。

③
こ
の
結
果
、
二
○
二
五
年
総
人
口

は
一
億
一
千
五
百
七
十
五
万
人
で
、
厚

生
省
の
中
位
推
計
よ
り
約
一
千
万
人
、

低
位
推
計
よ
り
約
二
百
五
十
万
人
少
な

い
。
現
在
の
よ
う
な
経
済
環
境
が
続
く
以

上
、
出
生
率
の
回
復
は
あ
り
え
な
い
。

総
務
庁
で
は
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

世
代
の
大
学
進
学
な
ど
が
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
、
東
京
圏
の
大
学
生
が
減
っ
た
と
み

ら
れ
る
こ
と
な
ど
も
要
因
に
挙
げ
た
。

調
査
結
果
に
つ
い
て
、
国
土
庁
の
二

十
一
世
紀
地
域
政
策
研
究
会
委
員
長
を

務
め
る
竹
内
宏
・
長
銀
総
合
研
究
所
理

事
長
は
「
地
価
が
上
が
り
、
ハ
イ
テ
ク

産
業
を
中
心
と
す
る
工
場
を
首
都
圏
か

ら
地
方
や
東
南
ア
ジ
ア
に
追
い
出
し
た

バ
ブ
ル
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

今
後
は
札
幌
、
仙
台
、
広
島
、
福
岡
な

ど
で
、
集
中
化
が
進
む
の
で
は
」
と
分

析
し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
七
・
三
一
）

出
生
率
の
低
下
が
予
想
を
は
る
か
に

上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
。
厚

生
省
の
九
二
年
九
月
の
中
位
推
計
は
、

九
三
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
を
一
・
五

○
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
同
省
が
先
般

発
表
し
た
人
口
動
態
統
計
に
よ
れ
ば
、

九
三
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
四

六
と
予
測
を
○
・
○
四
も
下
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
ｃ
近
年
の
急
速
な
出
生

率
の
低
下
に
は
、
様
々
な
社
会
・
経
済

的
要
因
が
複
雑
に
影
響
し
合
っ
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
諸
要
因
の

う
ち
特
に
経
済
的
要
因
に
着
目
し
て
い

る
。
経
済
が
豊
か
に
な
る
の
に
伴
い
、

子
供
を
持
つ
こ
と
の
コ
ス
ト
が
大
き
く

上
昇
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
経
済
的

要
因
に
よ
っ
て
出
生
率
が
低
下
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
部
分
は
適
切
な
政

策
に
よ
っ
て
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
。

当
研
究
所
が
九
二
年
一
月
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
も
、
近
年
の

急
速
な
出
生
率
の
低
下
に
は
、
経
済
的

要
因
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う

事
実
が
確
か
め
ら
れ
る
。
大
半
の
女
性

が
仕
事
と
出
産
・
育
児
と
の
両
立
に
悩

み
、
子
供
を
多
く
待
つ
こ
と
を
断
念
し

て
い
る
。
働
い
て
い
な
い
女
性
が
現
実

教
育
費
と
住
宅
、
家
計
負
担
重
い

に
持
つ
と
予
定
し
て
い
る
子
供
数
が
一

・
九
一
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
働
い
て

い
る
女
性
の
そ
れ
は
一
・
六
八
人
に
過

ぎ
な
い
。

次
に
、
教
育
費
負
担
や
住
居
費
負
担

の
重
さ
を
挙
げ
る
女
性
が
多
い
。
理
想

の
子
供
数
と
予
定
子
供
数
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
女
性
の
中
で
、
約
半
分
が
教
育

費
負
担
の
重
さ
を
、
ま
た
約
三
分
の
一
が

住
居
費
負
担
の
重
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
我
々
は
経
済
的
要
因
に

よ
っ
て
出
生
率
を
説
明
す
る
モ
デ
ル
を

作
成
し
、
将
来
の
人
口
推
計
を
試
み

た
。
モ
デ
ル
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

九
二
年
の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞

し
た
米
国
の
Ｇ
・
ベ
ッ
カ
ー
氏
の
理
論

に
も
と
づ
い
て
い
る
。

こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
現
世
代
は
、
子

供
の
数
、
子
供
へ
の
投
資
（
子
供
の

質
）
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
自
ら
の
消

費
か
ら
効
用
を
得
る
と
考
え
る
。
所
得

水
準
の
上
昇
は
、
子
供
の
数
、
子
供
へ

の
投
資
、
自
ら
の
消
費
の
い
ず
れ
を
も

増
加
さ
せ
る
。
｜
方
、
三
つ
の
財
が
ど

れ
だ
け
増
え
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格

の
変
化
の
大
き
さ
に
か
か
っ
て
く
る
。

ベ
ッ
カ
ー
氏
は
子
供
の
数
と
質
に
は

強
い
代
替
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
。
所
得
水
準
が
向
上
す
る

7９



と
、
一
般
的
な
家
計
は
よ
り
子
供
へ
の

投
資
を
増
や
し
、
子
供
の
質
の
充
実
を

図
る
と
見
ら
れ
る
。
現
実
に
日
本
の
多

く
の
家
庭
で
は
、
費
用
の
高
い
私
立
学

校
に
子
供
を
通
わ
せ
た
り
、
習
い
事
を

身
に
つ
け
さ
せ
た
り
、
広
い
子
供
部
屋

を
確
保
し
よ
う
と
し
た
り
、
子
供
へ
の

投
資
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ベ
ッ

カ
ー
氏
に
従
う
と
、
子
供
の
数
の
価
格

は
子
供
へ
の
投
資
が
増
え
れ
ば
増
え
る

ほ
ど
高
く
な
る
の
で
、
そ
の
結
果
子
供

の
数
は
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

子
供
を
育
て
る
に
は
、
食
費
、
衣
料

費
、
住
居
費
、
教
育
費
な
ど
様
々
な
コ

ス
ト
負
担
を
強
い
ら
れ
る
。
以
上
の
費

目
の
中
で
、
主
に
子
供
だ
け
に
か
か
る

教
育
費
が
重
要
で
あ
る
。
教
育
費
の
高

騰
ぶ
り
を
消
費
者
物
価
指
数
で
見
て
み

よ
う
。
七
○
年
か
ら
九
○
年
の
二
○
年

間
で
、
消
費
者
物
価
指
数
総
合
が
二
・

九
倍
の
上
昇
で
あ
る
の
に
対
し
、
教
育

費
価
格
は
五
・
四
倍
も
の
上
昇
を
示
し

て
い
る
。
日
本
の
よ
う
に
地
価
が
極
め

て
高
い
国
に
お
い
て
は
、
子
供
の
置
き

場
所
コ
ス
ト
で
あ
る
住
居
費
も
子
育
て
コ

ス
ト
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
。

子
育
て
コ
ス
ト
と
し
て
は
、
教
育
費

や
住
居
費
と
い
っ
た
直
接
費
用
以
外
に

機
会
費
用
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

合計特殊出生率

い
。
子
育
て
の
機
会
費
用
と
は
、
女
性

が
子
供
を
持
ち
、
仕
事
を
や
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
失
う
所
得
で
あ
る
。
近
年
、

女
性
賃
金
の
著
し
い
上
昇
は
子
育
て
の

機
会
費
用
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
、
女
子
の

労
働
力
率
を
機
会
費
用
の
代
理
変
数
と

し
て
想
定
し
て
い
る
。

総
人
ロ
も
減
少
、

二
○
○
四
年
が
ピ
ー
ク

わ
れ
わ
れ
が
使
っ
た
モ
デ
ル
で
は
将

来
の
所
得
水
準
の
予
測
に
つ
い
て
も

ベ
ッ
カ
ー
氏
の
考
え
方
を
参
考
に
し
て

い
る
。
社
会
は
将
来
に
備
え
、
子
供
の

数
か
、
子
供
へ
の
投
資
か
、
貯
蓄
か
を

残
す
こ
と
が
で
き
る
と
ベ
ッ
カ
ー
氏
は

１．８
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述
べ
て
い
る
。
現
世
代
が
子
供
の
数

か
、
子
供
へ
の
投
資
か
、
自
ら
の
消
費

の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
た
か
に
よ
っ

て
、
将
来
の
所
得
水
準
は
決
定
さ
れ
る

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
少
し
詳
し
く
記
述
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

Ⅲ
現
在
の
よ
う
な
急
速
な
出
生
率
の

低
下
は
、
若
い
働
き
手
の
減
少
を
通

じ
、
将
来
の
所
得
水
準
を
低
下
さ
せ
る

可
能
性
が
あ
る
。

②
子
供
へ
の
投
資
は
主
に
教
育
投
資

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社
会
の
人
的

資
本
は
拡
充
さ
れ
て
い
く
。
な
お
、
こ

こ
で
は
一
度
蓄
積
さ
れ
た
人
的
資
本
は

世
代
間
の
移
転
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
さ
れ

る
た
め
、
世
代
を
通
じ
て
減
価
し
な
い

、
世
代
を
通
じ
て
減
価
し
な
い

と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、

蓄
積
さ
れ
た
人
的
資
本
が
技
術

進
歩
を
生
み
出
す
性
質
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
将
来
の
所
得
水
準

を
飛
躍
的
に
高
め
る
働
き
が
あ

る
。③
貯
蓄
は
現
世
代
の
所
得
の

う
ち
消
費
さ
れ
な
か
っ
た
部
分

で
あ
る
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
仮

説
に
よ
れ
ば
、
人
は
働
い
て
い

る
間
は
老
後
に
備
え
貯
蓄
に
励

み
、
所
得
の
得
ら
れ
な
い
老
後

は
貯
蓄
を
取
り
崩
し
て
生
活
す
る
。
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
仮
説
に
従
う
限
り
、
高

齢
者
の
割
合
が
増
え
る
高
齢
化
社
会
で

は
、
一
国
の
貯
蓄
率
は
低
下
す
る
こ
と

に
な
る
。
貯
蓄
率
の
低
下
は
資
本
蓄
積

ス
ピ
ー
ド
の
鈍
化
に
つ
な
が
り
、
将
来

の
所
得
の
伸
び
を
小
さ
く
す
る
。

こ
の
予
測
で
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
、
九
二
年
の
一
・
五
○
か
ら
、
九
三

年
一
・
四
八
（
実
績
は
一
・
四
六
）
、
九

四
年
一
・
四
五
と
順
次
低
下
し
、
二
○

｜
一
年
の
一
・
三
○
に
達
し
た
後
は
横

ば
い
で
推
移
す
る
。
こ
の
結
果
は
厚
生

省
の
中
位
推
計
を
大
き
く
下
回
る
。
厚

生
省
の
中
位
推
計
は
、
九
二
年
の
一
・

五
一
か
ら
九
四
年
の
一
・
四
九
へ
若
干

低
下
す
る
も
の
の
、
九
五
年
以
降
は
上

昇
に
転
じ
、
二
○
二
一
年
に
は
一
・
八

○
ま
で
回
復
す
る
と
見
て
い
る
。
低
位

推
計
と
比
較
す
る
と
、
九
八
年
ま
で
は

わ
れ
わ
れ
の
予
測
の
方
が
高
い
が
、
九

九
年
か
ら
は
低
位
推
計
す
ら
下
回
る
。

わ
れ
わ
れ
の
予
測
が
低
位
推
計
を
も

下
回
り
低
迷
す
る
の
は
、
す
う
勢
的
な

女
子
労
働
力
率
の
上
昇
と
、
教
育
費
や

住
居
費
な
ど
の
高
騰
で
、
子
育
て
の
間

接
・
直
接
の
コ
ス
ト
が
著
し
く
上
昇
す

る
た
め
で
あ
る
。

出
生
児
数
は
、
九
一
年
一
二
三
万
人
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こゅうすふお－らむ

の
方
が
九
八
年
ま
で
は

高
い
た
め
で
あ
る
。

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
予
測
で
は
二
○
二

五
年
に
は
七
七
万
人
に
ま
で
減
少
す

る
。
こ
の
一
一
○
二
五
年
時
点
で
の
出
生

児
数
は
、
中
位
推
計
の
二
四
万
人
よ

り
三
七
万
人
少
な
く
、
低
位
推
計
の
八

六
万
人
と
比
べ
て
も
九
万
人
少
な
い
結

果
と
な
っ
た
ｃ

わ
れ
わ
れ
の
予
測
の
総
人
口
は
二
○

○
四
年
の
一
億
二
七
一
三
万
人
が
ピ
ー

ク
と
な
り
、
そ
の
後
漸
減
し
二
○
二
五

年
に
は
一
億
一
五
七
五
万
人
ま
で
減
少

す
る
。
中
位
推
計
の
総
人
口
の
ピ
ー
ク

は
二
○
一
一
年
の
一
億
三
○
四
四
万
人

で
、
当
予
測
と
ピ
ー
ク
時
で
約
一
一
一
三
○

万
人
の
か
い
雛
が
あ
る
。
低
位
推
計
の

ピ
ー
ク
は
二
○
○
六
年
で
わ
れ
わ
れ
の

予
測
よ
り
二
年
遅
く
、
ピ
ー
ク
時
総
人

口
は
一
億
二
七
一
四
万
人
と
ほ
ぼ
わ
れ

わ
れ
の
予
測
と
同
程
度
と
な
っ
た
。
二

○
二
五
年
時
点
で
総
人
口
は
中
位
推
計

が
一
億
二
五
八
一
万
人
、
低
位
推
計
が

一
億
一
八
二
九
万
人
で
あ
り
、
わ
れ
わ

れ
の
予
測
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
約
一
千
万

人
、
約
二
五
○
万
人
少
な
い
。

二
○
○
四
年
ま
で
わ
れ
わ
れ
の
予
測

の
総
人
口
が
低
位
推
計
を
上
回
っ
て
い

る
の
は
、
当
予
測
の
合
計
特
殊
出
生
率

低
位
推
計
よ
り

すなるるいやう論え上 特
に
、
子
供
を
多
く
出
産
す
る
年
齢

で
あ
る
二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代
に
か

け
て
の
年
齢
階
層
で
、
女
子
労
働
力
率

は
大
き
く
上
昇
す
る
。
仕
事
と
出
産
の

両
立
が
難
し
い
現
在
の
制
度
を
前
提
に
す

れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
女
子
労
働
力
率
か
上
昇

す
る
限
り
、
出
生
率
の
回
復
は
難
し
い
。

解
決
の
カ
ギ
、
育
児
の
社
会
化

女
子
労
働
力
率
は
、
女
性
の
著
し
い

労
働
意
欲
の
高
ま
り
、
経
済
の
ソ
フ
ト

化
・
サ
ー
ビ
ス
化
を
背
景
に
急
激
な
上

昇
が
見
込
ま
れ
る
。
二
○
二
五
年
時
点

で
年
齢
階
層
別
女
子
労
働
力
率
は
、
三

十
’
三
十
四
歳
で
若
干
の
く
ぼ
み
を
残

し
て
い
る
も
の
の
、
Ｍ
字
型
を
ほ
ぼ
解

消
し
、
現
在
の
米
国
水
準
に
到
達
す
る

こ
と
に
な
る
。

「
現
在
の
よ
う
な
経
済
環
境
が
続
く
以

、
出
生
率
が
回
復
す
る
こ
と
は
あ
り

な
い
」
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
結

で
あ
る
。
一
仕
事
か
子
供
か
」
と
い

厳
し
い
選
択
と
、
高
騰
す
る
教
育
費

住
居
費
が
「
産
み
た
く
て
も
産
め
な

」
と
い
う
状
況
を
作
り
出
し
て
い

・
真
に
豊
か
な
日
本
社
会
を
創
造
す

た
め
に
は
、
「
産
み
た
く
て
も
産
め

い
」
と
い
う
不
都
合
な
状
況
を
改
善

る
こ
と
が
、
社
会
に
と
っ
て
急
務
の

①
近
年
の
出
生
率
の
低
下
は
、
女
性

の
晩
婚
化
や
非
婚
化
が
直
接
の
原
因
で

あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
結
婚
・
出
産

課
題
で
あ
ろ
う
。

家
族
政
策
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
負

担
を
だ
れ
が
背
負
う
か
が
問
題
に
な

る
。
結
局
我
々
の
考
え
る
解
決
の
方
向

は
「
あ
る
程
度
の
育
児
の
社
会
化
」
で

あ
る
。
子
供
が
未
来
を
支
え
る
一
種
の

公
共
財
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
社
会
全

体
と
し
て
そ
の
出
生
や
成
長
に
あ
る
程

度
の
責
任
を
持
つ
こ
と
は
是
認
さ
れ
う

る
こ
と
で
あ
る
。
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
年
金
や
医
療
な
ど
社
会
全
体
で
受

け
入
れ
て
い
く
体
制
が
早
く
か
ら
整
備

さ
れ
て
き
た
。
子
供
に
つ
い
て
も
、
今

後
同
様
の
方
向
へ
行
く
こ
と
は
次
第
に

社
会
全
体
で
容
認
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
四
・
八
・
’
○
）

|蝋L譲
Ｉ日い

九

急低下する出生率

に歯止めを－

｜，

一
九
八
九
年
の
合
計
特
殊
出
生
率

（
女
性
一
人
が
生
涯
に
生
む
期
待
子
供

数
）
が
一
・
五
七
と
発
表
さ
れ
て
以

来
、
出
生
率
の
低
下
は
広
く
社
会
的
関

心
を
集
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
出
生

率
は
、
九
三
年
に
は
一
・
四
六
と
更
に

低
下
し
た
。
出
生
率
の
低
下
は
、
過
去

先
進
諸
国
が
歩
ん
で
き
た
道
で
あ
り
、

あ
る
意
味
で
は
経
済
的
な
成
功
の
帰
着

戦
後
二
度
目
の
長
期
的
な
下
降

に
対
す
る
意
識
や
ラ
ィ
フ
ス
タ
ィ
ル
の

変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。

②
実
証
分
析
に
よ
る
と
、
出
生
率
に

対
し
て
、
住
居
費
・
教
育
費
の
増
加
は

コ
ス
ト
面
か
ら
、
ま
た
女
性
賃
金
の
増

加
は
機
会
費
用
の
増
大
か
ら
お
の
お
の

マ
イ
ナ
ス
、
保
育
施
設
の
充
実
は
プ
ラ

ス
の
効
果
が
あ
る
ｃ
し
か
も
、
最
近
で

は
変
数
の
影
響
が
よ
り
は
っ
き
り
し
て

き
て
い
る
。

③
出
生
率
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る

に
は
、
地
価
の
安
定
に
配
慮
し
た
適
切

な
経
済
政
策
の
運
営
や
規
制
の
緩
和
、

出
産
・
育
児
の
負
担
の
軽
減
を
企
図
す
る

よ
う
な
制
度
の
充
実
・
普
及
、
充
足
度
の

低
い
地
域
へ
の
保
育
施
設
の
供
給
と
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
の
鵜
ｌ
が
薑
雲
で
あ

る
。
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と
も
言
え
る
。

出
生
率
の
低
下
は
、
わ
が
国
の
高
齢

化
に
拍
車
を
か
け
、
長
期
的
に
は
将
来

世
代
の
負
担
増
・
経
済
成
長
の
鈍
化
の

要
因
と
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
原
因
の

探
究
や
、
そ
の
対
策
へ
の
模
索
は
、
わ

が
国
の
持
続
可
能
な
経
済
成
長
に
通
じ

る
も
の
と
し
て
十
分
に
意
義
深
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。

近
年
の
出
生
率
の
推
移
を
簡
単
に
振

り
返
る
と
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
七

四
年
に
初
め
て
人
口
の
置
換
水
準
（
人

口
の
伸
び
が
や
が
て
ゼ
ロ
と
な
る
合
計

特
殊
出
生
率
）
を
下
回
る
二
・
○
五
と

な
っ
て
以
降
、
低
下
傾
向
を
た
ど
っ
て

き
た
。
出
生
率
は
、
八
三
、
八
四
年
に

は
一
・
八
程
度
に
や
や
回
復
し
た
も
の
の
、

八
○
年
代
後
半
か
ら
再
び
低
下
し
た
。
こ

の
よ
う
な
、
長
期
に
及
ぶ
出
生

率
の
低
下
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

の
ピ
ー
ク
の
四
七
年
以
降
に
始

ま
っ
た
十
四
年
間
以
来
、
戦
後
匙
刈

一
一
度
目
の
経
験
で
あ
る
。
に
く

年
齢
別
に
出
生
率
を
み
る
柵
蝋

坐叩匪。仙珊脚癖Ⅷ辨一一靴蠅》
に
は
二
十
八
歳
と
一
一
一
歳
程
度
上
雛
鞘

昇
し
て
い
る
。
し
か
も
、
ピ
ー

ク
時
の
出
生
率
の
水
準
は
、
七

82年 87年 02年 ○
年
の
二
三
九
人
（
対
女
子
千
人
）
か

ら
九
二
年
に
は
一
四
七
人
（
同
）
と
大

幅
に
減
少
し
た
。
こ
の
出
生
率
の
低
下
を

女
子
の
有
配
偶
割
合
（
女
子
が
配
偶
者
を

持
つ
割
合
）
と
有
配
偶
女
子
出
生
率
（
既

婚
女
性
が
子
供
を
生
む
割
合
）
で
分
解
し

て
み
る
と
、
七
○
年
岱
則
千
ま
で
は
既
婚

女
性
が
子
供
を
生
ま
な
く
な
っ
た
こ
と
が

出
生
率
低
下
の
主
因
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
、
結
婚
す
る
女

性
の
割
合
の
減
少
、
す
な
わ
ち
晩
婚
化

や
未
婚
率
の
上
昇
も
出
生
率
低
下
に
寄
与

し
て
お
り
、
特
に
八
○
年
代
に
入
っ
て
そ

の
寄
与
度
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

出
生
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
た
女
性

の
晩
婚
化
や
非
婚
化
は
、
結
婚
・
出
産

に
対
す
る
意
識
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

総数
１部屋

２部屋
３部屋
４部屋
５部屋
６部屋
７部屋
８部屋
９部屋
10部屋以上
サンプル数

２．２０

２．００

１．９５

２０７

２．１２

２．１２

２２６

２．３０

２．４１

２．４２

２．４７

７．８３２

２２２

１．５４

２．０７

２．１２

２１３

２．１７

２．３０

２．３６

２３８

２．４０

２．４４

８，７０２

2．１８

1.98

2.07

2.08

2.16

2.25

2.31

2.41

２４３

８．８４４

）
か
り
、
社
会
が
農
村
型
か
ら
都
市
型
へ
と

と
大
転
換
し
て
い
く
な
か
、
人
々
は
、
集
団

下
を
か
ら
個
人
の
生
活
を
重
視
す
る
ス
タ
イ

者
を
ル
ヘ
と
変
化
し
た
。
経
済
社
会
の
発
展

（
既
に
伴
う
女
性
賃
金
の
上
昇
は
、
女
性
に

解
し
対
し
て
就
業
へ
の
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

既
婚
ブ
と
な
り
、
自
立
し
た
女
性
を
増
加
さ

と
が
せ
る
支
援
と
な
っ
た
。

人
々
は
、
自
由
な
時
間
や
精
神
状
態

る
女
を
好
ん
で
選
択
す
る
よ
う
に
な
り
、
狭

暗
化
い
農
村
社
会
や
多
世
代
世
帯
に
見
ら
れ

寄
与
が
ち
な
複
雑
な
人
間
関
係
や
時
間
に
縛

て
そ
ら
れ
る
こ
と
を
敬
遠
す
る
よ
う
に
な
つ

る
。
た
。
ま
た
、
社
会
保
障
制
度
の
充
実
や

女
性
雇
用
者
比
率
の
上
昇
は
、
老
後
保
障
の

出
産
確
保
や
、
家
業
の
手
伝
い
な
ど
子
供
を
持

ル
の
っ
こ
と
へ
の
意
味
合
い
を
低
下
さ
せ
た
。

つ
ま
次
に
、
近
年
の
出
生
率
低
下
の
原
因

に
つ
い
て
実
証
的
に
分
析
し
た

数
含
向
結
果
を
紹
介
し
た
い
。
分
析
方

》歸辨轡錐率いⅧ竣柵鑪捌奉訓”舳
螂鑪岼堀川歎勵鹸棚稜醐鄙鮒、・鮴煎
蠅割年噸贄、女性の社会進出化要因
》
鰔
瀞
藪
座
Ⅶ
鷆
鮮
謝
揃

孵
郭
秤
辨
鉢
足
度
を
取
り
上
げ
た
。
分
析

碇
償
は
、
そ
の
効
果
を
比
較
す
る
た

め
、
七
○
年
、
八
○
年
、
九
二
年
の
三

つ
の
時
点
で
行
っ
た
。
期
待
さ
れ
る
説

明
変
数
の
符
号
は
、
住
居
費
・
教
育
費

・
女
性
賃
金
が
お
の
お
の
マ
イ
ナ
ス
、

保
育
施
設
が
プ
ラ
ス
で
あ
る
。

ま
ず
、
七
○
年
時
点
の
計
測
で
は
、

一
部
の
説
明
変
数
の
符
号
が
予
想
に
反

し
た
り
、
決
定
係
数
が
低
い
な
ど
、
こ

れ
ら
の
説
明
変
数
は
出
生
率
に
対
し
て

有
意
な
影
響
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
原
因
と
し
て
は
、
当
時
、
教
育
費
負

担
が
相
対
的
に
低
か
っ
た
こ
と
や
、
女

性
の
社
会
進
出
が
本
格
化
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、
保
育
施
設
を
重
要
視
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
八
○
年
の
計
測
に
つ
い
て

は
、
総
じ
て
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ

た
。
こ
こ
で
の
結
果
か
ら
は
、
教
育
費

負
担
の
増
加
や
女
性
の
賃
金
の
上
昇
が

出
生
率
低
下
に
有
意
に
影
響
を
与
え
始

め
た
こ
と
、
保
育
施
設
の
充
実
は
、
有

意
性
は
低
い
な
が
ら
も
出
生
率
に
プ
ラ

ス
に
寄
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
が
分
か
っ
た
。

九
二
年
の
計
測
に
つ
い
て
も
、
お
お

む
ね
予
想
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

九
二
年
の
結
果
か
ら
は
、
①
女
性
の
賃

金
の
上
昇
は
、
機
会
費
用
の
増
大
と
し

て
出
生
率
低
下
に
有
意
な
影
響
を
与
え
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こゅうすふお－らむ

て
い
る
こ
と
、
②
教
育
費
・
住
居
費
負

担
の
増
加
に
つ
い
て
も
、
出
生
率
の
低

下
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
、
③
保
育
施

設
の
充
実
は
、
出
生
率
の
下
支
え
効
果

と
し
て
有
意
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
ｌ
な
ど
が
判
鯛
し
た
．

以
上
の
三
時
点
の
計
測
結
果
か
ら
、

経
済
社
会
的
要
素
は
、
夫
婦
の
出
生
行

動
に
対
し
て
七
○
年
、
八
○
年
こ
ろ
に

比
べ
て
最
近
で
は
よ
り
明
確
に
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

出
生
率
を
地
域
別
に
み
る
と
、
近
年

で
は
、
相
対
的
に
大
都
市
圏
で
低
く
、

地
方
圏
で
は
高
い
、
と
い
っ
た
構
図
が

明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
九
二
年
の

計
測
結
果
よ
り
、
各
説
明
変
数
の
寄
与

度
を
み
る
と
、
こ
う
し
た
地
域
間
の
格

差
に
は
、
女
性
の
機
会
費
用
の
大
き
さ

が
最
も
寄
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

夫
婦
が
望
む
子
供
の
数
は
、
基
本
的

に
は
夫
婦
の
自
由
な
選
択
に
基
づ
き
決

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
国
が
出
生
率

を
増
加
さ
せ
る
様
に
直
接
介
入
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
み
て
も
、
依
然
と
し
て
国
民
に
根
強

い
抵
抗
が
あ
る
。
し
か
し
国
と
し
て
も
、

壗
帆
罎
嘆
噸
１

長
期
的
に
は
、
出
生
率
の
低
下
が
、

我
が
国
の
高
齢
化
に
拍
車
を
か
け
、
将

来
世
代
の
負
担
の
増
大
・
経
済
活
力
の

低
下
の
一
因
と
な
る
可
能
性
を
否
定
で

き
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
出
生
率
低
下

の
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
す
れ
ば
、
計
測
結
果
を
踏
ま
え
て
、

次
の
よ
う
な
経
済
運
営
、
行
政
措
置
が

期
待
さ
れ
る
。

第
一
に
、
住
居
費
に
直
接
影
響
の
あ

る
地
価
の
安
定
に
配
慮
し
た
適
切
な
経

済
政
策
の
運
営
や
規
制
の
緩
和
が
望
ま

れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
厚
生
省
人
ロ

問
題
研
究
所
「
出
生
動
向
基
本
調
査
一

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
部
屋

数
の
多
い
家
に
住
ん
で
い
る
妻
ほ
ど
、

多
く
の
子
供
を
希
望
す
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。

こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
結

果
で
は
あ
る
が
、
標
準
的
な
家
庭
が
望

む
住
居
面
積
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
夫

婦
の
出
産
・
育
児
環
境
と
し
て
最
低
限

の
条
件
に
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
世
帯
住
宅
な
ど
働
く
女
性
に

と
っ
て
出
産
後
の
就
業
復
帰
の
環
境
と
し

て
最
適
な
住
居
方
式
に
つ
い
て
は
、
融
資

制
度
の
充
実
や
税
制
面
の
優
遇
・
規
制
の

最
適
な
住
居
へ
、
税
制
の
優
遇
も

第
三
に
、
保
育
施
設
は
相
対
的
に
充

足
度
の
低
い
地
域
を
中
心
に
供
給
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
別
に
み
る

保
育
施
設
配
置
、
き
め
細
か
く

緩
和
な
ど
も
検
討
に
値
し
よ
う
。

第
二
に
、
出
産
・
育
児
の
経
済
的
・

精
神
的
負
担
の
軽
減
を
実
現
す
る
よ
う

な
制
度
の
充
実
や
普
及
を
促
進
す
る
こ

と
で
あ
る
。
既
に
、
日
本
で
は
、
子
供

を
教
育
す
る
労
働
者
の
雇
用
の
継
続
を

図
り
、
職
場
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立

を
目
的
と
す
る
「
育
児
休
業
法
」
が
九

二
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、

労
働
省
「
女
子
雇
用
管
理
基
本
調
査
」

に
よ
る
と
、
育
児
休
業
制
度
の
規
定
を

有
す
る
事
業
所
で
は
、
出
産
し
た
女
子

労
働
者
の
う
ち
、
実
際
こ
の
制
度
を
取

得
し
た
者
は
五
割
を
下
回
る
。

こ
れ
は
、
働
く
女
性
の
機
会
費
用
の

増
加
が
制
度
取
得
の
際
の
最
大
の
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ち
な
み

に
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
の
う
ち
、
金
銭

支
給
の
あ
る
事
業
所
は
三
割
に
も
満
た

な
い
。
な
お
、
出
生
率
の
低
下
が
先
行

し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
育
児
休
業

制
度
の
充
実
が
八
○
年
代
半
ば
以
降
の

出
生
率
回
復
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る

見
方
が
多
い
。

と
、
働
く
女
性
の
多
い
大
都
市
圏
で
、

な
お
供
給
は
十
分
で
は
な
い
。
き
め
細

か
な
保
育
施
設
の
配
置
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
最
近
の
事
業
所
内
託

児
施
設
や
企
業
委
託
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
促
進
は
、
積
極
的
に
評
価
で
き
る
。

ま
た
、
質
的
に
も
、
乳
児
保
育
や
営

業
時
間
の
延
長
な
ど
多
様
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
最
近
で
は
、
保
育
所
全
体
の
在
籍

数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
ゼ
ロ
歳

か
ら
二
歳
の
在
籍
数
は
女
性
の
社
会
進

出
を
背
景
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
う

し
た
保
育
園
児
の
低
年
齢
化
に
対
応

し
、
保
母
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
高
度
化
・
施
設

の
充
実
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
親
が
質
の
高

い
子
供
の
形
成
を
意
図
し
て
積
極
的
に

投
資
し
て
い
る
面
も
あ
り
、
出
生
率
と

の
因
果
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

い
。
現
在
の
受
験
競
争
の
低
年
齢
化
な

ど
を
み
る
と
、
教
育
費
の
増
大
が
、
親

の
自
発
的
選
択
の
結
果
と
言
い
切
る
の

は
困
難
な
面
も
あ
ろ
う
。
子
供
数
の
減

少
に
よ
る
受
験
競
争
の
緩
和
が
期
待
さ

れ
る
中
で
、
画
一
的
と
言
わ
れ
る
学
校

の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
見
直
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
四
・
八
・
二
）
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【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
Ⅱ
皿
日
小
島
一
夫
】

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
地
裁
は
十
日
ま
で
に
、

ダ
ウ
リ
（
持
参
金
）
が
少
な
い
と
し

て
、
嫁
に
石
油
を
か
け
て
焼
き
殺
し
た

義
母
に
死
刑
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
法

律
に
よ
る
禁
止
や
女
性
団
体
の
ア
ピ
ー

ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
｜
向
に
な
く
な

ら
な
い
悪
習
の
ダ
ウ
リ
。
前
近
代
的
な

社
会
の
風
習
が
イ
ン
ド
の
女
性
に
重
く

の
し
か
か
っ
て
い
る
。

死
刑
判
決
を
受
け
た
の
は
、
チ
ャ
ン

ド
ラ
ワ
テ
ィ
・
ラ
ル
被
告
（
五
○
）
。

同
被
告
は
長
男
に
嫁
い
で
き
た
ク
リ

シ
ュ
ナ
さ
ん
（
二
○
）
が
、
五
万
ル

ピ
ー
（
一
ル
ピ
ー
約
三
・
五
円
）
の
持

参
金
を
持
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
さ
ら
に
ス
ク
ー
タ
ー
（
約
四
万
ル

ピ
ー
相
当
）
を
実
家
に
要
求
。

実
家
が
払
え
な
い
と
な
る
と
、
ク
リ

シ
ュ
ナ
さ
ん
の
手
に
た
ば
こ
の
火
を
押

■■罰

インドの悪習

グウリ

嫁を焼き殺した

義母に死刊判決

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
モ
ス
大
統
領
の
人

口
抑
制
政
策
を
非
難
し
て
激
し
い
抗
議

連
動
を
展
開
し
て
い
た
比
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
は
、
十
六
日
の
政
府
側
と
の
話
し

合
い
の
結
果
、
人
工
妊
娠
中
絶
に
双
方

が
反
対
す
る
こ
と
で
「
和
解
」
が
ひ
と

ま
ず
成
立
し
た
。
ラ
モ
ス
政
権
は
国
民

に
強
い
影
響
力
を
持
つ
教
会
側
を
こ
れ

以
上
敵
に
回
し
た
く
な
い
と
の
判
断
か

ら
折
れ
合
っ
た
格
好
だ
が
、
教
会
側
に

は
依
然
と
し
て
強
い
不
満
が
く
す
ぶ
っ

て
い
る
。
こ
の
問
題
が
ラ
モ
ス
大
統
領

相
場
は
年
収
の
十
倍

女
性
の
出
生
減
少
も

し
付
け
た
り
、
顔
を
殴
っ
て
歯
を
折
る

な
ど
の
暴
行
を
加
え
た
。
実
家
の
姉
が

ク
リ
シ
ュ
ナ
さ
ん
を
引
き
取
り
に
来
た

が
拒
否
。
そ
の
直
後
に
ク
リ
シ
ュ
ナ
さ

ん
の
背
後
か
ら
石
油
を
か
け
、
焼
殺
し

た
と
い
う
。
ク
リ
シ
ュ
ナ
さ
ん
の
夫
と

義
父
も
殺
人
ほ
う
助
で
懲
役
三
年
の
判

決
を
受
け
た
。

、■記
ダ
ウ
リ
は
嫁
ぎ
先
で
の
嫁
の
地
位
を

人
口
抑
制
政
策
巡
り
「
和
解
」

中
絶
反
対
で
合
意

の
政
権
維
持
戦
略
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
の
は
避
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

双
方
の
「
和
解
」
に
伴
い
、
カ
イ
ロ

で
九
月
に
開
く
国
連
の
国
際
人
ロ
開
発

会
議
で
は
、
政
府
と
教
会
の
双
方
が
合

意
で
き
る
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
の
「
和
解
」
は
家
族

計
画
の
是
非
と
い
う
本
質
的
問
題
に
は

触
れ
て
お
ら
ず
、
表
面
的
な
も
の
に
過
ぎ

な
い
。
「
子
供
の
数
を
決
め
る
の
は
夫
婦

の
基
本
的
権
利
」
と
す
る
政
府
の
方
針
を

築
く
た
め
に
始
ま
っ
た
が
、
年
収
の
十

倍
規
模
に
も
膨
れ
上
が
っ
た
。
こ
の
た

め
女
児
の
誕
生
が
歓
迎
さ
れ
ず
、
低
所

得
階
層
で
は
妊
娠
初
期
に
エ
ッ
ク
ス
線

検
査
で
性
別
を
判
定
し
、
女
児
だ
と
中

絶
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

い
。ま
た
長
年
こ
の
風
潮
が
続
い
た
た

め
、
人
口
の
男
女
比
が
男
千
人
に
対
し

て
女
九
百
二
十
七
人
と
、
極
め
て
い
び

つ
な
構
成
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
八
二
一
）

比政権四

カトリック４
教会＝

、=〆

双
方
の
対
立
の
直
接
の
き
っ
か
け

は
、
九
月
の
国
連
人
口
開
発
会
議
に
政

府
側
が
教
会
側
に
相
談
な
く
代
表
団
を

派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
こ
と
だ
。
教

会
側
は
こ
の
人
口
会
議
で
採
択
す
る
予

定
の
「
行
動
計
画
」
に
つ
い
て
「
人
口

抑
制
の
た
め
の
妊
娠
中
絶
を
正
当
化
す

る
も
の
で
、
同
性
愛
者
同
士
の
結
婚
な

ど
倫
理
的
に
異
常
な
行
為
も
推
奨
し
よ

う
と
し
て
い
る
」
と
反
発
し
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
ラ
モ
ス
大
統
領
（
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
が
就
任
以
来
、
エ
イ

ズ
予
防
を
掲
げ
て
コ
ン
ド
ー
ム
普
及
に

努
め
て
き
た
こ
と
へ
の
反
発
が
あ
る
。

「
エ
イ
ズ
予
防
は
口
実
。
産
児
制
限
が

本
当
の
狙
い
」
と
み
て
い
る
た
め
だ
。

’
○
○
万
人
が
抗
議
集
会

教
会
側
は
十
四
日
、
政
府
の
姿
勢
に

抗
議
し
て
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
ル
ネ
タ

公
園
で
抗
議
集
会
を
開
い
た
。
集
会
に

は
ア
キ
ノ
女
史
（
前
大
統
領
）
や
上
下

両
院
議
員
多
数
を
は
じ
め
、
百
万
人
近

い
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
集
ま
っ
た
。
教

会
側
が
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
集
会
を
開

く
の
は
八
六
年
以
来
の
こ
と
だ
。

教
会
側
は
認
め
て
お
ら
ず
、
来
年
の
上
下

両
院
議
員
や
地
方
首
長
の
中
間
選
挙
で
は

野
昔
庭
総
四
軍
孟
符
す
る
公
算
が
大
き
い
。

山



こゅうすふお－らむ

同
国
の
人
口
は
現
在
、
約
六
千
五
百

万
人
だ
が
、
人
口
増
加
率
は
二
・
五
％

以
上
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
は
三
位
の

水
準
だ
。
こ
れ
は
教
会
側
が
人
工
的
な

産
児
制
限
に
強
く
反
対
し
て
い
る
の
が

最
大
の
理
由
だ
。
現
状
を
放
置
す
れ
ば

西
暦
二
○
一
○
年
に
は
人
口
一
億
人
を

突
破
す
る
の
は
必
至
だ
。

ラ
モ
ス
政
権
は
「
人
口
増
を
こ
の
ま

ま
放
置
す
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
未
来

は
な
い
。
人
口
増
が
経
済
成
長
を
す
べ

て
食
い
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
」
と
訴
え
、

九
八
年
ま
で
に
増
加
率
を
一
・
九
％
に

引
き
下
げ
る
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。

（
マ
ニ
ラ
Ⅱ
平
野
憲
一
郎
）

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
四
・
八
。
一
八
）

人
口
増
に
危
機
感

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

は
人
口
の
八
七
・
五
％
を
占
め
て
お

り
、
シ
ン
枢
機
卿
に
率
い
ら
れ
る
教
会

の
影
響
力
は
極
め
て
強
い
。
八
六
年
の

エ
ド
サ
革
命
の
際
に
は
教
会
側
が
ア
キ

ノ
女
史
を
支
持
し
た
こ
と
が
当
時
の
マ

ル
コ
ス
政
権
打
倒
に
つ
な
が
っ
た
。
こ

の
た
め
、
人
口
抑
制
の
必
要
性
を
認
識

し
て
い
た
ア
キ
ノ
前
政
権
も
教
会
側
の

意
に
反
す
る
政
策
は
打
ち
出
せ
な
か
っ

た
の
が
実
情
だ
。

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
は

十
七
日
、
二
九
九
四
年
世
界
人
ロ
白

書
」
を
世
界
主
要
都
市
で
同
時
発
表
し

た
。
「
選
択
と
責
任
」
と
題
し
た
白
書

は
、
女
性
の
社
会
進
出
が
広
が
れ
ば
、

子
供
を
い
つ
、
何
人
産
む
か
な
ど
を
女

性
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
指

摘
。
出
生
率
の
低
下
に
結
び
つ
く
女
性

の
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
」
（
能
力
強

化
）
を
人
口
問
題
解
決
の
カ
ギ
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
家
族
計
画
や
妊
娠
中
絶

の
是
非
な
ど
一
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
」
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
）

は
、
来
月
開
か
れ
る
国
際
人
口
開
発
会

議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
の
主
要
テ
ー
マ
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
議
論
を
先

取
り
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

白
書
に
よ
る
と
、
女
性
が
自
分
の
健

康
を
管
理
し
て
出
産
の
間
隔
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
母
子
と
も
健
康
に

な
り
出
生
率
も
低
下
す
る
と
し
て
い

一

世界人ロ白書

女性の意思

重視
世界人ﾛ56億6千万人

世
界
は
人
口
爆
発
を
乗
り
切
れ
る

か
。
国
連
人
口
基
金
が
発
表
し
た
一
九

九
四
年
の
世
界
人
口
白
書
を
読
む
と
、

驚
か
さ
れ
る
。

現
在
、
五
十
七
億
人
あ
る
人
口
が
、

二
○
五
○
年
に
は
何
人
に
な
る
か
。
出

生
率
を
急
速
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
七
十
八
億
人
、
最
悪
の
場
合
は
百
二

十
五
億
人
と
、
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
差

は
い
ま
地
球
に
す
む
人
の
数
に
近
い
。

人
口
政
策
の
行
動
計
画
を
決
め
る
国

連
の
国
際
人
ロ
開
発
会
議
が
九
月
初

め
、
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
る
。
十
年
に
一

度
の
会
議
で
、
今
回
は
向
こ
う
二
十
年

る
。
さ
ら
に
開
発
途
上
国
で
の
教
育
水

準
が
上
が
り
女
性
の
社
会
活
動
が
進
め

ば
、
結
婚
や
出
産
の
時
期
を
遅
ら
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
妊
娠
と

出
産
の
意
思
決
定
権
を
女
性
の
基
本
的

人
権
と
し
て
確
立
す
る
必
要
性
を
強
調

し
て
い
る
。

九
四
年
六
月
現
在
の
世
界
人
口
は
五

十
六
億
六
千
万
人
。
昨
年
よ
り
九
千
四

百
万
人
増
え
、
こ
の
一
年
間
に
メ
キ
シ

■■訂

人
口
問
題
に

女
性
の
視
点
を

間
の
計
画
を
決
め
る
。

し
か
し
、
会
議
を
前
に
暗
雲
が
漂

う
。
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
自
己
決
定

権
を
も
と
め
る
女
性
た
ち
の
願
い
と
、

「
生
命
の
尊
重
」
を
第
一
に
妊
娠
中
絶

や
避
妊
に
反
対
す
る
バ
チ
カ
ン
（
ロ
ー

マ
法
王
庁
）
や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
々
の

考
え
方
が
対
立
し
て
い
る
か
ら
だ
。

火
ダ
ネ
は
、
会
議
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
る
「
性
と
生
殖
に
関
す
る
権
利
と
健

康
」
に
あ
る
。

こ
れ
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
子
供
を

産
む
か
ど
う
か
、
い
つ
産
む
の
か
、
さ

ら
に
そ
の
判
断
や
実
行
に
必
要
な
情
報

．
の
人
口
を
超
え
る
史
上
最
高
の
増
加

数
を
記
録
し
、
九
八
年
ま
で
に
六
十
億

人
に
な
る
。
国
連
の
長
期
推
計
で
は
、

二
○
五
○
年
に
世
界
の
人
口
は
百
億
人

に
達
す
る
と
予
測
し
て
い
る
が
、
白
書

は
出
生
率
の
低
下
が
進
ま
な
い
最
悪
の

場
合
は
百
二
十
五
億
人
に
ま
で
膨
れ
上
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
警
土
Ｆ
）
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
八
二
八
）

砧



人
も
い
る
。

基
金
は
い
う
。
「
家
族
計
画
の
サ
ー

ビ
ス
を
普
及
し
、
女
性
に
選
択
権
を
与

え
る
こ
と
が
出
生
率
の
低
下
に
つ
な
が

る
」
と
。
多
産
多
死
の
悪
循
環
を
断
ち

結
果
、
命
を
落
と
す
女
性
も
年
間
六
万

人
以
上
も
い
る
。
危
険
を
伴
う
中
絶
の

ては産る女

題
の
根
本
は
国
家
の
押
し
付
け
で
な

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
今
回
そ
れ
を
反

省
し
、
人
権
の
尊
重
と
い
っ
た
ミ
ク
ロ

の
視
点
を
前
面
に
打
ち
出
す
。
人
口
間

や
手
段
の
提
供
を
、
権
利
と
し
て
認
め

よ
う
と
い
う
も
の
だ
。
こ
う
し
た
権
利

が
保
障
さ
れ
、
女
性
の
地
位
や
能
力
が

向
上
す
る
こ
と
が
、
遠
回
り
で
も
人
口

問
題
解
決
の
カ
ギ
に
な
る
、
と
の
認
識

に
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
人
口
政
策
は
、
主
と
し
て

国
家
や
社
会
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
の
視
点

ば
な
ら
な
い
背
景
と
し
て
、

てとく性
の
置
か
れ
た
現
状
を
あ
げ
て
い

・
途
上
国
の
多
く
で
、
い
つ
子
供
を

む
か
、
何
人
産
む
か
を
決
め
る
の

、
夫
や
家
族
で
あ
る
。
避
妊
し
た
く

も
出
来
な
い
女
性
は
、
’
億
二
千
万

、
｜
人
一
人
の
男
女
の
意
思
が
大
事

い
っ
た
認
識
に
達
し
た
点
は
評
価
し

よ
い
。

こ
う
し
た
権
利
が
主
張
さ
れ
な
け
れ

白
書
は
、

切
り
、
少
産
少
死
の
社
会
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
、
そ
れ
が
一
人
一
人

に
充
実
し
た
人
生
を
保
障
す
る
、
と
い

う
の
だ
。

ロ
ー
マ
法
王
庁
な
ど
が
反
発
す
る
の

は
、
一
性
と
生
殖
を
め
ぐ
る
権
利
」

が
、
定
義
次
第
で
中
絶
を
認
め
る
こ
と

に
な
る
か
ら
だ
。
今
ま
で
も
避
妊
の
是

非
を
巡
っ
て
対
立
が
あ
っ
た
が
、
中
絶
が

前
面
に
出
た
こ
と
で
よ
り
先
鋭
化
し
た
。

人
口
抑
制
優
先
の
も
と
、
一
人
っ
子

政
策
を
と
る
中
国
の
行
き
方
が
、
ミ
ク

ロ
の
視
点
重
視
と
調
和
す
る
か
と
い
っ

た
問
題
も
あ
る
。

人
口
問
題
は
、
最
近
で
は
、
持
続
的

な
開
発
や
環
境
保
護
と
い
っ
た
地
球
規

模
の
問
題
と
密
接
に
か
か
わ
る
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
年
前
の
地

球
サ
ミ
ッ
ト
（
国
連
環
境
開
発
会
議
）

以
来
、
先
進
国
と
途
上
国
が
一
体
に

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
性
が
よ
り
強
く

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

日
本
は
こ
の
分
野
で
最
大
の
資
金
拠

出
国
だ
。
し
か
し
、
国
内
で
は
出
生
率

の
低
下
に
悩
む
。
途
上
国
と
立
場
は
逆

だ
が
、
人
口
問
題
に
ミ
ク
ロ
の
視
点
が

大
事
と
い
う
点
で
は
同
じ
だ
。

今
回
、
行
動
計
画
案
の
検
討
段
階
か

ら
日
本
の
女
性
が
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

四
年
で
総
額

一
億
六
○
○
○
万
円
支
援

政
府
は
十
九
日
、
発
展
途
上
国
の
人

口
増
加
抑
制
を
目
指
し
、
青
年
海
外
協

力
隊
や
医
療
専
門
家
の
派
遣
と
コ
ン

ド
ー
ム
な
ど
家
族
計
画
・
医
療
機
材
の

供
与
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
技
術
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
な
ど
四
カ
国
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

に
、
今
年
度
か
ら
四
年
間
で
総
額
一
億

六
千
万
円
の
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
今
回
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
成

果
を
み
た
う
え
で
、
他
の
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
に
も
拡
充
す
る
方
針
だ
。

ま
ず
バ
ン
グ
ラ
な
ど
四
カ
国

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
人
口
家
族
保

Ｏ
）
の
立
場
で
積
極
的
に
参
加
し
た
。

カ
イ
ロ
に
赴
く
日
本
政
府
代
表
団
に
も

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
女
性
が
加
わ
る
見
通
し
だ
。

家
族
計
画
の
よ
う
に
人
間
の
尊
厳
に

か
か
わ
る
問
題
で
は
当
事
者
の
立
場
に

立
つ
こ
と
が
大
事
だ
。
人
権
無
視
が
な

、■誼発
展
途
上
国
の
人
口
増
加
抑
制
へ

家
族
計
画
指
導
と
医
療
機
材
を
提
供

健
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
計
画
」
と
名
付
け

ら
れ
、
爆
発
的
な
人
口
増
加
に
よ
り
深

刻
な
食
糧
難
や
疾
病
の
発
生
、
貧
困
、

環
境
破
壊
に
悩
む
途
上
国
を
支
援
し
、

経
済
・
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と

い
う
も
の
。
今
年
度
は
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ラ
オ
ス
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
の
四
カ
国
を
重
点
国
と
し
、
人

口
増
加
の
著
し
い
地
域
を
モ
デ
ル
ヶ
ー

ス
に
設
定
、
各
国
に
毎
年
一
千
万
円
程

度
の
医
療
機
材
な
ど
を
今
後
四
年
間
継

続
し
て
供
与
す
る
。

具
体
的
な
協
力
内
容
は
、
①
看
護

婦
、
保
健
婦
、
助
産
婦
ら
に
よ
る
青
年

海
外
協
力
隊
員
を
派
適
し
て
、
家
族
計

画
や
母
子
保
健
の
普
及
指
導
を
行
う
、

②
計
画
に
必
要
な
機
材
を
提
供
す
る
、

③
現
地
で
の
協
力
隊
活
動
を
支
援
す
る

い
か
、
な
ど
個
人
の
声
を
く
み
取
る
う

え
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
は
大
き
い
。
難
航

が
予
想
さ
れ
る
会
議
で
は
、
女
性
の
視

点
か
ら
の
合
意
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

期
待
す
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
八
・
二
○
）
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こゅうすふお－らむ

住民基本台帳による人口
（３月３１日現在、▼は減少）

医
療
専
門
家
を
別
途
に
年
一
’
二
回
短

期
間
派
遣
す
る
。

と
く
に
、
医
療
機
材
関
係
で
は
、
人

口
抑
制
の
面
か
ら
コ
ン
ド
ー
ム
、
殺
精

子
剤
な
ど
避
妊
具
・
避
妊
薬
の
消
耗
品

を
大
規
模
に
提
供
。
併
せ
て
母
子
保
健

の
観
点
か
ら
、
保
健
婦
訪
問
キ
ッ
ト

（
血
圧
計
、
聴
診
器
な
ど
）
、
助
産
婦

分
べ
ん
関
連
医
療
機
材
（
分
べ
ん
用
器

具
、
検
診
ベ
ッ
ド
な
ど
）
、
基
礎
的
医

自
治
省
は
十
九
日
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
く
三
月
三
十
一
日
現
在
の
人

■■誼
人口翻巖哺孵
５．６６５．６９９９．４６００．１７

1,507.037７８７０．０５

１．４２８，６４６７０００，０６

２．２８６，７４１１３，０７００.Ｇ２

1.226.921▼１，６６０Ｖ０．１４

１，２５５，５５６８６０．０１

２，１２９，６４７５，６３７０．２７

2.935,66820,388０．７０

１．９６９．３８０８．８４５０．４５

１．９９０．５９１7.080０．３６

６．６１１，９３５７１，２４５１．００

５，７１７．７４１４４．８９５０．７０

１１，５７３，０２９▼３６，７０６▼０．３２

ａ103.91846,464０．５８

2,483.915４．１４００．１７

１．１２４．４２７７４６０．０７

１，１６７．０３７２．８０３０．２４

８２３．１９８１．８５００．２３

870,649４．７９１０．５５

２，１７８，７７５７，１８２０．３３

２．０８９．６０４5,980０．２０

３７１８．３１２１２．６０４０．３４

ｑ７１４，７８９３０．７５４０．４６

１，８２９．７２１８，１８８０．４５

Ｌ２５９．８８０１２，４１３１．００

２，５４２，５７９▽103▼0.00

ａ５４２，６２４Ｖ６，２１１▼０．０７

５，４５７，６１７２８，５８５０．５３

１，４１５，２２２１１．０５３０．７０

１．０９４，９３３１，８７６０．１７

６１８，３４０３０４０．０５

774,024▼１，４００Ｖ０．１８

１，９４４，１６７３，８９１０．２０

２．８６１，６９９４．３９５０．１５

１．５５６，２８６Ｖ２，２１６Ｖ0．１４

８３７．２２６▼５１９Ｖ0．０６

１，０３０，９０３１．３５００．１３

１，５２５，０７８▼９５５▼0.00

８２６．８１２▼１，１７０▼0．１４

４．８４９．４３１２４，９４８０．５２

８８２，８７８１，０５００．１２

１．５５６，６１２Ｖ918▼０．０６

１．８５８，９４６３．９８００．２２

１．２４１，１４９６５２０．０５

１，１８４’０４７３，１３９０，２７

１．７９１，９０５▼２０５Ｖ0．０１

１．２６６，８０８１１，０４６０．８８

人
口
増
加
率
、
最
低
の
○
・
二
九
％

鋼
祁
髄
賦
一
億
二
四
三
二
万
人

道
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
鳥
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄

海
奈

歌
児

北
膏
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
束
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

薬
品
（
貧
血
用
鉄
剤
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
な

ど
）
、
広
報
・
訓
練
用
視
聴
覚
機
材

（
拡
声
器
、
教
材
な
ど
）
を
、
地
域
の

実
情
に
適
し
た
形
で
供
与
す
る
。

政
府
は
現
在
、
現
地
事
情
把
握
の
た

め
予
備
調
査
団
を
対
象
国
に
派
遣
中

で
、
調
査
報
告
書
が
ま
と
ま
り
次
第
、

今
秋
に
も
同
計
画
を
逐
次
実
施
に
移
す

考
え
だ
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
四
・
八
・
二
○
）

ロ
、
世
帯
数
な
ど
を
発
表
し
た
。
全
国

の
人
口
は
一
億
二
千
四
百
三
十
二
万
二

千
八
百
一
人
で
、
昨
年
よ
り
約
三
十
六

万
五
千
人
余
増
え
た
。
増
加
率
は
○
・

二
九
％
で
、
過
去
最
低
だ
っ
た
昨
年
よ

り
○
・
○
一
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
調
査

開
始
二
九
六
八
年
）
以
来
の
最
低
を

更
新
し
た
。
世
帯
数
も
四
千
三
百
六
十

六
万
五
千
八
百
四
十
三
世
帯
（
昨
年
比

一
・
三
七
％
増
）
に
な
っ
た
が
、
一
世

帯
当
た
り
の
人
数
は
過
去
最
低
の
二
・

八
五
人
（
昨
年
二
・
八
八
人
）
。
こ
の
人

口
を
、
十
一
日
に
勧
告
さ
れ
た
三
百
小

選
挙
区
の
区
割
り
案
に
当
て
は
め
る

と
、
「
｜
票
の
格
差
」
は
最
大
二
・
二
一
一

六
倍
で
、
勧
告
案
の
二
・
一
三
七
倍
よ

り
拡
大
し
て
い
る
。

人
口
の
内
訳
は
、
男
性
六
千
百
八
万

六
千
六
百
四
十
二
人
、
女
性
六
千
三
百合計124,322,801365,343 ０．２９

二
十
三
万
六
千
百
五
十
九
人
。
三
十
六

道
県
で
人
口
が
増
え
、
増
加
数
が
最
も

大
き
か
っ
た
の
は
埼
玉
で
、
七
年
連
続

一
位
だ
っ
た
。
転
入
や
帰
化
が
転
出
な

ど
を
上
回
る
「
社
会
増
加
」
率
だ
け
を

と
る
と
、
大
規
模
宅
地
開
発
や
大
学
移

転
の
あ
っ
た
滋
賀
が
○
・
六
三
％
で

ト
ッ
プ
。
人
口
が
一
番
減
っ
た
の
は
東

京
だ
っ
た
。

高
齢
化
社
会
に
向
け
た
デ
ー
タ
充
実

の
た
め
初
め
て
集
計
し
た
年
齢
階
級
別

人
口
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人
口

が
千
七
百
二
十
三
万
九
千
三
百
二
十
七
人

で
、
総
人
口
の
一
三
・
八
七
％
だ
っ
た
。

島
根
（
二
○
・
七
七
％
）
、
高
知
（
一
九
・

四
ハ
％
）
、
鹿
児
島
二
八
・
九
七
％
）
な

ど
で
人
口
に
占
め
る
比
率
が
高
い
。

人
口
の
増
加
は
七
五
年
を
ピ
ー
ク
に

縮
小
傾
向
に
入
り
、
今
年
は
千
七
百
八

十
二
市
町
村
（
五
五
％
）
が
、
死
亡
者

数
が
出
生
者
数
を
上
回
る
「
自
然
減

少
」
を
記
録
。
県
レ
ベ
ル
で
は
昨
年
同

様
、
高
知
、
秋
田
、
島
根
、
山
口
の
四

県
が
自
然
減
と
な
っ
た
。
一
方
、
人
口

が
多
い
の
は
東
京
、
大
阪
、
神
奈
川
、

愛
知
、
埼
玉
の
順
。
東
京
か
ら
福
岡
ま

で
の
上
位
九
都
道
府
県
で
全
体
の
半
数

強
を
占
め
る
が
、
三
大
都
市
圏
の
増
加

は
鈍
化
し
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
の
減
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①
九
四
年
世
界
人
ロ
白
書
が
公
表
さ

れ
た
が
、
今
回
の
白
書
は
マ
ク
ロ
的
視

点
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
従
来
の
白
書

と
異
な
り
、
女
性
の
地
位
向
上
と
能
力

強
化
を
人
口
問
題
解
決
の
絶
対
必
要
条

件
と
し
、
個
々
の
女
性
の
出
産
、
育
児

な
ど
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
変
化
を
議
論
の

対
象
に
し
て
い
る
。

②
白
書
は
女
性
の
能
力
強
化
推
進
の

た
め
、
教
育
投
資
、
経
済
活
動
、
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
（
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
）
の
三
分
野
に
お
け

る
男
女
平
等
の
実
現
を
訴
え
て
い
る
。

こ
の
方
向
は
評
価
し
た
い
が
、
そ
の
具

体
的
手
続
き
や
ど
の
く
ら
い
の
年
月
の

あ
と
実
際
の
出
生
率
低
下
に
貢
献
す
る

か
は
不
透
明
で
あ
る
。

③
白
書
の
内
容
は
カ
イ
ロ
で
来
月
開

く
国
際
人
口
開
発
会
議
の
主
要
テ
ー
マ

続
い
て
、
二
十
’
二
十
四
歳
七
・
八
六

％
、
四
十
五
’
四
十
九
歳
七
・
八
一
一
％

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

年
齢
別
で
は
、
｜
番
多
い
の
が
四
十
・

’
四
十
四
歳
で
全
体
の
七
・
九
三
％
。

■■誼

人
口
白
書
、
抑
制
方
法
に
限
界

女
性
の
自
立
策
見
え
ず

と
同
一
で
あ
る
が
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
連
す
る
家
族
計
画
や

中
絶
の
是
非
を
め
ぐ
り
参
加
国
の
間
で

厳
し
い
意
見
対
立
が
起
き
よ
う
。

教
育
・
経
済
面
の

平
等
を
訴
え
る

九
月
五
日
か
ら
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ

る
国
際
人
口
開
発
会
議
に
先
立
っ
て
、

こ
の
ほ
ど
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
）
か
ら
二
九
九
四
年
世
界
人
口
白

書
」
が
公
表
さ
れ
た
。
七
八
年
以
来
十

七
回
目
と
な
る
今
回
の
白
書
は
、
従
来

の
白
書
と
は
著
し
く
異
な
っ
た
視
点
か

ら
書
か
れ
て
い
る
。

前
回
ま
で
の
白
書
は
主
と
し
て
人
口

と
開
発
と
の
様
々
な
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
マ

ク
ロ
的
視
点
か
ら
検
討
し
て
き
た
の
だ

が
、
今
回
の
白
書
は
、
女
性
の
地
位
と

な
ど
。
一
世
帯
当
た
り
の
人
数
は
山
形

の
三
・
五
四
人
が
最
も
多
く
、
東
京
の

二
・
三
一
人
が
最
少
だ
っ
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
八
・
二
○
）

能
力
強
化
（
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
）
に

焦
点
を
絞
り
、
個
々
の
女
性
の
能
力
強

化
に
よ
り
家
庭
と
い
う
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ

ル
で
の
変
化
を
通
じ
て
、
人
口
増
加
の

抑
制
と
持
続
可
能
な
開
発
の
実
現
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

白
書
は
女
性
の
能
力
強
化
を
促
進
す

る
た
め
に
、
社
会
・
経
済
的
、
政
治
・

法
律
的
と
い
っ
た
側
面
で
の
女
性
の
地

位
向
上
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

特
に
、
教
育
投
資
、
経
済
活
動
、
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
（
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
）
の
三
つ
の
分
野
で

男
女
平
等
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
の
必
要

性
を
強
く
訴
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
分
野
の
一
角
を
占
め
る
教

育
投
資
に
関
し
て
は
、
多
く
の
途
上
地

域
で
識
字
率
、
就
学
率
に
お
け
る
男
女

格
差
が
依
然
と
し
て
大
き
い
。
白
書
で

は
、
こ
れ
ら
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ

り
、
女
性
の
雇
用
労
働
機
会
の
拡
大
や

経
済
的
自
立
を
可
能
に
さ
せ
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
女
子
教
育
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
結
婚
・
出
産
な
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
出

生
率
の
低
下
を
期
待
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
子
供
数
の
減
少
は
母
子
の
健
康
に

と
っ
て
も
好
ま
し
い
結
果
が
生
み
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。

経
済
活
動
の
面
で
も
、
｜
部
の
先
進

国
を
除
き
、
雇
用
機
会
や
昇
進
で
大
き

な
男
女
間
差
別
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
差
別
を
排
除

す
る
こ
と
に
よ
り
、
女
性
の
経
済
的
自

立
が
可
能
に
な
り
、
こ
の
点
で
も
法
制

面
の
改
善
の
重
要
性
を
白
書
は
指
摘
し

て
い
る
。

女
性
が
経
済
的
に
自
立
で
き
れ
ば
、

子
供
を
持
つ
親
に
対
す
る
所
得
効
用
や

老
後
保
障
効
用
は
低
下
し
、
子
供
を
持

つ
こ
と
に
対
す
る
需
要
も
減
少
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
に
お

け
る
出
産
・
育
児
の
過
度
の
負
担
か
ら

解
放
さ
れ
た
女
性
の
マ
ク
ロ
経
済
へ
の

貢
献
度
も
高
ま
る
の
で
あ
る
。

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
は
、
今
回

の
白
書
で
中
核
的
な
部
分
を
占
め
る
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
は
来
月

開
か
れ
る
国
際
人
口
開
発
会
議
の
主
要

テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
白
書

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
。
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
は
、
女
性
が
差

別
的
な
社
会
慣
習
か
ら
解
放
さ
れ
、
自

ら
の
性
と
生
殖
に
つ
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

多
く
の
途
上
国
で
は
女
性
の
性
・
生
殖

に
関
す
る
地
位
は
極
め
て
低
く
、
避
妊
し

た
い
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
女
性
は
約
一
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効
果
の
計
遺
的

推
定
は
難
し
い

今
回
の
白
書
が
従
来
の
白
書
と
違
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
理
由
は
い
く
つ

か
あ
る
が
、
一
つ
は
世
界
人
口
の
増
加

億
二
千
万
人
に
上
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。こ
れ
ら
の
女
性
の
多
く
は
危
険
な
妊

娠
と
出
産
を
経
験
し
て
い
る
。
妊
産
婦

死
亡
率
を
み
る
と
、
九
○
年
時
点
で
、

途
上
国
の
場
合
出
産
十
万
に
対
し
て
三

百
七
十
人
に
も
な
っ
て
お
り
、
先
進
国

の
十
三
倍
で
あ
る
。

も
し
、
包
括
的
で
質
の
高
い
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
が

広
く
行
わ
れ
れ
ば
、
妊
産
婦
の
み
な
ら

ず
、
乳
児
の
死
亡
率
も
低
下
し
、
家
族

の
希
望
す
る
子
供
の
数
は
よ
り
少
な
い

出
産
数
で
達
成
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、

女
性
の
出
産
・
育
児
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
、
女
性
自
身
と
そ
の
家
族
に
利
益
が

も
た
ら
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
三
つ
の
分
野
は
最
近
の
流

行
語
で
い
え
ば
、
”
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
〃

的
補
強
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
ら
を
経
済

・
社
会
開
発
計
画
に
統
合
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
出
生
数
は
次
第
に
低
下
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

と
分
布
パ
タ
ー
ン
と
の
関
係
で
あ
る
。

九
四
年
の
年
央
の
世
界
人
ロ
は
五
十
六

億
六
千
万
人
で
九
八
年
ま
で
に
六
十
億

人
に
達
す
る
。
世
界
全
体
の
出
生
率
は

近
年
低
下
を
続
け
て
い
る
が
、
人
口
の

年
増
加
数
は
い
ま
だ
か
っ
て
な
い
ほ
ど

の
速
い
ペ
ー
ス
で
九
千
四
百
万
人
増
加

し
て
い
る
。

最
新
の
国
連
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
中

位
推
計
で
二
○
五
○
年
ま
で
に
八
十
五

億
人
、
二
○
五
○
年
に
は
百
億
人
に
達

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
中
位

推
計
は
出
生
率
の
低
下
が
今
後
も
続
く

こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
高
位
推
計

の
場
合
に
は
一
一
○
五
○
年
に
百
二
十
五

億
人
に
達
し
、
さ
ら
に
今
日
の
出
生
率

が
今
後
も
不
変
と
仮
定
し
た
参
考
推
計

で
は
二
○
五
○
年
で
二
百
十
二
億
人
に

も
な
る
。

対
照
的
に
低
位
推
計
で
は
二
○
五
○

年
で
七
十
八
億
人
で
あ
る
。

重
要
な
点
は
、
い
ず
れ
の
推
計
に
し

て
も
、
人
口
増
加
は
圧
倒
的
に
途
上
地

域
で
起
き
る
の
で
あ
る
。
現
在
は
世
界

人
口
の
八
○
％
が
途
上
地
域
に
い
る

が
、
二
○
五
○
年
で
は
約
九
○
％
近
く

に
も
達
す
る
。

こ
れ
ら
の
推
計
結
果
を
見
れ
ば
、
持

続
可
能
な
開
発
を
途
上
地
域
で
進
め
る

う
え
で
も
、
出
生
率
を
で
き
る
だ
け
低

下
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
従
来

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
光
が
当
た
ら
な

か
っ
た
女
性
の
地
位
と
い
う
視
点
か

ら
、
今
回
の
白
書
で
人
口
問
題
が
検
討

さ
れ
た
こ
と
は
一
応
評
価
で
き
よ
う
。

白
書
の
中
で
は
、
女
性
の
能
力
強
化

を
開
発
過
程
の
中
に
効
果
的
に
と
り
入

れ
た
成
功
例
と
し
て
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
、

タ
イ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

な
ど
の
ケ
ー
ス
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
で
は
女
性
の
地
位
向

上
が
出
生
抑
制
の
実
現
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
分
析
は
断
片
的
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
国
々
に
よ
り
女
性
の
能
力
を
強
化

す
る
の
に
著
し
く
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ

が
と
ら
れ
て
い
る
。
長
期
開
発
計
画
の

中
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
論

に
基
づ
き
統
合
す
る
の
か
明
確
で
な

い
。
途
上
国
の
開
発
担
当
官
に
と
っ
て

は
こ
の
あ
た
り
が
一
番
知
り
た
い
点
で

あ
ろ
う
。

ま
た
、
今
回
の
白
書
が
議
論
の
ベ
ー

ス
と
し
て
使
用
し
て
い
る
国
連
人
口
推

計
に
し
て
も
、
女
性
の
地
位
向
上
を
出

生
率
の
将
来
変
動
に
明
示
的
に
と
り
入

れ
て
は
い
な
い
。
女
性
の
能
力
強
化
が

ど
の
程
度
ま
で
、
そ
し
て
、
ど
の
く
ら

ｊ
年
哩
、
皿
“
い
の
年
月
を

人
卿
、
胆
７
創
る
経
た
後
に
マ

億
２
ま
０
４
９
８
よ
ク
ロ
・
し
べ

鋤
》
胆
弘
祗
皿
誰
ル
の
出
生
率

鍔畔恥岬汕恥辨辨評巫禧嚇
く
２

来
加

国
こ
れ
ら
の
疑

将
２

１
ノ

ロ
十
十
十
十
典
問
は
白
書
を

馴
緯
峰
綜
緯
咄
読
ん
だ
だ
れ

世
位
位
位
考
，
ｂ
が
抱
く
点

中
高
低
参
で
あ
ろ
う

が
、
今
回
の

白
書
か
ら
は
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

さ
ら
に
、
白
書
で
は
教
育
を
通
じ
て

の
女
性
の
地
位
向
上
を
出
生
低
下
の
前

提
条
件
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
比
べ
て
み
る
と
、
前

者
で
は
七
○
年
か
ら
九
○
年
の
間
に
女

子
識
字
率
は
七
一
％
か
ら
九
三
％
へ
、

後
者
は
四
五
％
か
ら
七
五
％
へ
と
上
昇

し
た
。

女
性
が
生
涯
に
産
む
子
供
数
を
示
す

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
前
者
が
五
・
八

人
か
ら
四
・
三
人
へ
、
後
者
は
五
・
五

人
か
ら
三
・
五
人
へ
と
両
国
と
も
減
少

し
た
も
の
の
、
常
に
識
字
率
の
高
い

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ
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り
も
出
生
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

白
書
の
前
提
条
件
と
は
異
な
る
こ
の

よ
う
な
状
況
は
他
の
国
で
も
い
く
つ
か

例
が
み
ら
れ
る
。
女
子
教
育
の
重
要
性

は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
経
済
政

策
、
宗
教
・
文
化
、
政
治
の
安
定
度
な

ど
、
教
育
以
外
の
多
く
の
要
因
が
出
生

変
化
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
十

分
に
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

今
回
の
白
書
が
強
調
す
る
個
々
の
女

性
の
能
力
強
化
に
伴
う
雇
用
労
働
へ
の

参
加
の
増
加
と
、
出
生
率
の
低
下
と
の

関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
研
究
者
の

間
で
も
従
来
か
ら
認
識
さ
れ
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
計
量
的
に
推
定

す
る
こ
と
は
至
難
の
わ
ざ
で
あ
る
。

女
性
の
就
労
が
出
生
率
低
下
を
誘
発

し
て
い
る
か
、
ま
た
は
出
生
低
下
が
女

性
の
職
場
進
出
を
可
能
に
し
て
い
る
の

か
。
こ
の
因
果
関
係
を
統
計
的
な
バ
イ

ア
ス
な
し
に
分
析
す
る
こ
と
は
現
存
す

る
各
種
人
口
調
査
デ
ー
タ
で
は
不
可
能

と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
技
術
的
な

問
題
も
今
回
の
白
書
で
は
検
討
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
諸

国
の
出
生
率
は
既
に
極
め
て
低
い
水
準

中
絶
な
ど
巡
り
、
会
灘
の
紛
糾
も

【
北
京
泌
日
Ⅱ
永
持
裕
紀
】
中
国

で
、
環
境
問
題
に
対
す
る
危
機
感
が
高

ま
っ
て
き
た
。
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た

政
府
の
環
境
公
報
（
中
国
の
環
境
白

書
）
が
環
境
汚
染
の
健
康
に
与
え
る
悪

影
響
に
言
及
し
た
ほ
か
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
も
「
環
境
保
護
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

活
発
化
さ
せ
て
い
る
。
経
済
発
展
を
ひ

に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
超
低
出
生
社
会

に
突
入
し
て
い
る
日
本
や
韓
国
で
は
、

男
女
賃
金
格
差
な
ど
の
指
標
の
面
で
は

女
性
の
地
位
は
国
際
的
に
み
て
も
低

い
。
日
本
や
韓
国
の
経
験
は
女
性
の
地

位
が
、
必
ず
し
も
出
生
率
と
相
関
し
な

い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

中
国
で
も
女
性
の
地
位
向
上
を
前
面

に
掲
げ
る
こ
と
な
く
、
白
書
が
提
唱
す

る
ミ
ク
ロ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る

マ
ク
ロ
的
方
法
で
出
生
率
低
下
を
達
成

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
口
成
長
率

低
下
の
目
標
値
な
ど
を
長
期
計
画
に
と

り
入
れ
、
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強

力
に
推
進
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
東
ア

ジ
ア
の
経
験
を
考
え
る
と
、
「
女
性
の

亟
中
曇
竈
鑛
霊

た
す
ら
追
求
し
、
環
境
対
策
は
後
手
に

回
っ
て
い
た
中
国
の
大
き
な
方
向
転
換

と
い
え
る
動
き
で
、
経
済
の
急
成
長
に

よ
る
環
境
汚
染
が
い
よ
い
よ
抜
き
差
し

な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
表
れ
と
み
ら
れ

る
。
日
本
と
の
か
か
わ
り
が
特
に
懸
念

さ
れ
る
大
気
汚
染
の
現
場
を
中
心
に
、

「
隣
国
の
環
境
」
の
現
状
を
見
た
。

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
こ
そ
が
人
口
問
題

の
解
決
へ
の
カ
ギ
と
な
る
」
と
主
張
す

る
今
日
の
白
書
の
限
界
が
見
え
て
く
る

の
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
白
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

を
め
ぐ
り
、
来
月
五
日
か
ら
の
国
際
人

口
開
発
会
議
は
波
乱
含
み
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
新
し
い
用
語
は
、
家
族
計
画

に
加
え
定
義
次
第
で
は
中
絶
を
認
め
る

可
能
性
も
あ
り
、
バ
チ
カ
ン
法
王
庁
と

中
南
米
を
中
心
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
諸

国
が
反
発
し
て
お
り
、
会
議
の
行
方
も

予
断
が
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
四
・
八
・
二
九
）

長
江
に
沿
う
四
川
省
重
慶
市
は
人
口

が
約
千
四
百
万
人
。
鉄
鋼
、
機
械
な
ど

の
工
場
が
集
中
す
る
重
工
業
都
市
で
、

大
気
汚
染
が
中
国
で
最
も
深
刻
化
し
て

い
る
。
同
市
の
徐
淑
碧
・
環
境
保
護
局

副
局
長
に
よ
る
と
、
約
九
平
方
キ
ロ
の

市
中
心
部
の
肺
が
ん
に
よ
る
死
者
は
、

一
九
七
三
年
当
時
十
万
人
あ
た
り
二
十

一
人
だ
っ
た
が
、
八
九
年
に
は
五
十
四

人
に
達
し
た
。

徐
副
局
長
は
「
肺
が
ん
の
大
幅
な
増

加
は
大
気
汚
染
が
最
大
の
原
因
」
と
明

言
す
る
。
八
九
年
調
査
で
も
、
工
場
な

ど
の
少
な
い
郊
外
の
肺
が
ん
死
亡
率
は

十
万
人
あ
た
り
十
四
人
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
か
ら
だ
。
だ
が
「
こ
の
五
年
間

で
、
郊
外
の
肺
が
ん
患
者
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
」
。
量
の
増
え
た
煙
が
郊
外

に
ま
で
拡
散
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

と
、
農
村
部
で
の
工
場
の
増
加
が
原
因

だ
と
い
う
。

都
市
の
い
た
る
所
で
も
煙
を
も
う
も

う
と
吐
き
出
す
煙
突
を
見
か
け
る
。
こ

の
煙
に
二
酸
化
硫
黄
（
ｓ
ｏ
）
な
ど
硫

黄
酸
化
物
（
ｓ
ｏ
）
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。
工
場
の
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
あ
る
石
炭
は
付
近
で
産
出
さ
れ
る

●
増
え
る
肺
が
ん

9０



こゅうすふお－らむ

が
、
硫
黄
分
が
多
い
か
ら
だ
。

多
量
の
硫
黄
分
の
処
理
は
や
っ
か
い

だ
。
重
慶
市
の
電
力
の
七
割
を
ま
か
な

う
華
能
洛
環
発
電
所
は
日
本
製
の
排
煙
脱

硫
装
置
を
持
つ
石
炭
火
力
発
電
所
だ
。

装
置
は
、
水
と
石
灰
石
の
粉
を
混
ぜ

合
わ
せ
た
も
の
を
煙
に
噴
霧
し
て
、
硫

黄
分
を
石
こ
う
に
固
め
る
仕
組
み
だ

が
、
一
日
に
使
う
石
灰
石
は
、
十
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
で
四
十
台
に
も
及
ぶ
。
で
き

た
石
こ
う
の
処
理
に
も
頭
を
悩
ま
し
て

い
る
。

だ
が
、
最
大
の
問
題
は
、
こ
う
し
た

脱
硫
装
置
が
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な

い
こ
と
だ
。
多
く
の
国
有
企
業
は
、
設

備
が
老
朽
化
し
て
い
る
う
え
、
資
金
が

ま
っ
た
く
足
り
な
い
状
況
だ
。

巨
匿
園

中
年
中

Ｉ
籔
鱒
鬮
欝
蝋
灘
鑪
翻
愛
“

中
国
の
大
気
汚
染
問
題
は
「
石
炭
問

題
」
で
あ
る
。
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
四

分
の
三
を
石
炭
で
ま
か
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
そ
し
て
、
市
場
経
済
化
に
よ
る
経
済

発
展
は
石
炭
消
費
を
急
増
さ
せ
て
い
る
。

中
国
最
大
の
石
炭
産
出
地
域
、
山
西

省
。
省
都
大
原
市
は
炭
鉱
や
製
鉄
所
な

ど
が
集
ま
り
、
煙
っ
ぽ
い
印
象
の
強
い

都
市
だ
。
そ
の
大
原
か
ら
南
西
に
向
か

う
と
、
し
ば
ら
く
は
の
ど
か
な
田
園
風

景
が
続
く
。
空
気
の
透
明
度
も
増
し
た
感

じ
だ
。
だ
が
約
百
キ
ロ
も
走
っ
て
介
休
県

に
入
る
と
、
周
囲
が
曇
っ
て
き
た
。
田
畑

の
合
間
に
煙
突
が
目
立
っ
て
き
た
。

こ
の
地
域
は
、
郷
鎮
企
業
と
呼
ば
れ

讓
鬮
鬮
鬮
鰯
蝋
劉
劃
叩

●
少
な
い
集
塵
装
置

籔
鬮
鰯
臘
臘
騨
劇
》

政
府
の
監
督
下
に
あ
る
中
国
の
新
聞

や
テ
レ
ビ
は
、
特
に
今
年
に
入
っ
て
こ

う
し
た
実
態
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
追
求

る
農
村
企
業
が
盛
ん
だ
。
中
で
も
コ
ー

ク
ス
製
造
が
活
発
だ
。
原
炭
を
高
温
で

熱
し
て
作
る
。
山
西
省
政
府
に
よ
る

と
、
同
省
内
に
は
四
千
近
い
炭
鉱
が
あ

る
。
農
民
が
経
営
し
て
い
る
小
規
模
炭

鉱
が
大
半
で
、
そ
こ
か
ら
石
炭
を
工
場

に
運
び
、
で
き
た
コ
ー
ク
ス
は
都
市
部

へ
ｌ
と
い
っ
た
動
き
が
地
域
経
済

を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
。

だ
が
工
場
は
脱
硫
装
置
は
お
ろ
か
集

塵
（
し
ゅ
う
じ
ん
）
装
置
さ
え
備
え
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
真
っ

黒
な
煙
が
多
い
の
は
そ
の
た
め
で
、
重

慶
に
は
及
ば
な
い
が
、
や
は
り
硫
黄
分

が
多
い
石
炭
の
た
め
ｓ
ｏ
の
排
出
も
当

然
懸
念
さ
れ
る
。

地
域
最
大
の
郷
鎮
企
業
、
安
泰
コ
ー

ク
ス
製
造
有
限
公
司
は
炉
に
約
一
千
万

元
（
約
一
億
二
千
万
円
）
の
集
塵
装
置

を
付
け
た
と
い
う
が
、
範
秋
蓮
総
経
理

（
社
長
）
は
「
環
境
保
護
に
目
を
向
け

る
だ
け
の
余
裕
は
、
み
ん
な
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
」
と
話
し
た
。
こ
こ
で
は
環
境

規
制
な
ど
野
放
し
状
態
だ
。

●
日
本
に
援
助
期
待

に
も
な
る
。
細
か
な
チ
リ
を
嫌
う
半
導
体

関
連
産
業
は
、
粉
塵
量
の
多
い
北
京
市
な

ど
へ
の
立
地
を
敬
遠
し
始
め
て
い
る
。

路
線
の
転
換
に
よ
り
、
外
国
や
公
的

機
関
へ
の
環
境
援
助
要
請
も
活
発
化
す

る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
特
に
日
本
へ
の

期
待
は
大
き
い
。
重
慶
の
華
能
珸
璃
発

電
所
の
鄭
正
華
所
長
は
増
設
を
予
定
し

て
い
る
脱
硫
装
置
に
つ
い
て
「
ま
た
日

本
製
を
導
入
し
た
い
」
と
熱
っ
ぽ
く
訴

え
た
。

日
本
の
環
境
庁
は
七
月
に
発
表
し
た

酸
性
雨
調
査
の
結
果
で
、
日
本
海
側
の

酸
性
雨
と
中
国
や
韓
国
な
ど
の
汚
染
物

質
と
を
関
連
づ
け
た
。
中
国
の
大
気
汚

し
始
め
た
。
保
護
意
識
の
向
上
が
狙
い

で
、
個
別
の
工
場
が
排
出
量
の
ひ
ど
さ

を
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
六
月
に
発
表
さ
れ
た
「
環
境
白

書
」
で
も
大
気
汚
染
を
取
り
上
げ
た
。

汚
染
の
影
響
な
ど
を
あ
ま
り
公
に
し

な
か
っ
た
こ
れ
ま
で
の
姿
勢
を
大
き
く

転
換
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
、
問
題
が

深
刻
化
し
て
き
た
か
ら
で
、
「
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
事
例
は
ほ
ん
の
氷
山
の
一

角
」
と
話
す
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
も
い

る
。環
境
の
あ
ま
り
の
悪
化
は
、
発
展
の

テ
コ
に
し
て
い
る
外
国
木
鐸
表
誘
致
の
障
害

９Ｊ



不
況
の
影
響
で
頭
打
ち

法
務
省
は
三
日
、
在
留
期
間
が
過
ぎ

た
後
も
日
本
に
残
り
続
け
て
い
る
不
法

残
留
外
国
人
調
査
結
果
（
五
月
一
日
現

在
）
を
発
表
し
た
。
不
法
残
留
者
は
二

十
九
万
三
千
八
百
人
で
、
半
年
前
の
調

査
時
点
と
比
べ
る
と
約
三
千
人
の
減
、

特
に
前
回
調
査
に
続
く
減
少
と
な
っ
て

お
り
、
不
法
残
留
者
の
数
が
頭
打
ち
状

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
不
況
の
あ
お
り
で
イ
ラ
ン
、

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
不
法
就
労
目
的
の

入
国
者
が
減
っ
た
こ
と
や
、
法
務
省
の

不
法
就
労
者
の
摘
発
強
化
な
ど
が
理
由

染
は
日
本
の
援
助
、
協
力
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
大
き
な
課
題
を
投
げ
か
け
始

め
た
。（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
八
・
二
九
）

囲麺

不法残留者

29万3800人

不況で減少傾向

と
見
ら
れ
る
。

こ
の
調
査
は
半
年
ご
と
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、
今
回
は
、
初
め
て
一
千
八
百

九
十
五
人
、
○
・
六
％
の
減
少
を
記
録

し
た
前
回
調
査
時
（
昨
年
十
一
月
一

日
）
と
比
較
し
て
、
さ
ら
に
二
千
九
百

五
十
一
人
、
一
・
○
％
の
減
少
。

た
だ
、
不
法
残
留
者
の
う
ち
、
男
性

が
十
八
万
六
十
人
で
、
前
回
調
査
時
よ

り
六
千
八
十
六
人
、
三
・
三
％
も
減
っ

た
の
に
対
し
、
女
性
の
方
は
十
一
万
三

千
七
百
四
十
人
で
、
逆
に
三
千
百
三
十

五
人
、
二
・
八
％
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
女
性
の
増
加
傾
向
は
依
然
、
続
い

て
い
る
。

出
身
国
別
に
み
る
と
、
タ
イ
が
四
万

九
千
九
百
九
十
二
人
で
最
も
多
く
、
次

い
で
韓
国
四
万
三
千
三
百
六
十
九
人
、

中
国
三
万
九
千
七
百
三
十
八
人
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
三
万
七
千
五
百
四
十
四
人
、
イ

ラ
ン
二
万
七
百
五
十
七
人
、
マ
レ
ー
シ

ア
二
万
三
百
十
三
人
Ｉ
の
順
．
前

回
調
査
時
と
比
べ
る
と
、
中
国
（
九
・

五
％
）
、
韓
国
（
五
・
七
％
）
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
（
四
・
○
％
）
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
四
）

初婚夫妻の年齢差の移り変わり
妻年上同年齢夫年上(7歳以上）

「
姉
さ
ん
女
房
」
や
同
い
年
の
「
同
級

生
夫
婦
」
が
三
十
年
前
に
比
べ
二
倍
近

く
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
、
厚
生
省
が

七
日
発
表
し
た
一
九
九
三
年
人
口
動
態

統
計
（
確
定
数
）
で
分
か
っ
た
。
女
性

の
社
会
進
出
や
高
学
歴
化
が
背
景
と
み

ら
れ
る
。

九
三
年
に
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
は
計

七
十
九
万
二
千
組
。
こ
の
う
ち
初
婚
夫

婦
六
十
一
万
組
を
年
齢
差
で
分
類
し
た

』
繊
頼
豐
孔
鞭
賎
露

１－３磁）夫４－６歳）

ｕＢ,４３８．１
■ 勿圀'

1９６０

沁
印
卯
卵
年

100(％）４０ 6００ ２０ ８０

家
族
問
題
に
詳
し
い
桜
井
哲
夫
・
東
京

経
済
大
学
教
授
（
社
会
学
）

同
い
年
の
結
婚
が
増
え
た
背
景
に

は
、
時
代
の
流
れ
が
速
く
な
り
、
共
通

の
時
代
体
験
を
持
っ
て
話
が
合
う
年
代

と
こ
ろ
、
夫
が
－
１
三
歳
上
は
二
十
一

万
九
千
組
（
三
六
・
○
％
）
、
四
’
六
歳

上
は
十
一
万
八
千
組
二
九
・
四
％
）
、

七
歳
以
上
年
上
は
六
万
九
千
組
（
二

・
四
％
）
、
同
い
年
は
十
万
三
千
組
二

七
・
○
％
）
、
妻
が
年
上
は
九
万
八
千
組

（
一
六
・
一
％
）
だ
っ
た
ｃ
こ
れ
に
対

し
、
六
○
年
当
時
は
、
同
い
年
夫
婦
は

四
万
三
千
組
（
八
・
四
％
）
、
妻
が
年
上

は
五
万
三
千
組
（
’
○
・
一
一
一
％
）
。
同
い

年
、
姉
さ
ん
女
房
を
合
わ
せ
た
数
で
は
、

九
三
年
の
方
が
実
数
で
約
二
倍
、
全
体
の

比
率
で
も
二
倍
近
く
に
増
え
て
い
る
。

高
学
歴
化
で
大
学
の
同
級
生
の
結
婚

が
増
え
た
り
、
女
性
の
社
会
進
出
に
伴

う
晩
婚
化
な
ど
が
背
景
に
あ
る
と
み
ら

れ
る
が
、
頼
り
が
い
の
あ
る
女
性
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
。

’２

｜｜夫年上(1-3歳）夫年上(４－蟻）’
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こゅうすふお－らむ

敬
老
の
日
を
前
に
、
厚
生
省
は
九

日
、
全
国
高
齢
者
名
簿
（
長
寿
番
付
）

を
発
表
し
た
。
百
歳
以
上
の
お
年
寄
り

は
二
十
四
年
連
続
で
前
年
の
最
多
記
録

を
更
新
し
、
五
千
五
百
九
十
三
人
と

な
っ
た
。
昨
年
よ
り
七
百
九
十
一
人
増

え
、
五
千
人
を
突
破
し
た
の
は
初
め

て
。
ま
た
、
男
性
は
一
千
人
、
女
性
は

四
千
人
を
と
も
に
初
め
て
超
え
た
。
長

寿
者
の
数
は
名
簿
の
発
表
が
始
ま
っ
た

昭
和
三
十
八
年
の
百
五
十
三
人
と
比
べ

る
と
、
三
十
六
・
六
倍
に
増
え
て
お

り
、
加
速
す
る
高
齢
化
社
会
の
姿
を
改

■悪五

百
歳
以
上

最
多
の
五
、
五
九
三
人

〆i;`糖｡

め
て
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

名
簿
は
今
月
三
十
日
の
時
点
で
百
歳

以
上
に
な
る
人
を
、
一
日
現
在
で
集
計

し
た
も
の
。

最
高
長
寿
者
は
、
三
年
連
続
で
名
古

屋
の
猪
飼
た
れ
さ
ん
。
た
れ
さ
ん
は
明

治
十
二
年
生
ま
れ
の
百
十
五
歳
で
、
故

人
を
含
め
た
歴
代
の
長
寿
者
の
な
か
で

も
、
五
位
と
な
っ
て
い
る
。
男
性
の
最

長
寿
者
は
、
百
九
歳
の
沖
縄
市
在
住
、

渡
名
喜
元
完
（
と
な
き
・
げ
ん
が
ん
）

さ
ん
。
渡
名
喜
さ
ん
も
や
は
り
三
年
連

続
の
一
位
だ
。
年
齢
別
で
は
、
百
歳
が

の
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
同
世
代
の
人
間
関
係
を
つ
く
る
場

が
学
校
中
心
に
な
っ
た
こ
と
が
同
級
生

同
士
の
結
婚
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
年
上
の
女
性
と
の
結
婚

は
、
女
性
の
高
学
歴
化
が
進
ん
だ
う

え
、
年
下
の
妻
を
夫
が
教
え
導
く
と
い

う
家
父
長
的
な
価
値
規
範
が
崩
れ
て
い

る
の
も
要
因
だ
ろ
う
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
八
）

厚生省

総
務
庁
は
十
四
日
、
「
敬
老
の
日
」

を
前
に
高
齢
者
に
関
す
る
調
査
結
果
を

二
千
四
百
九
十
四
人
で
最
も
多
い
。
次

い
で
百
一
歳
千
四
百
十
一
人
、
百
二
歳

七
百
八
十
三
人
と
続
き
、
百
十
歳
以
上

は
七
人
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
十
万
人
当
た
り
の
百
歳
以
上
の

人
は
、
全
国
平
均
で
四
・
四
八
人
。
地

域
別
で
は
、
十
八
・
五
二
人
の
沖
縄
県

を
ト
ッ
プ
に
、
高
知
県
十
二
・
六
四

人
、
島
根
県
十
一
・
二
七
人
、
鹿
児
島

■毎■

六
五
歳
以
上
・
女
性
一
千
万
人
突
破

男
女
と
も
九
割
が
「
生
活
に
満
足
」

発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
（
推
計
）
は
千

七
百
五
十
七
万
人
、
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
一
四
・
一
％
と
い
ず
れ
も
過
去

最
高
で
、
人
口
高
齢
化
の
加
速
ぶ
り
を

裏
づ
け
た
。

十
五
日
現
在
の
六
十
五
歳
以
上
人
口

の
推
計
値
は
、
前
年
比
七
十
万
人
増

で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
前
年
の

一
三
・
五
％
か
ら
○
・
六
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
た
。
男
女
別
に
見
る
と
、
男
性
七

百
二
十
万
人
（
男
性
人
口
の
二
・
七

％
）
、
女
性
は
初
め
て
一
千
万
人
を
超

え
千
三
十
七
万
人
（
女
性
人
口
の
一
六

・
三
％
）
。
高
齢
に
な
る
ほ
ど
女
性
の
割

県
十
・
○
八
人
の
順
。
十
人
を
超
え
た

の
は
こ
の
四
県
だ
が
、
上
位
十
八
位
ま

で
は
西
日
本
が
占
め
て
い
る
。

逆
に
、
少
な
い
と
こ
ろ
は
、
埼
玉
県

一
・
八
五
人
、
大
阪
府
二
・
一
八
人
、
千

葉
県
二
・
五
五
人
の
順
に
な
っ
て
お
り
、

”
西
高
東
低
“
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
夕
刊

一
九
九
四
・
九
・
九
）
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合
が
高
く
、
八
十
五
歳
以
上
で
は
男
性

四
十
五
万
人
に
対
し
、
女
性
百
二
万
人

と
二
倍
を
超
え
て
い
る
。

就
業
状
態
を
見
る
と
、
昨
年
の
六
十

五
歳
以
上
の
労
働
力
人
口
は
、
一
昨
年

よ
り
八
万
人
増
の
四
百
十
七
万
人
で
過

去
最
高
。
労
働
力
人
口
に
占
め
る
割
合

※年齢は94年９月30日現在､敬称鴎、猪飼たれ115<女)愛知山
島

歌
梨
ロ
児
島
京
縄
知
岡

和
山
山
鹿
広
東
沖
愛
静

女
女
女
女
女
女
男
女
女

川
旧
扣
旧
扣
旧
的
”
ぬ

ク
江

キ
完
づ

で
称
エ
ェ
サ
セ
元
志
す

ひ
み
ス
ス
ア
タ
喜
川
や

秤
蕊
訓
議
謝
醗
酩
霊
稻

②
、
足
巴
河
鼬
凹
型
勘
、

人ロ10万人当たりの
100歳以上の高齢者数

一
趣
弘
人
人
人

人
－
１
９
６
３

５
２
一
一
一
一

１
１
９
６
３
０

『■函】密尉昌］

泉璽千代120(男)鹿児島
小林やす１１８(女)山梨
中村璽兵衛116(男>岩手
森元いと116(女)兵庫
猪飼たれ※115(女)愛知
白浜ワカ114(女)宮崎
大平ひで※114(女)和敵山
麗沢りつ113(女)長野
河本にわ113(女)滋賀
阿剖たけ112(女)静岡
※印以外は故人

は
二
四
・
九
町
で
、
高
齢
者
の
四
人
に

一
人
が
働
い
て
お
り
、
米
国
の
一
一
・

三
％
（
平
成
五
年
）
、
英
国
の
五
・
二
％

（
同
三
年
）
に
比
べ
、
際
立
っ
て
高
い

水
準
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
世
帯
主
が
六
十
歳
以
上
で
無

職
の
世
帯
（
高
齢
無
職
世
帯
）
の
収
入

600Ｃ

（人）

５DOC

400Ｃ

B00C

200C

１DOC

ロ

１

浮仮 は
月
平
均
二
十
四
万
円
で
、
社
会
保
障

給
付
が
八
○
・
四
％
を
占
め
る
。
こ
の

う
ち
可
処
分
所
得
が
約
二
十
一
万
七
千

円
で
、
同
世
帯
の
消
費
支
出
月
平
均
は

約
二
十
四
万
二
千
円
で
、
不
足
分
は
貯

蓄
な
ど
を
取
り
崩
し
て
い
る
。

平均寿命ベスト５
〈厚生省調べ）

０
5５鍋…４５

昭和(年）

5０ 8０ 元６
平成

典
歯
節

Z覇Bｉ

７０

①日本

:更霜１
④アイスランド
⑤スウェーデン

82.51歳

80.94歳

80.90趣

80.89歳

80.79歳

6０

５０畷

。■

◇

盲
同
齢
者
の
九
割
が
現
在
の
生
活
に
満

足
し
、
六
割
以
上
が
積
極
的
に
外
出
し

た
り
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
に
意
欲
を
み
せ

て
い
る
こ
と
が
、
総
務
庁
が
十
四
日
発

表
し
た
－
１
高
齢
者
の
日
常
生
活
に
関
す

る
調
査
結
果
」
で
分
か
っ
た
。

同
庁
は
「
健
康
状
態
の
悪
い
お
圧
十
奇

り
は
回
答
で
き
な
い
の
で
、
割
り
引
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
『
寂
し
い
老

後
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
変
え
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
分
析
し
て

い
る
も
の
の
、
調
査
結
果
が
描
く
「
バ

ラ
色
の
高
齢
者
」
像
に
は
疑
問
の
声
も

脇
」
そ
う
だ
。

調
査
は
、
高
齢
者
の
日
誉
師
生
活
ぶ
り

を
把
握
す
る
た
め
、
今
年
一
月
、
全
国

の
六
十
五
歳
以
上
の
男
女
三
千
人
を
対

象
に
面
接
調
査
し
、
有
哩
切
回
答
率
は
八

一
・
八
％
だ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
日
》
炉
生
活
に
「
ま

あ
満
足
し
て
い
る
」
が
五
五
・
一
％
、

「
満
足
し
て
い
る
」
が
三
四
・
｜
％
と
計

八
九
・
三
％
に
上
っ
た
。
ま
た
健
康
状

態
が
良
く
な
る
ほ
ど
満
足
度
の
割
合
も

高
ま
っ
た
。

「
住
ま
い
」
で
は
、
持
ち
家
が
八
九
・

二
％
（
一
戸
建
て
八
七
・
六
％
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
一
・
六
％
）
と
大
半

“

①日本76.25歳

：
アイスランド75.74歳

スウェーデン75.35歳

⑤香港74.90歳
⑤イスラエル74.54歳



こゅうすふお－らむ

法
務
省
入
国
管
理
局
は
十
日
、
昨
年

末
現
在
の
外
国
人
登
録
者
数
を
発
表
し

た
。
総
数
は
前
年
比
三
・
一
％
増
の
百

三
十
二
万
七
百
四
十
八
人
で
、
過
去
最

高
を
更
新
。
総
人
口
二
億
二
千
四
百

七
十
六
万
四
千
人
）
に
占
め
る
割
合
は

一
・
○
六
％
と
、
前
年
を
○
・
○
三
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
た
。

国
籍
・
地
域
別
で
は
①
韓
国
・
朝
鮮

を
占
め
、
九
○
％
が
満
足
し
て
い
る
。

買
い
物
、
散
歩
な
ど
外
出
で
は
、

「
積
極
的
に
外
出
す
る
」
が
六
四
・
二
％

あ
っ
た
半
面
、
｜
極
力
外
出
し
な
い
」

は
一
一
一
・
三
％
、
「
外
出
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
」
は
一
○
・
○
％
に
と
ど
ま

り
、
活
動
的
な
お
年
寄
り
の
姿
を
浮
き

彫
り
に
し
た
。

ふ
だ
ん
の
生
活
の
楽
し
み
と
し
て

は
、
「
テ
レ
ビ
」
を
挙
げ
た
人
が
七
九
・

四
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、
「
新
聞
、
雑

正垂訂

外国人登録者数

過去最高の

132万人に

蕊Iiiiiiiiiii

誌
」
（
三
七
・
○
％
）
「
旅
行
」
（
三
○
・
六
％
）

「
友
人
と
の
交
際
」
（
二
五
・
三
％
）
な
ど

を
大
き
く
引
き
離
し
た
（
複
数
回
答
）
。

「
今
後
取
り
組
み
た
い
活
動
」
で
は
、

「
旅
行
」
が
二
六
・
八
％
、
「
散
歩
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」
が
一
八
・
二
％
、
「
園

芸
」
が
一
四
・
○
％
、
｜
ス
ポ
ー
ツ
」
が

一
○
・
四
％
な
ど
を
挙
げ
、
「
特
に
な

い
」
は
三
四
・
二
％
だ
っ
た
（
同
）
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
’
五
）

【
香
港
砠
日
Ⅱ
相
馬
勝
】
中
国
の
首

都
、
北
京
市
が
地
方
か
ら
の
不
法
滞
在

者
一
掃
に
乗
り
出
し
た
。
百
万
人
以
上

の
地
方
労
働
者
の
取
り
締
ま
り
が
十
一

月
か
ら
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
地
方
か
ら

北
京
の
中
央
政
府
機
関
へ
の
”
直
訴
“

す
る
上
訴
団
も
、
五
人
以
上
の
集
団
は

来
年
初
め
か
ら
禁
止
さ
れ
る
。
不
法
滞

在
者
ら
に
よ
る
ケ
ン
カ
や
暴
動
ま
が
い

の
騒
ぎ
が
続
発
し
て
い
る
た
め
で
、

「
社
会
治
安
の
維
持
」
が
表
向
き
の
理

由
だ
が
、
実
際
は
都
市
労
働
者
の
ス
ト

や
集
会
な
ど
不
満
暴
発
を
恐
れ
る
と
い

う
政
治
的
意
味
合
い
の
方
が
強
い
よ
う

だ
。中
国
系
通
信
社
の
中
国
新
聞
社
が
こ

の
ほ
ど
報
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
地

・
七
％
、
八
六
年
は
七
八
・
二
％
だ
っ
た

の
が
、
昨
年
は
五
一
・
七
％
ま
で
低
下

し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
・
ペ
ル
ー
の
日
系
人

と
そ
の
家
族
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
か
ら

の
入
国
者
急
増
の
た
め
だ
。

外
国
人
登
録
者
は
一
貫
し
て
、
韓
国

・
朝
鮮
と
中
国
な
ど
の
「
特
別
永
住

正■詔不
法
滞
在
の
地
方
労
働
者

北
京
市
が
一
掃
作
戦

方
か
ら
の
都
市
部
へ
の
人
口
流
入
現
象

が
活
発
化
し
て
い
る
北
京
市
は
十
一
月

一
日
か
ら
、
地
方
労
働
者
の
転
入
を
規

制
す
る
市
条
例
を
施
行
す
る
。

地
方
か
ら
北
京
市
に
転
入
す
る
際
、

労
働
者
本
人
あ
る
い
は
、
そ
の
雇
用
主

が
「
北
京
市
の
受
け
入
れ
費
用
」
と
し

て
、
｜
人
当
た
り
十
万
元
（
一
元
Ⅱ
約

十
二
円
）
を
支
払
う
。
十
万
元
は
都
市

労
働
者
一
人
当
た
り
賃
金
の
約
三
十
年

分
に
当
た
る
ば
く
大
な
額
で
、
実
質
的

な
地
方
労
働
者
の
北
京
流
入
”
禁
止
条

例
〃
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
地
方
の
中
国
共
産
党
組
織

や
行
政
当
局
の
不
法
な
対
応
に
つ
い

て
、
北
京
の
中
央
機
関
な
ど
に
訴
え
、

え
ん
罪
を
晴
ら
そ
う
と
す
る
上
訴
団
は

者
」
が
最
も
多
く
、
昨
年
は
五
十
八
万

三
千
七
百
九
十
三
人
。
前
年
比
一
・
｜

％
減
で
、
全
体
に
占
め
る
割
合
も
前
年

比
一
・
九
ポ
イ
ン
ト
減
の
四
四
・
二
％

と
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
二
）
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【
ワ
シ
ン
ト
ン
、
日
Ⅱ
本
田
雅
和
】

世
界
銀
行
の
ア
ー
メ
イ
ン
・
チ
ョ
ク
シ

副
総
裁
（
人
材
開
発
政
策
担
当
）
は
二

十
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
本
部
で
朝
日
新

聞
記
者
と
会
見
し
、
カ
イ
ロ
で
開
か
れ

た
国
際
人
□
・
開
発
会
議
と
行
動
計
画

の
採
択
に
つ
い
て
「
大
成
功
だ
っ
た
」

今
年
上
半
期
だ
け
で
、
二
百
六
十
二
グ

ル
ー
プ
、
五
千
六
百
七
十
四
人
に
上
っ

て
お
り
、
九
二
年
か
ら
今
年
上
半
期
で

は
、
手
紙
だ
け
で
十
二
万
通
に
上
る
。

上
訴
団
の
北
京
入
り
に
つ
い
て
も
、

「
五
人
以
上
一
は
認
め
ず
、
上
訴
す
る

際
は
、
し
か
る
べ
き
立
場
に
あ
る
人
物

の
「
推
薦
」
が
必
要
と
の
北
京
市
条
例

が
来
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
地
方
出
身
者
の
北
京
流
入
禁

止
措
置
の
背
景
に
は
、
定
職
を
も
た
な

い
地
方
出
身
者
に
よ
る
ケ
ン
カ
や
泥

棒
、
あ
る
い
は
酒
に
酔
っ
て
の
暴
行
騒

ぎ
な
ど
が
頻
発
し
て
い
る
た
め
と
香
港

で
は
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
’
千

万
人
を
超
す
人
口
を
抱
え
る
北
京
市
で

は
、
た
だ
で
さ
え
ひ
っ
迫
し
て
い
る
電

加記世
銀
副
総
裁
「
人
口
会
議
は
成
功
」

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
重
視
・
問
題
解
決
へ

－－

と
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
計
画
実

行
の
た
め
に
は
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
の
協
力
が
不
可
欠
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
「
現
状
で
も
世
界
銀
行
の
全
事

業
の
三
○
％
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加
し
て
い

る
が
、
九
四
会
計
年
度
で
は
五
○
％
に

な
っ
た
」
と
述
べ
、
人
口
や
環
境
、
貧

気
や
水
が
一
層
、
不
足
し
て
し
ま
う
と

い
う
事
情
が
あ
る
。

し
か
し
、
北
京
で
は
さ
き
ご
ろ
、
中

国
東
北
部
の
失
業
労
働
者
約
百
人
が
北

京
の
裁
判
所
前
で
、
失
業
対
策
を
要
求

し
て
の
集
会
や
デ
モ
を
行
っ
た
。
こ
の

デ
モ
は
天
安
門
事
件
以
来
、
目
撃
さ
れ

た
例
と
し
て
は
初
め
て
。

｜
地
方
の
不
満
分
子
と
北
京
の
民
衆
に

よ
る
労
働
者
デ
モ
の
発
生
や
労
働
者
と

民
主
化
運
動
家
に
よ
る
デ
モ
な
ど
、
当

局
が
民
衆
の
不
満
の
暴
発
を
強
く
恐
れ

て
い
る
こ
と
が
、
今
回
の
条
例
規
定
の

真
の
理
由
」
と
香
港
の
消
息
筋
は
語
っ

て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
四
・
九
。
一
七
）

「
日
本
の
人
口
は
二
○
○
六
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
に
転
じ
る
」
。
電
力
中
央
研

究
所
は
二
十
八
日
、
二
○
一
一
○
年
ま
で

困
問
題
解
決
の
た
め
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
重
視
策

の
強
化
を
明
ら
か
に
し
た
。

チ
ョ
ク
シ
副
総
裁
は
カ
イ
ロ
会
議
の

結
果
に
つ
い
て
、
一
目
標
の
半
分
ほ
ど
し

か
合
意
で
き
な
か
っ
た
二
年
前
の
地
球

サ
ミ
ッ
ト
と
比
べ
て
も
、
百
八
十
以
上

の
参
加
国
が
行
動
計
画
の
九
○
％
以
上

に
つ
い
て
合
意
で
き
た
の
は
大
き
な
成

功
だ
－
と
評
価
。
特
に
「
こ
れ
ま
で
の

人
口
会
議
で
採
択
に
参
加
し
た
こ
と
の

な
い
バ
チ
カ
ン
（
ロ
ー
マ
法
王
庁
）
ま
で

が
、
二
部
留
保
し
た
も
の
の
）
最
終
的

に
は
採
択
に
合
意
し
た
」
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
か
つ
て
の
イ
ン
ド
が
出
生
率

の
抑
制
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
目
標
達
成

の
た
め
に
強
制
的
な
不
妊
政
策
な
ど
が

と
ら
れ
た
例
を
引
き
、
今
回
の
行
動
計

画
が
数
値
目
標
を
置
か
ず
に
、
女
性
の

人
権
や
教
育
、
健
康
、
福
祉
、
家
族
計

画
の
重
要
性
な
ど
を
強
調
し
て
、
計
画

実
行
の
た
め
の
資
金
調
達
に
は
合
意
し

､、
日
本
の
人
口
・
ピ
ー
ク
は
一
一
○
○
六
年

電
中
研
が
一
億
一
一
七
○
ｏ
万
人
予
測

の
人
口
動
向
予
測
を
発
表
し
た
。
こ
れ

は
同
研
究
所
が
進
め
て
い
る
二
○
一
○

年
ま
で
の
中
期
経
済
社
会
・
エ
ネ
ル

て
い
る
こ
と
に
着
目
。
「
も
し
計
画
通

り
に
実
行
さ
れ
た
ら
、
経
済
成
長
・
持

続
的
開
発
と
出
生
率
低
下
の
双
方
を
得

ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。

資
金
調
達
に
つ
い
て
も
、
「
例
え
ば

家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
必
要
な
額

は
、
途
上
国
の
軍
事
支
出
の
わ
ず
か
五

％
・
女
性
教
育
は
初
等
教
育
の
普
及
が

重
要
で
、
国
内
予
算
の
再
配
分
だ
け
で

も
か
な
り
の
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、

世
界
銀
行
の
初
等
教
育
借
款
も
四
○
％

は
女
性
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
「
（
世
銀
が
協
力
を
求
め
て
い

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
）
地
域
に
密
着
し
、
貧
困

問
題
に
精
通
し
て
い
る
地
元
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
、
一
三
１
ヨ
ー
ク
な
ど
に
住
ん
で
世

界
を
飛
び
ま
わ
り
な
が
ら
世
銀
に
注
文

を
つ
け
る
西
欧
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
唱
道
者
で
は

な
い
」
と
も
語
っ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
二
｜
）
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にゅうすふぉ－らむ

外
務
省
は
二
十
九
日
、
途
上
国
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
歩
み
と
現
状
を
ま
と
め

た
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
白
書
」
を
発
表
し
た
《
》
一

九
五
四
年
に
始
ま
っ
た
援
助
は
、
ア
ジ

ア
地
域
の
産
業
基
盤
作
り
に
力
点
が
置

ギ
ー
展
望
予
測
の
た
め
の
研
究
課
題

で
、
こ
れ
ま
で
の
厚
生
省
な
ど
の
人
口

推
計
に
加
え
て
、
女
性
の
労
働
条
件
の

変
化
や
所
得
水
準
な
ど
の
経
済
社
会
環

境
を
組
み
入
れ
た
と
こ
ろ
が
特
徴
。

そ
の
研
究
結
果
に
よ
る
と
、
日
本
の

人
口
総
数
は
厚
生
省
が
一
九
九
二
年
に

出
し
た
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
―
よ

ｕ１別主要援助圏
一一の今

豆外務省「ＯＤＡ主導国に」
環
境
・
人
ロ
に
力
点

醗曝

『一一）曰堀ジ源
轤轤曰及巾心｝東（トトト（曰

か
れ
、
め
ざ
ま
し
い
ア
ジ
ア
経
済
発
展

の
土
台
に
な
っ
た
、
と
強
調
し
て
い

る
。
三
年
連
続
で
世
界
最
大
の
援
助
国

に
な
っ
た
実
績
を
踏
ま
え
、
今
後
は

一
援
助
の
政
策
・
内
容
な
ど
の
面
で
国

り
も
五
年
早
く
一
一
○
○
六
年
に
一
億
二

千
七
百
万
人
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の

後
は
減
少
に
転
じ
る
と
い
う
。
二
（
）
二

○
年
の
人
口
は
、
厚
生
省
の
予
測
が
一

億
二
千
八
百
万
人
な
の
に
対
し
、
電
中
研

で
は
一
億
二
千
百
万
人
と
し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
二
九
）

麹
函

い
ア
フ
リ
カ

際
的
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
」
と
し
、
環
境
、
人
口

な
ど
地
球
規
模
の
問
題
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を
促
し
て
い
る
。

白
書
に
は
今
回
、
新
た
な
目
標
と
し

て
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ド
ナ
ー
」
と
い

う
言
葉
が
登
場
し
た
。
「
先
頭
を
走
る

援
助
国
」
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
理
念

と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
が
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
大

綱
一
だ
。
環
境
と
開
発
の
両
立
、
軍
事

支
出
や
武
器
の
製
造
・
輸
出
入
の
動
向

な
ど
に
注
意
し
て
援
助
を
実
施
す
る
原

則
で
、
世
界
平
和
、
地
球
環
境
の
保
全

に
努
め
る
、
と
し
て
い
る
。
併
せ
て
援

助
を
透
明
に
す
る
こ
と
や
、
従
来
型
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
心
の
援
助
か
ら
、
人

材
の
養
成
、
地
域
住
民
に
密
着
し
た
草
の

根
レ
ベ
ル
の
協
力
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

騨
密
中
南
米
轤
繍
大
洋
州
癖
入

そ

ま
た
力
を
入
れ
る
分
野
は
、
①
環

境
、
②
人
口
及
び
エ
イ
ズ
、
③
難
民
へ

の
対
応
、
④
民
主
化
、
市
場
経
済
へ
の

支
援
、
⑤
女
性
の
地
位
向
上
な
ど
。
ア

ジ
ア
重
視
は
「
歴
史
的
、
経
済
的
、
地

理
的
な
つ
な
が
り
の
深
さ
か
ら
主
要
対

象
国
と
し
て
き
た
。
我
が
国
の
援
助
が

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
賠
償
に
関
連
し
て
始

ま
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
一
と
し

て
い
る
Ｃ

九
三
年
度
の
援
助
実
績
は
百
十
二
億

ド
ル
、
国
民
一
人
当
た
り
約
一
万
円

だ
っ
た
。
世
界
二
十
八
カ
国
で
最
大
の

援
助
国
に
な
っ
て
い
る
半
面
、
国
民
総

生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
に
占
め
る
援
助
の
比

率
は
○
・
二
六
％
で
、
先
進
国
の
平
均

（
○
・
二
九
妬
）
を
下
回
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
九
・
三
○
）

<注>1992年.支出純額べ

数字は％
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２．束南アジア術IIl1辮人I上'１M発ｊｌＬ礎綱従H1〈1fiIド

ーインドロー

ReportontheBa3icSuTveyofPopLIlallonfmd

DeveloI)ｍｅｎｔｉｎＳｏｕｔｈｅａｓｔＡ&Ｉ&mCounlrles

-India-

昭和58年度

Ｌ中縦人ltjI§fⅡ|玉1人I「家族iillIIIijlL礎JM1It轍告iIト

BasicSurveyonPopulationanｄＦｉｌｍｉｌｙＰ１ａｎｎｉｎｇ

ｉｎＩｈＧＰｅｏｌ〕|e'sReIJublico「china（英語腕）

生ｆｉ'+KfIl化iハ水1[尖系中日合作ijM従研究膿(ヤ格

（lllllil譜iillu

３．’'１華人ｌｆ共ＲⅡIil人口・家族高lllIli第二次jlL礎調iof鰍iＩ認ト

BasicSurvey(11）onPopulati(〕nandRlmilvP1iInninR

mthePeopleOsRepublicofChIna

生育率fu生ii1i水､1匹失系第二次Ｉｌ１Ｈ介作iIM代６１１究搬

告苓（中irli;l;版）
￣

昭和59年度

１．アジア嶺匠1の農村人I」と農鷺開発にＩＩＬＩするi3HliIf綴杏iリド

ーインドlIil-

ReI〕ｏｒｌｏＩＩｔｈｅＳｕ八'eyofRuralPopulaIlonand

AglriculturalDevelopmentinAsianCountrjes

--India--（災縞版）

`1．ネパール]ilﾓ1人lＬ家族`汁Uhi)k礎調if

BasicSurveyReporlonPopulatｉｏｎａｎｄ冊lmily

PlannlngjnIheKing〔ｌｏｍｏＩＫｅＩ)a］（英諾版）

５．１１本の人UIHlilj化と1111発

UrbanizaIionandDevelopmentinJapan（災IilfliH）

２．束i#jアジアjIilL1等人I外開発J牒礎調代報告ｉｌＩ

－タイliil-

ReIx〕rlontheBasicSurveyofPopulationａｎｄＤｅｖｅ，

ICI)mentmSoutheastAsianCountnes

-Thailand－－

６．バンコクの人【】郁市化と2k荊瑚境・IHMhl:鋼從

－データnJ--

Surv③’ofU1rbaniza[i()【１，LWinlgEnvironmentand

WelfareｉｎＨｍＲｋｏｋ－Ｄａｔｆｌ－

（英織版）

３．［lイパの人I】抵換と腱付開発

Ｄｅｍ(DgraphicTransltioninJapannndRuralDeve

lopment（英鍛ＩｉＩＭ）

７．スライド

日本の郁市化と人口（日本i1冊版）

UrbanizationandPoI)ulationjnjapan（災lMlIM1〉

日本的城市化り人[ｌ（中ｌＲ１ｌ８版〉

UrbanisasiDankependudukanDi」eI)anｇ

（インドネシア語版）

４．ｓu｢ｖｅｖｏｆＦｅ｢IililyimdLMngStandardsinChine3e

Ru｢ａＩＡｒｅａｓ－Ｄａｍ－Ａ１１ｔｈｅｈｏｕｓｅｈｏＩｄｓｏｆｔｗｏ

ｖｉｌｌ〔lgesinjilinProvlncesu｢veyedbyquestlonI1alres

（災１W;版〉

失干中風友付的人I」ll2fil+くり生iiIi水ＷｌﾘilHl從恨ｌｌｒ

－吋干古林行iUi十村逸行全戸面談:1Mｆｔ的端采一

一ｊｆｉｆ１Ｍ－（中国語版）

昭和61年度

l・アジア粥国の農村人１１と農業|N１発にl則する鋼1ｏｆ慨告ilf

--インドネシアEl--

ReportonIheSu｢vevofRumlPopulalionand

AgriculturalDeveloDmentInAsianCountrlc昌

一lndoncsia-（災錯版）
５．スライトＨ本のlR1難、農村開発と人ロ

ーその軌跡一（日本,研版）

Agricultural＆RuralDevelopmenにlndPopulation

inJapan（英譜版）

日卒衣上衣村的洪展和人口的推秘（中Hil語版）

ＰＣ｢kembanganPerlanian，MasyarakatDesaDan

KependudukanDiJepElng（インドネシア鍛版）

（以｣二J力lfl版スライドは、日本瀧業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

昭和60年度

２．東南アジアiiii[Ｆ１淳人[小開発ﾊﾋ礎i計1M代報告ill：

－インドネシアljE1--

Repo｢tontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmenlinSoutheastAsianCounl1r1cs

-Indonesla-（英譜版）

３．在Ｈ制学生の学習と生i円条件に|M1する研究

一人的能力開発の課題に印して－

４．日本の労働力人口とllIl兇

LaborForceandDevelopmentin」aIxm（災i1冊版） １．アジア諸IiR1の艇村人口と腱随開発にＩＩＬＩするIiMiIE報告i1$

－タイｍ－

Ｒｃｐｏｒｔｏｌ１ｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰopulfltionand

AgriculturalDevelopmentinAsianCounlrles

-Thailand-（英錨版）

５．人l」と１Ｍ発IHI連統計典

DemographjcandSodo、EconomicIlldica1o｢son

PopuIationandDevelopment（英`iH鞭）
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２．束i付アジア諸｢Iil聯人[ルl淵発岻礎iijM1f繩告i１１；

－１１１蕪人氏共ＩIlIH-

ReportoI1theB風sicSurvevoIPopula[iOnand

DcvelopmenlinS【〕utheastAsiimCounlries

-China-（蝿M;版）

６．スライドＵ本の脈業１１M発と人1ｺ

－その1爪1Ｗ小麺拭一（日乍謡版）

Induslnal］)cveIopmenlimdPopulationin」圏ｐａｎ

－ＴｈｅＰ｢imcMover-Elcctricily-＜災,}ｲﾄ版）

１１本的秤並及鵬5人'二I

-lujli功ﾌﾞJ-IlLJ(－〈''１，識版）

Pemba【lgumanllldustTidankepeK】dudukan〔li」epan鷺

一PengllemkUtama-Tcn癖List｢ik-

（インドネシア,譜版）

３．アジア諸国からの労働力流出に１Ｍ弓１－る綴斑研究科llufiUI

-タイ国一

４．ｌｉｌ本の人ロと家liX

Populationar1dlheFamilyin」ｾﾞﾐ【)Eln〈英譜版） ７．ネパールli1K1人口家族iillIiIi輔二次JIL礎調;従

CompIemenI(IrvBa$icSurvcyRcpoTtol1］〕opul21Lion●

andFamilyPlaIminginLhckingdoｍｏｆＮｅＩｘｌｌ５．アジアの人1ｺ拡換と113発一統i;l･災一

DcmoRraphicl､I･【In5iljonandDevelopmeJltinAsi;】n

Countries-()vcMewandSIfItisticalTnl〕le5--

（英譜版） 昭和62年度

Ｌアジアiiifl刹の膿村人口と農難11M発に！;MするiiMl従概綜１１：

-17飛人ICjlilⅡ国一

Report、］ⅡｌｃＳＬｌｒｖｅｙＯ「ＲＬⅡ､fllPoI〕ulmtio1M1n(ｌ

Agriculturl1IDcvc1opmenti【）Ａ$i&lnCount【-ic；

－China-（鍵謡１１M）

６．スライド

Ⅱ本の人口と家族（Ⅱ本譜版）

FnmiIyandPopulationinJapEIn

-AsianExpcrience-（英iMi版）

上１本的人口5家座（中1劃語版）

Penduduk＆Kelua｢gaJepaI1g（インドネシ7,ii簡版） ２．４【南アジア`;lilIil聯人IこいllM苑｣代礎iiM在報併ilド

ーリ$:聴人1t此#ⅡnM-

ReportonKhcBasicSurveyofPopulalionand

DevcIopmenlinSouthe鑑ＩＡｓ１釦】Countris

-Chjna--（英語jｌｌｎ

７．ペルー共flluM人l｣家族計画雅礎iiMIIf

平成元年度

１．アジア諸l聾lの腱村人Ⅱと腱業1111発にIHIする鋼fii縦i1rjlド

ーバングラデシュlil-

ReI〕ＯＩｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲuTfIlPopulation61nd

AHricuiluralDevGlopmenL－Bangladush-
（蝿1/f版）

:l・アジア識[11からのﾘﾌﾞ働力MLlllに11MするiiMfhlli究蝿(!「ｉｌド

ーフィリビン'111-

４．１１本の人１１と腱裟ＩｌＩｌ発

Population&lndAgricuIturfIll九velppmenlil】」apa､

（英語版）

２．來爾アジア論ljil等人【ルllM発些礎`IHlif徽告醤

一ネパールIx1-

ReI)DrtontheBasicSurvey〔)「１.opula[ionimd

DevolopmenIinSoutheastAsianCounlries

-NePal-（英語版）

５．ネパールの人l小ｌｉｌｌ苑・鞘jjZ

PoI〕uIation，Ｉ九vcIopInentfmdIzxwITonmentinNepal

（英譲胆）

６．スライド

Ⅱｲｴの人i｣秘lmjと経済発展（11ｲ鬼諾版）

TheMjgrfltoryMovemenlilndEcoｎｏｍｉｃｌ工velop・

men［ｉｌｌｊ&lpfm（英濡IUli）

１Ｍ鳶的人I】弗渤与蕊１月浅腿（『''1剛藷版》

PerI〕indah【{nPendudukDElllI〕erkembangaR1Ekol1oml

Di」epang（インドネシアiililM1）

３．アジア諸国からの労動力流出に|則する調迩研究H11LfiIト

ー－マレーシアIIil-

４．Ⅱ本の人1.榊進変鋤とllH発

一澗齢化のアジア的視点一

SlructuralChangcinPopuialion&md

--japaIr巴ExpUrienceinAging-

Development

（英識腕） ７．トルコ1J５１人【｣家峡ＩｊＩ･画雅礎iilllfli

５．スライド

iWiIMi化社会へのⅡ本の挑戦

一生きがいのある繼後を目脂して－（Ｈ本iMi版）

八RinginJapall-ChallengcsKlnd１.rospects-
（蝿謡版）

辺人iWi齢化社会的Ⅱ本正面11缶挑戟

一追求具生命愈又的老年生illi-（中lj61語版）

昭和63年度

1．アジア識l薮lの磯村人口と農蝿ＩＭ苑にllLlする綱代報告響

一ネパールll1l-

ReportoX】tbeSulFveyolRu｢alPopulationand

Agricul[urall〕evelopmentInAsianCoummes

-Nepal－（英議版）

,，



３．アジア`W１１通|からの労働ﾌﾞﾉ流Ⅱlに関する調盃研究微lqiitト

ー－１雌人氏共和国一

TanmnganMasyarakalL(mjuIusia」epanR

(インドネシア譜版）

４．ＭKの地域開発と人！］-1990年代の展望一

Regiol】alDeveloDmentiIn(ｌＰｏｉ〕ulatioI〕】ｎJ【１１〕a1I

--TrendsandProspectsinthel990s--

６．アジアI粥liilの農業１１}1発－５ヵ国の比較一

ｓ（｢（llcgicMeasures（orlhcAgricu1turalDevelopmenｔ

－－Ｃｏｍｐａ｢ativeSI｢udiesonFjveAsianCountries-

（蝿M}腕〉

（小作IＭ１は、1990年(ＩＩ)11本視聴覚教育協会主１１M優秀映

像敬付選奨社会毅育部ｌｍｌで優秀賞を受賞｡）

(蝿}＃版）

５．スライド

Ⅱ水の地域開発と人[Ｉ（Ⅱﾉlxilli版）

ReHinaIDevelopmenI＆lIldPopulationin」ap&!Ⅱ

（英搬版）

日本的区域升度和人I」（'''１１;li譜版）

PermbanglInanI)aerahdi1nPopulasjdjJeI〕allｇ

（インドネシアWZ）

平成２年度

Ｉ・アジアiiiil剛の農村人I-lと農鷺１W1発に関する鋼代徽;１，０$

一一フィリピンlF1-

Repor（ontheSurveyofRuralPopulaUonand

６．アジアの労|励力移動

LaborMigrationinAsia（:災iWl版）

ARI･iculluralDevelopmenl－PhjIippine-

（災,１冊lIIn

蝋1打アジア,満l到等人１１．１１M発jJL礎調炎鰍;IjiIド

ーバングラテシュ－－

Rep(〕｢ｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｌ･vevofPopulationand

DeveIopmentinSoulheastAsianCount｢ies

---Ballgladesh-（jiLiiji版）

２．

平成４年度

1．アジア蜥脚の農村人[lと鵬剰lH苑'二関するi澗fhHl<\ilド

－マレーシアｌｒ１－

ＲｅＩ)orlonlheSurveyoIRuraIPopula〔ion

Ag｢iculluralDevel〔)pｍｅｎｔ－MalmvsifI

(災lMiWI）

and

３．アジア,iMlfiからの労働ﾉjiiLlllにＩＲＩするljMfIi研究側ｉＩｉｉＩＩ

－－インドネシア川。

２．４(＃jアジアIiIfHi1等人[ル11N光」f礎iiM1炎報I￥11ド

ーーベトナム国一

ReI】ｏｒｌｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕ｢vevolPopulaIi【〕nKmd

Devcl()l〕menlinSouthe上lsIAsjanCounITle§

４．１１イミの人【-1.開発・側境一アジアの締験一

ＰＯＩ)u1ationDevelopmentandEnvlI･oｎｍｅｎＩ１ｎ

(英鵠肱）｣(lpun－AsianExpc｢ＩＣＩ]Cｅ

ＶｉｅｌＮａｍ－（災iMIHIY）
５．スライド

１１イミの瑚埴・人【１，１１ｉ１発（[l本譜版）

Environment，Populal1olu（lndDevelopmenlin

」aPan（英語１１１１）

ｌ｣ｲﾊﾟｲIﾜ坏境・人ｕ・升友（l11liil謡版）

L1nRkunRan，PendudukdanPembangunim上I)anｇ

（インドネシア謡駈）

（本作品は、1991年IⅡ)日本視聴覚教育協会主(Ⅲ優秀映

像教材選奨社会教育部!`11で優秀賞を受賞｡）

３．アジアjIiIMからの労働）Ji｝fl}}にI)Uする鋼fIi6)f究慨ilfilド

ースリランカIIil-

４．アジアの雁業転換と人I-I

Indu凱rialTransi【ioｎ（lndPoI)uIationinAsia

（災Ｉｌｌ;lijI）

５．スライド

IU111に!ｋきる－日本のj)ｉｉ紫松換と人口一

（Ⅱ水iMiHi）

ＬＭｎＲｉｂ「Ｔｏｍo｢row－Industrial

Transi1ionandPopulaljoniI1Japan-

（災`M繩）

lkiiM:明正一日本的ｉ々:北鋳換与人口－

〈ＩＩ１１ＭｉＭｉ版）

HiduI）UnlukHariEsok－PeTfllihanSt｢uktur

lndustriDanPopulasjDijepaI1g-

（インドネシア譜）

６．アジアの人LIfillili化一統iil喋一

ProspectsofUrbaniza1ioninAsla（英船版）

平成３年度

1．アジアＩ満便lの農村人'二Iと農業１１M発に閲する綱iii級ｆ１ｒ{lド

ースリランカ区１－－

RcportontheSurveyRuralPopulationand

AgrlculturalDevelopmen［－Srilanka-

（災縞版）

２．W〔i櫛アジア諸国等人口・開発錐礎調査報告ｉｌｆ

－－－フィリピン国一一

Repo】ｒｔｏｎｌｈｅＢａ台ｉｃＳｕ｢veyofPoPulationand

Deve1opmentinSoutheasIAsianCountries

--Phllippjnes-（英鵬版）

平成５年度

１．アジア,iii風の農村人ｕと腱批１Ｍ発に1MJする調従轍告i1ド

ーベトナーム国一

ＩＤＯ



￣

ReportoT1theSurveyofRuralPopulationa7ld
AgriculturalDevelopmｅｎｌ－ＶｉｅｔＮａｍ－
(英識版）

２．収南アジア緒LR1等人口・開発JJ;礎調ｲii報告普
一スリランカ'五l-

Repo｢l0ntheBasicSurveyofPopulationand
DevelopmclltjnSoutheastAsianCoLmtries
-SriLanka-（英語版）

３．アジアi満1劃の人間資iMi開発と労働力に関するii1KilWf先
報告鍔一フィリピンlｒｌ－

４．アジアからの挑戦一人口と開発･－

ChaIlengeandStrategyoIAsianNations

-PopulationandSustainableDeveloprnenl-
（英語版）

５．スライド

女たちの挑戦一女性の地位IrII-l二と日本の人１１－－

（日本語版）

Wonlenandthei「ChaIlengGs－lmprovements
intheStatusofWomenthePopulationofjapan-
（英語版）

女性的挑紘一女性地位的提高与Ｈ本的人Ｕ－
（中国譜版）

TantanganKaumWanila

-Emfmsl1pasiWanitadanPol〕ulasiJepang-

ＡＰＤＡ 曰誌■■■ ■■■

｝８

９月
月３１
１１日

日

８
月
配
日

８

月
１１０

２３日

日

８
月
９
日
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
次
長
と
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
が

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
開
催
に
つ
い
て
懇
談
。

８
月
２
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
役
員
会
開
催
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
へ

の
参
加
に
つ
い
て
協
議
。

７

月
１２４

３１日

日

７

月
１１３

２６日

日

「
国
際
人
口
・
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
準
備
委

７
月
８
日

～
皿
日
員
会
に
楠
本
修
、
王
任
研
究
員
を
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
に
派
遣
。

エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
で
開
催
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
９
月
３
日
～

４
日
）
並
び
に
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
（
９
月
５
日
～
四
日
）
に
広
瀬
次

雄
常
務
理
事
、
楠
本
修
主
任
研
究
員
、
北
畑
晴
代
職
員
を
派

迦廻⑨ 「
国
際
人
口
・
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
並
び
に

「
国
際
人
口
・
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
」
参
加
議
員
へ
の

説
明
会
開
催
。

平
成
６
年
度
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
間
資
源
開
発
と
労
働
力
に

関
す
る
調
査
研
究
」
調
査
団
を
ベ
ト
ナ
ム
国
に
派
遣
。
（
団

長
栗
木
・
レ
タ
ン
・
ゲ
ェ
ッ
ブ
、
大
野
昭
彦
、
大
塚
友
美
、

楠
本
修
）

平
成
６
年
度
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・
農
村
開

発
基
礎
調
査
」
予
備
調
査
団
を
イ
ン
ド
に
派
遣
。
（
団
長

大
野
昭
彦
、
楠
本
修
）

平
成
６
年
度
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
都
市
化
と
開
発
調
査
」
調
査

団
を
タ
イ
国
に
派
遣
。
（
団
長
桐
生
稔
、
大
塚
友
美
、
遠

藤
正
昭
）

ＩＤＩ



◆
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

（
国
際
人
口
・
開
発
議
員
会
議
）
と
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
（
国
際
人
ｕ
・
開
発
会
議
）
に

編
集
子
も
出
席
し
た
が
、
特
集
記
事
に

も
あ
る
よ
う
に
、
会
議
の
特
色
は
、
仙

女
性
の
出
産
に
対
す
る
選
択
・
決
定
椎

の
採
択
（
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
及
び
ラ
イ
ッ
『
②
地
球
環
境
と
調
和

し
た
持
続
可
能
な
開
発
と
人
口
と
の
相

互
関
連
の
愈
要
性
の
碓
認
、
③
耶
事
澱

削
減
に
よ
る
賛
金
の
調
達
ｌ
の
三
点

に
し
ぼ
ら
れ
た
、
と
い
っ
て
も
よ
い
。

◆
人
口
問
題
に
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
進
出

し
た
こ
と
は
結
構
だ
っ
た
が
、
避
妊
中

絶
を
め
ぐ
っ
て
〃
宗
教
戦
争
“
に
終
っ

て
し
ま
う
の
か
、
と
の
懸
念
が
あ
っ
た

こ
と
も
事
実
だ
。
人
道
的
に
許
さ
れ
る

範
囲
の
産
児
制
限
で
人
口
増
加
を
食
い

止
め
る
か
。
そ
れ
と
も
無
制
限
な
人
口

増
加
で
、
大
通
餓
死
や
病
死
と
い
う
自

然
の
怒
り
と
も
い
う
べ
き
余
剰
人
口
の

陶
汰
と
い
う
苛
酷
な
制
裁
を
う
け
た
方

が
い
い
の
か
。
重
体
に
陥
り
つ
つ
あ
る

人
類
と
地
球
の
迎
命
を
切
り
開
く
の
は
、

人
類
の
英
知
と
決
断
以
外
に
な
い
の
だ

が
…
・
・
・
。

◆
日
本
国
会
議
貝
団
の
活
躍
が
光
っ
た
。

人
口
問
題
は
、
政
府
だ
け
に
任
せ
て
お

け
な
い
、
と
い
う
の
で
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
に

世
界
百
七
カ
国
か
ら
三
百
人
の
国
会
議

貝
が
参
加
、
健
闘
し
た
。
白
熱
の
論
議

の
結
果
「
カ
イ
ロ
宣
言
」
を
採
択
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
に
建
議
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
生
み
の
親
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
（
人
口
・
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
議
長
の
桜
井
新
・
衆

院
議
員
。
同
議
長
の
も
と
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

役
貝
が
一
丸
と
な
っ
て
国
連
人
川
雅
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
や
各
国
議
員
に
呼
び

か
け
、
開
催
に
洲
ぎ
つ
け
た
。
日
本
を

先
頭
と
し
た
こ
の
ア
ジ
ア
・
パ
ワ
ー
に

世
界
各
国
は
一
様
に
脱
帽
し
た
格
好
と

な
っ
た
が
、
会
議
場
で
は
日
本
議
員
団

の
当
を
得
た
発
言
が
注
目
さ
れ
、
評
価

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た

い
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

Ｌ

ノ

表紙の写真説明

Ｂ
‐
・
牛
於
Ｊ
Ｐ
‐

ハトシェブスト女王の

葬祭殿

呆然と、息をのんで見上げる

⑪典っ背ぃな空。凄い迫力だ。

果てしなく広がる大自然と巨

大な岩山。

その岩山が垂llLiに削りとられ

に⑱ハトシェプスト女王帆の葬祭

鱸
ifi潔鐸‘蝿

た断崖の直下に、ハトシェプスト女迫肌の葬祭

殿が静かに横たわっていた。

境内は三域に分かれている。主榊は上jliilo

上、中、下壇の|M1にそれぞれ柱廊がめぐらさ

れていた。

ｉＩｉ代エジプトの最麟期における祭政の原点

をみせてくれる第18王朝の代表的モニュメン

トだ。

人口と開発･秋季号く通巻49号〉
1994年10月１曰発行く季刊〉

●編集発行

財団法人アジア人Iル開発協会

〒100』〔京都「･代田Iえ水H1uI2-1()－２

水ⅡＩ１ＨＪＴＢＲビル71()り・

ＴＥＬ（()3）3581-7770㈹

ＦＡＸ（０３）３５８１－７７９６

●印刷

文化印刷株式会社
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柳 噸
、

29【Ｈ寺fＦ腿

の昨日

房ＩにU■

鱒ＷＬＵ

jlii4j二《>i鐸&
i蝋liil11i1i11lli1il

、

⑤01,社会iＩ

ひ1毛か召FEC

Eコケ･ラーふり

ｈｐＤＴＴＵｌＵＺ鐘・碑

凶迎シノレビテ臣廼Ｚ証二

・貴社の理論・理念を中心に

■シナリオ作成に力点

・長年教育ビデオ制作で培ってきたノウハウの提供

・綿密な打合わせによって作成されるシナリオ

■高品質の映像技術

・放送局レベルの撮影スタッフ、機材、編集

■多本数のプリント可能

・全国各支店、営業所に配布することが可能

旨ⅢⅡ霊魂Ｚ

■人事考課者訓練用教材

・人事制度紹介用ビデオ教材

・人事考課者訓練用ケースス

タディ（問題編・解答編）

・面接訓練用ビデオ教材

■管理者教育用教材

・ヒューマンスキル習得用教材

■新入社員教育用教材

■安全・衛生管理用教材

■事業紹介ビデオ等

鞭社会経済生産性本部映像教育部
〒150東京都渋谷区渋谷3-1-1ＴＥＬＯ３(3409)１１３４ＦＡＸＯ３(3409)7789

※詳しくはパンフレットをご請求下さい。



全
曰
空
と
し
て
は
、
家
族
も
快
適
に
し
た
い
。

T繍

鑿胴

スーパーリラックスキャンペーン

企１１噸の50インチで快適な'１１雌からＩ11}ったら､こんどは､ご家族にスーパーリラツクスなプレゼント。

抽選でP1iります-kもらえますもお好きなコースをお選びください。

くＡｺｰｽ＞全曰空旅行券５万円'１|灘鵬榔

くＢｺｰｽ＞マリンジャンポペアセーター＆

全｢曰空ホテルズ・ギフト券２万円Ill鮒||糠Ｍ１
ｏキャンペーン】UⅡllIuIoに､命Ⅱ通の炊獅肺鳳の７７－ストクラス1kびに.ＣＬＩＩＩＢＡＮ`Ｍピジネスクラス)を．１Ｍ二で発沸．隅人され

たﾉ(人勝遡迩Hfの航空券でご｢']111のお秤I蝋J、片Jliご11川lにつき－['１]ずつ.応4%いただけ.H1､⑦セーターは大人ＩⅡ(Ｍサイズ)と

CLUB
ANA品lzWⅡ(130cm)の七・ノルになりｉｆ塩o8YLb､お11Uいｲﾔわせ'よ､｢ＡＮＡスーバーリラノクスキヤンペーンデス妬TELO3-5イル1-5030上て（

[キャンペーン期間]'94年10ﾉＪ１ロ～12ﾉJ31酢Ⅲ''一ﾝ韓'ｴﾊﾟﾔﾝﾍﾞｰﾝの!'願，Ｉと…いた廷…

国際線のご予約･お問い合わせは全日空各支店または､お近くの全日空代理店まで。
Ｌ･《

●東京(03)3272-1212●大阪(06)372-1212●札幌(011)281-1212③名古屋(052)971-5588●福岡(092)474-1212●沖純(098)861-1212
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